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目 時：昭和61年12月4日（木）10：00～16：35  

場 所：科学技術庁放射線医学総合研究所 講堂  

ユ0：0∩～10：05 開会の辞 科学技術庁原子力安全局次長 堀田俊彦  

時 間  論文番号  題  目  調 査 機 関  発表者  

Ⅰ環境放射能及び分析法等に関する調査研究  座長 望月 勉（日本分析センター）  

10：10  

・｝10：25  
（2） 屋内・外のラドンによる被曝線量 放射線医学総合研究所  阿部史朗  

調査  
東京理科大学   

（13） 日本における大気中の放射性クリ 気象庁気象研究所  鈴木 款  

プトン濃度   

（17） ウラン濃縮施設周辺における環境 岡山県環境保健センター 杉山広和  

試料申のウラン同位体組成につい  

て   

（41） アクリル繊維捕集材による海水中 （財）日本分析センター 森本隆夫  

放射性核種の現場捕集について  

10：25  

～10：40  

10：40  

～10：55  

10：55  

～11：10  

Ⅱ 特 別 講 演   

11：10  
【・－12：10  

座長 浜田達二（日本アイソトープ協会）   

「クルシャク・ストックホルムに出張して」  

－ソ連原子力発電所事故に関連して－  

講師 放射線医学総合研究所臨床研究部長  舘 野 之 男   



時 間  論文番号  題  

12：10  

～13：15  

目  調 査 機 関  発表者  

憩  

Ⅲ ソ連チェルノブイル原子力発電所事故に係る放射能測定調査（1）  

座長 吉川友章（気象庁 気象研究所）  

13：15  

～13：30  
（91） チェルノブイル原発事故に由来す 気象庁気象研究所  青山道夫  

る大気中の人工放射性核種の日本  

周辺における挙動   

（94） 動然におけるチェルノブイル原子 動力炉・核然料開発  石田順一郎  

力発電所事故に伴う環境放射能特 事業団  

別モニタリングの実施について  

13：30  

～13：45  

13：45  

・－14：0〔  
（92） 環境放射線解析に関する基礎的研 理化学研究所  

究（Nal（Tl）シンチレーション  

スペクトロメータによる環境放射  

能測定）  

岡野真治  

14：00  

～14：15  （108） ソ連チェルノブイル原発事故由来 神奈川県衛生研究所   高城裕之  

のヨウ素131の濃度と化学形  

一粒子状および無機ガス状ヨウ素  

について－   

（127）ソ連原発事故により検出された大 鹿児島県環境センター  今村博香  

気中の131Ⅰの形態について   

（111）福井県におけるチェルノブイル事 福井県衛生研究所  吉岡満夫  

故の影響  

14：15  

′－14：30  

14：30  

～14：45  

14：45  

～15：15  
憩  

Ⅳ ソ連チエノブイル原子力発電所事故に係る放射能測定調査（2）  

座長阿部史朗（放射線医学総合研究所）  

5 

53。 （89）筑波の大気中で観測されたチェル気象庁気象研究所   広瀬勝己  

ノブイル原子力発電所由来の人工  

放射性核種：その物理・化学的性状   



目  調 査 機 関  発表者  時 間  論文番号  題  

15：30  
～15：45  

（86） ソ連チェルノブイル原発事故の牛 農林水産省畜産試験場  三橋俊彦  

乳への影響   

（100） チェルノブイル原発事故に由来す 北海道立衛生研究所  福田一義  

る131Ⅰ及び137csの放牧時におけ  

る牧草から原乳への移行について   

（95） 昭和61年度上期採取環境試料の放 （財）日本分析センター 野中信博  

射能水準   

（96） ソ連のチェルノブイル原子力発電 （財）日本分析センター 上杉正樹  

所の事故に係るわが国の環境放射  

能調査データ及び付帯情報の収集  

・整理について   

閉会の辞  科学技術庁原子力安全局原子力安全課防災環境対策室長  

山元孝二   

15：45  

～16：00  

16：00  
～16：15  

16：15  
～16：30  

16：30  
～16：35  



次   

調 査 機 関  〈こ－ン／  

Ⅰ 特別講演   

「ワルシャワ、ストックホルムに出張して」   

－ソ連原子力発電所事故に関連して－  

放射線医学総合研究所 舘野之男………3  

Ⅱ 環境に関する調査研究1（大気、陸）  

（1）パッシブモニターによる一般家屋屋内ラドン濃度  

の全国調査  

（2）屋内・外のラドンによる被曝線量調査  

放射線医学総合研究所…………………… 9  

放射線医学総合研究所…………………‥ 13  

東京理科大学  

放射線医学総合研究所…………………  21  

島根県衛生公害研究所  

放射線医学総合研究所…………………  26  

放射線医学総合研究所…………………  29  

放射線医学総合研究所…………………  33  

放射線医学総合研究所…………………  37  

（3）屋内における空間放射線線量調査 一島根県－  

（4）隠岐島におけるバックグラウンド空間放射線の測定  

（5）環境中におけるトリチウムの測定調査  

（6）環境中14cの濃度調査  

（7）陸上試料の調査 一放射性ルビジウムに関する調  

査－  

（8）大気中の14c濃度の経年変化  

（9）60年度における牛乳の放射能調査  

（10）家畜の骨中の00sr濃度調査（1985年度）  

（1り土壌および小麦中の137csについて  

（12）日本近海海水の放射能  

（13）日本における大気中の放射性クリプトン濃度  

（14）筑波におけるHTO及び鋤sr降下量について  

（15）日本主要河川中の人工放射性核摩の含量について  

（16）地表大気中の放射性核種  

（17）ウラン濃縮施設周辺における環境試料中のウラン  

同位体組成について  

（18）降下物、陸水、海水、土壌および各種食品試料の  

放射能調査  

防衛大学校  

農林水産省畜産試験場…………………  43  

農林水産省家畜衛生試験場……………  46  

農林水産省農業環境技術研究所……… 48  

気象庁海洋気象部………………………  49  

気象庁気象研究所………………………  52  

気象庁気象研究所………………………  54  

気象庁気象研究所………………………  55  

国立衛生試験所  

岡山県環境保健センター……   ・ 59  

（財）日本分析センター‥…‥   ‥  60   

Ⅲ 環境に関する調査研究2（海洋、廃棄物）  



調 査 機 関  ページ  題  

（19）沿岸海域試料の解析調査  

（20）外洋の解析調査  

（21）日本近海海産生物の放射能調査  

放射線医学総合研究所・‥・   ・・ 69  

放射線医学総合研究所‥‥     ‥  74  

水産庁東海区水産研究所………………  78   

〝 北海道区水産研究所   

′′ 西海区水産研究所   

′′ 日本海区水産研究所  

水産庁東海区水産研究所…  （22）日本近海海底土の放射能調査  82   

〝 北海道区水産研究所   

′′ 日本海区水産研究所  

水産庁東海区水産研究所‥……………・ 85  （23）シャツキー海嶺周辺海域におけるマイクロネク  

トンの放射能バックグラウンド  

（24）B点および小笠原舟状海盆より採取されたソコダ  

ラ類の137cs一浪度  

（25）日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

（26）横須賀、佐世保及び金武中城港の放射能調査  

（27）放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に伴なう海水  

海底土の放射能調査  

（28）深海底層流の調査  

（29）太平洋、南大洋およびインド洋表面海水中の人工  

放射性核種含量  

（30）クルマエビによる複数種RIの同時とりこみの比  

較一砂無し、無ろ過の水槽海水中へRI投入直後  

からのとりこみ－  

（31）追跡調査のための深海底探索調査システムに関す  

る対策研究（60年度成果の概要）  

（32）海産生物中の安定および放射性コバルト銀の定量  

（33）沖縄におけるバックグラウンド調査  

（34）放射性廃棄物処分候補海域の中・深層の測流に関  

する対策研究  

（35）原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放  

射能調査  

（36）原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の  

放射能調査  

Ⅳ 食品及び人に関する調査研究  

水産庁東海区水産研究所………………  88  

海上保安庁水路部‥＝      ・・ 90  

海上保安庁水路部………………………  95  

海上保安庁水路部………………………  99  

気象庁海洋気象部……………………… 102  

気象庁気象研究所……………………… 106  

国立公衆衛生院  

海洋科学技術センター………………… 112  

（財）日本分析センター……………… 115  

（財）日本分析センター……………‥・ 119  

筑波大学  

（財）原子力環境整備センター  

（財）海洋生物環境研究所…………… 126  

（財）温水養魚開発協会……………… 130   



調 査 機 関  ペーシ  題  

放射線医学総合研究所………………… 135  

放射線医学総合研究所………………… 139  

秋田大学  

放射線医学総合研究所………………… 142  

（37）人骨中の㈹srについて  

（38）人体臓器中の239，240pu濃度  

（39）原子力施設周辺住民の放射性および安定云素摂取  

量に関する調査研究  

Ⅴ 分析法・測定法等に関する調査研究  

（財）日本分析センター………………149  （40）陽イオン交換樹脂カラム法による環境試料中の放  

射性ストロンチウム分析法の検討  

（41）アクリル繊維捕集材による海水中放射性核種の現  

場捕集について  

（42）液体シンチレーションカウンタを用いた環境試料  

中の放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

（財）日本分析センター‥・    ＝ 153  

（財）日本分析センター……………… 157  

Ⅵ 都道府県の掛射能調査  

北海道立衛生研究所…………………… 163  

青森県公害調査事務所………………… 166  

秋田県衛生科学研究所………………… 169  

山形県衛生研究所……………………… 172  

宮城県原子力センター………………… 174  

福島県原子力センター………………… 177  

茨城県公害技術センター……………… 181  

埼玉県衛生研究所・‥・      ‥ 185  

東京都立衛生研究所・・…………………・ 187  

神奈川県衛生研究所…………………… 190  

新潟県公害研究所……………………… 192  

石川県衛生公害研究所‥‥    ・・196  

福井県衛生研究所……………………… 199  

長野県衛生公害研究所………………‥t 203  

静岡県環境放射線監視センター‥・… 205  

愛知県衛生研究所■・‥       ＝・ 211  

京都府衛生公害研究所………………… 213  

大阪府立公衆衛生研究所…・  …… 217   

（43）北海道における放射能調査  

（44）青森県  〝  

（45）秋田県  ′′  

（46）山形県  ′′  

（47）宮城県  ′′  

（48）福島県  〝  

（49）茨城県  〝  

（50）埼玉県  ′′  

（51）東京都  ′′  

（52）神奈川県  ′′  

（53）新潟県  ′′  

（54）石川県  ′′  

（55）福井県  〝  

（56）長野県  〝  

（57）静岡県  ′′  

（58）愛知県  ′′  

（59）京都府  ′′  

（60）大阪府  〝  



調 査 機 関  題 ページ  

（61）兵庫県における放射能調査  

（62）和歌山県  〝  

（63）鳥取県  ′′  

（64）島根県  〝  

（65）岡山県  ′′  

（66）広島県  〝  

（67）山口県  ′′  

（68）愛媛県  ′′  

（69）高知県  ′′  

（70）福岡県  〝  

（71）佐賀県  ′′  

（72）長崎県  ′′  

（73）鹿児島県  〝  

（74）沖縄県  〝  

兵庫県衛生研究所……………………… 220  

和歌山県衛生公害研究センター………223  

鳥取県衛生研究所＝‥       … 225  

島根県衛生公害研究所‥…・  ・‥ 228  

岡山県環境保健センター……………… 232  

広島衛生研究所  

山口県衛生研究所……………………‥・ 237  

愛媛県公害技術センター……………… 240  

高知県衛生研究所…‥・     … 244  

福岡県衛生公害センター……………‥・ 246  

佐賀県公害センター…………………… 249  

長崎県衛生公害研究所………………… 253  

鹿児島県環境センター………………… 256  

沖縄県公害衛生研究所………………… 260  

Ⅶ ソ連チエルノブイル原子力発電所事故に係る放射能測定調査  

（75）チエルノブイル原子力発電所事故に関する放医研 放射線医学総合研究所………………… 267  

での放射能調査  

（76）大気浮遊塵中の放射線核種濃度  放射線医学総合研究所………………… 270  

（77）チェルノブイリ事故による海産生物の放射能汚染 放射線医学総合研究所………………■＝ 275  

調査  

（78）チエノヴィリ事故を起源とする尿中131Ⅰの濃度に 放射線医学総合研究所・・………………・ 278  

ついて  

（79）チエルノブイル原子炉事故に起因する環境中の放 放射線医学総合研究所・・・・    ‥・ 280  

射性核種（特に131Ⅰ）の濃度と化学形態  

（80）ソ連チエルノブイル原子力発電所事故が日本人の 放射線医学総合研究所………………… 284   

137cs体負荷量に与えた影響に関する調査研究  

（81）キエフからの帰国者の所持品等のアルファ放射性 放射線医学総合研究所………………… 288  

核種について  

（82）キエフからの帰国者の尿・血液中の131Ⅰについ 放射線医学総合研究所………………‥・ 290  

て  

（83）電子スピン共鳴吸収（ESR）法による外部被曝 放射線医学総合研究所………………… 293  

線量評価 －ソ連原発事故に関連して一  

（84）高空における放射能塵の測定  防衛庁技術研究本部‥‥    ・…・ 297   



調 査 機 関  ペーシ  

（85）チエルノフィル原発事故によるホウレン草、小麦  

および土壌の放射能汚染調査  

（86）ソ連チエノブイリ原発事故の牛乳への影響  

農林水産省農業環境技術研究所・……‥301  

農林水産省畜産試験場…・   ・‥ 304   

′′ 北海道農業試験場   

〝 九州農業試験場  

水産庁東海区水産研究所……………… 308  （87）チェルノブイリ原子力発電所事故に伴う放射能調  

査（水産関係）  

（88）ソ連チエルノブイル原子力発電所事故に係る放射  

能測定調査  

（89）筑波の大気中で観測されたチェルノブイリ原子力  

発電所由来の人工放射性核種：その物理・化学的  

性状  

（90）チエルノブイル原発事故に由来する放射性物質の  

降下量について  

（91）チエルノブイル原発事故に由来する大気中の人工  

肺射性核種の日本周辺における挙動  

（92）環境放射線解析に関する基礎的研究  

（旭Ⅰ（Tl） シンチレーションスペクトロメー  

タによる環境放射能測定）  

（93）チェルノブイリ原子力発電所事故由来の放射性核  

種測定と呼吸による被曝線量評価  

（94）動然におけるチエルノブイル原子力発電所事故に  

伴う環境放射能特別モニタリングの実施について  

（95）昭和61年度上期採取環境試料の放射能水準  

（96）ソ連のチエルノブイル原子力発電所の事故に係る  

わが国の環境放射能調査データ及び付帯情報の収  

集・整理について  

（97）ソ連原発事故に伴う大気中放射性核種農産につい  

て  

（98）葉菜の処理による放射性核種の減少 一除染と揮  

散一  

（99）チェルノブイル事故後の福岡市の環境放射能  

（100）チェルノブイリ原発事故に由来する131Ⅰ及び  

137csの放牧時における牧草から原乳への移行に  

ついて  
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特別講演  「ワルシャワ・ストックホルムに出張して」  

－ソ連原子力発電所事故に関連して－   

舘 野 之 男  

（放射線医学総合研究所  

臨 床 研 究 部 長）  

1．はじめに   

ソ連チェルノフィル原子力発電所の事故に開運して、「在留邦人にたいして生   

活上の助言をするように」といわれて、ワルシャワとストックホルムに出張した。   

この出張では汚染の測定などは一切しなかったが、緊急事悪でかつ情報が極めて   

乏しいなかで何がどう問題になり、どう動いたかの一断面をワルシャワを中心に   

お話することにする。  

なお、出発は5月3日午後9時30分、到着は現地時間の翌日の正午である。  

2．よう素剤の投与  

ポーランドでは4月の29日にこの事故にたいする政府の対策委員会が設置さ   

れ、「ポーランドの東北部で、長期的に継続すれば人間の健康を漫なう恐れのあ   

る畳の放射能が検出された」とする発表を行った。そして、その結果を踏まえて、   

三つの指示を出した。第一は、撮色の草（干草でない、牧草地に生えている草の   

意）を食べた牛の牛乳の販売の禁止。第二は、野菜は洗って食べること。第三は、   

子供によう素剤を投与すること、である。   

ポーランド政府による、よう素剤の投与は16歳以下の子供全員、一千万人を   

対象に行われた。これに対応して日本大使館は、はるかに日本まで、投与方法を   

問い合わせる一方、よう素剤を緊急にウィーンに手記して入手し、4月30日の   

夜には早くも、在留邦人に配っている。なお、この時点でのよう素剤の投与は、   

イギリス大使館の医務官のアドバイスが「投与の必要なし」だったこともあって、   

老若を問わす希望者のみに行われた8翌1日には、件の医務官が意見を変えたの   

にしたがって、16才未満の子供全員に積棲的に服用をすすめている。  
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3．各国大使館の対応   

在ポーランドの各国大使館のうちの幾つかは妊婦、子供を国外に避難させた。   

国外避難措置についての各国の対応は5月2日の時点で次のようになっていた。   

妊婦、子供のうちの希望者に国外退避の措置をとった国は、イギリス、カナダ、   

フランス、西ドイツ、オーストリア。避難させなかった国はアメリカである。つ   

いでにいえば、よう素剤の服用をした国は、イギリス、カナダ、西ドイツ、オー   

ストリア、日本。しなかった国はアメリカとフランス。つまりアメリカは避難も   

よう素剤もなし。日本は避難だけなし、フランスはよう素剤だけなし、という状   

況であった。  

4．避難すべきか？   

4日午後、わたくしがワルシャワに到着してすぐ開かれた、大使公邸での松原   

大使を中心とした会議の席で、わたくしに求められた助言の最大のものは、この   

避難すべきかどうか、である。その判断資料として一番役立ったのは、その12   

時間前、5月3日23時25分にポーランド政府が発表したデータである。   

そのデータは三つある。－は地上1メートルの高さでの線量の積算値で、4月   

28日から5月2日までの合計で25附emという敦字である。しかし残念なこと   

に、場所はくわしくは明らかにされす、ただポーランドでとしか書いてない。   

第二はよう素131の空気汚染に関するデータで、地表近くの空気については、   

4月28日から5月1日早朝までで、0．1－2008q／虚、その後3日の午後までの   

問では 2－108q／撼あったという。   

もう一つは牛乳のよう素131による汚染についてで、北東地域で生産された牛   

乳の汚染は200－1720Bq／又あったとされ、牛乳についてのポーランドの制限基   

準は1000Bq／又であるので、これら高汚染地域で生産された牛乳は工業目的に加   

工したということである。なお、その他の地域での汚染は0－600Bq／又であっ   

たという。   

以上のデータをもとにしてとりあえすわたくしは妊婦も子供も避難不要と判断   

した。さらには屋内に蔑もっている必要もないとした。というのは、我国の防災   

対策専門部会が「屋内退避および避難等に関する指標」に示している乳幼児・妊   

婦等の屋内退避が全身外部線量で1～5「e爪、甲状腺線量で10～50remというの   

を考えると、今回の線量はすつと低いと予想されたからである。  
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5．データの信頼性など   

以上のような状況で注意すべきは、（1）データの信頼性のチェックと、（2）不   

足のデータが補われたとき判断の変更が必要かどうかの見棲めと、（31空間綜量   

の将来予測とであろう。   

データの信頼性については、独立に測定されたことが確かな登つかの測定値と   

の比較によって空間線量率についてはほぼ信頼できることが確かめられた。   

不足のデータは、この場合、よう素以外の核種による汚染が主たるものである   

が、それらによる被曝の上積みを考慮に入れても十分低い被曝線量と判断された。   

空間線量の将来予測については、事故がこのまま収ったとして計算した場合は   

十分低いと判断された。．ただし、再び放射能の大量放出があるかどうかは予想の   

限りでないので、これについては注意深く情報収集をする必要がある、と考えら   

れた。  

6．後日の感想  

今回の事故によるワルシャワの汚染は、情報の少ないなかでの判断ではあった   

が、退避、避難というレベルから考えると大分低かったこともあって、大局的に   

は正しい助言ができたと考えている。  

ただ情報不足のなかで、デマないしは誇張された情報に適切に対処するには、   

大使館に科学アタッシェが配置されているとか、あるいはわたくし自身がある程   

度測定して確認できる悪勢があればよかったと思われる。  
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Ⅰ環境に関する調査研究1  

（大気、陸）   



（1）パッシブモニターによる一般家屋屋内ラドン濃度の全国調査  

放射線医学絵合研究所  

小林定書、岩崎民子、内山正史、  
大野 茂、市川雅教、藤元憲三  

1．緒言   

「我々が受けている自然放射線の線量は年間およそ100ミリレムである」と云う表現がよく   

使われるが、これは主としてγ線などの外部放射線と体内に取り込まれたβ綾、γ韻   
放出核種とによる全身線量を意味し、ラト、ン、ト氾及びその娘核種（以下「ラト、ン等」と略記）   

を吸入することによって肺が受ける線量はこの中に入っていない。1982年国連科学委   

員会報告書において、全身に対するリスクを表わす線量表示（実効線量当量）に基づき、ラ  

ト“J等によって肺が受ける線量を勘定に入れると「温帯地域における自然放射線の圭は   

年間およそ200ミリレム（2mSv）である。」という結論が報告きれこれを契横として世界各国   

で一般居住環境におけるラト“ン等による線量をできるかぎり正確に算定する試みが精力   

的に行われるようになった。  

全国い‾ルで屋内のラト■ン等の濃度を求めることは単に国民線量への平均的寄与を明ら   

かにすることのみならず、ラト、ン等による被喋繰圭が特別に高い、従ってリスクの高い集   

団が存在するか否か、存在するとすれはそのリスクを下げる対策としてどんなものがあ   

り得るか、法的規制が必要か否かといったリスク評価、リスク対策・管理上の観点からも重   

要な課題である．  

国際的には上述の1982年国連科学委員会報告作成を機として、かなりの数の先進諸   

国で一般の住宅におけるラト、ン等の濃度が注目をあぴるようになり、特に82年報告公刊   

後はいくつかの国々で本格的調査が行われ、主要国では矛1段階、あるいは最終的調   
査を完了・している。我々は我が国における一般居住環境中のラドン等濃度の全国調査の   

一環として昭和59年度より方法論についての検討を開始し、昭和60年度においては千   

葉県、北海道等いくつかの地域において予備的調査を実施し、その結果に基づいて本   
格的全国調査に用いる手法を決定した。以下にその概要を述べる。  

2．調査研究の概要  

（1）全国調査の規模  

国として全国調査を行った西欧諸国の例を見ると英国では約2000軒、西独で約6000   

軒である。スウェう‾ンのようにラトーン問題が大きく取り上げられている特殊な国では調査   

規模を地方行政区しへ、ルで全戸調査にまで拡大している場合もある。  

我々の計画では当面、昭和61、62年度の2年間で全国総計6，000軒（全世帯数の0．016Ⅹ）   

の一般住宅を調査することにした。表1に各都道府県別の調査家屋敷を示す。この数は   
昭和60年度国勢調査による各都道府県の世帯数に比例して案分したものである。  

く2）測定方法  

ラトーン等の測定法には様々な方法がある（表2）。6000世帯という多数の件数の測定であ   

り、また、各世帯について年間を通じての平均的値を得るという目的から、測定法と   

してはできるかぎり安価で、かつ、取り扱いが簡便であり、設置中に特別なエネルキ‾－を   

必要としない「ハ○ッシフ“」な積算測定法が最適である。ハ○ッシフ、な方法の中でも、できるか   

ぎり長期間の積算測定が可能な方法として、欧米諸国と同様に固体飛跡検出材（solid  
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track detector）を用いる方法を採用することとした。測定期間は季節変動による影響   

を避けるために「1年間」とし、6ケ月毎に測定器を回収する。測定器は一世帯毎に2ケ、   

例えば居間と寝室等、最も滞在期間の長い部屋2ケ所に1ケずつを置く。  

（3）居住家屋等に関する調査  

屋内ラト1ン等の濃度はその住宅の建つ土地の状況（地質、その他のう「い原からの発生や   

拡散に係わる環境条件）、建築工法、建材、及びそこでの住み方（換気圭に関連してく   

るような生活習慣）によって大きく影響される。これらの諸因子に関すろ情報を得るた   

めに測定器の配布と同時に居住家屋等に関する7ンケート調査を実施すろことにした。  

3．予備的結果  

（1）測定器の検討  

屋内ラト¶ン濃度の長期積算が可能なハ○ッシフー測定器としてばα韻のトラックを固体飛跡検出材  

（フ○ラスチックフイルム）を用いて算定する方法が広く採用きれている。材質としては種々多様な   

ものが用いられているが、主なものはLR－115（］クーック）、CR－39、マクロフォール（Makrofoりの3車重   

である。α線トラックを数える方法にも（a）化学的1ッナンウ、処理によりトラッウを拡大した後、直   

接これを肉眼または光学的自動読み取り方式で算定する方法、（b〉トラック部分を電気スハ○・ク   

で穴をあけ、その信号を電気的に数える方法、（c）トラックに蛍光材を塗り込んでその発光   

量からトラック数を算定する方法などがある。またSTDフイルムを保持する容器の形態には、謀   

露出法（うト、ンと娘核種の両者のトラックを記録）とフィルター法（娘核種を除去し、うト、ンのみを記   

録）とがある。フィルター法でも容器の形態や大ききは様々である。  

我々はまず市販されている製品（米国Terradex社のF、SF、B、C型4種）について結果の再   

現性、ハ‾ラ舛、及び処理の信頼性を確認することを目的として、実際の状況下で試用し   

た。この4種の内、F型は感度が比較的高い点で、SF型は小型で取り扱い易い点で、それ   

ぞれ優れている。この方式は簡便であり、凛度の高いところではトラックの計数値の統計的   

信頼度も高いが、低凛度のところでほ計数するSTDの面積が限定されているため信頼性   

が低い。また、エッチンクーおよぴトラック数の計算は全てTerradex社まかせであるため、偶々疑   

問のある値が出てもその原因をチェックすることができない。このような理由から、我々は   

世界各国の研究所がそれぞれ自主開発し、その国の調査に用いているいくつかの方式を   

検討して、その内の1つを採用することにした。即ち、西独かルスル工原子力センターによって   

開発きれ、西独の全国調査に採用きれた方式（K方式）である。これはSTDとして木○リカー木、ネ   

イりィルム（商品名Makrofoりを用いたフィルター式のハ○ッシフ、ラトーン測定方式である（娘核種も測定で   

きる）。Terradex社のSF型や英匡川RPB方式等に比して大ききほ大きいが、容器が丈夫に   

作られており、STDの安定性が良く、αトラックのフ工イテ、インク‾も殆と、ない。同一の場所に2ケ   

の装置を設置した場合の結果はよく一致している。  

（2）屋内ラドン濃度の測定結果  

予備的な測定結果の例は図1に示す通りである。6000世帯の一般家屋の測定は昭和62   

年度に終了する予定であり、日本各地域の代表値、全国の中央値、及び分布等について   

の解析結果は63年度に得られる予定となっている。  

4．考察と今後の課題  

Terradex社及びカールスル工方式のSTDを用いたハ○ッシフ「真による予備的な調査の結果による   

と、我が国の一般家屋内のラドン等濃度は、西独や英国等の西欧諸国の値とそれ程大きな   

差異ほないようであり、「日本の家屋は風通しが良いのでラト、ン濃度は外気とあまり変わ  

－10一   



らぬ程度に低い」という従来からの推測は必ずしもあてはまらぬようである。また、地  
域や家の工法、建材等との関連に関しても、必ずしも全国に一律に適合するような一義  

的な規則性はないかのように思える。この点に関しては今後実測が進み、アントト調査の  

結果と関連きせての解析が進むことによって明確になることが期待きれる○   

肺積のリスク源としてのラドン等の役割に関しては高濃度のラト“ン等の場合はそれが肺癌のリ  

スク因子の1つであることがウラン鉱山等の鉱夫の集団についての疫学研究によって確かめら  

れている。しかし、一般の居住環境、即ち、我々の家屋内にみられるような濃度のラト“ン  

が肺癌の原因となっているかどうかに関しては必ずしも明快ではない．世界的にみて一  
般集団におけるラトーン凛度と肺癌発生率についての榎学調査はいくつかの Case ControI  

Studyにより、ラト“ンがリスク因子として“Suggestive”であるときれている段階である○  

本邦の一般家屋のラト“ン等凛度の調査が退屈することによって、日本人における肺癌リスク  

の解析が進展することへの期待も大きい。  

謝辞：本調査に関する立案と検討、及び実施に襟しては下記の諸機関の御協力を  

得ている。記して感謝の意を表する。  

北海道立衛生研究所、北海道大学獣医学部、福島県保健所、日本原子力研究所、  

動力炉・核燃料開発事業団、建設省建築研究所、厚生省公衆衛生院、早稲田大学  

理工学研究所、名古屋大学工学部、滋賀医科大学、金沢大学低レへ■ル放射能実験  

施設、大阪府立放射線中央研究所、放射線影響研究所、広島大学原爆放射能医  

学研究所、産業医科大学、スウェづ“ン国立放射線防護研究所、英国放射線防護庁  

（NRPB）、西独カールスルエ原子力研究所、フランス核防護安全中央研究所（IPSN）  

囲1．ハ○ッシフ「こタによるラト㌧凛度測定結果  
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表1．屋内ラドン濃度測定実施件数 く都道府県別）  

〈全国総計6000世帯を世帯数比例で各都道府県に割り当ててある）  

世帯孜  比率  世帝政  比率  
′▲▲ヽ   ′uヽ   

全 国  38．113．228  100  6．0（】8  6．000  方：部  
大旺  

北汚道  l．g2g．り3  S．0   兵庄  
奈良  

骨姦  和歌山   
書手  
宮尾   鳥 取  173．188  0．4  27   
秋 田  3S（】．Sコ0   4ココ  

山 形  33l．28l   388  
沌 鳥  574．7S2   広島  

山 口   
茨城  
栃木   培 島  2く8．17g  Q．G  3g   
軍 属  S56．10g   香 川  886．9・＝  0．8  ‘8   
埼 玉  l．750，66ミ）   
千葉  l．914                2L8  
文京  
神意川   拓胃  

新 富  680．6日6  L7  107   
佐文  
長曙   

富 山  300．一柑8  8．7  47  
石 川  337．g6く  0．8  53  

爪 木   
717  

3了g  

山 黒  2り．T17  0．6≠  39  庄児島   
沖 縄   

長 野  621．6g8  1．6  g8  
表2． 測定法の種莱貞  

A．アクティフ■測定   

1．連続測定  

a）連続ラトーンにクー  

b）速読軋（娘核種）モニター   

2．即時・即堵サンフ●リンク、・測定  

a）潤みサンフ●リンクー・うトーン測定（ルーカス法事）  

…一 即時サンフ●リンクー、後刻測定  

b〉潤みサンブ●リンク、・娘核種測定いマス法等）  

－－一 即時・即場サンフ●リンクー・測定   

B，ハ○ッシフー測定   

3．トラックエッチ法（TED）  

a）祷検出材くうー‾ン＋娘核種）  

b〉フィルター付検出材（ラトーン）   

4．活性炭吸着億（ラー‾ン）  

a）TLD  

b〉γ抜直接計測   

5．液体シンチトション法（ラl‾ン）  

C．セミハ○ウシフ、測定くラー■ン）  

5．静電補集トラサクエッチ法  

6．静電補集TLD法  
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（2）屋lフ勺・外のラ ドンさこよる被囁線音調査  

放射線医学総合研究所  

阿部史朗 阿部連子 藤高相借  

勝元憲三  

東京理科大学理工学部  

児島 紘   

1．緒 言   

ラドン（トロンも含む）ならびにそれらの娘核種による日本国民への線量寄与を求めるためにラド   

ン娘抜穂群を中心対象とした測定法の開乳 連続的な実測，気象等の環境渚圭との関連性の解汎検  

討を続けてきている。ラドンとその娘核種抑こよる呼吸器への被曝線量を推定評価するにあたって最   

も重要な室の第1はRaA，RaB，RaC等の娘核種の披種別濃度である。このような我々日本人の生活環  

境における低濃度で，時間的変動巾の大きい，かつ空間的分布むらの小さくない短寿命娘核種群を測  

定することは困難な点か多い。しかし娘核種番の接種ごとに放射能濃度をどんな環境条件にあっても   

定常的に求めることが求められるのである。   

前回までに屋軋 外のRaA，R姐RaC濃度を独立に，かつ連続的に（continually）計測する手法の   

開発過程の紹介と，1年間の連続実測に基づく種々の解析を行った結果を示した。その時用いられた   

装置はDecay式フィルタ法と呼ぶものであったが，それに加え8uildupTDecay方式の装置．またそれ   

を更に改良したものを現在使用中である。もちろん関連する主な気象要素についても同時観潮を行っ   

ている。これらの観測によって得たデータのうち少なくとも1年間以上のものについて頓次，解析換  

討を加えつつある。   

本報告では，Decay式フィルタ法を用いて観測されたデータを軸に，気象要素も加味して解析した   

結果の一部を示した。RaA，RaB，RaCの崖軋 外の季節変動（月毎の変動）．季節ごとの日周変動   

（時間ごとの平均的変動）については前回報告したが，それに続いて季節変動の経年的様相を2年間   

のデータをもとに今回発表する。また季節変動と気象要素との関連性の換討，その関連性に基づいて  

求めた推定値と実測値の比較検討毯行っている。  

2．甜査の概要  

測定装置はDecay方式フィルター法を基にしており，連続自動運転が可能で一時間に1姐の各核種   

（RaA，Ra臥 RaC）の濃度が得られる。測定が行われた家屋のうち今回もコンクリートプレハブ構造の  
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1戸達家屋の例を集中的に検討した。この家屋で測定器は居間に置いた。屋内と同時に屋外でも同時  

に観測を行い。影響因子の検討で片手落ちにならないよう配慮したことはもちろんである。解析に用  

いた測定値は1ケ月間に14日間の連続測定値を選んだ。なお，放射能濃度と同時に屋内，外の気温  

湿度，屋外の風向，風速等各気象要素についても観測を行った。  

3．調査結果   

① 各娘核種の季節変動  

第1図に1984年4月から1986年3月迄の2年間の各娘核種の月別平均濃度を示す。図から分かる  

ように，屋内・外の各核種共にその濃度は秋から冬にかけて高く，春から秋にかけて低い，季節変  

動を示す。このような季節変動の原因を調べるために，同時に観測された気象要素との相・関を求め  

た。各気象要妻および放射能濃度の値は月平均値を用いた。表1に屋外の各娘核種の濃度と各気象   

要素との相関係数の値を示す。なお，風向については風の南北成分で表わしてある。風向と正の相   

関があるという事は北風と相関があるという事を示す。表から，各娘核種と良い相関を示す気象要  

素は気温 風速，風向であることがわかる。ただし，風向は気温と相関があることから，ここでは  

気温と風速だけに着目する。  

第2図に屋外のRaA濃度（対数目盛）と気温との相関散布図を示す。但し，風速を3つのグルー  

7．（1．5m／sec以下，1．6～2．5m／sec2．6m／sec以上）に分けてある。固からわかるように，気温か  

高くなるにしたがい，RaA濃度は減少する。また，風速の3つのグループははば分かれることが分  

かる。逆にRaA濃度と風速との相関を，気温を3つのグループ（10．0℃以下，10．1～20．0℃，20．1  

℃以上）に分けて求めると，第2図と同じように，3つのグループに分かれる。以上のことは気温  

と風速がRaA濃度に独立に依存していることを示す。  

貼A膿ま（NRaA PCi／m3）と風速（V，m／sec）気温（T，℃）との関係を次のように仮定し，回帰直  

線より臥 B′を求めた。  

NRaA ＝Ae‾8T  

NRIA＝A／e－－ん  

この核種についても同様な方法で求めた結果を表2，3に示す。表からわかるようにB，B′の僅  

共に核種により異なり，後の核種福大きな値を持つ。この事は後の核種程大気中に浮遊している時  

間が長くなり，上方への輸送や地表面へ沈着される割合が大きくなることを示す。また，風速，気  

温の各グループでB，B′の値が一定でない。気温が高い，風速が大きいグループ程B，B′の値  

が大きくなる。しかし．風速が大きい又は気温が高い条件下での放射能濃度は極端に低くなり，以  
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上の善が有意かどうか判断し難い。  

以上で求めた．BやB′をもとにこれ蓬観潮さた結果がどの程度の精度で予想できるか検討した。   

予湘式としては次式のようにとり，変動の原因となる気象要素を風速と気温だけとした。  

NhA＝A′e一方Te－れ   

B，B′の値としては表2，3から求めた平均値をA′′は2年間の平均値を用いた。この値はラ   

ドン娘核種の発生源に依存する量で，ここでは一定と仮定したことになる。第3図にRaAの2年間   

の各月の実測値および予測値を示す。予測値は19別年11月，12月，1985年7月，8月は比較的に大   

きく実測値からずれるカ1全体的に見れば良く合っていると言える。このように，この地域（船捕   

付近）の変動の主関連項目は風速と気温であると考えて良いであろう。風速と気温の寄与の大きさ   

は，年間の風速，気温の変動幅，BとB′の値を考慮すると，同程度であると考えられる。  

RaA濃度の変動に風速と気温が大きく関連することを示したが，その理由としてまず考えられる   

のは上方への乱流拡散であろう。風速の増加や気温の上昇は乱流拡散を促進すると考えられており，   

得られた結果はその事実を示すものであろう。さらに，気温はラドンの発生源（高濃度のラドンの   

移流を含む）の指標になっていると考えられる。予湘式では発生源大きさ（A”）を一定と仮定し   

たが現実に常にラドン濃度が一定であると考えるのは無理であり，ラドン濃度の変動は気温の変化   

の中に含まれているものと思われる。ラドンの半減期は3．8日と長いが，考えている空気中のラド   

ン確度は数日間の履歴の積算になる。つまり数日間どの程度のラドンの散逸率を持つ地表を通って   

きたかによりラドン濃度は決まり，かなり平均化されたものであろう。この事は，気温が夏と冬の   

季節風の指標になっており，冬は相対的に陸地を通う時間が長く，ラドン凛度は高く，夏には逆に   

なることを示すのであろう。このように，気温は娘核種の発生源，ラドン濃度の指標になっている   

と考えられる。  

以上は屋外のラドン娘核種にっていであったが，屋内については，者の開閉などの生活習慣もラ   

ドン娘核種濃度を変える要因となるので，季節変動の税明か複雑になる。屋外の場合と同様に種々   

の気象要素との相関を求めてみた。屋内については，屋外の気象要素以外に，屋内の気温，湿度，   

屋外の娘核種濃度も説胡変数に加えた。各娘接種と相関が良かった変数は，相関係数が0．5以上で   

良い頓に，屋外娘核種濃度．屋外気温，屋内気温，風速であった。特に屋内娘核種は屋外娘核種と   

相関が良く0．75であった（第4図）。これらの結果は，屋内娘核種濃度は外気の室内への流人率   

（換気率）を決める風速と，流入する空気中の娘核種凛度とに依存することを示唆している。屋内  

についてはさらに辞しい解析を進めている。  
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蓑1 屋内外RaA濃度と環境諸塵間の  
相関係数  

‡    風 速 （ロ／SeC）  種名 幸 一－1．5   1．6－－2．5  2．6‥  RaA  墓  0．040璽  0．049i o．061  Ra8  0．048≡  0．063   0．078  RaC  0．052  0．070  0．087   
表2．係数Bの値  

気 温（Oc）  核種名  ーー10．0  ．10．トー20．d 20．トー   
RaA   0．371   0．39≧  0．55   
Rat）   0．43   0．49   0．68   

RaC   妻  0．42i   O．54  0．72   

表3 係数B’の値  
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（3）屋内における空間放射線線量蘭査一島根県  

放射線医学総合研究所  

阿部史朗 勝元憲三 藤高和居   

島根県衛生公害研究所  

山本春海 江角周一 寺井邦雄  

1．はじめに  

自然放射線被曝による国民線量の推定を目的として居住環境における放射線被曝の実態を把捜する  

ために全国的な観点から珊査研究を行いつつある。屋外での空間放射線線量に関しては、昭和42年か  

ら昭和52年にかけて日本全国にわたる現地での錦査研究を実施し、詳細なデータを得た。また日本で  

の家屋構造の大部分が木造であるため遮蔽効果が小さくそのままで第一近似的に国民線宝が求められ  

る。しかし、人類の屋内での居住時間の割合が、屋外での生活時間にくらペ圧倒的に多い上に、気候  

の違いによる生活様式の善が地方ごとに小さくはないので、くわしく国民線宝を求めて行く際には屋  

内・外の線量の関係を全国的規模で知る必要がある。そこで居住環境中一般の空間放射線線宝や家屋  

構造別の屋内・屋外線量率の関係を調査研究することにし、52年度は北海道で予備的な検討を行った。   

53，54年まには沖縄地方を，55．56年まには鹿児島市を，57，58年度には佐賀市を対象に調査を行っ  

た。これら一連の礪査では熱ルミネッセンス線量計（TLD）による3ケ月間の額算線量の計測，お  

よびサーベイメータとガンマ線スペクトロメータによる計測を行っている。特にTLDによる計測は  

データの信頼性確保のため，2年間にまたがって行っている。すなわち，一部の季節については2ケ   

年の計測を行い，両者の整合性を検証している。今回は島根県の59，60年虔の礪査結果について報告  

する。  

2．測  定  

（1）湘定期聞  

（i）1984年8月13日～1984年12月24日  

（ii）1984年12月 5日～1985年4月1日  

（iii）1985年3月11日－1985年7月18日  

（iv）1985年7月1日～1985年10月23日  

（v）1985年10月 2日～1986年1月20日  
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（2）対象家屋の選定  

対象家屋は，豪農構造による遮蔽効果等の差異長考虚し，家産構造別にはば同数ずつ過び出し  

た。分類した家屋構造は鉄骨・鉄筋コンクリート造り，防火木造，および木造である。絶対象家  

屋敷は28軒である。各構造別の家屋は松江市とその周辺に分布するようにし、地点的な集中によ  

る結果の偏りが生じないように努めた。   

（3）計測方法  

TLD設置による3カ月ごとの積算線量を、対象家屋の屋内、屋外について計測することが主  

である。TLD設置に先立ち、サーベイメータを用い全計測対象豪産の屋内、屋外について空間  

放射線線圭の相対的な分布を計翻し、TLD設置点に空間放射線分布上の異常がないことを確か  

めるとともに線量分布の状況例の蒐集に努めた。  

また家屋横道別に代表を各1軒選び、これらについてはより詳細な線量分布を求めるため，サ   

ーベイメータによる辞しい計測の基にTLDを屋内数室、呈外2点に設置した。さらに3”卯aI   

（Tl）シンチレーク何のガンマ線スベクトロメータによる計測も合わせ行った。  

イ．サーベイメータによる計測  

1”声×1－NaI（Tl）シンチレータ付きのシンチレーションサーベイメータを使用し、基本的  

には各室5点、実際上は4点から9点、床上約1mの高さ、時にはTLD設置高さの点で計  

測した。  

ロ．TLDの計測条件  

使用したTLDは同一ロットに属する約500本の化成オ7’トニクス社製MSO－Sタイプのも  

のである。1計測点当りの素子数は、リーダでの読み取り時に時折みられる異常値によるデ  

ータの偏りを避けるため多くしたいところであったが、本舗査研究の全体としての精密さを  

ある一定水準に保持する必要上計測件数を少なくすることができず，結局1点あたりの素子  

数は4本とした。4妻子を一まとめにしたものを計測用TLDの基本単位とした。  

28軒中24軒には、サーベイメータ計測により適切であると思われた個所を屋内、屋外に各  

1点選び、各遥定点に1TLD単位を設置し約3ケ月間放置した。各家庭構遁の代表各1軒  

には、屋内に9単位を、屋外に2単位のTLDを設置した。TLD計測地点数は絶計94ケ所  

である。またTLDのフェイディングの状況を調べるため、あらかじめ 22ムRaの標準線源を  

用いて250mR照射した4嘉子を1組とするフェイディング調査用TLD単位を作り、代表家  

産の4軒を含む6軒の家屋の屋内、屋外の12ケ所のTLD設置点に計珊用と併設した。  

TLD貴子は所定のエネルギー補償用ホルダ内に納めた。屋内設置用のものはこのホルダ  

ー22－   



歎本を紙袋に入れただけで床上約2mの壁面または柱面上近くに置いた。屋外設置用のもの  

は外部からの衝撃を柔げるためと断熱を兼ねた，発泡スチロールのクッシランに包み、さら  

に風雨、日射等に耐え得るようにポリエチレン瓶に入れた。このポリエチレン瓶は内部の温  

東上昇を抑えるため白ペンキで塗装した。  

上記のTLDは設置の約3ケ月後に回収した。   

ハ．TLD計測値の読みとりと補正  

較正には約18素子のTLDを使用した。Z2b鮎98．6mCiを用いて綾瀬より1mの地点で10，  

20，3伽R照射し、2日間初期フェイディングを待ち、回収した計測用TLDと同時に読み取  

り、TLD計測システムの感度較正を行った。アニーリング後、現地の対象家屋へ届けられ  

るまで、および設置場所から回収され読み取られるまでの線宝は輸送中の被曝圭推定用TL  

D（6本から18本）の結果より求め、計測用TLDの線量より差し引いた。フェイデイング  

の割合は、アニーリング直後250m見解射し、計測用TLDと行動を共にしたフェイデイング  

チェック用TLDの僅と250鵬上略射した較正用TLDの値との比較より、バックグランド線  

量を考慮しながら推定した。計測用のTLDフェイディングはその割合が時間に比例すると  

し、上でもとめたフェイディングの割合の悠とした。またTLD計測上での異常の有無を知  

る参考として、アニーリング直後250MR照射したTLDおよぴアニーリングのみで照射なし  

のTLDを計測用TLDと同期間、鉛10cnのシールド内保管した。これらのコントロール用  

TLDは計測用TLt）を回収した時点で同時にリーダで読み取った。   

ニ．ガンマ線スペクトロメータによる計測  

検出器には比較的方向依存性の少ない3”の球形Nal（Tl）シンチレークを使用し，各家屋  

構造の代表家屋の内部で1点，屋外で1点の計測を行った。1点の計測時間は50分ないし33  

分である。計測を終えたデータは項場でカセットテープに保存し，研究所へもどりその解析  

を行った。エネルギースペクトルの解析方法には逐次近似法によるレスポンスマトリックス  

法を用いたレスポンスマトリックスは30行30列とし，1行および1列のエネルギー幅は100  

keV．全休の対象エネルギー範囲は60keVから3060keV とした。  

3．結果と考察  

使用TLD素子数は延べ約2500本であり、これらより得られた約2500偶のデータを解析し、輸  

送中の線量、フエイデング率、28軒の対象家屋内外の5期間（おおよそ5季節に対応）の線量お  

よびコントロールの線量を求めた。  
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（1）計測上の不確さ  

フェイデイングの割合は計測値の最大で5％であり，平均すると0．3％であった。これは以前  

の結果と同様に，このタイプのTLDは環境中に3ケ月間放置してもフェイデイングの影響が無  

視できる程度であることを示している。また、測定点ごとの計測TLD妻子4本のバラツ車幅は、  

相対標準偏差で表して、平均的6％であった。  

代表家屋4軒について家屋内に9TLD単位を配置し、屋内の線量率分布を調査したが、その  

バラツキの標準偏差は10％から20％の範囲であった。この檀が今回の屋内線圭率のバラツキとみ  

ることができる。   

（2）家屋構造別屋内屋外の年空間線量  

表1には5期間の計珊結果より平均した各家屋の屋内・外の年空間照射線量およびその標準偏  

差を示した。また、5期間の屋内・外の線量の比の平均とその標準偏差をも示した。  

5期間の測定間の値の変動を考えた場合、各家産毎、豪産躊遠別、あるいは全体について調べ  

ても、線量率および屋内・外の比には共に有意な季節変動が舐められず、すべての変動はTLD  

素子の統計誤差内であった。  

家屋構造ごとの屋内・屋外線量率の檀および屋内・外の比の値にはかなりのバラツ辛が砥めら  

れ、その標準偏差は約10％であった。屋内の線量率については最大と最小の間に約1．8倍の善が  

認められた。  

家屋構造間の線宝率の差異は小さく有意な結果ではなかった。また、家屋構造間の屋内・外の  

比の棲も若干木造家屋が低い値を示しているようであるが、同じく有意な差ではなかった。すべ  

てを平均した屋外と屋内の年線宝は今回の対象群についても善がないようである。しかしその標  

準偏差は屋内が約2倍大きくなっている。これは沖縄、鹿児島、佐賀のデータ同様、地面からく  

る線量率のバラツキに建物の影響によるバラツ辛が加わり、全体として線宝率のバラツ辛が広げ  

られたことによるものらしい。  
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表1計測対象家屋の年線量と屋内・外線圭率の比 （宇宙線線量も含む）  

年空間照射線圭（mR／y）  

家 屋 構 造  
屋  内   屋  内   屋内／屋外  

鉄骨・鉄筋  86 ± 6   91± 5   ．94 ±．04  
87 ± 4   75 ± 5   1．17 ±．07  

コンクリート造り   85 ± 6   86 ± 3   ．99 ±．06  
4   71± 2   67 ±5   1．06 ±．08  

75 ± 5   78 ± 3   ．96 ±．04  
100 ± 5   91± 6   1．11±．04  
83 ± 4   80 ± 3   1．03 ±．01  
80 ± 5   69 ± 4   1．16 ±．05  
80 ± 5   72 ± 4   1．17 ±．02   

平  均  84 ± 8   79 ± 9   1．07 ±．09   

防  火  木  造   60 ± 4   67 ± 4   ．90 ±．02  
105 ± 4   91± 4   1．16 ±．04  

3   75 ± 3   66 ± 2   1．13 ±．05  
4   98 ± 3   75 ± 2   1．31±．04  

80 ± 4   84 ± 6   ．96 ±．04  
67 ± 3   70 ± 3   ．96 ±．03  

7   72 ± 5   70 ± 3   1．03 ±．04  
72 ± 5   66 ± 5   1．09 ±．06  
79 ± 4   85 ± 7   ．95 ±．05   

平  均  79 ±14   75 ± 9   1．05 ±．13   

木  造   76 ± 2   78 ± 3   ．97 ±．04  
79 ± 3   72 ±2   1．10 ±．04  
75 ± 6   77 ± 4   ．97 ±．05  

4   72 ± 3   70 ±2   1．03 ±．02  
74 ± 5   77 ± 2   ．95 ±．06  
77 ± 4   79 ±6   ．98 ±．07  
61± 2   67 ±4   ．92 ±．03  
75 ± 5   73 ± 3   1．04 ±．05  
72 ± 4   72 ± 8   1．16 ±．09  

10   83 ± 5   73 ± 6   1．14 ±．04   

平  均  75 ± 6   74 ± 4   1．03 ±．08   

全 体 の 平 均  77 ±15   76 ± 8   1．05 ±．10   
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、、（4）隠岐島におけるバックグラウンド空間放射線の測定  

放射線医学捻合研究所  

阿部史朗 藤高和信 藤元意三  

1．緒言  

自然放射線による体外披ばくは避けることができない。国民全   

体に及ばすその組立寄与を明らかにするため，また原子力利用の   

進展に伴って生ずるいわゆる環境関係の問題の廃決のための資料   

とすることを考慮し，全国的なバックグラウンド空間放射線の測   

定を行っている。前回までに四国，九州．東北，北陸四県，北海   

道，中国，近洩，東海・東山地方，南西諸島，関東，佐渡ガ鳥，   

淡路島，小笠原地方，大東島地方，対馬の頓に測定して来たが，   

今回は隠岐島の珊定を行った。測定は昭和59年8月に行った。  

2．調査研究の概要  

（1） 珊定地  

人口密度．地質分布，地理的条件，測定密度を考慮した上で3   

測定地（3栂点）を遥んだ。測定地点は周囲の開けた平坦地で，   

表面に土壌が露出している所を選んだ。なお珊定地は行政上の区   

画（市，区，町，村）の単位を言う。珊定地点は測定地内で実湘   

の対象とした地点で，はぼ同じ地番内に屈する学校の校庭程度の   

広さの区域である。その地点内のいくつか の実測点（軸定点）の   

健から珊定地点の代表値を求め，同じ市，区，町，村に渡する測   

定地点の健から各測定地の代表値を求める。  

（2） 測定器と珊定方法  

珊定器は直径20e皿，厚さ3tlのプラスチック電離箱＋振動容宝   

空電位計の組合せと1‘声×1－NaI（Tl）シンテレ一夕付のサーベイ   

メータである。本朝定における測定器の誤差は標準偏差で表すと   

電離箱については±3．5 ％，サーベイメータについては± 4％で   

ある。各測定器の再項性は棲準綾瀬により各測定地点ごとにチェ   

ックした。今回の珊定では再現性の異常は組められなかった。測   

定は地表から約1mの高さで行い，降雨開始時を避けるようにし   

た。1つの測定地点内に，通常5点以上の測定点を退び，測定地   

点内の地理的分布の異常による偏りを避けるように努めた。  

線量偉はプラスチック電離箱の珊定借で定める。しかし電器箱   

測定には時間を要し，測定点を多くとれないなどの理由から，直  
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接測定にはサーベイメータを主として使用した。一方，同時の現  

地並列測定を電離箱およびサーベメイ一夕について多数行って，  

その測定値聞の比較から両測定器の換算係数が求めてあるので．  

それによって測定値は全て電離箱の健に換算してある。一口で言  

えばサーベイ メ●一夕を仲介にした電離箱測定と言えよう。  

3．結果  

隠岐島の各測定地のバックグラウンド空間放射線線量を表1に  

示した。  

麦1 各測定地の線量率  

（宇宙線，大地，大気，フォールアウトからの放射線の  

寄与を含む）  

測定地  珊 定 地  ・喜  測定値の  

県   市町村   
聾富豪  華定義  華毒．一   標準偏差  

番号 

島根県  五箇村   5．2   0．4   

2   同   都万村   4．9   0．1   

3   同   西郷町   3．8   0．6   
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（5）環境中におけ るトリ チウムの測定調査  

放射線医学総合研究所  

宮本＃子  井上義和  植木子吉  岩倉哲男  

原子力施設か ら 放出 さ れ るトリ チ ウ ム の人体へ の線量寄与を評  

の 基礎デ ー タ を 誓碩す る 目 的 で 本調査 を 継続 し て き た。  

ら はトリ チ ウ ム の放出圭の多 い 核燃料再処理施設や垂水   
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セ ン タ の16 試料。 く毎月）  

動燃海岸 を 中心 に北方約 4 k m と 南方約 4 0 k mの  

海岸の 3 試料（年 2 － 3 回）  
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表1 月聞降水のトリチウム濃度 （±2J）  

日本分析センター（千葉）  放医研 東海施設（茨城）  
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表2  河川水、沼水のトリチウム濃度 （pCi／1．±2J）  
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表3  海水、蛇口水A、Bのトリチウム濃度  （pCi／1．±2J）  
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表4  蛇口水Cのトリチウム濃度  （pCi／1．±2（丁）  
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（6）環境中14cの濃度調査  

放射線医学捻合研究所  

新井清眉 岩倉哲男 植木千悪  

1． 緒  言  

核爆発実験に依って大気中に放出された14cの、環境における  

濃度の縫年変動を調査し、人工1A c によ る人体への被焙線圭評価に  

資するデータを得る 目的で、昭和3 4年度から主と して植物清油、  

および魯発酵アルコ ール中の14c濃度を測定 し て き た。これ らの一年  

生植物においては、その体成分中の炭素は、その年の大気中二酸化  

炭素が、光合成過程を通 じて摂取される こ とから、その14c濃度を  

よ く 反映す るばか り でな く、植物が地球上の炭素サ イク ル におけ る   

14c の生物圏への移行の初期段階のプールであ り、前記の 目的に遺  

するデー タ を得る こ とが可臆であ る との考えによ る。  

これ ま で に得ら れたデー タ か ら、これ ら植物草の14c 濃度は，19  

61，19 6 2年の米、ソ両国に よ る大規模核燻充実験に よ っ て、  

19 6 3 年には自 然平衡 レベルと されてい る 14 d p皿／g炭素  

（0．2 3 B q／g炭素）の約9 0 ％増に相当す る最高値に達し た。  

その後数年にわ た っ ては、成層圏におけ る14c の滞留時間に依存す  

ろ と考え ら れ る指数関数的な減少を示 し た後、19 7 0 年代中期 よ り  

中国、フ ランスの核爆発実験によ るi4c の放出と、化石燃料消貴重  

の消長に伴う と思われる レベルの変動を示 しながらも、長期的には  

漸減傾向を保ちなが ら、現在に至 っ て い る。最近でば、17 －16  

d p m／g炭素（0．2 8 － 0．3  B q／g炭素）の範囲で推移  

してお り、注目すべ き レ ベルの変動は観察きれていない。  

ー・・，・33－   



2．調査研究の概要   

（i）試料と測定法  

A 卓溌酵アルコール  

原料の産地、収穫年の判 ってい る昏梵辞アルコールを分溜、精製し、  

これらのアルコール10 mlを、P P O（4 g／1），P O P O P   

（0．1g／1）を熔解したト ルエンシンチ レ一夕10mlと混合し   

、客土2 0mlの低カリ ガラ スバ イ アルに入れた後、低バ ック グラウ  

ンド液体シ ンチ レ ーショ ン カ ウン タ  Alo k a L B －1で10 0  

分間測定 し た。バ ックグラウンド計数用試料と しては、化石系原料  

よ り 合成された アルコール（日本合成（株）製）を用い、試料アル  

コール と 同様の調製を し て測定 し た。この方法でシンチ レ 一夕中に  

導入でき る炭素量は 約4 gであ り、14c計数効率は  6 2－ 6 6 ％  

で あ っ た。  

B  チモ ール．メ チルエ ーテル  

放医研風 場で年度毎に栽士吉された’’やま じそ”よ り チモール油を抽  

出 し、き ら にチモールの － O H 基 を・メ チル化しチモール．メチル  

エーテルを得た。この溶媒はその ま ま液体シンテ レ一夕の蒋媒と して  

優れた性能を示すので、その18 gにP P O － P O P O P を熔解し、  

L B －1で測定 し た。こ の測定法でシンテ レ一 夕中に導入でき る炭素  

圭は約13 gであ り、14c計数効率は約7 0％であった。   

（ii〉 調査結果  

測定結果を表1、囲1に示す。この結果か らも明 らかなよ う に、最近  

の植物成分中の＝c濃度は、おお よそ17 d p m／g炭素 であ り、  

有意な変動は観察きれて いない。   

3  結  語  

囲1か ら も明 ら かな よ う に、植物成分中の14c濃度は僅かな ら漸減傾  

向を保っ てい るが、こ れは大気中二酸化炭素の14c 濃度も同様の傾向  

にあ る と考え られる。これ ら環境中の14c濃度レベルは、未だ自然生  

－34一   



成のl■c レベルの約2 0％増の値を保っている。今後とも長期的に変  

動を調査して行きた い。  

表－1 植物精油中の＝c 濃度  
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（7） 陸上試料の調査   

放射性ルビジ ウ ムに関する調査  

放射線医学総合研究所  博
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表2、土藁・農作物および用水中の K，Rb，＝TCs濃度  

放  射  性  核  種  濃  度  

水分  

試  料  名  単   位   K   Rb   137Cs   

（％）  

水  田  土 藁  Z5、1  pCi／g生  0．039Z±0，0006  0．OZ16 ±0．0055  0．039Z ±0．0011   

精  白  米  14、9   〟   0．441±0．010  0．385 ±0．089  0．0748 ±0，0173   

米  ね   か  13、4   〝   7．13 ±0．1Z   Z．99  ±0．87  1．99  ±0．19   

用  水（河川水）  pCi／最  0．0024±0．0003  0．00079±0．00021  0．00055±0．00004   

柿  畑 土暮  Z5、6  pCi／写生  0．0820±0．0008  0．010Z ±0．0056  0．OZO4 ±0．0013   

柿  可 食 部  87、7   〝   0．661±0．008  0．139 ±0．045  0．221 ±0．011   

柿   非可 食 郡  〝   1．80 ±0．00Z  0．44Z ±0．010  0．037Z ±0．0024   

さつまいも畑 土藁  13、7  pCi／g生  0．0263±0．0003  0．0056 ±0．00ZO  0．0054 ±0．0005   

さつまいも可 食 郡  63、3   〝   0．0388±0．0006  0．016Z ±0．0044  0．0145 ±0．0010   

きつまいも皮  部  〝   Z．43 ±0．OZ   0．393 ±0．173  0．488 こ－0．036   

だ い す畑 土藁  16、0  pCi／g生  0．OZ70±0．0006  0．0193 ±0．0044  0．0083 ±0．0010   

だ  い   ず  15、8   〝   10．6  ±0．Z   5，89  ±1．57  Z．14  ±0．30   

★土嚢は川・酢酸アンモン抽出法に上る  

1985年奈良県内で採集  

表3、土嚢農作物および用水中の K， Rb，13TCs濃度（pCi／g生）  

放  射  性   核  種  浪   度  

水分  

試  料  名  採取年月日  Rb   Ⅰコ7Cs   

（％）  

オレンジ 畑土境  1985、03、16  1Z、9  0．156±0．001  0．056±0．015  0．045±0．003   

オレンジ 可食部   〝   89、6  0．769±0．008  0．239±0．057  0．164±0．013   

オレンジ非可食郡   〝  1．47 ±0．01  0．458±0．109  0．181±0．022   

★土熟ま1M・酢酸アンモン抽出法による  

1985年愛媛県内で採集  

…39－   
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（9）る0年度における牛乳の放射能調査  

農林水産省畜産試験場  

三橋俊彦  

1． 緒言  

わが国の牛乳の人為放射能汚染濃度を経常的に把握し、食品と しての安   

全性を検討するとともに、環境に放出された放射能の経時的な変勤、地域   

による変化などを調査する。また、核爆発実験や原子炉事故など緊急時に   

は、短寿命で牛乳に影響が出やすい核種を中心に測定を行い、異常値を認   

めた場合は必要に応じて、その対策などの行政措置を講ずることを目的と   

して行 っている。  

2． 調査研究の概要  

（1） 経常測定  

前年にひきつづき、北海道（新得畜産試験場）、岩手（岩手県畜産試験場）   

秋田（秋田県畜産試験場）、福島（福島県畜産試験場）、茨城（農水省畜産試   

験場）、静岡（静間県畜産試験場）、福井（福井県畜産試験場）、香川（香川   

県畜産試験場）および福岡（福岡県農業総合試験場）の9 ヵ所から測定試料   

（原乳）を採取した。試料は常法によ り灰化し、そのまま 70ラ スチ ック容器   

に詰めて、137cBのガンマ線計測を行った。その後、塩酸で溶解し，OYを溶   

媒（H工）EHP）抽出し、90srを定量した。  

dO年度における牛乳中の90srぉよび137c日の測定結果を表1に示す。前年   

に比べ全国平均値で1370sがやや減少しているが、98srではその傾向が見ら   

れず横ばい状態である。地域による差は相変らず北海道（新得）が一番高   

い数値を示し、次いで岩手で他は殆んど同レベルであるが、わずかに福島   

福間が高い傾向にある。つぎに、全国平均値の経年変化を見ると図1、2   

のよ うにな り、依然と して横ばい状態にある。以上のよ うに現時点での牛   

乳中の人為放射能は極低レベルで安定しているといえる。しかも数年間に   

わたり概ねこの状態なので、今後も短期間のうちに急減することは期待で   

きない。したがって、今後の緊急時の影響などを検討する場合は、現時点   

または過去1～2年の平均値をバ ック グラ ウ ンド値として取扱う必要があ   

る。後述するソ連の原発事故による影響も、いずれ長半減期核種にも及ぶ   

であろ うから、それを検討するためには今年度のデータ が重要となろ う。  

（2） 緊急時の測定体制  

核爆発実験、原子炉事故など緊急時に備え北海道農業試験場、九州農業   

試験場と協力して種々の実験、検討をく り かえし、測定法、測定器具の改   

良、高性能測定器への切り替えや導入を行ってきた。その結果、牛乳およ   

び関連試料の131工をはじめとする短半減期核種を迅速に判定する体制は一   

応整備された。そこへ198d年4月2d日、ソ連・チェルノブイリ原発事故が   

発生したため、5場所一斉に緊急時測定体制をと り、予て検討してきた測   

定法を用いて、これを遂行した。その結果、予想を上回る影響が牛乳、牧   

草等で確認されたが、測定結果については別に報告する。  
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5． 結語  

牛乳中の90sr、‖7cs 量は、ここ数年かなり低いレベルで横ばい状態が続   

いている。最近は諸外国の大気圏内の核爆発実験も実施されていないにも   

かかわらず、これらの放射能値がゼロに近づく傾向を顕著に示さない。一   

旦環境が汚染される と、牛乳中の放射能値は急上昇して以後は環境レベル   

に平行した傾向を示す。これは通常ある程度まで急減する場合が多い。し  

かし、急減した後かな り の長期間にわたって減少が緩慢  
が続く というのが、牛乳中の‖sr、1】7csのパターンであ  

ば
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原因を検討する必要があるが、推測と して、牛乳に移行しやすく、かつ長  

寿命の核種が食物連鎖、すなわち環境÷÷乳牛→牛乳→人体→環境のループ  

にと り入れられて、長期間にわたり汚染させる という こ とが考えられる。  

しかし、数値を伴った定量的な実証は今後の調査、研究を待たなければな  

らない。   

198d年4 月にソ連の原発事故か発生した。この事故による放射能の牛  
乳への影響は、短寿命の放射性ヨ ウ素を測定することによ って確認された。  

したがって、いずれ長府命核種の90srや1】7csにも影響してく るであろうか  

ら、現在、横ばい状態のこれらの核種がどのく らい増加するか興味深いと  

ころである。   

緊急時の測定体制については、年1～2回の割合いで測定法の検討とと  

もに測定器材のチ ェ ック も行っているので、割合いスムーズに測定体制を  

整えることができた。しかし、実際に測定が始ま り長時間の連続通電とな  

ると、測定器のト ラ ブルが多く なることが確認された。と く に北海道農試  

九州農式などの過酷な条件のも とではこれも止むを得ないことで、今後は  

測定器の環境条件の改善、測定器の代替器の整備なども重要である。  

表1 牛乳の 90sr、 
137 cs（pcl／J）  

PO 

核種   sr（pcl／J）   ‖7cs（pc土／J）   

地域年月  dO年5月 dO年8月 dO年11月 dl年2月  占0年5月 dO年8月 dO年11月 dl年2月   

北海道  5．1±0．3  3．2±0．3 4．0±0．3 2．4±0．2  7．3±0．6 8．7±0．6 7．5±0．6 4．4±0．5   

岩 手  2．7±0．2  3．1±0．3  2．7±0．2  2．4±0．2  6．7±0．6 10．2±0．6 3．5±0．5 4．0±0．5   

秋 田  1．2±0．2 1．4±0．2  2．0±0．2 1．4±0．2  1．0±0．3 1．7±0．4 1．3ご0．4 0．6±0．3   

福 島  1．4±0．2 1．0±0．2 1．1±0．2 0．6±0．1  3．9±0．4 1．5±0．3 1．5±0．4 2．4±0．4   

茨 城  0．5±0．1 0．9±0．2 1．1±0．2 0．4±0．1  0．7±0．3 1．4±0．4 0．9±0．3 1．9 ±0．4   

静 岡  1．6 ±0．2 1．8±0．2 1．3±0．2 1．4±0．2  2．1±0．4 1．8±0．4 4．7±0．5 4．0±0．5   

福 井  1．0±0．2 1．0±0．2 0．9±0．2 0．7±0．2  1．6±0．4 1．1±0．4 0．6±0．3  0．5±0．4   

香 川  0．6±0．2 0．9±0．2 0．5±0．1 0．6±0．2  1．3 ±0．4 1．9±0．4 1．2±0．4  0．6 ±0．3   

福 岡  0．7±0．2 0．6±0．2 0．5±0．2 0．7±0．2  2．5±0．5 1．2±0．4 1．0土0．4 2．7±0．4   
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図1．牛乳の 90sr 濃度の経年月別変化（各点は全国平均）   
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（10）家畜の骨中90s召集度調査（1985年虔）  

農林水産省 家畜衛生試験場北海道支場 第2研究室  

岩田神之介 近山之雄  

1．緒言   

放射性降下物質による家畜飼育環境の放射能汚染を、家畜の骨中90s現象皮の   
推移から、1957年定より調査している。これまでの分析結果では、家畜の骨中  
90 

s出鼻皮は、放射性物質の降下量を比較的よく反映して、1965年前後を頂点と   

して、その後は次第に減少している。しかし、その長い物理的半減期と、スト   

ロ ンチウム 自身の強い硬組織親和性のために、現在も恵お汚染が残り、これ   

は大気圏内核実験開始前の水準より高値である。この推移を継続調査するため   

に、前年度と同様に家畜の骨中90sr濃度を測定したので、その結果を報告する。   

2．調査研究の概要   

00 材料と方法    測定試料は、1985年4月から11月せでに北海道内の各地  

から採取した馬及び牛各13例の腕前中指骨である 。測定方法は試料を乾式灰   

化した後、ジー（2・エチルへキツル）一リン酸による90Yの溶媒抽出法によ  

った。   

⑦ 測定結果   馬の骨では、18．53±1．13pCi／g・Caで前年度の平均値の   

15・34pCi／g・Ca よりわずかに高くく表1）、牛の骨でも、6・50±0・77pCl  

／g．Caで前年度の平均値の4．35 pCi／g．Caよりわずか忙高かった（表2）。  

これは採取試料中に比較的高濃度、高年齢動物の個体があったためと思われ  

全体として横ばい状態である（図1）。  

3．結 語  

骨中の 90s r汚染は、196 5 年を頂点として以降、ときに横ばいを示し   

ながら減少の傾向である。しかし、採取試料によっては、未だ比較的高濃直   

の例も見られるのでヽ 現在の環境条件が保持されるとしてもヽ 測定開始前の   

水準せで回復するのは、まだか売りの期間を必要とするものと思われる。  

ー46≠   



表1 馬の分析結果（13例）   表2 牛の分析結果（13例）  

年齢 測定値（PCi／g．Ca）  年齢 別定値（pCi／g．Ca）  

2   6．48   

3  14．04   

4   6．05  

6   4．64  

6  12．85   

7   7．17  

7  10．49   

12  31．82   

14  37．47   
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23  20．86  
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（11）土壌および小麦中の137c sについて  

最♯水産省鼻薫環境技縮研究所  

駒村美佐子 結田康一 小山姓生  

1 緒言   

昭和32年以来、農耕地（太田・畑作土）土壌およぴそこに栽培された米麦子葉を対象に、降下  

放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが、今回は昭和60年度に操取した  

畑作土とそこで栽培収穫した玄表中の全都cs含量を報合する．  
2 調査研究の概要   

前報と同様、全国各地戒と国公立農業試験研究機関の特定開場8ヶ所から送付された畑土壊およ  

び玄麦を分析用に謂善し侠試した．土盛は風乾畑土30～50gを、小麦は玄麦1kgを500Q  

Cで灰化後それぞれプラスチック測定容器につめ、Ge（Li）高純度半導体検出器－マルチチャ  

ンネルアナライザーで測定した．結果は全国平均で畑土壊380（883～146）pCi／kg、  

39（18”107）mCi／kmま、玄麦1．2（0．3～2．4）pCi／kgの億であった．  

地域別に比較すると採取地点が少なくはっきりした地戒差は論じがたいが、両者とも日太海側～東  

北日大＞太平洋側～西南日大の傾向が認めちれた（表1）。これ姐まぼ1¢sr含量の場合と同様と  

いえる。玄表中137cs含量と土壌中l叩cs含量との間には明確な相関関係は認められないが、土壌  
中明cs含量が高い場合には玄表中lユ℃5含量が高くなる傾向がうかがえる（図1）．このことは  
60年度産玄麦への主要な汚染キl士、土壌中に残留しているほ7csの吸収によるいわゆる間接汚染  

であることを示している．  

3 結語   

今回、60年削、麦関係式料について全137c5含量レベルを明らかにした．畑土壌はまだかなり  
の即cs量があり、玄麦で認められたように、農作物への主要な汚染源となっている．   

今後は、61年4月チェルノブイル事故が、61年産玄麦、畑土壊さらに玄米、白米、水田土壌  

のtユ℃s、わsr含量にどのような影響を与えたかを調査ナる．  
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（12）日本吐福海水の放射能  
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制定結果  
日本近海（ZFON上火北、＝；00E以西）のJ？70阜1火後の全ぅ削虐値乞用  

、′、全べ一 ア伯の経年的今市え示 したのが囲ヱで為る。恩丸の大子  

ざ・よ、媒軸目盛の今べ一 9埴（0．1pCi／且戻・ぞ）丞示した試料の個数  

－て托倒して表わマれて、，る。／？ぎ占阜5月の利息値には、手技以前の  

近年・こ観測マれた質勧煽え超えるような軍学埴は亀虫之九なかった。  

参考のためJ∬ら牛山根につ、■て、周うに、海域辱の平均伯互示し  

た。  

異常埴が乳出～れ甘、l理由星碓刺す九ば、宛水によう希敗。知見、  
蒐、′半減期頑饅の誠表、薙水中の卦ぺ、一夕測定は、協イオンlこ主眼  
がおかれて、】る ＝ ヒ、などがあ■rうれる。  
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（13）臼ふこおザ5大衆ヤの放射櫨列フ㌧ン濃軋  

資虞研宛丹比瑚帝  

暦本放・井上え宰・杉村行男   

の緯度仁 
っIlて報告す吉。  

2、新津ーと分村才渡   
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（14）弘池トム、lう5日TO邑げqOSト降下号に「いて  

1         賊地郎  
子  

ユ、韻書  
南年に骨き続き、曙大中のトl）今－うム川TO）のR闇降下琶の測定乙窄左，七．  

今回l宣乍喜でト絹られt鼻毛鼻のうち，最且のHTO時下号の並毎夜化  
ヒ「いて℃s卜し貴卜取壊ヰ3。  

2、調査舶鼻の親藩   

戸貴明（／9占トJ晰揮え；／？如｝／明解適J  

争乱が05げルく～女～1，〃mが机％1ユ√総  
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（15）豆孝食客三可＝伸中り人工及新王l根絹り竣ヰ  
l■こつIJて  

風 

， 

子5印行阜   

1 

、ヨネ，1竺冊い†。†㌧．．ノ”いJ・ノ り′′…凡  
にざ‥紘モ  

っ空母乙ン出生l花．門・t、・午て′レ ノアイリ月，jカ登卑rウキて女▲＝古手  

7A人一浪如月抜†iっ司・車トヘつ号～攣モ知日り，／ヂ毎年ら何代←1  
払りて・操車し．司㍉1小・巨、合耳h j 人1板東膏頼祷っほたモ試り1  
電l里 亡／受止て亨㌃モ1j．  

Z積れ1t∫ひ勅塩‖  
≡「・・t小・－Pの？oL胤息l－、三「‘・l水〟♂∠ 己lコ了乞叫ち【りミリか7ネ  

ルト て■桓且した♂、う．略イオン女劇摘射精に吸局亡1∴ノ宅増来場打  

；1′ご′還㌻ニニ、ふ竺一弘三瀞こ■呈；£；；ニだr、‡（；芸√左  
とし 1し∵しリ7、ラーン竣7⊥「乙∴多・ウL、に′ノア年三相尾三色   

ゑ ヱ＝′神 尾ワ 鴫々．上ワ  

（k 

オン左痩和もて岬l・て′拍／－吼覿しセ・軋む′tつ、てf明いて，分新税  
虹し．功一まirr足岩1・．ね弟絶モ叫怪し屯・′一，＆ ウイ等々・塀乃狙・て  

ついて丁・ぐスん‥一′レ旦牝隼モ…P・瑚た上‥射いLぞ】長路  

卜ほ廿愕肴1・叶呵し五．碍且＼P〔、、－私＝1′左し花．  

∋離乳  
こマリ′トヤり  P一∫r′∫簸け／りど∫．手L∂祀′けG．1宛克乱丁、√～・賞1「如し巳  

lこ，‥て†阜；久 ち†1呈一之＝1ヨ、「．  

；「・・I小l†りわrr ｛甥々．パ∫∂／手り早かつ＼F伺綾／夏各省っ折風．／アク／  

乍出住・てJ嵐た【頭，りサケす久花。一方′ノ呵Gの鴫々．「つ孝i等・つ巧こ  
んt・うぅ久丁7 占－7r【・  

～マ＝いJ（lPウ′Jタぐノ「耶籠マリ′刀、抑りテ7果，弔フォ入・りクぐsク、々巧（∂〈〃〆  

t rの j こ し 「わ¢丁フ ‾た．  

†て∫レ  ノ7－イリ乃了〝膏亀拍手1‡r乙．／タ〟年 占巧峰子†触り〔ノウり  
′lくと／有印し笹竹．扱′寅狂・こ∫つb与し乃り ′，†G盲栓之．し仁政・⊂t苛亡占  

享㈲閉り桶り′＝Rし、い？・、冒）t揉ムしn．こヘヒ雷．凄た－つ9（ざlえぇ，   
P 

・ 

′巨 
揉呵・… ノミ成充t Tら、仁拍－わ；れ了．  

41こhノ7・イソ月．jケ針笹デ巾′りふ了7つ ′7亀と′′ケG 一歩如花代  

い・β・f て一名ユこ とか弓．十王′」ノ7、イ ソ乃∴Iカメど項目ケー！ぬ亨7了  

JTりイいゃつ ′タワご∫ り考モ丁／‘後1Jし∴座れ狙っ甥々．ガ外．れ＝丈，  
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「鴫々．りメtJ＝・こり析果I｝，i了いトlく・†つ、叩こ～りlてし ⊥と、⇒－  

壊辻∵りみ一／レア／7いりl亨71こしモう．しrl・ソ，‘Rヰか－可つ朽木  
、ぞれ■‡「ぐ，J息た・一ク．，～）‘〆〃ノ！一名，1こヒース克1‡し．†と  

号・如弓hl・－7t＝－乞．スヤ／ぶりり？ごt・つ・土塊・、頂く叫見し てt    ； 
丁っ ′しi，て 招左 し代＋く・〔－ニ1こ1一わか3。  

去イ  
射奉り｛守バ・車lくすり 鈴r′．′ノクど∫1・Jむ ■〃●い○凡々号  

Name of  トJo．土n Da亡e of  Sr－90  Cs－137  Pu－239＋240  

rlVer  F19．1samplin9  D．  D．  p．  D． P．  

fCi／1  fCl／1  fCl／1  

Ishlkarl l  O⊂ヒ．1978  17．5  －   0．27 0．14  

X土亡akam土  3  0ct．1978  34．1      0．09 0．15  

Mo9ar【1  4  0c亡．1978  58．1     0．29 0．04  

Sh土nan0   7  0ct．1978  42．0  －   0．05 0．03  

X土S0  10  0cヒ．1979  15．7  －   0．28  0．16  

Yod0  11  0c亡．1979  37．1      0．02  0．08  

Yoshin0  17  0ct．1979  7．5  －   0．03  0．「3  

Asah土  13  0ct．1979  26．7  －   0．01 0．01  

Chiku90 18  0ct．1979  25．5  －   0．82 0．05  

Tone  6  Feb．1980  15．8  －   1．57  0．02  

0hon0  19  0ct．1980  45  8．1      0．017 0．019  

Senda1   23  0cヒ．1980  41  8．5  －   0．050 0．012  

Xuma  22  0ct．1980  34  13．5  －   0．036 0．008  

0hyod0   21  0c亡．1980  23  6．8  －   0．016 0．035  

Gokase   20  0⊂亡．1980  39  1．9  －   0．0310．005  

Chlku90 18  0cヒ．1980  51  7．9  －   0．16 0．028  

X土s0  10  Sep．1981  79  5．0  －   0．035 0．047  

Åsahi   13  Sep．1981  97  3．0  －  0．096  

H土i  14  Sep．1981  165  8．4  －  0．13  

Gou  15  Sep．1981  92  5．7  －   0．018 0．023  

0ho亡a  19  Sep．1981  94  8．8  －   0．012 0．027  

Shlnan0   7  0c亡．1982  48  3．7  －   0．012 0．080  

0mon0  2  0c亡．1982  138  6．3  －   0．024 0．074  

M09am1  4  0c亡．1982  146  7．3  －   0．076 0．065  

X土s0  10  0ct．198〕  93  2．9  －   0．299 0．031  

Fu〕1  8  0c亡．1983  33  0．9  －   0．0310．008  

でenryu  9  0c亡．1983  76  4．9  －   0．0310．014  

Fu〕1  8  0c亡．1984  5．8 5．2  0．013  

でenryu  9  0c亡．1984  2．0 0．85  0．020  

Yura  12  0c亡．1984  0．4  0．83  0．025  

XIs0  10  0cヒ．1984  3．9  0．69  0．026  

Tone  6  June1985  18．8  2．2  

Ishlkar土  1  0ct．1985  0．90 3．18  

Kiヒakam1  3  0cヒ．1985  2．331．45  

Tone  6  Nov．1985  3．43  ND  

Tone  6  Feb．1986  10．6  5．8  0．005  

Tone  6  June1986  37．513．6  0．044  
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（16）地表大気中の放射性核種  

国立衛生試験所  

亀谷勝昭 松村年郎  

1．績言   

1984年以来地表大気中の210pbの定量を、そして198＄年以降は7Beおよび   
21争bの定量を継続している。また今回大気中にチェルノブイル原子力発電   

所事故による－さ七5，－引Ⅰおよび－0㌔uが検出されたので合せてその結果を報告   
する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取  国立衛生試験所横内地表1mで毎週月曜日12時から24  

時間、ハイポリュウムエアサンブラーで大気浮遊塵を採取する．空気採   

取量は1コケninで、大気浮遊塵の全採取量は、1440ロさにも相当する。  

（2）分析方法  2一年bの定量は、昨年太調査研究発表会で報告した放射   
化学分法により、そして他の核種の定量は、Pure Ge によるr線スベタ  

トロメトリーにより行なった．  

（3）測定結果   198l．1985年の2一年bの月別測定結果を図1に、1986年   

に測定した 7Be，2－やb，212pb．－3七5，－3－Ⅰ，－0㌔uの点果を図2に示す。 図1   

から明らかなように、之1？pbの大気中濃度は季節的変動があるように見受   

けられた。また 7Beおよぴ2－争bについては、図2に示すように、未だ測  
定数が少ないため、季節的変動は充分に明らかにされなかった． また   

今回チェルノブイル原子力発電所事故による－37c5，－31Ⅰ，－0㌔uの大気汚染  
が当所においても測定されたが、その汚染期間は約1ヶ月であることが  

明らかとされた．  

3．結語   

1981年以来、地表大気中の天然放射性核種の変動を調査研究しているが、   

原子力発電所の事故時の放射性核種の動態を知るためにも、まに今後の調   

査が必要である．  
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1984  1985  
図1大気中の2一年b月別濃度（PCi／1000mさ）  
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図2 大気中の放射性核種（PCi／1000mユ）  
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（17）ウラン濃縮施設周辺における環境試料中のウラン同位体組成について  

岡山県環境保健センター  

茶杉山広和 松永和義 道広憲秀 柚木英ニ   

1 緒言  

岡山県苫田郡上嘉原村人形峠にある，動力炉・核燃料開発事業団人形峠事業所では，   

昭和56年3月から遠心分離機約1000台が，運転を行っており，年間約10tの3  

％濃縮ウランが生産されている．   

演者らは，このウラン濃縮施設が操業を開始して以来，現在までに環境試料中のウラン   

同位休組成に影響を与えたかどうかについて調査を行ったので結果を報告する・   

2 調査の概要  

調査期間は，昭和58年4月から昭和60年1月までの某月間である．事業所周辺より  

河底土，畑土，水田土，河川水，飲料水等の試料を採取した・  

土壌試料は採取後風乾し，2mメッシュのふるいにかけて分析に供した・分析法は  

硝酸浸出・TBP抽出・電着・α線スベクトロメトリとした・  

水試料は，まずキレート樹脂吸着・アルセナゾⅢ直接発色吸光々度法による半定圭的  

スクリーニングを行ったのち，その結果が2描／L以上であった試料のみを対象とし，  

分析法はキレート樹脂吸着・α抜スベクトロメトリとした．  

結果を表1に示す．  

3 結語  

本調査に供したすぺてのサンプルにおいて，U－234，U－235，U－238の  

同位体組成比は，天然ウランのそれと一致した．   

表1 人形峠周辺儲昔中のウラン同位体軋定積果  

測 定 括 果● （平均値）  

試 料 区 分  証本散  

U238■度（単位）   U235／U2遷   U234／U2二娼   

河  武  士   21  α09土江07（×灯■〟Ci／タ）   α041土α005   l．00士mO5   
水  田  土   8  （＝0±α03（  〝  ）   nO40±nOO6   1．02士α05   

畑  土   8  α08±α02（  ′  ）   α040土8004   m98±α02   

禾  耕  土   皿  〔‖3士mO5（  ′  ）   α040士瓜0（）2   皿98士α04   

事芙所 排 水   6  α24±且23（×10‾一〟Cり■の   α042士0．00T   α97±803   

河  川  水   3  m19士α14（  －  ）   α040士瓜00l   αg8士0．03   

飲  料  水   4  皿08土nOl（  〝  ）   nO38士α016   1．01±nO3   

●誤差表示は最砕値の標準偏差  
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（18）降下物．陸水，海水，土壌および各種食品試料の放射能調査  

㈲ 日本分析センター  

阿蕗俊彦，樋口美也．吉清水克己，野中信博  

1．猪  口  

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環噂試  

料中の放射能調査として、昭和60年度に採取された降下物，陸水，海水，土壌および  

各種食品などの環境試料について90s rおよぴJ37c sの核種分析を行ったのでその調  

査結果を報告する。  

2．調査の概要  

昭和6 0年度に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各種環境試  

料について、昭和6 0年4月から昭和61年9月までに90s rおよぴ．37c sの核種分  

析を行った。   

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物，浮遊じん．陸水．海水．海底土．土壌，日常食，精米．  

牛乳．ドライ ミルク．野菜，茶，海産生物などである。  

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち  

㈲日本分析センターに送付されたものである。   

（2）分析方法  

環境試料中の＝s r，＝TC sの分析は、「放射性ストロンチウム分析法」（科学技  

術庁、昭和58年改訂）およぴ「放射性セシウム分析法」（科学技術庁、昭和51年  

改訂）に準じた方法で行った。  

3．姻査結果  

昭和60年4月から昭和61年3月までに採取された主な試料の分析結果を表－1に  

示した。  

以下試料別の概要を述べる。  
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（1）降 下 物  

各県の月間平均降下量（爪Ci／kd ）を表－1に示した。  

その平均値および最小，最大値ほ次の通りである。  

9¢s r：0．UO2（0．000 － 0．021）mCi／k汀i（n＝379J  

＝Tc s：0．001（0．000 － 0．005）mCi／k汀i（n ＝379）   

（2）浮遊じん  

福島，茨城，新潟．福井，静岡．愛知，京都，大阪，兵庫，鳥取，広島，長嶋の  

12県で四半期毎に採取した試料の平均値および最小，最大値は次の通りである。  

90S r：0．02（0．0－ 0．1）10■〇 pci／m3（n＝48）  

．3Tc s：0．03（0．0－ 0．1）10－3 pcl／n3（n＝48）   

（3）陸  水  

上水（蛇口水，原水）について各県で年1－4回採取した試料の県別平均値を表－  

1に示した。  

その平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．08 （0．01 ～ 0．1さ） pCl／β（n＝75）  

l＝c s：0．005（0．000 ～ 0．07） pCi／ゼ（n＝75）  

淡水について北海道．秋田．福島．茨城，新潟，福井，長野，京都．広島の9県で  

年1回採取した試料の平均値および最小．最大値は次の通りである。  

きOs r ニ0．川 （0．04 ～ 0．17） pCi／β  

137c s：0．01（0．003 － 0．03） pCl／ム   

（4）海水，海底土  

海水は11県、海底土については12県で、年1～2回採取した試料の県別平均値  

を表－－1に示した。  

その平均値および最小，最大値は次の通りである。  

海 水 ，OS r： 0．09（0．07－ 0．12） pCl／ゼ  

＝7C s： 0．11（0．08 － 0．11） pCl／ノ‘  

海底土  90s r： 2 （0  －12 ） pCi／kg乾土  

＝7c s：66 （6  －210 ） pCレ／kg乾土  
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（5）土  壌  

各県で年1回採取した試料（深さ0－5c皿．5－20c■の2種類 各1試料）の分  

析結果を表－1に示した。  

その平均宜および最小，最大せほ次の通りである。  

0～ 5c瓜 90s r： 5．0（0．3 ～ 18） mCi／kJ（n＝31）  

160 （6  －13nO） pCi／kg乾土  

I＝c s：21 （0．4 － 100） mCi／山＝ n 二31）  

590 （10 － 4200）pCi／kg乾土  

5～20c爪 ＝s r：14 （0．6 一 色l）瓜Cl／kd（n＝31）  

110 （5  － 860） pCl／kg乾土  

－3Tc s：36 （0．4－ 230）爪Ci／kd（nニ31）  

270 （2 ～ 2300）pCi／kg乾土   

（6）日 常 食  

各県で年2回採取した試料の県別平均値を表－1に示した。  

その平均値および最小，最大値は次の通りである。  

90s r：2．5（0．8 ～ 5．9） pCi／人・日（n＝62）  

4．3 （1．5 －11）ストロンチウム単位  

＝7c s：1．9 （0．6 － 8．9） pCi／人・日（n＝62）  

0．9（0．4 － 3．8）セシウム単位   

（7）精  米  

各県で年1－2回採取した試料の平均値および最小，最大値は次の通りである。  

＝s r：0．3（0．0 － 1．0）pCi／kg精米（n＝36）  

6．9（0  ～ 23 ）ストロンチウム単位  

■＝c s：1．4（0．0 － 8．6）pCり′kg精米（n＝36）  

1．6 （0．0 ～ 9．0）セシウム単位   

（8）牛乳（原乳．市乳）  

各県で年2－6回採取した試料の県別平均値を表1－1に示した。  

その平均値および最小，最大値は次の通りである。  
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＝s r：1．4（0．3 － 8．8）pCl／‘（n＝104）  

1．3（0．3 － 7．6）ストロンチウム単位  

■＝c s：2．4（0．04－ 30 ）pCi／β（n＝104）  

1．6 （0．02 － 20 ）セシウム単位   

（9）ドライ ミルク  

ドライ ミルク，スキムミルクは市販のメーカー別12試料で、その平均値および最  

小．最大値は次の通りである。  

＝s r：10 （2．4 ～ 31）pCi／kg粉乳  

1．2（0．6 ～ 2．5）ストロンチウム単位  

■さTc s：26 （5．6 －110 ）pCi／kg粉乳  

2．3（1．0 － 6．7）セシウム単位   

（10）野  菜  

ダイコン．ホウレンソウについて生産期に合わせ採取した試料の県別平均せを表－  

1に示した。  

その平均せおよび最小，最大値は次の通りである。  

ダイコン  ＝s r：6．6（0．5 － 38 ） pCl／kg生（nニ30）  

27 （1．5 －160 ）ストロンチウム単位  

＝7c s：0．8（0．0 － 9．5） pCi／kg生（n＝30）  

0．4（0．0 － 4．1）セシウム単位  

ホウレンソウ ，Os r：5．2（0．4 －19 ） pCl／kg生（n＝32）  

7．6（1．0 － 31 ）ストロンチウム単位  

－＝c s：1．0（0．03 － 3．7） pCi／kg生（n＝32）  

0．2（0．0 － 1．4）セシウム単位  

なお表中、青森．秋田．大阪．和歌山，各県の（）内データは、ホウレンソウの  

代替品としてキャベツ，ハクサイ，またダイコンの代替品としてタマネギの結果であ  

る。   

（11）茶  

静岡，京都，鹿児島，（各2試料）の3県で採取した試料の平均せおよび最小．最  

大せは次の通りである。  

－63－   



81s r：29 （13 － 53 ）pCi／kg精茶  

9．6（5．6 －16 ）ストロンチウム単位  

137c s：26 （3．1－ 66 ） pCi／kg精茶  

1．3（0．2 － 3．5）セシウム単位   

（12）海産生物  

各県で採取した海産生物は魚類，且類，海藻類である。  

その平均値および最小，最大値は次の通りである。  

魚類  90s r：0．4（0 － 1．7）pCi／kg生（n＝30）  

0．3（0 － 3．0）ストロンチウム単位  

13Tc s：5．2（1．2 ～14 ）pCi／kg生（n＝30）  

1．4（0．5 － 3．0）セシウム単位  

0．5）pCi／kg生（n＝ 8）   

1．0）ストロンチウム単位   

2．5）pCl／kg生（n＝ 8）   

1．1）セシウム単位   

5．1） pCi／kg生（nニ 8）   

2．2）ストロンチウム単位   

1．9）pCi／kg生（n＝ 8）   

0．4）セシウム単位  

貝類  90s r：0．2（0  －  

0．2（0  －  

＝Tc s：1．4（0．1～  

0．5（0．1－   

海藻類 90s r：1．7（0．7 －  

1．6（0．7 ～  

＝7c s：1．1（0．6 －  

0．2（0．05～  

（13）淡水魚  

淡水魚について北海道，秋田，福島，新潟，福井，長野，京都，広島の8県で年1  

回採取した試料（コイ．フナ等）の平均値および最小，最大値は次の通りである。  

9¢s r：29  （1．4 －110） pCl／kg生  

4．2（0．7 ～ 12）ストロンチウム単位  

＝7c s：4．1（1．2 － 9．2） pCl／kg生  

1．3 （0．4 ～ 2．8）セシウム単位  
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4．結  三善  

科学技術庁放射能綿査委託にもとづく放射性降下物に係阜環境試料中の放射能凋査と  

して、昭和6 0年皮に採取され送付をうけた各種試料について90s rおよぴ －＝c s  

の核種分析を行った。  

試料別全国平均値を昭和59年度の態と比較すると、傾向として海底土，日常食，牛  

乳，ドライ ミルク．野菜，茶の各試料は90s r，l〇7c sとも若干低い値を示し、他の  

試料については同程度の値を示した。  
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Ⅱ環境に関する調査研究2  

（海洋、廃棄物）   



（19）沿岸章毎域試料の解析調査  

放射線医学捻合研究所  

長屋 裕、鈴木 潔、中村 清、  

中村良一、石井紀明、上田秦司  

1．緒言   

前年度に引き続き、日本沿岸における放射性核種の動向を知るために、茨城県沿岸、南九州沿   

岸、瀬戸内海及び東北地方沿岸から海洋試料を集めて1】7cs，＝srなどを分析定量した。現在ま   

での結果を報告する。  

2．調査研究の概要   

茨城県沿岸（日立～大洗）から、海水、魚類、軟体類、甲殻類及び海藻を集めた。錦江湾を中心   

とした南九州沿岸及び宮城県沿岸から各種海産生物、瀬戸内海から海水、海底堆積物をそれぞれ集   

め、海産生物は450℃で灰化しAMP法によって13Tcsを、発煙硝酸法によって9qsrを分離した。   

放射能の計測は主にガスフローローバックグラウンドカウンター（Tracer Lab．オムニガード）を   

用いた．又これらの試料の一部をとってICP法（島津エCPQ－1012W）によリ17種の安定同位   

元素の濃度を調べた。  

3．結果   

表1に茨城県沿岸魚類、表2に軟体類、表3に甲殻類、表4に海藻の1＝cs濃度及び＝sr濃度   

を示す．魚類筋肉ではアイナメの4，3pCl／Kg vetからサワラの10．2pCユ／Kg vetの範囲であり昨年   

度の値とほとんど変わらない．また魚類内乱ま筋肉とほぼ同値かやや低目であり、この傾向もここ   

数年続いている・軟体類の13Tcs濃度は昨年度より多少低眉であったが甲殻類、海藻ではほぼ同債   

であった。これらの結果から茨城県沿眉においては1＝cs，98srの大巾な濃度の変化は認められ   

なかった。表5に鹿児島周辺海洋生物の1＝cs，＝sr濃度を示す。魚類、軟体類及び甲殻類の  

1”cs，”sr濃度に特異的なものはなく茨城県沿岸生物試料のそれらと大差がなかった．   

表6に宮城県沿岸で採取した海産生物の安定元素濃度を示す。前年度までの調査結果に比べて、   

特に顕著な地域特性、種特異性は認められない。   

表7に茨城県沿岸表面海水、表8に瀬戸内海の表面海水の分析結果を示す。各核種共その濃度に   

顕著な変動は認められない。   

国1に瀬戸内海海底堆種物中の1ユーcs及び2コ9・＝Opuの鉛直分布を示す。  
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の海洋生物の1”cs，＝sr濃度（1985－10－8採集  
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表7． 茨城県沿岸表面海水の分析結果  
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囲1． 瀬戸内海海底堆積働分析結果  
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表8． 瀬戸内海の表面海水分析結果  
1985年6月  

地点  13Tcs  ，Osr  2＝・＝O pu  

（pCi／100丘）  （pcl／10，000且）  

豊後水道 11．4±0．9  7．8±0．8  2．2±0．5  
伊予灘  8．9±0．5  9．6±1．6 1．5±0．3   

Concentration〔pCi／kg．dry〕   

50  100  150  180  

【
∈
0
）
王
d
¢
凸
 
 

囲1． （続）  
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（20） タト洋 の 解析調査  

放射線医学稔合研究所  

長屋 裕、中村 清  

1．緒言  

前年度に引き続き、外洋における人工放射性核種の挙動を知るために、日本近   

海および北太平洋において、表面から海底直上までの大童海水試料と海底堆積物   

柱状試料を採取して、1＝c s，＝，′＝O puなどを分析した。  

2．調査研究の概要  

東京大学海洋研究所「白鳳丸」のⅩH－85－4航海に際して、北太平洋北部の2   

点および北東太平洋の1点で海底直上から表面までの海水を大量（200－250 且）   

に採取して分析した。海底堆積物については、ボックスコアラ一によって30～50   

c山長の柱状試料を採取し、1～2cm厚さの堆積物切片として分析した．  

3．結果  

表1に採水・採泥地点を示す。日本海および日本海溝域の海水試料測定点果は   

昨年度に報告したので、今回は海底堆積物についての分析結果を報告する．  

図1および囲2に‖’・‖Opuおよび1＝csの海水中鉛直分布を、固3に海底堆   

積物中の鉛直分布を示す。  

北太平洋北部での‖’・‥Opuおよぴ137csの海水中全量は、中部でのそれより   

はるかに低い値を示し、海水中からの陰去または稀釈のあったことを示唆してい   

る．  

海底堆積物中の放射性核種鉛直分布および全量にも著しい地域差が認められる．  

試料採取地点   表1．  
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図1．  ‖9，＝O  puの海水中鉛直分布。  
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図2．  1＝c sの海水中鉛直分布。  
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（21）日大近海海産生物の放射能調査  

東海区水産研究所  

大久保勝夫・田端健二・南迫洋子・鈴大秀弥  

北海道区水産研究所  

藤井 浄・佐藤芳和  

西海 区水産研究所  

浜田七郎  

日大海区水産研究所  

捨山義明・池原宏二  

1．渚 言   

『近海海産生物放射能詣奄』は，日太近海の放射能汚染に対して，漁場と海産生物の安  

全性を確認することを目的として，昭和32年度から継続して実施されている。   

調査内容と方法，実施体制は，現在に至るまで少なからぬ変遷を経てきた。昭和52年  

度以降は，調査対象を従来のプランクトンから漁業生物と海底土とに変え，試料の放射能  

測定の一部として，ガンマー線スベクトロメトリーによる核種分析（日大分析センターに  

委託）を採用した。その後，東海水研放射能潔の分析悪勢の整備に伴い，昭和57年度よ  

り一部の試料，60年度より大部分の試料の核種分析を同部が担当している。これらのう  

ち昭和52、58年度の分析偵は，『近海海産生物放射能調査核種分析結果』として，す  

でに印刷，公表されている（昭和61年3月，標記4海区水研刊）。   

上記調査の一項として，昭和60年度に4海区水研が分担して採取した海産生物試料の  

うち，東海水研放射能潔が核種分析した結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）調査内容と方法   

毎年開催される放射能担当者会議において，分析対象海産生物として隔年に分析する固  

定種16種の他に，選択種として毎年9種が選定される。60年度は，表－1に示す25  

種が分析対象に選ばれた（暮印は選択種を示す）。   

試料は採取年月日，採取場所，平均体長・体重などを記録したあと，必要に応じて各部  

位に分別し，常怯により灰化した。核種分析はキャンベラ社製Ge（Li）半導体検出器  

（分無能1・7、1・8Kev，相対計数効率14．6％）を用いて，計測時聞15．7、32．OxlO4秒  

にて行った。分析対象核種は，科技庁・放射能測定法シリーズ，7（昭和54年）の対魚  

核種の中から，半減期30日を超えるものとして，＝4C e，125s b，7B e，103Ru，  

134Cs，▲06Ru，137cs，95Z r，95Nb，58Co，54Mn，65zn，6OCoの13種  

を選び，他に108■Ag，110－Ag，207Biの3種を追加して，合計16核種とした。計測  

値のうち，計数誤差の3倍を超えるものを表示し，3・、2倍のものは参考値として括弧を  

付けて示した。2倍以下のものは星印とした。  
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2）核種分析結果   

分析法果を衰－1に示した。はとんどの試料から137c sが検出された。60C oは日大  

海産スルメイカの肝臓から微量に検出されたのみであった。ほかに，108■Ag，110■A g  

がスルメイカの肝臓などから微量に検出された。検出された13Tc s濃度は，従来の近海  

海産生物放射能調査の分析結果からみた通常の変動内に収る億であった。  

表－1  

放射能濃度（pCi／kg生）  

類 採集月日 採集位置 部 位 測定月日 灰  種  
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表－1（つづき）  

放射能濃度（pCi／kg生）  

種  類 採集月日 採集位置 部 位 測定月日 灰  

（g） 137Cs  その沙¢核種  

頚・骨 61．9．2 75．8 7．26：0．53  ＊  ＊  
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方 ザ ミ霊 61．2．19 追 浜  全 体 61．7．28 75．3  ＊ ＊  

ワ カ メ161．2．10 遠 島  葉 体 61．8．23 63．3  ＊ ＊  

マ ア ジ 61．2．10 農♯漁区 全 体 60．8．25 70．5 6．51二0．51  
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タ チ ウ オ 60．11．12 農林漁区 全 体 61．7．3185．3 9．62三0．56  
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義一1（つづき）  

放射能濃度（pCi／kgノ巨）  

種  類 廃集月日 撰集位置 蔀 位 測定月日 灰  

（g） 137cs  その扮の核層  

サクラマス 60．3．24 佐渡海峡 筋 肉 60．7．31 41．g13．り8：り．32  

内 懐 60．8∴川 15．4 2g．35二0．81  
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頚 足 60．1n．30 27．0 2．25：U．35  ＊ ＊  

肝 臓 60．10．25 60．51．02：q．13 帥Co l．68：0．21  
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（22）日本近海海底土の放射能調査  

東海区水産研究所  

鈴木頴介・楠 一重・大久保勝夫  

北海道区水産研究所  

佐藤芳和  

日本海区水産研究所  

池原宏二・檜山義明  
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の
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域
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なっている。  

果について報  今回は昭和  

する。  

2．調査の概要  

海底土の採取は水産庁の試験調査船蒼鷹丸、みづほ丸、探海丸   

により内径10cⅦまたは20c皿の柱状採泥器を使用して行った。試料   

は採取後直ちに凍結して持ち帰り、表層より2cm 毎に切断、粒径   
2皿皿 以下の乾燥試料を、オルテック社製高純度Ge検出器を用いた   

ガンマー線スベクト ロメトリーによる核種分析を行った。   

3．結果  
分析対象核種は海産生物と同じく16核種としているが、昨年度   

と同じく標準偏差の3 倍を超えて有意に検出されたものは60co、  
125sb、137cs 及び207Biの4 核種であった。分析結果を表1に示   

した。  

各採取点とも137cs は有意に検出されたが、その濃度のピーク   
は何れも表層に認めらゎた。昨年度137cs のピーク濃度が500pCi  

／kg一乾土以上であった佐渡海盆の表層土は、今回は370pCi／kg一乾   

土であった。  
125sb の検出数  ヽ
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表1．近海海底土の核種分析結果   

Depth（cm）  60co  125sb  

A．（1985．5．16 44000’N，14lO20－E 94皿）   

（pCi／kg－dry）   

137cs  

124 ±   

90 ±   

38 ±  

15 ±  

18 ±   

22 ±   

20 ±   

22 ±  

13 ±  

11 ±   

6 ±   

8 ±   

7 ±   

9 ±  

637m）  

296 ±  

179 ±   

96 ±   

65 ±  

207Bi  

0 ′～  2   

2 ～  4   

4 ′－  6   

6 ～  8   

8 ～ 10  

10 ～ 12  

12 ～ 14  

14 ～ 16  

16 ～ 18  

18 ～ 20  

22 ′～ 24  

24 ～ 26  

26 ～ 28  

28 ～ 30  
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2
 
2
 
2
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2
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2
 
 

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   
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＊  

＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
 

B．（1985．8．5 38026．6－N，138021．6’E  

0 ～  2  

2 ～  4  

4 ～  6  

6 ～  8  

＊  ＊  

＊  42 ±13  

＊  ＊  

＊  ＊  

3
 
3
 
3
 
2
 
 

±
 
±
 
±
 
±
 
 
 

1
 
4
 
0
 
6
 
 

3
 
1
 
 
1
 
 

C．（1985．8．5 37048．1’N，138032．1－E   521皿）  

368 ±10  

368 c 999 

208 ± 8  

114 ± 6   

40 ± 4  

17 ± 4  

19 ± 4   

20 ± 3   

28 ± 5  

0 ～  2   

2 ～  4   

4 ～  6   

6 ～  8   

8 ～ 10  

10 へ■ 12  
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D．（1985．9．21 33015．1’N，135033．6’E   1545皿）  
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43 ±  

18 ±  
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9 ±  
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（23）シャツキー海嶺周辺海域におけるマイクロ  
ネクト ンの放射能バックグラウンド  

東海区水産研究所  
吉田勝彦・八百正和  

る
 
 

す
 
 

施
 
 

実
 
 

国
 
 

我
 
 
 

を
 
 

分
 
 

処
 
 

洋
 
 

海
 
 

の
 
 

物
 
 

棄
 
 

廃
 
 

休
 
 

固
 
 

性
 
 

射
 
 

放
 
 

る
放
太
つ
生
究
 
 

な
、
酉
に
、
研
 
 

に
し
北
種
度
礎
 
 

と
か
、
要
密
基
 
 

こ
し
も
主
息
の
 
 
 

が
に
す
ド
こ
あ
し
域
）
海
域
 
 

し
り
息
ン
る
で
と
海
る
一
海
 
 

通
仮
生
ウ
す
査
ト
の
す
キ
査
 
 

見
を
に
ラ
積
調
 
l
 
度
と
ツ
調
 
 

々
分
域
グ
蓄
る
タ
程
的
ヤ
を
 
 

る
 
 

あ
 
 

で
 
 

I
〔
ノ
 
 

よ
 
 

○  増
 
 

ろ
 
 

こ
 
 

と
 
 

の
 
 

在
 
 

現
 
 
 

た
わ
マ
水
は
 
 

立
行
る
、
と
 
 

い
く
ク
 
 

な
な
イ
 
 

棄
綽
 
 

処
海
ク
を
あ
ス
方
目
シ
）
 
 

洋
い
 
ツ
見
の
り
四
を
、
称
 
 

海
広
バ
知
義
よ
度
と
度
呼
 
 

の
の
能
る
意
度
1
0
こ
川
と
 
 

物
度
射
す
分
年
約
る
約
点
 
 

庚
申
、
に
て
和
で
を
東
い
 
 

性
洋
て
相
し
昭
度
料
点
8
。
 
 

射
平
い
物
と
 
緯
資
B
1
5
 
 
 

て
の
生
草
 
 

し
ン
、
物
 
 

と
ト
布
生
 
 

た
ク
分
洋
 
 

つ
、
ネ
 
 

な
 
ロ
 
 

直
海
 
 

鉛
産
 
 

・
水
 
 

平
、
 
 

放
関
十
5
8
、
得
方
E
 
 

て
較
は
 
～
 
 
 

し
比
度
0
 
 
 

と
の
年
5
6
 
 
 

9
 
 
 

心
と
5
」
 
 
 

中
点
和
O
N
 
 
 

を
B
昭
3
3
 
 
 

点
、
、
～
 
 
 

B
げ
て
0
 
 
 

（
拡
し
3
2
 
 
 

査
を
と
（
 
○
 
 
 

詞
域
度
填
た
 
 
 

次
海
年
海
し
 
 
 

三
査
2
辺
定
 
 

○
第
調
第
周
選
 
 

る
た
に
の
嶺
に
 
 

2．調査研究の概要  
1） 調査内容と方i去  

調査航海は、昭和59年5 月9 日から6 月7 日まで行なわれた。  
シャツキー海嶺西側斜面頂上付近（水深3，000皿、32036’N、1580   

30’E：E－1と呼称）を主調査海域として、調査日数の18日をあ   

て、深度モニターを取り付けたKOC ネ ット によるマイクロネクト   

ンの層別精密採集と、中層トロールネットによる大量採集を行な   

った。次いで、シャツキー海嶺西側斜面ふもと付近（水深5，000n   
33000－N、156030’E：E－ 2と呼称）を、補助調査地点として中層   

ト ロールネ ット による大量採集を行なった。  

E－1点に於て、KOC ネットを表層から近底層まで23回曳網し   
魚類約30kg、甲殻類約25kg、その他（サルバ、クラゲ、頭足類）   
約75kgが採集された。また、中層トロールネットでは、10回の曳   

網で、魚類約70kgを漁獲したが、甲殻類は約4kg に過なかった。   
したがって、中層ト ロールネ ット による採集は、魚類マイクロネ   

クト ンを含む、深海性魚類の採集には適するが、甲殻類マイクロ   

ネクト ンの採集には、KOC ネ ット による採集が必要であることが   

明らかになった。  

採集試料の保存、分別、放射能測定のための前処理、放射能計   

測は前年度までと同様に行なった。  

2） 調査結果  
魚類マイクロネクト ンの生息密度は、B点より高く、最も密  
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度の高かったのは、水深800 ～1，000m層で、川g／1，000m3 であっ  

た。甲殻類マイクロネクト ンは、B点とほぼ同程度で水深500 ～  

し、サルバ類、クラゲ類を主  800皿層で5g／1，000Ⅲ3であった。し  か
き
 
 
 

とするその他の生物群の生物  量
 
 

多く、船上での分別作  て
 
 

め
 
 

わ
 
 
 

業はきわめて労力を要した。   

B点周辺海域における第二次調査の結果、将来予想されるモニ  

タリ ング調査のための指標生物（分析対象種）として選定した、  

魚類マイクロネクト ン9 種、甲殻類マイクロネクト ン6 種はすべ  

て、分析可能な十分量採集された。それらの鉛直分布、生息密度  

の大略を把握できた。   
魚類マイクロネクト ン10種、甲殻類マイクロネクト ン12種の分  

析結果を表－1に示した。   
60coはまったく検出されなかったが、137cs はすべての試料で  

検出された。137cs 濃度はB海域及びS海域とほぼ同レベルにあ  

ることが明らかである。魚類で最も高かったのは、ハダカイワシ  

科のダイコクハダカで7．5pCi／kg 胃et、最も低かったのは、ヨコ  
エソ科のオニハダカで、0．53pCi／kg 胃etであった。甲殻類では、  
サクラエビ科のS．prehensilis で5，8pCi／kg 胃et が高く、生息水  

深の深い、S．japonicaでは、0．43pCi／kg 甲etであり、オオペニア  
ミは最も低く、0．29pCi／kg 胃etであった。オキア  

は、比較的大型で多くの種類を含み、オキアミ類  

類（E－1）  
E－ 2）は小   

、
ヽ
、
（
 
 

型の種類でほぼ一種類より構成されている。オキアミ類の137Cs   
濾度は1．1±0．2pCi／kg 胃et であり、コベボーダなどの動物プラ   

ンクト ンのそれとほぼ同じレベルである。   

3．結語  

B点を中心と して、南方のS点、東方のE点とも北西太平洋中   
部の同一水塊であることが、マイクロネクト ンを通しての放射能   

調査の結果からも明らかになった。  

次年度はB点西方の四国海盆を調査海域として、同程度の調査   
航海を行なう予定である。  
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（24）B点および小笠原舟状海盆より採集された  
ソコダラ類の137cs 一浪度  

東海区水産研究所  
青田勝彦・田端健二   
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2．調査研究の概要  

1） 調査内容と方法  
本年度の調査では、深海性ソコダラ類の採集方法と して、前年   

度までに採集技術として、一応の完成をみたワイヤー係留式によ   

るカゴ網豆去に加えて、16Ⅲm¢ナイロンロープを幹縄として、直径   
＝川cm の大型カゴ網を連結し、9．000Ⅱlの幹縄の末端にフロート及   

びラジオブイを付けて、船から切り離して一定時間、深海底にカ   

ゴ網を設置し、レーダーでラジオブイをモニタリ ングする、切り   

離し方式によるカゴ網法を試みた。木方法が確立すれば、ソコダ   

ラ類の採集時と平行して、海洋観測、採泥、ベントス網の操異な   

どが可能になり、調査日数の大幅な削減、ないし調査内容の充実   

か期待できる。試行の結果、ナイロンロープを巻き上げに使用す   

るトロールウインチを整備すれば、木方法によるソコダラ類の採   

集の見通しが立った。  

昭和57年度の放射能分析にならい、B点、0点とも魚休の大き   
さ別に灰化試料を調整し放射能分析に供した。前処理、分析法は   

前■年度までと同様に行なった。  

2） 調査結果  0射て於ては  

B点に於て、、Coryphaenoides yaquinae・21尾6・5kg、′大型ソコ   

ダラ類、最大1尾4，5kg を含んで、11尾14kgの採集に成功した。   
大型ソコダラ類（2 ～：ikg／尾）3 尾は、Coryphaenoides artDatuS   
と同定されたが、1kg′／′尾以下の小型ソコダラ類はC．yaquinaeとC．  

（汀皿atuS の中間型の形質を持ち、現在までの所それ以上の分類学   
的知見を得ることは困難である。分類学研究用標本はホルマリ ン   

固定し「．専門家にゆだねた。   
深海性ソコダラ類（ホカケダラ  

に示した。昭和57年度の分析結果  
1
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きさと、187cs 濃度虻妊、きわめて良い相関があることが確認さ   

れた。即ち、100 ～200 g程度の小型魚は、1～2pCi／kg胃et で   

あり、4，000gの大型魚は、18pCi／kg胃etをこえる高い過度が検出   

された。この値は表層の浮魚類及び浅海に生存するスケトウダラ   

などの底魚類と同レベルである。前報で考察したように食物連鎖   

による経口的汚染経路による137cs の移行蓄積が主権路であると   

推定される。分類学的に厳密にいえば、種の違があるかもしれな   

い試料であるが、放射能の蓄積に関しては、まったく差のないこ   

とも明らかになった。   

3．結語  
B点及び0点で採集されたソコダラ類二種の水平・鉛直分布、   

現存量を明らかにし、その放射能浪度を知ることは、表層から深   

海底への物質の生物輸送の機構解明のために、さらに、食物連鎖   

による生物洩縮機構の解明のためにも、きわめて有意義な調査研   

究であると考えられる。次年度以降も本調査は鮭続する予定であ   

る。  

喪1 深海性ソコダラ煩（ホカケダラ尻）乃放射能濃度  

放射能濃度（生五丑当り）  

種  名   大 き さ   採集海域   採集水深         13TCs   lOco   

pCi／kg    PCi／kg   

ロ  Cory〆“れOid＝  Ⅰ  145－175g  B 点 周 辺  6100・－6200m  1．5士0．3   ＊  ＊   

押9■l几■●  

2  Ⅱ  240～265g   〝  〝   1．2±0．3   ＊  ＊   

3   Ⅲ  360g  ／′  〝   2．7±0．4   ＊  ＊   

4   Ⅳ  510g  〝  〝  2．9士0．4   ＊  ＊   

5  

Ⅴ  ／′  〝  3，3±0．3  ＊＊  

6    ’CoT押▲“noi山∫Ⅰ   ′ト笠原舟状海盆  ＊＊   

さp・   

7  Ⅱ  400g  〝  〝  3．9±0．4   ＊  ＊   

8  Ⅲ  ′  〝  4．6±0．4  ＊＊  

l  

小笠原舟状海盆  ＊＊   

αrれd‘仏∫  

10  Ⅱ  4000g  ／′  ／′  】0．1土0．3   ＊  ＊   
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（25）日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部菌洋汚染洪査室  

柴山信行、石井 操、鈴木孝志  

野口賢一、富井清文   

緒言  

本調査は、日本近海における海水及び海底土の放射性物質の分布及びその経年変化を明らかに   

することを目的としたもので1海水については昭和34年に、海底土については昭和48年に調査を   

開始し、以後毎年継続して実施している。今回は昭和59，60年調査分について報告する。  

2  調査の概要  

試料の採取は海上保安庁水路部並びに各管区海上保安本部が担当し、海水は黒潮流域、親潮流  

域、日本海の各海域で年4回表面海水を、海底土は沿岸域で年1国表膚堆積物を採概している。  

試料の放射能測定は、水路部において放射化学分析法によって行っている。   

分析核種は、海水についてはgOsr，137cs．川4ce．106Ru の4核種、海底土については更   

に60co． 239＋240puを加えた6核種である。  

昭和59年の海水・海底土の放射能測定結果をそれぞれ表1及び表2に、試料採取位眉を図1に  

示す。昭和60年については、それぞれ表3，4、図2に示す。   

海水中の90sr，137csは海域による差異は少なくそれぞれ海域ことの平均レベルは＝8～0．10   

pci／戚、0．10～0．13pCi／虚であり長期的な減少傾向にある。144ce．106伽は酎→レベルであり   

ほとんど検出されない。   

海底土中の90sr，137csは、60年に一部採取地点を変更したためと思われる平均レベルの上昇   

がみられるものの長期的には総じて減少している。 144ce．106Ruは減少傾向が等しく非常に低   

いレベルとなっておりほとんど検出されない。  

3  桔言  

わが国周辺海域の放射能は長期的な減少傾向にあり、調査開始以来最も低いレベルにある。  
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表1  日本局辺海域放射能調査結果一海水（昭和59年）  

放射能濃度（PCi／虞）  

90S r 137cs  144ce  lO6Ru  

試料書考  採取位覆  

ヰ度   軽度   

黒潮海域  

採取年月日  

1  30－55H 130・50E  1984．3．15  
2  30－56I1134－51【 1984．4．16  
a   2ト1訓 128・¢TE  1984．4．23  

4  34－00H 138－00E  1984．5，9  
5  31－00日 140－01E  1984．5，13  
6  3¢一山川 131・46【 1ga4．5．15  
7   27－06H 125・58E  1984．8．1  
る   26－23H 128・18【 1984．8．2  
9  32－00H 135－41【 1984．8．23  
用   28－30H 13ユー40E  1984．8．31  
11  30－5洲 130－50E  1984．9．1g  
12   2ト02H 126－02E  1984．11．7  
13   26一之aH 128－18【 1g84．11．8  
14  30－30H 138－00E  1984．11．13  
15  32－2るH 133・40【 1984．11．28  
16  3（ト44H 13ト46【 1984．12．21  

0．08±0．02  0，12±0．02  
0．09±0．02  0．15±0．02  
0．㈹±0．02  0．13±0．02  
0．07±0．03  0，11±0．02  
0．10±0，03  0．09±0．02  
0．10±0．02  0．14±0．02  
0．08±0．02  0．16±0．03  
0．06士¢．02  0，12±0．02  
0．09±0．02  0．18±0．03  
0．11±0．02  0，10±0．02  
0．05±0．02  0．10±0．02  
0．08±0．02  0．07±0．02  
0．1¢±¢．03  0．16±0．03  
0．05±0．02  0．13±0．02  
0．06±0．02  0，09±0，02  
0．09±0．02  0．07±0．02  

0．00±0．01 0．00±0．01  
0．00±0．01 0．01±0．01  
0．00±0．01  0．01±0．02  
0．00±0．01 0．03±0．02  
0．01±0、01 0．00士0．01  
0，01±0．01 0．00±0．01  
0．00±0．01  0．01±0二02  
0．00±0．01 0．02±0．02  
0．01±0．01 0．05±0．02  
0．02±0．01 －0．01±0．02  
0．00±0．01 0．00±0．01  
0．01±0．01・0．01±0．01  
0．03±0．01 0．00±0．01  
0．03±0．02  0，01±0，02  
0．05±0．01  0．01±0、01  
0．03±0．01  0．01±0．03  

0．08  0．12  0．01  0．02  

観潮海域   

17  ㈹－30H 142－00【  
18  40－30H 144・40【  
19  40一ユOH 148－3胱  
20  38－00H 141－30E  
21  36－80I1143－00E  
22  39・20H 142－20E  
23   39－2（川 144－20【  
24  36－00H l鵬－¢OE  
25  36－40H 14Z－20E  

0．10±0．02  
0．08±0．02  
0．04±0，02  
0．10±0－02  
0．10士0．02  
0．05±0．02  
0．06±0．02  
Q．07±0．02  
0．11±0．02  

1984．2．13  
1984．2．14  
1g84．4．1T  
1984．6．18  
1984．6．19  
1984．8．14  
1984．8．15  
1g84、11、6  
1984．11．7   

平均  

0．10±0．02  0．01±0．01  
0．14±0．03  0．00±0．01  
0．06士0．02  0．03±0．01  
0．11±0．02  －0．02±0．01  
0．10±0．02  0．03±0．01  
0．12±0．02  0．03±0．01  
0．川±0．02 －8．02±0．01  
Q．1ユ±0．82  0．04±0，02  
0．07±0．02  0．03±0．01  

0．00±0．01  
0．03±0．02  
0．01±0．02  
0．02±0．02  
0．03±0．02  
0．01±0．01  
0．02±0．02  
0．01±0．01  
0．07±0．02  

0．08  0．10  0．01  0．02  

日本潟   

26  36－0011135－30E  1984．3．4  
27  37－3（川 138－0（】E  1984．3．6  
28  3g－00H 135－56E  1984．3．丁  
29  4トりH 139－30E  1984．3．22  
30  42－29H 138－00E  1984．3．22  
31  ユ7－30H 13る－00E  1984．5．26  
32  39一別川 135－56【 19る4．5．27  
33  36－00M 135－30E  1984．5．28  
34  3ト30I疇 134－20亡   柑84．5．29  
35  33・小川 129－50E  1984．7．19  
36  34－25H l封ト10E  1984．7．19  
37  34－10－ 129－50〔 1984．7．19  
38   3」ト8¢H 12g－30E  1984一 丁．19  
39  36－80H 135－30E  1984．8．16  
40  37－30I1134－20【 1984．8．1丁  
41  4ト16H 139－30〔  1984．9．13  
42  42－30－ 138－00E  1984．9，14  
43  ユトユ0州 138－ユOE  1984．9．ヱ6  
44  39－3（川 135－51E  1984．9，27  
45  36－80I疇 135－30〔 1984．11．5  
46  ユ7－30I1134－20亡  1984．11．6  
47  4ト15H 139・31E  1984．11．16  
㈹  42－30H 138一¢OE  1984．11．16  
49  3ト30－ 138－00E  1984，11．28  
50   38－59I1135－56【  柑84．11．29  

平均  

0．14±0．02  
0．10士0．02  
0．10±0．02  
0．07±0．02  
0．Og士0．02  
0．1ユ±0．02  
0．13±0．02  
0．10±0．02  
0．11±0．02  
0．09±0．02  
0．13士0，02  
0．12±0．02  
0．12±0．02  
0．12±0．02  
0．09±0．02  
0．1¢±0．02  
0．09±0．02  
0．柑士0．03  
0．10±0．02  
0．07±0．02  
0．07±0．02  
0．11士0．02  
0．08±0．02  
0．06±0．02  
0．05±0．02  

0．11±0．02  
0．15±0．02  
0．09±0．02  
0．08±0．02  
0、15±0、02  
0．10±0．02  
0．13±0．02  
0．11±8．02  

0．00±0．01  
0．00±0．01  
0．01±0．01  
0．00±0．01  
0．00±0．01  
0．00±0．01  
0，02±0．01  
0．02±0．01  

0．04±0．02  
0．01±0．01  
0．02±0．81  
0．01±0．01  
0．00±0．01  
0．00±0．03  

－0．01±0．02  
0．01±0．03  
0．01±0．02  
0．OQ±Q．Q3  
0．00±0．03  
0．00±0．02  
0．08±0．03  
0．03±0．03  
0、04±0、02  
0．82±0．02  
0．02±0．02  
0．00±0．02  
0．03±0．02  

－0．04±0．03  
－0．02±0．03  
0．02±0．01  
8．08±0．02  
0．08±0．02  
0．0：l±0．02  

0．11±0．¢2  0．00±0．01  
0．07±0．02  
0．14±0．02  
0．Og±0．02  
0．12±0．02  
0．15±0．02  
0．12±0．02  
0．07±0．02  
0．10±0一02  
0．11±0．02  
0．10±0．02  
0．06±0．02  
0．19±¢．07  
0．13±0．02  

0、00士0．01  
0．01士0．01  
0．02±0．01  
0．01±0．01  
0．00±0．01  
0．03±0．01  
0．01±0．01  
0．00±0．01  
0，0¢±0．01  
0．00±0．01  
0．02±0，01  
0．01±0．01  
0．03±0．01  

0．‘08±○，02  0．03±0．01  
0．09±0．02  0．06±0．01  
0．16±0．03  0．00±0．01  

0，10  0．11  0，01  0．02  
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表2  日本局辺海域放射能調査結果一海底土（昭和59年）  

試料さ考  採取位耳  採取年月日  水深  

（l）23抽0恥 －37cs  

放射能濃度（師／ノ也一乾土）  

00sr  引）加   

1．1二0．ユ  3．3±0、3  
5．5±1．2  3．8±0．3  
7．9±2．0  2．4±0】つ  
3．0±0．1 1．8±0．2  
2．1±0．1 1．ユ±0．2  
2．1±¢．1 3．0±ウ．3  
2．7±0．1 1．6±0．2  
0．1±0．1 0，0±0．2  
0．8±0．11．0±0．2  
7．9±0．5  9．9±0、3  
3．7±0．ユ  4．1±0．ユ  
6．5±0．7  3．2±0．3  
2．9±1。1 2．5±0．3  
2．5±0．1 0．9±0．2  

3．5  2．8   

e  C 4 4     恥 粥  
緯度  聯   

1  35－18．甜 139－42．2E 19糾．3．  
2   韮－25．洲 139・仏3E lg84．3．  
ユ   謂－31．5H 139－52．4E 1984．ユ．  
4   鎚－25．m 14ト28．8E lg84．5．  
5   35一詭Ⅷヰ 1闇－20．0【1984．丁．  
6   ユ5一㍊．洲 1鎚－30．0【1984．7．  
7   ユ5－45．0州 1ユ5－50．OE 1984．7．  
a   37－56．甜 139－82．2〔1％4．8．  
9   43－13．2宮 14ト11．0【19鋸．9．  
10   31一肌洲 13¢一謂．¢亡 1984．9．  
11  35－19．4H 139－41．5【1鋤．10．  
12   ユ5一之5、甜 139一山．3亡 1捌．10．  
13   韮一31．洲 139－52．4E 1984．10．  
14   領一13．洲 1莞－18，6E 19鋸．10．  
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囲1昭和59年測点囲  
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表3  日本局辺海域放射能調査結果一海水（昭和60年）  

放射能濃度（PCi／虞）  

90S r 137cs  144ce  lO6Ru  

試料番号  採取位i  

緯度   軽度   

黒潮海域   

1  30－55H 130－50E  
2  32・28H 138－80E  
3  31－25H 135－40E  
4  29－03N 128－OgE  
5   32－00H 138－00E  
6  30－55H 130－50【  
7  29－00H 126－11【  
8  27－34H 126－16E  
9   33－20N 140－01E  

lO   26－23H 128－21【  
11  29－17H 128－45E  
12  30－5洲 135－40〔  

親潮海域   

13   38－40H 144－40E  
14   38－38【14ト58亡  
15  43－05H 145－55E  
16  40－30H 148－29E  
17  38－15H 14ト45亡  
18  41－00H 144－00E  
19  38－00I1144－¢OE  
20  38－20H 142－00〔  
21  40－20H 145－20【  
22  38－00M 142・80E  

日本海   

23   38－30H 135－30【  

24  37－30H 13Jト25E  
25  42－ユOH 138－80E  
26  3ト30H 138－00【  
27  39－1洲 135－34E  
28   3ト30M 13一ト20亡  
29   36－00H 135－30E  
30  39－00H 135－51〔  
ユ1  3ト30H 138－00E  
32  34・25H l封ト＝沌  
33  34－10H 12g－50【  
34  34・00I1129－30E  
35  33一郎川 129－50E  
36  3g－00H 135・49E  
37  37－30H 138－00〔  
38  4ト17M 139－31E  
39  42－30H 138－01E  
40  37－30H l封－20【  
41  ニ6－00H 135－30【  
42  37・15H 138・00E  
伯  38－00H 135－30〔  
44  3ト30H 13ユー18E  
45  42－32H 138－01E  

採取年月日  

0．10±0．02  
0．11±0．03  
0．11±0．02  
8．10±8．02  
0．13±0．02  
0．13±0．03  
0，13±0．02  
0．16±0．02  
0．14±0．02  
0．14±¢，02  
0．12±0．02  
0．09±0．03  

0．07±0．03  
0．00±0．03  
0．00±0．02  
0．00±0．02   

0．00±0．02  
0．02±0．02  
－0．03±0．02  
－0．03±0．02  
0．00±0．02  
0．03±0．04  

0．12±0．01  
0．12±0．01  
0．12±0．01  
0．09±0．01  
0．06±0．01  
0．07±0．01  
0．08±0．01  
0．Og±0．01  
0．Og士0．01  
0．0る±0．01  
0．07±0．01  
0．07±0．01  

0．03±0．01  
0．03±軋01  
0．00±0．01  
0．01±0．01  
0．02±0．02  
0．02±0．01  
0．04±0．01  
0．04±0．01  
0．04±0．01  
0．02±0．01  
0．04±0．01  

1985．3．11  
1985．1．12  
1985．4．柑  
1985．5．15  
1985．8．22  
1g85、8．23  
1g85．a．31  
1985．11．5  
1985．11．6  
1g85．11．6  
1985・．11．13  
1g85．11．14  

平均  0．09  0．12  0．03  0．01  

0．04±0．01 －0．02±0．03  
0．02土0．01 0．00±0．02  
0．02±0．01 0．01±0．03  
0．03±0．01 0．00±0．03  
0．04±0．01 －0．03±0．04  
0．02±0．01 0．00±0．03  
0．01±0．02 「．0．01±0．03  

0】08±0．02  
0．12±0．02  
0．06±0．02  
0．05±8．02  
0，13±0．02  
0．12±0．02  
0．15±0．03  

1985．2．25  
1985．2．25  
1985．4．15  
1985．4．16  
1985．5．20  
1985．5．21  
1985．5．22  
＝柑5．7．30  
1985．8．2  
1985．11．8  

0．0さ±001  
0．0丁±0．02  
0．06±0．01  
0．08±0，02  
0．08士0．01  
0．08±0．01  
0．08±0．01  
0．08±0．01  
0．08±0．01  
0．08±0．01  

0．16±0．03 －0．01±0．02  0．02±0．02  
0．15±0．0ユ  0．01±0．01 －0．02±0．03  
0．15±0．02  0．00±0．01 0，02±0．02  

平均  0．08  0．12  0．02  0  

0，11±0．03  0．00±0，01 －0．01±0．03  
0．12±0，02  0．03±0．01 0．00±0．02  
0．08±0．03  0．00±0．01 －0．01±0．03  

19る5．3．5  （l．08±0．02  
1985．3．6   0．11±0．02  
1985．3．11  0．09±0．02  
1985．3．15   0．10±0，01  
1985．3．16   0．14±0．02  
1985．5．30   0．09±0．01  
1985．5．ユ1  0，07±0．01  
1985．6．3   0．Og±8．01  
1g85．6．6   0．07±0．01  
1985．7．30   0、07±0．01  
1g85．丁．30   0．08±0．01  
1985．7．30   0．08±0．01  
1985．7．30   0，06±0．01  
1985．8．21  0．08±0．01  
1985，8．21  0．08±0．01  
1985．8．27   0．08±0．01  
1985，8．28   0．07±0．01  
1g85．8．29   0．05±0．01  
1985．8．30   0．08±0．01  
1985．11．13   0．07±0．01  
1985．11．19   0．10±0．01  
1g85．11．20   0．10±0．01  
1985．11．28   0．0丁±0．01  

0．16±0．02  0．04±0．01  
0．16±¢．03  0．04±0．01  
0．13±¢．02  0．04±8．02  
0．11±0．02  0．05±0．02  
0．11±0．03  0．02±0．01  
0．18±0．03  0．04±0．02  
0．12±0．03  0．00±0．02  
0－14±0．03  0．00±0．02  
0．13±0．03  0．00±0．02  
0．10±0．03  0．00±0．01  
0．13±0．03  0．01±0．01  
0．13±0，03  －0．01±0．02  
0．15±0．03  0．05±0．01  
0．17±0．03  0．04±0．01  
0．15±0．02  －¢．01±0．01  
0．10±0．03  0，08±0．02  
0．08±0．02  0．03±0．01  
0．13±0．03  0．02±0．01  
0．14±0．03  0．04±8．01  
0．12±0．02  －0．01±0．01  

一0．01±0．03  
0．01±0．03  

一0．02±0．02  
0．01±0．02  
0．04±0．08  

－0．03±0．02  
0．00±0．06  

－0．06±0．03  
・0．06±0．02  
－0．02±0．02  
・8．01±0．02  
0．00±0．02  
－0．03±0．03  
0．00±0．02  

－0．03±0．0ユ  
ー0．03±0．02  
0．01±0．02  

－0．05±0．03   
0．01±0．03   
0．01±0．03  

平均  0．08  0．13  0．02  0  
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表4  日本圃辺海域放射能調査結果一海底土（昭和60年）  

試料番号  採取位t  採取年月日  

緯度   軽度   

1  ユ5－31．用 139－52．6E 1985．3．12  
2  38－25．m 14ト2a，9〔1985．7．17  
3  ユ5－35．OI疇 135－20．DE 19鎚．7．28  
4  3ト57，5H 139－01．4［1985．8．20  

5  誠一31．洲 13g－52．4E 1985．8．21  
6  31－29．8H 13（ト適．1E 1985．8．22  
7  43－13．OH 141－11．OE l弛5、8．31  
8  封－13．1H 132－1さ．6〔1985．9．1丁  
9  封－44．伽 136－40．8【1985．11．29  
10  3j－25．舗 1㍊－87．0〔 柑85．11．30  

水深  

（■〉 23抽0恥   

21  57±3   
㍊   姻±4   
56   22±1   
詔  17±1   
訟   70±4  
1別   26±2   
24  18±1  
18  19±1   
32   29±2   
30   26士2  

平均   ㍊  

放射能層虐（甚j／佃一乾土）  

137cs   90sr   60加  

122±5 12．6±0．6 1．9±0．5  
盟±ユ   2．1±Q．11．2二0．2  
102±3  5．7±0．2 1．ら±り．2  
揖±2   2．6±0．2 1．0±0．2  
140±2  11．0±0．3  2．2±0．2  
61±2   4．6±0．2  2．7±0．3  
4丁±2   ユ．0±0．3  0．4±0．2  
97±3   9．4±0．3  0．8±0．2  
渕±2   4．0±0．2  2．6±0．2  
127±3   6．0±0．2 1．2±0．2  

氾  6．1  1．6   

乳 価  

囲2 昭和60年測点図  
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（26）横須賀、佐世保及び金武中城港の放射能調眉  

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室  

柴山信行、石井 操、鈴木孝志  

野口苧一、冨井清文  

1  緒言  

本調査は、原子力軍艦が寄港する横須賀、佐世保及び金武中城各港の海水及び海底土について、  

環境放射能の長期的変動を明らかにすることを目的としている。横須賀眉、佐世保港については  

昭和39年廉から全β放射能測定による調査を行っていたが、45年度以降は核種分析による調査に  

切り換えた。金武中城港については、沖縄復帰に伴い47年廉から上記2港に加えて調査を開始し  

た。この報告は60年鹿の調査結果についてまとめたものである。  

2  調査の概要  

本調査のため上記3港のそれぞれに固有の測点（横須賀6点、佐世保7点、金武中城港6点）  

を定めてある。王胃套は年4回定期的にこれらの定点において表面及び底上2メートルの海水並び   

に海底土を採取し、これらの試料中の144ce及び80coの放射化学分析を海上保安庁水踊におい  

て行っている。  

…ce及び60coの測定結果をそれぞれ表1、表2に示す。   

海水中の…ceは萬年鹿（開年度）同様非常に低いレベルである。海底土中の144ceは45年鹿  

凋査開始以来最も低いレベルとなっている。  

海水中の60coは前年度までの結果と同様極めて低いレベルにあり検出されない。海底土中の   

60coも海水同様極めてかレベルにある。長期的な変化を見るため図1に昭和52年（197樗）以  

降の各港毎の朋別の平均値を経年的に示した。これによると、低いレベルであるため大きなばら  

つきはあるものの各港とも長期的には減少傾向にあり、また、3港のうち佐世保港のレベルが最  

も高く、次いで横須賀港が高いことがうかがえる。  

3  結語  

昭和60年鹿の調査結果は、各港とも放射能レベルは極めて低く、特に異常とする値は認められ  

なかった。  
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表1 海水及び海底土の144ceの分析結果（昭和60年度）  
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表 2 海水及び海底土がOcoの分析結果（昭和60年廣）  
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（27）放射性固体廃棄物の試崩的海洋処分に伴なう海水  
海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室  

柴山信行、石井 操、鈴木孝志  

野口賢一、冨井清文  

1  緒言  

本韻査は、放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち処分候補海域の放射能／くックグラウン  

ドを把持することを目的としている。  

海上保安庁では、昭和47～49年度A，B．C，Dの4海域、52～55年度A，Bの2海域、56～  

58年鹿はB海域、更に59年廉からはB海域及びその周辺海域において海水・海底土の放射能調査  

を実施した。  

今回の報告は、昭和59年鹿の放射能測定結果を取りまとめたものである。  

2  調査の概要  

試料の採取は、海上保安庁所属測量船「昭洋」により昭和59年7月に実施した。   

採取した試料は水路部において放射化学分析による放射能測定を行った。分析核種は海水は90sr、   

137cs、60coの3核種、海底土については更に239＋240puを加えた4核種である。  

海水・海底土の放射能測定結果をそれぞれ表1及び表2に、測点図を図1に示す。  

海水中の90sr、137csは表1に示すように、深海底においてはそれぞれ1000』当たり0．1～  

2．6pCi，0～4．1pCiの濃度範囲にあり表層海水中の濃度に比較し100分の1～4の低いレベルで   

ぁる。各層調査によると90sr及び137csは表面から500れまでは比較的均一で、それぞれ0．08  

PCけ』、0．12pCi／一種度の値を示し、深さ 750m～1500丁花において急激に減少し、深さ1500丁花以   

深では深海底と同様非常に低いレベルとなる。60coはいすれの試料からも検出されない。これ  

らの結果と従来のものと比べ大きな変化はない。  

海底土中からは239＋240pu、137cs、90sr、60coのいすれの核種も検出されており、そのレベ  

ルは我が国沿岸海域の10分の1から2分の1程度のレベルである。B海域は、その周辺と比較し  

低いレベルにあるようである。B海域における多核種濃度の52年（197丁年）以降の経年的変化を   

図2に示す。この固から239＋240puを除き、 137cs、90sr、60coはわすかではあるが減少してい  

ることがうかがえる。  
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表1北太平洋西部海域の放射能調査結果一海水 （昭和59年衰〉  

分
 
 

望
 
 

逼
 
℃
 
 

・
水
 
（
 
 

廣
 
 

深
 
山
 
 

水
 
（
 
 

援
 
 
 

頭
 
巾
 
 

水
 
（
 
 

採取位遭   採取年月日  点
卑
 
 

】
刑
事
 
 

放射能薦償（甚j／1000」）  

137cs  98sr  60c8   

1．5±1．2  1．0±0．3  －0，3±0．6  
2．6±0．1  0．a±0．6  

1．0±て．4  1、2＝0．3  －0．5＝0．6  
－0．9±1．5   0．3±0，2  一†，7±0。6  
0．7±0．8   0．1±0．3   0、6±0．6  
2．9±1．7   0．9±0．4  －0．5±0．6  
1．3±1．0   0．4±0．5  －0．2±0．6  

程度  

147－00．1E  

145－02．8【  

146－50．1E  

146－57．2E  

147－25，ユE  

149－00．2亡  

147－（札1〔  

照度  

32－01．OM  

30－01．OH  

30－07．m  

ユ0－01．‘川  

29－38．釧  

30－01．5H  

27－59．1H  

在上10丁花暦  

1984．7．19  
1984．720  
19朗．7．21  
1984．7．23  
19る4．7．24  

1984．7．25  
1984．7．26  

6
5
9
5
鵠
9
7
％
0
1
0
0
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
 

3
4
封
封
3
4
3
4
封
封
 
 

6
4
6
2
鎚
6
5
6
7
6
7
6
2
 
 

椚
弼
2
8
0
2
1
0
2
6
0
湖
澗
 
 

i
J
 
5
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6
 
∧
．
n
－
一
h
）
一
L
J
 
 

0
0
7
0
舗
2
0
7
0
7
0
0
0
 
 

g
 
9
 
2
 
2
 
へ
ノ
■
 
1
 
∧
】
0
 
 

亡
「
〉
一
L
」
▼
 
（
」
）
 
6
 
ハ
h
）
 
6
 
5
 
 

平均  1．1  0．9  一仇3  

4．1±1．2  1．4±0．3   0．0±0，6  
－1．7±3．3   0．6±0．2  －1，3±0．8  
0．1±1．ユ   0．7±0．3  －0．6±0．6  
0．9±1．0   0．5±0．3   0．3±0．7  
1．5±0．9   0．9±0．ユ  ー0．8±0．6  
－0．4士0．a O．5±0．3   0．9±0．7  
1．6±0．9  1．1±0．3  －2．0±1．0  

底上100m層  

32－01．OH  

30－01－OH  

30－07．m  

30－81．州  

29－38．6H  

ユ0一¢1．5It  

27－59．1H  

14ト08．1E  

l15－02．8E  

148t50、1E  

146－57．2亡  

147－25．3E  

l伯－00．2E  

147－（敗1E  

1g朗．7．柑  
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198d．7．26  

1
0
鍋
9
7
9
3
9
7
∞
9
4
 
7
 
6
 
仁
U
 
6
 
6
 
7
 
6
 
 

封
㍊
3
4
封
封
封
封
 
 

6
2
6
2
弘
6
4
6
7
鎚
6
1
 
 
 

脚
肌
用
Ⅲ
6
1
－
O
肌
用
 
 
 

弼
9
－
0
揃
2
2
0
2
7
0
1
7
0
描
 
「
■
J
 
5
 
6
 
6
 
亡
じ
 
亡
U
 
5
 
 

平均  D．9  0．8  －0．5  
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104 士5   76 ±2   －1．4±1．6  
122 ±4   揖 ±3  0．0±2．3  
132 ±5   70 ±1   －1．5±1．8  

123 ±5   77 ±2   －8．5±1．7  
43 ±2   ㍊ ±0．9  －2．8±1．ユ   
a．6±0．9  11、3±0、4  －8．1±0．7  
1．7±0．9  1．4±0．2  －1．2±0．8   
0．1±0．9   0．1±0．3  －0．6±0．7  
1．8士Q．8   0．6±0．3  －0．〇±0．6  
1．2±0．9   0．5±0．3  －0，8±0．6  
1．3±1．1  0．9±0．3  一¢．3±0．6   
0．9±1．0   0．5±0．3   0．3±0．7  
－0．g±1．5   0．3±0．2  －1．7±0．6  
1．1±8．且   0．7±0．3  －8、9±0、丁  

表2 北太平洋西部海域の放射能調査結果一海底土（昭和59年廣〉  

放射能濃度（Pい／晦一乾土）  採取年月日  

。
 

㈱
 

6
2
1
6
1
7
 

相
脚
馴
甜
6
2
2
 

採取位1   

持度  軽度  

測点  
番号  

1   

2   

3   

4  

239＋240恥 137cs  鋤sr  
（d）  

68餌  

0～2  6．2±0．7   42±2  5．4±0．1  2．3±0．3  9
 
∧
V
 
2
 
2
 
 

1
 
〔
」
「
二
 
〔
エ
 
 

ア
7
 
7
 
†
－
－
 
 

臥
臥
軌
9
8
4
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詑－01．7N  

30－00．3H  

30－07．州  

3（ト00．m  

146－57．8E  

145－00．5亡  

146－49．2E  

146－57．0〔  

12士1   1．丁±0．1  0．6士Q．2  
19±1  2．7±0．1 1、3±0．3  
柑±1  2．6±0．2  1．0±0．2  
12±1  2．8±0．2  1．5±0．3  
4±1   1．4±0．1  0．5士0．2  
1±1   1．2±0．1  0，1±0．2  
12±2  2．0±0．1  0．8±0．3  
14±1   1，g±0．2   0．8±0．ユ  
29±2  3．7±0、1 1．6±0．2  
22±1  3．5±0．2  1．2±0．2  
17±2  2．4±0．1  0．5±0．2  

8士1   1．7±0．2   0．5士0．2  

か・・2  2．ユ±0．3  

0一－2  4．2±0．7  
か・・2  2．9±0．4  
2－5  2．0±0、4  
5′－8  0．8±0．3  
8・－11  0．4±0．2  

（トー2  1．4±0．3  

0・－2  1．9±0．4  

（ト・2  4．1±0．5  

2～5  3．0±0．4  

5一－8  2．4±0．4  
8′－11  1．3士q．3  

●平均  3．3  
（2．引  

14ト25．4【  

149－00．6E  

14ト仙一2E  

29－3乱訊  

30－∞．4H  

29－59．6州  

2．9  1．2  
（2．4）  （1．0）   

・○－2蹟■のみの平均  

（）内はB声ヰの平均蘭  
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図1昭和59年廣測点図  

〆：レ叫－■y  

憎77  甘帽  1g7g  19∝） 1981 1982  1g83  19糾  1985  1強   

国2 B海域における海底土中の各核種の経年変化  
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（28）深海各層泉の緬を  

風象青海弾丸象加  

西山藤嶋．網野正絹、Jl江  

日当智明、固田包子 

l、魂盲  
邑塵定で・才喰レベ′レ紋射他国体廃青物の戎ヲ半処舟場繍頚城（う00N，  

ト招OEイ丁止）での頑三羊環境掬資1こあ、、、て、ラ果碩魚層克の諏を星行っ  

て、・5。前回の給食て・l言、①璃怒地形による承れの景多響が者とられ  
るニヒ・㊤狛ok州用模の高気圧′性渦が名在すまニチ・を報告した。  
今回は本年回リスした兎遽封の観測結果かち、ニれ．ウ♂二 とtてつ＝て  
で ち に述べる。  

之、錦杏新羅の複層  
（り 刹泉システムの縁者也置  
今回発表すう剰娩システムの緑青佃喜を図Ilこ示した。剰ぇ糾問  

Lユ、昭和占0年Il再三l日カ、ら習阜4日Z今日までである。官l中lてl了、為  

底地形を表わ了零殊線も昇してある。β一＝一Z村政は祁雑†よ霧忠  
地市ラ皇Lてお り、祈占○∂0≠渡の碩窓1てもう約”∂仰の薄山の北東斜面  
の水凍i∫∂0外の析にシスチqは位置して、lる。他のシステムl；亡こ紋  

叩平服な汁－ご詑置マ九て、、る。今回はβ一Il－4・につ、－てq解析紹  
景－1簡、－てあろ．  

（Z）稗析館長  
盛ヱに兎向・流速の額夜分帝王恭した。 B－－トlでは、丸句は  

0｛J鋸○、琉虜・宗 旨…ケ5前後の出塊が争l′。B一＝－・2．で－て、琉向  
はl00〈一占0’がgD阜⊥人上官占め 、免凍は－こ≠／5前後の出規が多、・のは  
β－一トlヒ断線であるが、．もうlっJワ亡れ／j付近lても出現のどー 7  
があり、ヲ0⊂州／＄の凍兎もしばしは－井ら九る．β－1t－ ∋lま、泉何で  
lまざ0～之ム00、沈思て・店与へ10こ仇ねの出穐頒布セ†高＜、流感で∽叶うi  
越え5ニ ヒは或多lてなり。  

留ヲ／こ遅行へ、7ト′しi示した。ベ7トル平均丸まβ－11－1こ・え  
う．之こ竹／5、β一Jl－ Z ど南東？．？c′≠／5、β－1ト う て・一粛々 飽2．？こ≠／5て‖蘇  

る。  

図4に4日各の流れの 日宇巧ベクトルモネ し、そのベアト／」よソ  

碓えマれう琉級も偵せて泉してある。上絹t宗IJ閂ヱ4日ゲらJ2日占 日  
暮でのもので、リン7、瀬lこ虎魚草色もフ丘後100k仇⊥久上の高気圧性  
錦が由に蓬んて一l行っ丁こことが贈与則マれる。甲符lま12日三三白かち高乳  

彦椎諸肌－、手た下段l言l停占臼カ＼ら低気圧′性碕が、剰ぇ遁威の北側  
も西南魯1こ温んで軋っ㌧・て発たと稽剰了れう。ニれうの最大泉屠、言、  
β一り一之乞脾く と／；こ仇／ぅ前年貧で・読5．  
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図3 進行べ、7ト／レ図  
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回4 免れの日平均ベ7ト′し  
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（29）レイン吋毎クト音り  
嘉  

乳夕 

・  

外巧－：ち・りう 人＝オ摘川根絹り硬咋／⊂う‘）尊号ナt阜J苫わ′t．入  
了i盲．何人司．イレド持て・ふ布巾七塚′！くして－ てて，二分ヲ亀‡．t’℃   

′ 
一 

． 

占一叩′こ木賃i享て㌧ネ馬車t線丸し．†こ －t／今っ九 3 人丁教卓打ナl韓鴇モ  
存和 L Tif†果亡首鼠77 3．  
ヱ．強イく 言．J小・分呵  

／り7年こえ隠，才‡小声九・j凄復九．耳Ⅰひ卑官、吾4′花札り釈鳩て→  
阜花山モ ′れ、／〝．∠手套申し う1小l、／合一ト31＝t如月手えー亀，′∫・  
与htイ了，丘・r＝・咄i｝■ P－・t つ、・て11iもナtt ′け絶＝∫〟－ ウ ロ唯て・  

鬼温し．庚布ヒやユ吐・ミ今1て ′√マ卜し1．つ九l…キトり持つこ互は  
軋〔船荷7▼・北大亨i■子馬キトちq’巧i別tモ韓軋t′ てミ圧／モ71－  

ヰ1，－ ノ フィリ 乃．モ ーb号－i王折損核持つ／ざ†ヤー†う，左．  
3。皇子貨  

声亨、う、向人i†．イ⊥トーし了りね♭ノ〃クぐ，々ヰ．スイも、．々り′・…凡・亡   
L 可一 、′1－h  

；． 一ス．向入；†て・t．簸‥J互  

て、tlT、i，・  こ九 与っ1も埼り ノ巨て箕1．t－k・1．  

キール ノ7岬′ り凡々卑てよ．1・b了ri．人ユは知ナ1破持っ冶ご亨咤tを  
〈〔写う呼号如3†、り．／すパ守一目付け －・亨碩：うカー・．こ馬車t埠1tし  
－りRいハ；風花て市場呵－t′∫竹L、キ｛†、．てっ篭1え．藩わ・・－R、つノ見た  
－手・0・う。F（ノヱ て・，てつ ラう タブX－つ．卯年～ヨヒj；々して、′ ち こと いもら・  

7†t・ア7t・か【j】k’〔巨一紅一環凍り．さ・（。p亡ノゼ て・′＝ヰ1しヤれモ Eゥ  

て、・）ミ ミこ ◆一 も さt，た．  

′タ／J窄り／9ヱノ付・、7年●′。′〟 ′7‘‘け′だ 7・乙笥1LてTキトし  てこ －t今了  

軋；l川亡5t り†亡，→／古拘て巧′ Tt・て■f笥乳．t，りも・丁．。．／′〆．・〟  

仁土♂・′′∠ノ．りを∫′つ．グ．ク♪〆ノヱ（ナ．．〆り りこ虔た7軽量、しれ．†t  
Jし／7、イ・l乃，竹一 心了 7 j 胸ぐ∫／′り√ぎで亡・つ．♂，ナ て・ち．十．こ と ろ、 

ヰtIレノ7｝イリ花曾、tlb号 71わ析露t（、化托i～入1nノマ■‥∴  

亨笹や・ち′葺互の鴫t斗持ち，1と｛ ヒスj 与九3 
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（30）クルマエビによる複数種RIの同時とりこみの比較  

一 砂無し、無ろ過の水槽海水中へRI投入直後からのとりこみ －  

国立公衆衛生院   

出雲義朗・緒方裕光  

1．緒  言  

庸子力施設から海洋中へ放出きれているRIの海洋生物への移行、濃縮機構については、   

これ迄各種の実験的な解明研究が行なわれている。このうち、複数種生物による複数層RI   

の同時とりこみなど、より実際的な汚染環境中でのとりこみに関する研究例はきわめて少な   

い。そこで、本間題解明の一端として、前年度においては単一種生物による複数種RIの同   

時とりこみの比較を中心に調べるため、まず、水槽の底部には砂を敷かす、また無ろ過の海   

水中に54Mn、00co、100Ru、1う7csおよび14■ceの各RI混合液を添加し、海水中の各RI濃   

度がほぼ平行に達したのちに、クルマエビを投入、飼育して各RIごとのとりこみ量を比較、   

検討した。その際、CoとC＄の各海水放射能濃度は15日後もほとんど減少せず一定であったが、   

Ceではこの間に著減後く6．2％に減少）、またRuとMnでは漸減後（50－55％に減少）にそれぞれ   

平衡に達した。その後エビの投入飼育により各RIの濃度はいずれもさらに漸減した。  

本年度では、このように放射能濃度の変化がとくに大きい海水中でのとりこみにつき検討   

するため、RI投入直後く30分以内）からのエビによるとりこみを調べ、RI間の差異や前年   

度の場合との差異などを中心に比較した結果の概要を報告する。   

2．調査研究の概要   

1）．材料および方法：いずれも前年度とほぼ同様である。   

2）．実験結果  

① とりこみ  

とりこみの測定に襟して、まず各RI間の差異や、前年度における海水放射服濃度平衡後  

のとりこみとの差異を予測的に調べるため、放射性海水中で7日間飼育した3匹ずつのエビ   

につき、全身および体内各部位におけるRIの放射能を測定してそれぞれ海水との濃縮比を   

求め、前年度に測定した各濃縮比と比較を行なった。  

その結果は、図1のとおりである。まず、全身における各RIの濃縮比はRI間の差異が  
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明確で（p＜0．05）、Ce：60．4±14．9く平均土壌準偏差）＞＞Ru：4．0±1．7＞Cs：3．0±0．2＞  

Mn：2．0±0．2＞ Co：1．3±0．1の順に高く前年度と同様な傾向を示した。しかし、Ce、Ruお   

よぴMnについては前年度の各値より全般的に低く、一方CoとCsではほぼ同程度であった。  

つぎにこれら個体の体内各部位においてもそれぞれRI間に差異があり、エラでは全身と   

同様な傾向を示したが、中腸腺（Ru、Ce＞Co＞Mn、Cs）、筋肉（Cs、Ce＞Co＞Mn、Ru）および   

残部（Ce＞＞Mn、Co、Ru、Cs）ではいずれも異なった。これら各値を前年度のそれと比較する   

と、エラや中腸腺では全般的に差異はみられなかったが、筋肉ではRuが、また残部ではRuと   

Ceがそれぞれ著減傾向を示した。  

一方、RIごとに全身の放射能に体する各郎位の存在割合（％）を測定した結果（囲2、平   

均値を示す）、存在割合はRIによって著差があり、CeやRuについてはエラの値（45－47％）   

が重量割合（1．8％）より等しく高いのに、筋肉く1－2％）では重量割合（56％）より著しく低かっ   

た。しかし、Csでは各部位とも重量割合とそれぞれ同程度の値を示して、均等に分布する傾   

向が明らかであった。なお、これら各値を前年度の結果と比較すると、エラにおけるMnとCe、   

および筋肉におけるCoの各存在割合が高い傾向を示した。  

このように、飼育7日目におけるエビのRIのとりこみにはRI間の速いを認めた。そこ   

で、つぎに、この7日目までの経時的なRIのとりこみ過程を調べるため、放射性海水中で   

1－5日間飼育した頃合における各RIの濃縮比を測定した。  

その結果は、図3のとおりであり、国中には上記7日目の値も示した。まず、全身におけ   

る各RIごとの濃縮比は全般的には2－5日後にほぼ平衡に達したが、Ceでは増加後やや減  

少したのに対して、CsやRuではいずれも7日後もなお増加する傾向を示して、RI間の薄い  

を認めた。  

つぎに、各部位における濃縮傾向も全般的には全身と同様な傾向を示して2－5日後には  

ほぼ平衡に達すること、しかしエラにおけるMn、CoおよびCe、また筋肉におけるCeとRu、き  

らに残部のCeについてはそれぞれ2－5日後やや減少傾向があること、などを認めた。   

一方、この間飼育海水中のCo、RuおよびCsの各放射能濾度（囲4）については、ほぼ一定で  

あったが、MnとCeでは1日目それぞれ約7％および4．5％に著減後に一定に達して、前年度  

の場合と大きな違いがみられた。この速いが、エビによるRI（とくにCeとMn）とりこみに関  

する前年度との速いの大きな原因になっているもの、と考えられる．   

② 排せつ  

つぎに、上記とりこみにおける各RIの排せつにつきRI間の速いを中心に調べるため、  
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上記に準じ放射性海水中で7日間飼育したエビを、非放射性の海水中に移し替えて20日間  

飼育し、この間3匹ずつの全身と各部位におけるRIにつき放射能の残存率を測定した。  

その結果は、囲5のとおりである（国中には平均値を示した）。まず、全身に関する残存率  

はMn、Co、RuおよぴC＄がいずれも生物学的半減期（Tb）概略10←13日で減少した。 しかし、   

Ceでは（5～6日）これより明らかに煩かった。したがって、Ceについてはとりこみ量が大き   

い一方排せつ豊も大きく、代謝回転速度が速いことを知った。これらの結果は、前年度のそ   

れ（CeとMnのTbは各7日、またCo、RuおよぴCsでは約10日）と異なった。この原因も、とり   

こみにおける飼育放射性海水中の各RI濃度変化の速いによるもの、と考えられる。  

一方、体内各部位においてはエラ、中腸腺および残部の排せつ傾向が全身と同様であった。   

しかし、筋肉においてはCoとCsが全身と同程度のTb値を示したのに対して、Mn、Ruおよぴ   

Ceではこれより明らかに長く（20日以上）、各部位のみならす各RIに関する代謝機構の速い   

を認めた。これら排せつ傾向は前年度の場合とは必ずしも一致せす、飼育放射性海水の速い   

がエビによるRIのとりこみや排せつに大きく影響するものと推定された。   

3．結  爵  

海洋生物による各種Rlの同時とりこみ過程を比較、検討する一端として、前年度に引き   

続き54Mn、80co、10¢Ru、1さ7c＄および1“ceを水槽海水中へそれぞれ添加直後にクルマエビ   

を投入、飼育して、各RIごとの同時とりこみ重を比較した。  

とりこみ圭は全身および休内各部位においてそれぞれRI間に差異があり、飼育7日日の   

濃縮比は①全身でCe：約60＞＞Ru：4＞Cs：3＞Mn：2＞Co：1．3の順に高いこと、②部位ごとの  

各RIの濃縮傾向にも違いがあること、③RIごとの各部位における放射能の存在割合も各   

RI間に著差があること、⑨排せつにおけるTbにもRl間に差異があること、⑧これらと  

りこみと排せつの結果は前年度の場合とそれぞれ異なること、⑥飼育放射性渾水中のRI濃   

度の変化がエビによるRIのとりこみと排せつに大きく影響するものと推定ざれること、な   

どを知った。  

上記各RI間の違いは、RIの種類及び海水中のRIの物理化学的存在状態や凛度変化に  

起因するものと考えられる。今後、きらに水槽底部に砂を敷いた唱合の影響や、他の海洋生  

物く海藻、活魚貝類）によるとりこみなどを調べて、実際的な汚染海洋中における各RIの各   

種生物への同時移行、濃縮機構の一端を解明したい。  
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（31）追跡調査のための深海底探索調査システム  

に関する対策研究  

（6 0年度成果の概要）  

海洋科学技術センター   

深海研究轟  

1．緒 言  

当センターでは本研究の一環として、昭和5 3年度に側方探査ソーナーシステムを開発し、海底  

の調査に使用してきた。しかし、経年変化により、システムの水中蔀の劣化が著しくなってきた。  

従って、60年度は側方探査ソーナーシステムの水中前の改善・更新を行い、深海底探索調査シス  

テムの性能、及び信頼性の向上をはかった。  

2．研究の概要  

間方探索ソーナーシステムとは、数百メートルの幅にわたって海底表層の様子を探ることのでき  

る側方探索ソーナー（サイドスキャンソーナー）や、海底下数十メートルまでの地層の様子を探る  

ことのできる海底下探索ソーナー（サブボトムブロファイラ）、温度センサ等を搭載した曳航体を  

船で曳航しながら、海底の微細地形の調査、人工物体の探索を行うシステムである。  

本装置の主な改善点は、ソーナー信号の伝送方式にある。従来のシステムは、3つのソーナー信  

号に周波数変調をかけ、周波数分割多重方式で約8，0 00mの曳航用同軸ケーブルを介して船上  

部まで伝送していた。ところがこの方式は、伝送中に信号相互間で混変調が起きやすいため、各信  

号のレベル調整が非常に難しかった。  

そこで本装置では、アナログのソーナー信号をディジタル信号に変換し、時分割多重方式で伝送  

する方式を採用した。この方式は、水中範が多分に繁雑となるが、長医離伝送による信号の劣化を  

防ぐことができることと、ケーブルの長さが変わっても、誠整が楽であるといった利点がある。  

以下に、主な構成要素について説明する。   

（イ）ソーナー送受波器  

昨年麦は側方探索ソーナー用、及び海底下探索ソーナー用送受波器を試作し、各種の性能評価  

試験を行った。その籍果、後者の送受波器については、ほぼ満足すべきものを試作する事ができ  

たが、前者については、加圧前後で特性の変化が認められるなど、構造上検討すべき点のあるこ  
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とが判明した。従って、本年度は側方探索ソーナー用送受波器を左右舷用に2個、使用実績のあ   

る米田のK L EIN社から購入し、海底下探索ソーナー用送受波器を国内のメーカーで4個製作   

することとした。これらを当センターの高圧試験水槽で620kg／cm2まで加圧した後、超音波試   

験水村で各種の音響特性試験を行ったところ、期待通りの特性結果を得ることができた。各送受   

波器の仕様、及び性能は下表のとおりである。  

側方探索ソーナー用送受波器  

使用周波数  

水平ビーム幅  

垂直ビーム幅  

最大音響出力  

使用可能水深  

送波感度  

受渡感度  

Z
 
 

川
度
度
 
 

O
 
1
 
0
 
 
 

0
 
 
 
4
 
 

1
約
約
a
t
 
 

12 8dB（re．1／Jbar  

最大12，0   
5 8dB（re．1／Jbar at  

－ 9 5dB¢  〝  

海底下探索ソーナー用送受波器 （1個につき）  

使用周波数  

指向性  

最大許容入力電力  

債用可能水深  
送波感度  
受渡感度  

3．O k －  

約  
1KW（デューティ比：1／  

長大 6，0  
4 9dB（re．1〃bar at   

－7 2dB（  〝  

Z
 
 

川
度
下
m
 
 

5
5
以
0
町
 
 

3
・
6
3
0
1
 
 

（ロ〉 ソーナーシステム水中範  

ソーナーシステム水中範は1つのアルミ合金製耐圧容器内に収納され、曳航体に装備される。  

本水中部は送受波器に大きな電気的パルス信号を印加する送信都、送受改憲で受信した信号を増  

幅する受信蔀、受信訊から出力された   

アナログ信号をディジタル信号に変換   

し、曳航用同軸ケーブルを介してデー   

タ伝送するデータ処理・伝送都、船上   

装置から送られてくるコマンド信号を   

受信するコマンド受信範、及び電源発   

生瓢等から構成される。  

本システムの特徴は、海底のいろい   

ろな条件から複雑に変化する故少なソ   

ーナー受信信号を最適な信号にするた  

送受波為  

／  音響′、■′し久  
貝射・散乱液  

、、、＼  

■－1■ヽ   ∴髄鞘鼎冊．．．i．  f  

J  
キ・J†lし入   

6  音故老如）   

I宙イイ則有縁東ソートの象ほ互弓  
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めの増幅器の増幅率、遅延時間等のパ   

ラメータを船上から制御できることと、   

長い曳航用同軸ケーブルでデータ伝送   

中に起こる信号の劣化を防止するため、   

ソーナーデータはディジタル伝送にし   

た事にある。これらについて、以下に   

簡単に説明する。  

側方探索ソーナーの場合（海底下探  

払帽章  

蘭之丁咋ケ1ンかナ；盲“吋相，レト′レベル．ゲル丁   

家蔵鼻伎E軋作がう、容上て一毀皇可紘  

千一′†′  レス  

lヨ3 屈2のケわかブりT略アンプも乱且枚．負極布舟乞  

東ソーナーもはば同様）、送受波器か  象り月－－いTく、ト丁－の勧竜セち   

ら斜下方に放射された音響パルスは、音波伝搬損失、海底での音波散乱損失等により、送受波器   

で受信される電気信号は、図1に示す様に対数関数的に時間とともに減少する。この倍号をこの   

まま一様に増幅して記録器で作画すると、曳航体近辺の海底は濃く、はなれるに従って薄い、ダ   

イナミックレンジの小さな画像となってしまう。本受信都は船上装置からの指令信号により、図   

2に示す様に時間経過とともに増幅率が変化するT V Gアンプのディ レイ、ゲイン、レート等を   

細かく硝整できる様にした。このアンプを通すことにより、ソーナーの受信信号は図3に示す様   

に、振幅がはば一様な信号となる。この信号は、約80〟＄の速さでサンプリングされ、10ビッ   

トのディジタル信号に変換される。各ソーナーのディジタル信号は順番に並べられ、122．88 kblt／   

SeC の速さでS F K方式で伝送される。本システムの場合、5 0 0kHz と800kHz のキャリア   

信号を使用した。  

この様に船上まで伝送されたソーナーデータは、再びアナログ倍号に戻され、既有の船上デー   

タ処理装置により記録紙に海底の様子が作画される。また、ソーナーデー タと同時に、昨年よ更   

新した導電率・水温・深度計の測定データも船上に伝送され、記録される。  

3．結 言  

今年度で一応、深海底探索踊査システムの構成要素の改善、及び更新が一段落着き、信頼性の向  

上と実用化が大いに促進された。次年度は、本システムの組合評価のための海洋実験を行う予定で  

ある。また、今回のディジタル伝送方式の採用により、曳航体から船上へ伝送可能なデータチ十ン  

ネル数が増えたため、今後、放射能センサ、磁気センサ等数種の海中計測機器を曳航体に搭載し、  

実時間で計測データを得る事の可能性が広がった。  
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（32）海産生物中の安定および  

放射性 コ バ ルト、銀の定量  

（財）日 本分析セ ン タ ー  

深津弘子、津吹忠弘、木村敏正  

樋口英址  

1、緒言  

昭和53年度 よ り 引 き 続 き、環境中の放射性核種の濃度 と その分  

布 を ≡肥≡促す る た めの一環 と し て、我が国近海の各種減産生物中の放  

射性核種お よ び安定元素の分析を行い、両者の関係につ いて検討 し  

た。  

2、調査研究の概要   

（1）分析対象試料に つ い て  

60年度の分析試料を表1に示す。昭和53～59年度と 同様  

に海産生物中の イ カ の内臓、魚頬、貝類、海藻類を 選ん だ  

。試料採取地点は北海道か ら 沖縄 ま での 9地点で あ る。  

61年度に つ い て も ス ル メ イ カ（内臓）を2試料 を分析 し た  

（2）試料調製お よ び計測  

試料は前年度と 同様に，60c o の定量は イ オ ン交換樹脂  

を 主体 と し た 放射化学分離を く放射性 コ バルト 分析法〉 （  

昭和49年、科学技術庁）に準 じ て行 い、低バ ック グ ラ ンド  

G M計数装置に よ る β 線計測で定量 し た。安定 コ バルト の  

定土は1・ニト ロ ソ・2・ナ フト ール ー キ シ レ ン に よ る 吸  

光光度法 と 放射化分析法の 2方法で行 っ た。  

10em A g，110払A g はゲルマニ ウム半＃体検出器に よ る γ  

線分光分析で定量 し た。安定銀につ い て は放射化分析法を  

用 い た。  

3、分析結果お よ び考察  

昭和60年魔の分析結果 を表1に示す。放射能濃度は採取時に減   

衰補正を行 っ た もーので あ る。比放射能は60c o が計数誤差の 2倍   

以上検出 き れた試料につ い てのみ求め た。80c o が検出 さ れた地   

点は北海道か ら 沖縄 ま で全国的に分布 し、種頴も イ カ（内臓）、  

貝類、海藻類に‘検出 き れ た。  

本研究の 目 的の1つで あ るi毎産生物中の60c o（昭和54年1月   

1日 現在に換算 し た値）と 安定 コ バルト と の相関関係を 8年間の  

分析結果 よ り 求め た。60c o が検出 き れ た 回遊性の スル メ イ カ（  

内臓）に つ い て（国1〉、ま た 福井県を 除 い た 定着性の貝芙頁に つ  

い て，例年通 り よ い相関関係が得 ら れた。一方、スル メ イ カ（内  

臓）の比放射能は半減期約3．5・年で減少 し て い る こ と が明 ら か と  

な っ た。  
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尚、銀の分析結果を蓑2に示す。北海道から沖縄までのイカの  
内蔵、宮城県のカキに108nA g，11CmA gが、新潟県のオオエチ  
ュバイ、東京湾のサザエ、沖縄県のスイジガイに108nA gが検出  
きれた。スルメイカ（内臓）中の108mA g濃度は平均1・4pCi／kg  
生であり、採取時点における110hA gは80年産までは赦pCi／kg生  
であったが、61年度採取したものからはI10±2，260±2pCi／kg生  
と100慎も高い110mA gが検出された。108nA gと安定張との相  
関＝関係は60年度までと変りなく よい相関関係が得られた。  
しかし，11ロmA  gと安定銀との相関関係については昭和56年度と  
61年度を境にして3つのグループが出来た。昭和56－60年度迄の  
試料についてのみよい相関関係が得られ，この110nA gの起源は  
昭和56年10月の中国核実験によ るものと推測された。  

葬－ ～ 昭和60年ま祷毒生物の分析結果   
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一方、61年度の 6 月 に採取 し た ス ル メ イ カ（内蔵）中に検出 き   

れた110n A g と安定銀の比は明 ら かに昭和56～60年産ま での比よ   

り 高い値であ り，同時に103R u も13±2．1，37±2．3pCりkg生検出   

さ れた。全国の月 間（61年5月 分）降下物中に も平均15pCi／m2の  

110m A g と3000pCi／M2の103R u が検出きれてい る こ と か ら チ ェ   

ル ノ ブ イリ 原発事故 に よ る 影響 と 判 明 し た。（図 3）   

スル メ イ カ内臓中の110払A g／103R u は約 3 と 降下物 と 比べ る   

と1000悼 も の値を示 し て お り、スル メ イ カ 内臓が い か に銀 を濃縮   

す る か と い う こ と が判 ろ。  

試料採取に御協力頂 き ま し た東海区水産研究所、日 本海区水産研究  

所、西海区水産研究所、宮城県水産試験場、動燃新型転換炉ふげん  

発電所、東京都水産試験場八丈島分場、千葉県水産試験場、沖縄県  

公害衛生研究所、北‥海道電力株式会社、北海道漁業迎合連合会、鹿  

児島県西薩水産改良普及所、九州環境管理協会、西郷漁業共同組合  

、佐賀関漁業共同組合に感謝致 し ま す。  
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貞一 2 昭和5 3一昭和61年度昼間海産生物中の＝●■A g．＝＝ A  

接 収 地 域  地  類  採 収  巳   Ag  ＝－－Ag  媒収坤t＝一九l  
〃且／kg生  pCi／k！生  llCt／lg集   

スルメイカ（イカ）（内牧）  1．4±0．23  1．1七0．5U  
〝  54．12．14   540±  9  087±018  

北 海 道  56．10． 8  1700± 30   2．1±0．19   8．2 土0．35   

57．9．3  l．9±0．36  0．91±け．19   
泊地区  58．11．8  l．2±0．＝  

59．10．20  0．83±n．16  
60．114   l．3±0．11  

スルメイカ（イカ）（内繊）  12±U．2U  2．0 ±れノ＝  
54．11．22  590±12  Ⅰ．g±u．37  

宮城県  55． 7．11  910± 15   1．1±0．27   
丁カイカ（▲ラーキイカ）（内戦）  2．4 ±0．26  2、リ ナり．46   

女 川 地 区  57．11． 9  1200±100   0．73±0．24   仁5 上0．37  

スルメ イ カ（マイカ）（一内■）  59． 9．4  778± 40   0．97±0．2l  
カ キ   59．10．24  1390± 70   l．1±0．17   

9  ：l，7 ±n．：14  スル′ イ カ（内u）   56． 9．2  6嵐0士 15   】．8 ±0．1  

57． 9．川  61U± 30   1，3 十U．17   1．2上0．Z8  
紫  蘇 湾  5A． 9．1n  360± 3n   仁3 ＋〔．2：l  

スルメ イ カ（内は）   58．7．11  660±40  l．2±0．12  
60．6．24  1．4iO．38   

6l．6．30  ＝U±2  

小笠原近海  丁カ イ カ （トビ‖）（内臓）  53．11．＝  4．1±0．62  9．8土1．4  

八 丈 島  ヤリ イ カ（内職）   57． 4．29  6川土 20  

赤イ カ（内■）   60． 6．2U  dOO± 20   

日  本  海  スルメ イ カ（内蠣）   55． 7．1  1800± 20   

スルメ イ カ（内臓）   54．11．25  1900± lU   H  

オ オ エ ッ チ ュ ウ パイ   54．11．25  9＝川± 川   6．9 ヒ0．28  
新 お 県  55． 9． 8  ＝00± 3U   2．6 ±0．39   

スルメイカ（内蝉）  56． 7．1   940± ＝   1．2！0．1l  5．り jll．22   
新 裏 地 区  57．7．7  l．1十0．15  ：i．nTO．32  

59．8．26  0．さ3±U．2l  
61．6．29   Z60工2   

福 井 県  スルメ イ カ（内牧）   56． 6．28  1600± 20   2．2 ±u．20   5．7 土11．42   
57．6．21  2．7‡0．20  6．8 上0．45  

立 石 地 区   ノy  58．7．11   1l＋O19  
59． 7．29  1270± 60   1．3 ±0．川   仁2 土U∴l：l   

島 根 県  スル′ イ カ（内臓）   56．10．1  1‖川± 21I   

長  嶋  県  丁オリ イ カ（内嬢）   56． 6．24   180ナ  8  1．5 サリ．19  5，4 ±ル∴‖                      U．h6±U．2h M   
コウカイ（内繊）  56．6．l  960十25  3．り◆U．55   
スイリガイ  57．7．旦  

～57．7．15  2．4十U．37  
相 槌 嬢    クモカーィ  59，8．l  

－59．9．16  l．6士0．44  
60．7．10  
－60．8．1  126n士61l  2．9±0．46   

平均は  スル，メ イ カ（内■）  ll10±95（25）  l．4±0．川（25）  

計数娯差以外の分散化  42％   31％   
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（33）沖縄におけるバックグラウンド調査  

（財） 日本分析センター  

阿部俊彦・樋口英推・深津弘子  

大木貴之・早野和彦  

1．緒  言  

沖縄におけるバックグラウンド萌査（科学技術庁放射能調査委託）として49年～59年に  

ひき続き昭和60年L O月、沖絶県那覇港および浸湖で採取した海底土および海産生物につい  

て…co、b5zn、137cs、L44ceの分析を行ったので、その結果を報告する。  

2．分析試料  

昭和60年10月15日、科学技術庁、沖縄県公害衛生研究所および第11管区海上保安本  

部の協力を得て、那覇暗において海底土15試料を採取し、また10月12～24日漫湖で採  

取された海産生物（テラビア、オキシジミ、ガザミ、ポラ）を人手した。海底土の採取地点は  

前年度と同じである。（図1）  

3．分析方法  

採取した試料は、それぞれ前処理操作を行ったのち、ゲルマニウム半導体検出器を用いて   

”co、も5Zn、137cs、1．4ceのT線分光分析を行い、さらに海底土については川Coの放射  

化学分析を行った。  

4．結  果  

海底土および海産生物の丁線分光分析の結果および川Coの放射化学分析の結果を表1、2   

に示す。海底土の丁線分光分析の結果は13－cs以外は検出されず、昨年度と比較して、掛こ差   

異は認められなかった。  

また、放射化学分析の結果川Coは検出されなかった。  
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長一1海底土の核種分析結果  

（pCi／反転土）  

分析方法   丁 線 分 光 分 析   ！放射化学分析  

川Co  星 b予Zn l”cs L・・ce 川Co   

1鮎＊＊ 毒  ‥70±13毒 ＝ ＊   

2鮎毒 ＊＊1＊＊ 84±12】 ＊＊ 
i  

＊   

I ；幸＿      亭． ．   

】          l   

真一2 海産生物の核種分析結果  

（pCi／kg生）  

≡ 川Co   u 】ん5 zn  137cs  1＝ce   

テラビア ＊＊ ＊＊ ＊＊  

キジ 

：：呈：：  
ポ ラ ＊＊ 

1 

＊＊ ＊＊  ＊＊  

備考   
分析結果の表示はその結果がおのおのの分析目標せ以上のもの、および放射能測定において   

計数値がその計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁でまとわて数記した。それ以   
下のものはゲルマニウム半導体検出器による丁線分光分析については＊＊で、放射化学分析の   
場合は＊で示した。誤差は計数誤差のみを示した。  
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図1・ 海底土の採取地点  
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（34）放射性廃棄物処分候補海域の  
中・深層の漁巨流に関する対策研究  

筑波大学生物科学系 高野健三  

原環セ ンタ ー  土屋信人・出原重臣  

1．緒言   

前回にひきつづき、3 00 N，14 70 E付近（B海域）での流  
速剃定とと もに、数値シ ミ ュ レーシ ョ ンを行い、（i）海水流動の  

実態を明らかにすること、（ii）流速の時間平均と変動成分とから、  

水平拡散係数を求めること、（iii）流速の鉛直成分を推定すること、  
（如）数値モデルをさ らに改良する こ と、をはかった。   

19 7 8 年からの流速測定によって得られた結果のう ち、おもな  

ものはつぎのようになる。（i）北太平洋西部にも中規模うずは存  

在する。（ii）その周期は数10 日から10 0 日前後である○ （iii）  

その波長は 3 0 0k皿から 5 0 0k皿程度である。（レ）うず運動の運  
動エネルギーは、（時間）平均運動の運動エネルギーより一桁以上  

も大きい。（Ⅴ）深層では順圧である（うず運動の向きと速さが鉛  

直方向に変わらない）。（豆）基本の力学と して、相対うず度の時  

間変化率と惑星うず度の移流がはぼ釣りあっている時親と、ほぼ釣  

り あっている とはいえない時期とがある。（通）しかし、順圧ロス  
ピー彼の重ねあわせによって流速変動をだいたい説明でき る。  

2．調査研究の概要  
（1）流速測定   

中規模うずの構造などをさ らに詳しく 調べるため19 8 4年7 月  

に13点（図1）に設置した流速計のう ち、R P とR Wを除く11  
点の流速計を19 8  
5 年 7 月 に回収 し た。  

それまでに得 られた  

流速記鐘と同 じ く、  

周期がはぼ半 日 およ  

ぴ1日の変動と中規  

模う ず（図 2、図 3）  

が卓越 し てい るが、  

前者の変動について  

は塗さ、位相 と も測  

点間の相関は非常に  

弱い。   

R B（5 0 0 0 m）  
での 2 4 6 2 日間の  

記録か ら得 られた ス  

ペクト ルが図 4 であ  

る。数 万 月規模の変   
図1．測点の位置  
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図 2．流速図の一例。  

横軸は19 7 9 年1  

月1日 を第1日 とす  

る 口付。それぞれの  

棒が日平均流速ベク  

ト ルで、その長さ は  

流速に比例する。尺  

度は左上の枠外に示  

される。棒の向きは  

流れの向きを示す  

（上向 き は北向き の  

流れ、右向 き は東向  

き の流れ）。  
之加○   ～itO  

DRr  

‡280   i520   ！】㈹    糾00  2000   i0110   ～000   ～】～O i‖川  
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濃L誠＿甲「－一・瑚晒頑㌦へ弼Jゝ  

クl菌－－掛哺一誠一→㍉印画＼  

図 3．利点R Bでの  

5 0 0 0 mの深さ の  

流速。横軸は、各年  

の1月1日を第1日  1983  

車虹・」軋迦、オγ．Vr研一－一一』叫扁－  とする 日付であ  

（19 7 9 年第  

8 日 か ら19 8  

る
 
3
 
0
 
 

．
2
年
4
 
 

軋⊥慧瓜－▲、㌔ぶ山山一・囁責叫－－－堀井山切除  

よ…≡ミ ＿、．『ナ・・一  
第 2 3 5 日 ま では   

0 0 0 mの深さの記  

録を代用 している。）  

棒の意味は図 2 と同  

じ。   
200  300  

Yeq「dqy  
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動が卓越 している。   

中央の点R Tでう ず  

度の釣り あいを調べる  

と（図 5）、今匡Ⅰも、  

相対う ず度の時間変化  

率と惑星う ず度の移流  

がはぼ釣り あ う 時期と  

釣り あわない時期とが  

あ る こ とがわかる。   

流速計群が占める空  

間の中での水粒子の動  

き を追跡してみた（図  

6）。粒子は う ずによ  

っ て激 し く 動か さ れる  

200  300  ん00  

Yeq「dqY 198▲  

均
 
に
 
 

平
合
 
 

間
場
 
 

時
る
 
 

、
れ
 
 

で
 
さ
 
 

の
流
 
 

流速で  

く ら ベ  
図 5．測点R Tでの  

対うず度の時間変化  

の和、およびう ず皮  

の相。右鳩の縦の韓  

四を示す。  
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て、1／ 3 あ ま り の時  

㈲で枠外に飛び出 し て  

し ま う。   
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流速の東向  

き、北向 き変  

動成分の相関  

と時間平均流  

速の空間変化  

か ら水平拡散  

係数を計算 し  

てみた。一丁×  

108 , 2x10888 
eぜ／sの範囲に  

お さ ま る。   

ま た、 う ず  

TIME豆VER∧GE  〃    ／  

31  45  

■  ト    70・7KM   」  度方程式を使  
っ て、流速の  

鉛直成分を見  

つ も る と、中  

規模う ずに と  

も な う 大 き さ  

は10－3cm／sの  

桁となる。妥  

図 6．水粒子の軌跡の例。左は、任意にえらんだ5点  
ずを含ま ない）平均流  

枠外に流れ去る までの  

・
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、
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は
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歎
拉
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当な大 き さ であ る。  

（2）数値シ ミ ュ レ ー シ ョ ン   

中規模うずを分解でき るよ う に約 4 0 × 4 0 血の格子を  海
す
動
 
 

、
入
乾
 
 

い
 
出
を
 
 

用
を
海
 
 

面に鋤く 風の応力と海  

る熱流量によ ってモデ  

面
ル
 
 

した。測定されたうずに似たうず  

が再現される。スペクトル、拡散  

係数、流速の鉛直成分、粒子の軌  

跡（図 6 に相当する）などを求め  

たほか、海底に瞬間点療をお き、  

点漉からの汚染物質が港全休にひ  

ろがっ てゆ く あ り さ ま・を考察し た  

（図 7）。数10 年たてば、海全  

体が均一の濾度になる。狭いモデ  

ル海での数18 年は太平洋のよ う  

に広い海での10 0 0 年あ ま り に  

図 7 か ら、中規模うず  0   10   20  50   相   50  相当する。  
YEARS  はひろがり の速さをほぼ倍にする  

こ と がわか る。  

3．結語  

計測およ び数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ  

ンは、中規模うずによる稀釈効果  

が非常に強い こ とを示 した。  
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（35）原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

㈲ 海洋生物環境研究所  

敦賀花人、西国敵則、富澤 利  

山田耕司、御国生淳、棟木文夫  

1．緒言  

本調査は、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査を実施して、   

その海域における放射能レベルとその変動傾向を調べ、科学技術庁が行う海洋環境放射   

能の組合的評価に資することを目的としている。  

2．調査研究の概要  

（1）調査対象海域  

昭和60年度は宮城、福島第1・第2、茨城、新潟、福井第1・第2、静岡、島根、愛   

媛、佐賀及び鹿児島海域を網査した。  

（2）環境試料の採取  

海水と海底土試料を採取する珊点の配置及び海産生物拭料の種類は、既に実施されて   

いる原子力施設周辺放射線監視事業と重複しないように計画した。海水・海底土拭料の   

採取測点は、当該海域における主要な漁場であって海底が抄海賀である所を遺び、踊査   

海域ごとに4測点ずつ設けた。海水試料は測点ごとに表面水と中層水をそれぞれ60β、   

海底土試料は海底土表面から探さ約5cmまでの表層土を約3kgずつ、年1回採取した。  

海産生物試料は当該海域で漁獲量が多く、かつ、定着性が強いと考えられている魚種   

を調査海域ごとに3種類ずつ選び、漁獲された月日と場所の明らかなものを年2固、1   

試料当たり20kgずつ現地の漁業協同組合を通じて請人した。  

（3）放射性核種の分析  

分析対象接種は、原子力発電所等の排水及び放射性降下物等に含まれる核種のうち接   

種組成の比率が高く、海底土や海産生物に蓄積される性質が強い16種類の人工放射性接   

種と、海底土・海産生物試料に汝出される例が比較的多い5種類の天然放射性核種とし   

た。そして海水試料については？Osrと1＝csを放射化学分析で、海底土・海産生物試料   

は丁線分光分析により分析した。  

（4）調査結果  

海水試料の分析結果を12舗査海域全体についてみると表1に示すとおり、＝sr濃度は   

表面水では 0．068から 0．094pCi／gまで、中層水では 0．066から 0．103pCi／戚までの   

聞にあった。   

137cs濃度は表面水と中層水ともに 0．09 から 0．13pCi／彪までの間にあった。これ   

らの＝srと137cs濃度の値には表面水と中層水の聞、珊査海域相互の闇に判然とした差   

は見受けられない。  

海底土試料では枚出限界値を超える計数値が得られた人工放射性接種はl＝csに限ら   

れ、その値は19から 423pCiパg乾燥土まで幅広く分布した。137cs濃度が検出限界値   

に達しない拭料は、表2に示すとおり分析した48試料のうち7星式料あり、これらの試料   

は成分として砂の占める割合が多いものであった。  
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新潟海域では佐波海盆の水深 528、522、370mの所で採取した3ま式料が 423、375、   

286pCi／kg乾燥土という値を示した。昭和59年8月にこの海盆で採取（水深517m）した   

海底表層土の場合は、表面から2cmまでの探さの層が521，2～4c皿の層は 439pCi／kg   

乾燥土であったことが報告されている1）。これらの試料はシルト葉成分の占める割合が   

著しく多いものであった。  

海産生物試料の場合も検出限界値を超える計数値が得られた人工放射性核種は137c5   

に限られた。これらの137cs分析憶を魚類とイカ・タコ類に分けてみると、魚類61試料   

の■37cs嬢度は 2．5（マコガレイ）から13．9pCi／kg生鮮物（スズキ）までの閤にあっ   

た。一方、イカ・タコ類11試料の場合は表3に示すとおり、検出限界値を超えた試料は   

6例だけで、その137cs濃度は1．0（ミズダコ）から 2．4pCi／kg生鮮物（コウイカ）ま   

での間に収まって、魚類とは明らかに異なる低い値であった。  

3．結語   

昭和60年虔「原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査」により調べた   

海水・海底土・海産生物試料の人工放射性核種濃度は、海上保安庁水路部Z）、水産庁水   

産研究所1）による日本近海の昭和59年度海洋放射能甜査結果及び本珊査の昭和58・59年   

虔実施結果3〉と比べて大差ないものである。  

表2．海底土試料の13Tc s濃度レベル（1985年）  

単位：PCiハg  

珊査海域  試料数  最小値  最大値  

宮  城  

福島第1  

福島第 2  

茨  城  

静  岡  

新  潟  

福井第1  

福井第 2  
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拭料数の偶に（n）として記した数は、4試料のうちn価の言式料が検出限界値以下の  

l＝cs濃度であることを示す。この場合、最小値の偶に記したⅠユ7cs濃度は（4－n）佃  

の試料についてみた最小値である。  
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表1．海水試料の90s r・137c s濃度レベル（1985年）  

単位：PCi／‘  

90sr  
調査海域  試料 採取層  試料数  

1ユ？cs  

最小値   最大値   最小値   最大値   

宮城  4   0．084   0．091   0．09   0．12  

中 層   4   0．082   0．087   0．11   0．12  

福島第1  表 面   4   0．082   0．087   0．10   0．12  

中 層   4   0．079   0．087   0．10   0．12  

福島第2  表 面   4   0．077   0．092   0．10   0．13  

中 層   4   0．066   0．080   0．09   0．11  

茨城  4   0．072   0．081   0．10   0．13  

中 層   4   0．075   0．089   0．10   0．13  

静岡  4   0．076   0．083   0．09   0．11  

中 層   4   0．074   0．090   0．11   0．13  

新潟  4   0．079   0．092   0．10   0．11  

中 層   4   0．079   0．103   0．10   0．12  

福井第1  表 面   4   0．082   0．094   0．11   0．12  

中 層   4   0．070   0．082   0．10   0．12  

福井第2  表 面   4   0．076   0．087   0．11   0．12  

中 層   4   0．074   0．094   0．10   0．12  

島根  4   0．068   0．087   0．09   0．11  

中 層   4   0．070   0．083   0．10   0．12  

愛媛  4   0．072   0．086   0．09   0．12  

中 層   4   0．075   0．088   0．10   0．11  

佐貿  4   0．079   0．084   0．10   0．11  

中 層   4   0．076   0．089   0．10   0．12  

鹿児島   表 面   4   0．074   0．082   0．10   0．11  

中 層   4   0．078   0．094   0．11   0．13   
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表3．海産生物試料の137c s濃度レベル（1985年）  

単位：PCi／kg生鮮物  

種  類   試料数   最小値  最大植   

魚  類   2．5 ± 0．8   13．9 ± 0．5   

ニ ギ ス 科  2  9．5 ± 0．8  9．9 ± 0．8   

エ  ソ 科   10．1± 0．6   

ア ナ ゴ 科   5．0 ± 0．4  5．4 ± 0．6   

7  ジ 科   6．6 ±1．1   

カ マ ス 科   10．2 ± 0．7   

タ チ ウ オ科   2   7．8 ± 0．8  11．2 ± 0．7   

ハタ ハ タ 科   2   2．7 ± 0．4  2．9 ± 0．6   

ス ズキ 科   7．7 ± 0．4   13．9 ± 0．5   

ニ  べ科   6．0 ± 0．8  8．9 ± 0．5   

メ ジ ナ 科   6．0 ±1．0  6．0 ± 0．5   

タ  イ 科   8   5．3 ± 0．9  9．3 ± 0．6   

ベ  ラ 科   7．4 ± 0．9   

カ サ ゴ 科   4．2 ± 0．8  9．8 ±1．0   

ア イ ナ メ 科   2   8．6 ± 0．5   11．4 ± 0．6   

コ  チ 科   7．2 ± 0．6   

ヒ ラ メ 科   5．8 ± 0．9   11．4 ± 0．6   

カ レ イ 科   10   2．5 ± 0．8  7．2 ± 0．8   

ウ シノ シタ科   2．7 ±1．4  5．2 ± 0．7   

タ  ラ 科   6．8 ± 0．8   11．3 ± 0．5   

チゴダ ラ 科   8．6 ± 0．7   

ア カ エ イ   10．7 ± 0．5   

イカ・タコ類   11（5）   1．0 ± 0．5  2．4 ± 0．4   

イ  カ 類   5（2）   1．4 ± 0．3  2．4 ± 0．4   

タ  コ 類   6（3）   1．0 ± 0．5  1．6 ± 0．3   

エ ビ 類   2   1．8 ± 0．8  3．6 ± 0．5  

試料数の偶に（n）として記した数は、試料数のうちn偶の試料が検出限界  

値以下の137cs濃度であることを示す。この場合、最小値の欄に記した137cs  

濃度は、検出限界値をこえる137cs濃度についてみた最小値である。  

参考文献  

1） 昭和59年度放射能詞査報告書（昭和61年3月）、海上保安庁水路部、p．6～7  

2） 第27固環境放射能諦査研究成果論文抄録集（昭和59年度）科学技術庁、p．90～ 93  

3） 同 上、p．144～147  
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（36）原子力盤笹竹邁韓7K専lこより領竜  

しむ務産風物サ放射能滴査  

（弼温水魯魚呵浴験  

ヰ．屑、  到  

ユ．錆盲   
軒阜度に玖きっプき、席チか風琴井草画血乳料轟こ去り丁う主軒  

く号   

、   

鰯香、ま、凄烈即坪丁都棄埴科り日杏席与力軒先叶、斧掲符簸叶  
祷
号
取
．
い
 
 

2
 
 

の
よ
 
 

内
l
二
 
 」そ巧放射紅毛兇l足しモ。  

、
 
 

査研えのヌ乾瓢  

観察池  
1萄イ∂加戸（もメ！ロメI、5呵、コンクリート製）lヱ面  
珂7k碩 席チ力線笹竹濾軸フドーB布原チカ風野頻）粟ブあ各亀竹  

台称；畠7k  琶頭鞋電叶適え鼻水俳逸∫∞叫）  

殿ポ菊敬阻カ  l号烙   

（ユ） 

主碍可碩恥紳トも   

俺何できた、）qで、魯帯、落水壬働馬フ】くとlて便喝しモ。  
巧宗・、琶如温‡♯・＞ぃて、生モわq適っ】く温．しこえーニヒもあうちぞ－   

白澤洛）トと軸してイ更偶すうこととし7。。  
吾モ、邁斡，ド皇昏芯冷水lこ切り頚え5鋳け、溶鼻篭めへう彩   

嗜も少々くすちえの2日噺ヒ棟々ヒ安化コせ左。  
励声7k便同   J9号5阜4月 7 日 へ一 ∫Rヱ∂臼  

〃  9日 之る日 へ ？百178  

ヶ   10日 ＝〕～ノ乱写う閂：＝日  

白露料水頂伺 l？号ぎ享  
〃  

」
⊃
d
7
 
 

胃
 
月
何
 
日
β
 
 

～
 
～
 
 

日
 
日
 
 

旨
 
′
b
 
 ～ 5月 2ロ8）  

へ 管用之？臼）  

上言こりうう  

三も含水使問   

（  ′′  5  

し  ′J  冒  

（  ′′  ？  

日
 
【
ロ
 
8
 
 

（
ざ
 
／
b
 
／
○
 
 

－
 
ユ
 
 ？丹J7巳）  

（ ノ・  上0伺1日 ～lJ停108）  

水温＼盲汚葛べく席摘藩貴塩物巧1亙，k過鴨であうZク～ヱよ‘こと巧、   
っぶう嘗めえが、∫吊～9日の泉郎ノ検査上卑け、向直泌＊であっ   
たえの、15ヒと下郎＝ t⊇もうく、二最後号音℃（∫昌之β白）も希L   
電． また最も水温は雪期三見撒水取水埼巧3q7t．（？胃‘∈工）で   
あっえ．‘l亨1月JX碑11呵亨に出してフk温損・・低下し見ちり、過  

いゝ℃をT尊つら■  

し5  
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句笥湧左生頼り殖葡店、皐デイ、クロブイ、ヒラズー 
、フロソイ、イシオ、レイ． 、 

ヴ／しマエ  

（4 

り 

、ノ  
よがク／レてェピ同り配合爾杵互、るケ碑l了哉隋池内ヒ洗刻しんも  
¢息横詔し、（軒邑斤介；町セゝターへ送付し坂町矩之郵足し左。  
① こ判定オ頚  

軒租曙 南、櫓、ウ ルマエヒ汀舟男、飼料甘4申、？ワビ  
は勧を簡き束ヒ呵怖ヒ朴ITて冥恒増し互。  

片町オ法 √碑／か失命神〔‰（L⊥）半導体検出鼻と周l＼ち鞄  

触感殖 
華繁彗〕【て促フたd  

泉 斤、号丁判ら棉草体差りう偉とi邑士3渦催促か錦ら丸た  
渦思ヒ塙教書已し、そ人一オTlT半で示しち。  

② 坂町粍為滝ふ祈儒草  
（即日斉府析セエアー山嵐付した転梓う癖汀惟嶺滝扮布綽軍  

l盲、春へと去′りであう。   
⊃～ 

う味細ニフ巨ミニア＿を説凱、環弼  
温祖装居（ゝシナレイLヨン ／∂レビJメ∠碑ぬ町粧）とよっ  

；t－軍′  
・こ句ょう巧畢卑がヰち小膏→、つちので、／餌笥痘司く中塚⇒くとく  
りカ＼朴l言葉施し巧．い・つつE．  

3、碍寺号  
′した㌦、喪  

こ；  
き支、均竜）lくq椚丁年7kモニターk古∋溜凍住も且導でちノ軍  

埠帽諸動ち入行かフた．  
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友 釣青春産生物号の改称性感遺体析綺果  

剰員  

音式科鳥   年月8   ⊂s  ー● 朋C色  倉範科 琶息  群峰竜 （眈）  棺司 竜 期 間   
備 ろ   

ヰデlィ  由．1之．？  ユ5土l、0   田  4号  ユ90  3年佃（即チ～‘q‖．夢）  一′：＝・濡扇－   
鬼  

クロブ●イ  的〕2、J  丘2土l．1   オ  古．3  lうう  2引用（卸柏｛恥軋り   ／ン  

ヒ ラ メ  （いぇβ   半   揚  エコ  4うう  之≒ヰ絹掬・9・ほ～い∴り  鞠撼   
亀  

マ タlイ  ㍑ユノ2   半   研  

イシかレイ①  il．2．13   ￥   

智掬l亜’グ  

有職酬  

′′ （か  ムl．ユ．1年  4l土ク，†2  サ  、ミう  44ヱ  けl亨（‘り2・ノラ～釦．7〕   
烏  

ク′   

ス ズ≒  （l．乙埠  ⊇、曾士J．l   ￥  ヰ．9   ワ0  丁十持（∽ふユ7示J．J．7〕  枢軸略  

クルマエビ  揚  御意  

アワヒb槻）   ヰ   

〝（  諷  1ト  

O ；．、－コ丁一－I，．：  
峨巷  

アワヒ拶備ゎ  ＃  構・  
汁日（れ0、4ヘム【・l・4〕  グ  

クく一癖）  ナ  キ  

ウタギ   五2   

アフ サ  （qlヱ1l  ＃   繍  Jこじ  厚メl虚ヒ畠生   

面魂嬢粥臆郎  引．えl？  8．7士Z．曾   算  エ0  坤入もぅ   

タ （エビ  il、ヱ、1q   ・r   斗   よ0  一ゲ   

砂 姥⊥  il．⊇．17  5？土17   羊   ∫0  紳軽米内   

（注）1・東町性感濾ふ析値の卓也一っ．メケ液」火タい1PCく・／相生、グ私  

n〆‘一／ル♂鬼エで孝う。   

z・㊦析種雫り最早博一、モ恨竺ガ・し一章り．計数決見巧ヲ「室と暮子▲う  
宅れ止ズT『も句 ヒ フl）て 甘キて－  

弄 し茨．  

も⊂わにつ、’Iて布知  

示し、う湊鼻11叶較   



Ⅳ 食品及び人に関する調査研究   



（37）人骨中の90S r8こ一つし－て  

放射線医学総合研究所  

白石久二雄・河村日佐男・田中義一部  

1．緒言   

人骨中の90STは、環境に放出きれた放射性核種からの体内被曝線量推定上の指標核種  

として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行職作の解明のための参  

照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中の90Sr濃度の分析測定は昭和  

37年より継続して行い、その年令群別濃度水準の年次変化、年令別差異などに加えて、  

比放射能の観点より骨中天然安定Srについても随時報告してきた．今回は、前回に引き  

続き得られた昭和59年度の結果につき報告する。  

2．調査研究の概要  

（試料の収集および放射能分析）骨試料は、主として東京地区および北海道地区において  

関係各機関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨．肋骨．骨盤骨なども含れ  

多骨種サン7■リングの方針に従って収集（昭和59年度158検体、昭和60年度  

101検体）している。前回報告後に、昭和59年および昭和60年の死亡例を中心に、  

分析を実施した。   

90Srの放射化学分析は、骨試料のCa含有率が高いため、発煙硝酸法を用い、クロム酸  

′ヾリウム沈澱による精製後、最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを行  

い90Yの放射能を測定した。測定には、ICN－TracerIab社製OMNI／GUARD型  

低′ヾッタグランド．ベータカウンタを使用した。  

（安定SrおよぴCaの分析）陰イオン交換樹月号カラムにより除リン醸後、Srは原子吸光  

分析法により、Caはキレート滴定法により定量した。オートサン7－リングシステムによ  

る原子吸光分析装置（Perkin，Elmer 5000型）を用いることにより、安定Srの分  

析を行なった。Yの回収率は教化イットリウム法に替えて、原子吸光分析による直凍定量  

を行っている。  

（分析測定の結果と考察）分析測定の終了した一部の試料の90Sr濃度を表1およぴ2  

に示した。昭和60年死亡の試料の大部分については、現在測定中でありおって報告する。  

昭和59年（1984年）死亡者の平均骨中90Sr濃度は5－19オ群で0．53±  

0．10および成人群で0．62±0．27pCi90Sr／gCaであった。   

UNSCEAR（1982）のP。5を標人目本人に通用して、骨中の90Srからの成人  

の骨髄及び骨表面（骨梁をとりまく細胞）に対する吸収線量を推定した。その結果を表3  

に示す。  
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3．結語   

骨中90Sr濃度水準の調査研究を進めることは国民線量（集団線量）推定の観点から重  

要であるばかりでなく、Pu等起ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較解析を可鴨に  

するので、検討を親行する。   

骨中90Sr濃度は凄く緩慢に減少し競けているが、1986年4月26日のチェルノゲィ  

リ原子力発電所の事故により放出きれた90Srの影響の有無について今後調査研究をすす  

める必要がある。  

＿136－   



表1．90srconcentrationinhumanbone  

Age District Month of Sex Number of Name of Bone pCi Sr／gCa  
（y）  Death  SaMple  

18  Tokyo Jul1984  F  I  Vertebra  
12  Tokyo Apr1984  M  1 Cortical bone 
13  Tokyo Apr1984  M  I  Vertebra  
15  Tokyo Sep1984  F  I  Long bone  
15  Tokyo Dec1984  F  I  Long bone  
16  Tokyo Oct1984  F  I  Vertebra  
16  Tokyo Dec1984  M  I  Vertebra  
17  Tokyo Aug1984  M  I  Long bone  
17  Tokyo Oct1984  F  l  Vertebra  
18  Tokyo May1984  M  I  Vertebra  
18  Tokyo Oct1984  M  I  Vertebra  
18  Tokyo Oct1984  M  I  Cortical bone 
19  Tokyo Feb1984  M  I  Miscellaneous  
19  Tokyo Ju11984  M  I  Vertebra  
19  Tokyo Ju11984  M  l  Vertebra  
19  Tokyo Jul1984  M  I  Vertebra  
19  Tokyo Oct1984  M  I  Vertebra  
19  Tokyo Oct1984  M  I  Miscellaneous  
19  Tokyo Oct1984  M  I  Miscellaneous  
19  Tokyo Oct1984  F  I  Vertebra  
19  Tokyo Oct1984  F  I  Corticalbone  
19  Tokyo Dec1984  F  I  Long bone  
19  Tokyo Dec1984  M  l  Vertebra  
19  Tokyo Dec1984  M  I  Long bone  
20  Tokyo Feb1984  F  I  Rib  
20  Tokyo Feb1984  M  l  Vertebra  
20  Tokyo Apr1984  M  I  Vertebra  
20  Tokyo Apr1984  M  I  Vertebra  
21   Tokyo Jul1984  F  I  Vertebra  
21   Tokyo Aug1984  M  I  Miscellaneous  
21   Tokyo Nov1984  M  I  Vertebra  
21   Tokyo Jun1984  M  I  Vertebra  
21   Tokyo Jun1984  M  I  Vertebra  



表2 年令群別人骨中の90Sr濃度  

pCi90Sr／gCa  

年  5～19yr  20yr  

3 7   

0．62   

0．21  

17   

0．78   

0．21  

分析数＊  

1982   平均値  

標準偏差  

最小値～最大値   0．47～1．18   0．36～1．30  

62   

0．66   

0．27  

19   

0．70   

0．32  

分析数＊  

1983   平均値  

標準偏差  

最小値～最大値   0．35～1．60   0．15～1．38  

3 5   

0．62   

0．27  

分析数米  24＊＊  

1984  平均値  0．53  

標準偏差  0．10  

最小値～最大値   0．40～0．77   0．27～1．47   

水）合併後の試料数に相当する  

米米）残部測定中  

表3 骨組級における90Srからの吸収線量  

吸収線量（JIGy よ1）  

死 亡 率  

赤色骨髄  骨 表面  

2 4±7   

21±4   

2（）±5  

11±3   

10±2  

9±2  

19 8 2   

19 8 3   

19 8 4  
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（38）人体臓老害中の23ヨ‾⊇40p u膿度  

湯川雅枝・前田智子  
滝澤行雄＊  

放射線医学絵合研究所  
米秋田大学   

1．諸言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大気圏内に拡散し．徐々に地球  

上に降下蓄積きれている。また．原子力平和利用の進展に伴い．環境中の建ウラン元素濃度が増加するお   

それがある。これらの元素は大気．食品など種々の経躇から人体内にとりこまれているので国民の被曝線   

量評価の上でこれら元棄の環境，生体間の循環を知ることば重要である。このような見地から．環境試料   

及び人休臓器中のPu等超ウラン元素の濃度測定を継続実施している。   

2．調査研究の概要   

（1）試料の灰化  

本年度は試料の前処理の簡素化並びに実験者の健康安全のため，灰化の一部を乾式灰化とすること  

と，凍結乾燥後湿式灰化することの二点を試みた。試料としてはラットの悔器を日今別に5－10匹  

分まとめたものを用いた。  

電気炉による乾式灰化は450℃以下で24時間行ったが，脂肪の多い組織など黒化したままルツ  

ポ壁にはりついており．灰化が不完全なものがあった。この不完全灰化の試料は濃硝酸と過酸化水素  

による湿式灰化を追加してもなかなか完全灰化せず．乾式灰化を併用するメリットはないように思わ  

れた。一方，凍結乾燥した試料はその後の湿式灰化においても灰化時間．硝酸圭とも生の試料の湿式  

灰化を行う場合より少なくで済み．かつ灰化時の臭気も少なくて作業環境の改善に役立った。   

（2）プルトニウムの分離定量  

之3いaヰOpuは科学技術庁靖の「プルトニウム分析法」に従って．灰化試料から陰イオン交換樹脂   

（DowexlX8）を用いて分離し，ステンレス根上に電着した。電着試料のαスペクトルから己ヨヨ  

●aヰOpu濃度を算出した。   

3∴結果  

動物試料の経験にもとづき，1984年採取の人休臓器試料を凍結乾燥した後湿式灰化した∴獅●紺p  

uの分離定量は現在実施中である。   

図－1に人体噂器中Pu濃度の1978年から1983年までの経年変化を示した。近年は検体数が少  

ないため断定はできないが．婿器内プルトニウムは漸減の傾向にある。1978年のデータによれば若年  

ーー】39・－－   



層よりも高年令層のプルトニウム蓄積量が多く，プルトニウム降下量の多かった時代を経験しているかど   

うかの速いを示唆していると思われる。   

4．結語  

人体臓器中のプルトニウム等埴ウラン元素の凛度測定を継続する。又．環境から生体への移行を把握   

するために，大気浮遊塵．食品等の分析と，他元素との相関関係などについても検討していく。  
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（39）鬼子カj地紋周辺イi軋の放射  
性およぃ一冬凰ん泉寸須L竜lニ  

晒了ち錦査粛軋  

汎射絶息学組ふ粛私行 那珂湊え所 縁曳放射生絶菅尾肩軋郎  
イ主谷みさチ、対お康行、え桃井一郎  

目的  
風音力線絶がら及規1ニ扶ぬ丁小／わ枚餌化間慣ゎ経口富貴丸亀王子刺  

すちの、。l町専りパラノ ータヒ．）て。、他端イ主むq杏あシ竜骨え鴨網奮  
し、食品ヤじ合i山ち放射化神官軋び与ぇん象曳度∧刺軋も行りう  

こ し と 且毛う Lす ろ。  

L仇  色名うー。；告、、、鴎加古ク年度、‡．8吉和∫♂早いらぎタ阜′ニかt′てえ施  

レL東海村、 那珂湊＆ひ－え札じ言・、丁ろ豊作均；キ膏え鴨踊もデーータり  
集計ヒ、偲㌔。ヤのlユ9工｛軋畳もイ了1，L．ふ報告書・ニ・；、すて■－に生  
餌の終了 レていわ入弘i甘阜漁え属せ予の農作物の消音え絶ヒ・海鼠  
ヰの、1－工凰1ノーユ「1q分析鮨温もや、い＝止べちこいこ下ろ．  

倉；ゑ  

J）乳佃喝の靖音乳鴇弼をシi：鯛を貫か、対乳せサ；戸別戟牒レ・  

／日分〔息作吻綾取皇と徳丸すろ太鼓tヒ，も。ふ享け、飼主  
せ苛。速足ヤ、網走用紙．作減りどlニ膏ご虹て し王，1左。て－∴  
餉査たのもの は、え、机、匁の う 李lこ久志も甘さ‾らも碍r＝＼，た  
。レかレも、ト蚤乳の少ない碕て・あり、左l‡免租ものの時えゎ（少  
q＿、埼・で才1ろク て、農作拘久軋堅の争い軋じ皇′阜、埼－こ綿をゎくえ  
塊∴rルていわ．徒，て二号錮純量対象せ暫政一ェ、 飲号じ巧者  

り、 乳与、‡7せ帝、秋季d‘せ帯′ 各列♂せ百ヒ 丁↓，乙‥ ち。  
u）薄夜中の－ユーェ丸亀え：廿抑か11某下ヒ示す止りで－あも．海鼠  

試料（弘均とレて ∫り〃き）と kOH （／♪～ユ∂諷）Lえlこニッ  

ケ′レルソ末■h．入」ル．甘辛と末弟ち 卜 し－サー ヒレて、 lユ∫1も沌  

如レ・もらに弛れと了ルコールも加ん・右ソトアし一卜上で加  

熱寸ち。紅か粗略レトヒニちて、官軋炸Jゝ人山．‘㌻クも 王て一わ難  
てち．ルソオと分レてか・ら姐丸L N＆ユS03嫁丸乙如し、蕗敲レ  
ち！真如も良く蕗かす。シタ温後、HNOj ＆レ山九ユNOユ 蕗女王如⊥  
、甘ぇ勺－ト ヤでCい十 L浪合絶Lう し、ヨ ウ素もエユ Lレて  
こCJヰ 竜 一。紬h了ろ。HユSOぅ 舟液で並軸血後少量の」＝＝1盲  
か仁L、馬具バイ7′レlニ入れ乾根丁 せ汲打マち。ニルと照射頭割  
ヒ レ仁．ヰほ‡9旦射lユ、凰研のJRR－4 と用、、ふ時㈲行勺っ た  
。9鼠射ヰ じ火の扱丸紅ヵ（起きち．  

lユ9工（乃，r）ljクエ  ・Uノ  

lユ「Ⅰ（れ， ユれ）11‘Ⅰ・  （ユ）  

賂抑え再か‥ccJヰ ーニ上る軸ぬとHユ303 泳乳への温軸血乙 く  

りかんレてユウ東も粕軋分馳レ、最終的にtユ Pd工ユ の即lゝレ  
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て G8車尊隠棲息巻て－測度＿互窄巨㌦，丁三  

紬 
豊作醐常温鴨醗。糸ほ‥え．．ユ，う．。、ユ舶四年えい  

ゥ9召知㌻9牛久l。がlTて、え絶ブル与ぇ乱三芯岸漁乳せ苛の農作均三月  
貴史略吉岡査の 告訴利生計鮨乳乙弄＼レ仁。絹色気－ニラ乙人ざルち頬  
骨堅、し 生垣量 で怒人ざ山ち璃合lエむ レち少TJく、を頑． 例ん  

け／像、J山。よ うナJえ現方法て■号乙人言山ち鴻合の倉よタわ＼フ  

丘。絶っ て璃査貫、；、そJし甘くと・、の 后モ＼ら痛人丁ル仁もの ぞあ う  

小と摘べ、そ。尭で／匁、／人の皇畳も その和彦昆 レいわろ L  
いうi巨浪t・£室竜へ｛碩厨乙行1，b．いっむのニーrJわヾう、  
飼査驚かう且生母への穣宮ヒ、砲わてタく（暗闇と協力カ（骨J  
h阜。えかう引巨石＼で あち維！ニ、二の集団｛朱d ゝ肖青竜lし 也  
協千句上りし／クク争絹ク小。冬・塙－ニ患え（シ肖官号武タ、、の1J・  

匂乳の璃均可 よ う1保存ほ東叉可三角青竜ウ（クい 丘わて■あ ち．乳  
ll東泉4鴻軒号セいぃりく、冬じ乳束類句誘音量わ（ゾrJ－のは  
也ち時間外 礪保て‾、銭函でl｝一般的なイ頭句でちち。、努乳q金・良  
子均消音堅lょも・エモ j∂クき／白／人．て■ろろのて■・モルL比崩す山  
l了、ンの 乳団 メ努乳類の シち青息IJ乳の塙心ヒ勘柿lニもい。  

は） 海象ヤのlユq二の丸皇：tl？工け孝三武郎ヵヾ／わク 万キL拝啓ヒ凰  
（、人体lニヒリkよル仁璃各、、守症声痕lニ鬼蕗÷山ちニLて一云丈射  

線景ク増の 面いう迂巳～ルて小ち蕗経であち。そこて■三 っ泉乞タ  
く見地レて、、ね嬉頚い㍉毛呂し／て、H与ぇl二けフノリ†の／ユチェ み  
上ひ′－ユ7工（卑見ヨウ素）、またポ卑見－ンけヒミノモヤク、両工も、よ  
ぃーユ「工 し専虹ヨウ素）の介竹も行TJ，L。今阜庵lT、及東泉の  
凡｝カ施絶倒且Ifかり て－rJく 各色的トむ頻度にもいて 王左官可  
l。む窄く穏取マレていちワカノ ヒコンプトーい、て、その中ヒ倉  
皇ルちlユ？1Llき7ェ のノ軋弓ヒも々チ1∴，丁∴  

友ヰじワカメ ヒコン プヤ。 lユ？1L b「工の甘利絹製も 泰レ仁．  
友4小ら瑚ちがすあろ ようJ。、りウノ 及びユンナヰへ －ユヤェ温良  
、ユ・穂虫取乳⊥★下て・ぁっ㌧・コ 

、 

わち。lユql／り7Ⅰ叱lユ、ワカメ．コンナ丈－ンIO‾？⊥★下でわっ ㌧  
。√拍度軋ひ′r9子息・ニ餅ケレた見積村l司血で郎ル㌧誘乳ヤ叫       Jユ？／ユ7 

丁／工叱け、7ノ ソて・もエそユヾ／クー，｝ノズ／クー7．とさノキ  

ぐ打ユキ／ズ／ク‾タ～dズ／ク‾タて■あ「仁．呵レネけえ薄村⊥ズタト句  
他戒で練乳レ㌦7ノ ソ、ヒゾ干てり∴ 貫十／×／。一9叛‾Fて■ぁ  
，丁。。ワカメ 及び、コ シナヰのlユ9工／′ユ7 工 蕗や〈晦、、の、1、ニル  

らの冬泉11、干潮昭一。おk面エじ楓h山ず、人乳†の11q工 の宜  

注猪為ゲく為んウルrJい「ンれZ－ぁぅう と稚刺子ルち。丁紘一ニ総和  
佃薇確〔草薮への物行け、適ぇカ＼・ら頒凍ヽ温應∫トち L・lうL  
デ′レて′雇えノうJしち：一しか∴管）。レがレノユ9工q よ う′ニがス状、く’え  

玖ヤー。絶息すルち根絶q場合け、7ノ ソヤヒゾキ丁ル：〔気すl乙  
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露ぬ了ろ海象T＼ユ、え乳がら〔直線沈電線路もろ鹿⊇れわけ㌧  
らrj－ ヒ弓んうルろ．フノ ソlエ最血で、‡健康食品と レて虫建フ  
て、、ちが、￥（消音呈lュワ〃ノ ヤコ ンプヤニぬべて篠わて 少七‥  

れて、融曝線量へれち与、‡モれ絶えきく、エ†j‥ てあう う＝鑑利  
手 h ち。   

今後∩軒動   

シユ ラフィ ー）レ「ヤカデラッン⊥原厨て・は、食品シ月骨え鴨弼査乙  

細線且施レ、克んの内申顔＿境線長のチェック と行り，て いち。現在  
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泉ユ 大淀さ甘岸漁具属せ苛。温作物招粗旦（日昌あぐ♂早秋）  

（iノ且／人）  

世  常  温  類  ・濁 

帝   
濁ろ  

瑞ろ  せ 帝  妃甥  ■■悶■■臨  
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巴  Jクタ  jj  7J■  J♂タ  ロ  u J／7  J7  o 」りヅ  JJタ  ⊥クタ  ／∫／  ／∫7  7笹√  

／ク  J7J  ク  ／√ク  J∂ユ  ／J′  J／タ  四  JJ7  ノ∫」  Jノ♂  夕♂  ク  ｝J♂  

／／  t Jクー  ≠㌻  ⊥○  ○    u 」／ユク／♂√  ユ′  】J∫j  ／／／  ク  ｝¢g  丹  Jr声  

／j  〃鋸／〃   ㌻∂  ／ユJ  ∂  J／タ  Jク  JJ／  J‘  ／∫／  J∂ク  ／タJ  √7タ  

／J  。j∫g  、 77  j㌢∂  7∂  ∂  咋タ√  Jノ  ○ユg∂  ／タJ  声クg  ／ドク  ｝7r  ／」」J  

／｝  J∂／  ／タ  Jク√  ／♂ユユク。   7クJ  jユ  ユ7タ  Jタ  ゲク  〆／J  J／7  ♂√／  

／㌻  ゾ／g  JJ上  ／ユヱ  ■ タク  ‖ J・／〃  7√≠  JJ  J77  ／7   田  タ／  ク  ／ク≠  昇叙J   

／J  oj∫∂  dJ   ／‘  √7j ♂   ／‘‘  Jヰ  Jタク  ‘  J7タ   7   ‘J  声√J  

／7  JJ⊥  ／79  ⊥‘  ／／Jj ク：J／7  J∫  ゲ」（〉  ∂  ／タク  Jク占  四  ゾJ」  

／♂  ダユ∂  J∂‘  ／．ヱ．J  ～タ‘  ユ∫∂しノj・∫  J‘  。JJJ  J声  ⊥／タ  ／♂∠  ク  ゾ′′  

／デ  ♂ク√  ～Jコ  ／ユダ  ／J∫  石g／∫  J7  j、ク≠  ／ダタ  ゲク  」ゾク  ♂  ≠ユタ  

ユク  ∂声‘  ■  ／J‘  Jク♂  ♂  ．√′J  田  oj｝‘  ゾJJ  ク  タク   ∂  √JJ  

J／  ～ク‘  ′タ  ナg  ′タ  】‘J  ⊥♂′  ♂タ  Jク∂  J√ク  声／  ∂  ノわ  7♂J  

ユユ  Jわ  タ7  ブタ∫  ㌻J  ク  ㌻／J  ケ〃  J㌻‘  J〆  ′∂  Jユユ  ／Jg  ノタグ  台地珠）   

ユd  。ユJJ  √r  J√♂  ク‘  ∂  J♂タ  四  ユ7タ  ′タ／  JJ  タク   ∂  J／声  

J  ～占タ   ク  7ク  ⊥クク  ／♂∂  ダ∫∂  毎  0．】J≠  ⊥タ／  7√  ‘声  ク  プJク  

J∫  ○ユタク  ク  ♂ク  ユ√  ♂  ノク√  匹  jJ  JJダ  ク  久／  ク  ゾ■√  

平均   jノ√  ノd㌻  ／ユ‘  ノr♂  四  ｝プア  

。印lまl匂Iこユ旬 レセ＼史も俊一ベて いTJ4＼，下せ寸も 未了．  

1匂′オ、了え食か号TJヒニでべ閣 レてい わ こし1b才iち．   

★ 9巧～／／月  

えぅ ぇ…も三甘昇漁芝竃せ帯の農作均招取量（軋知押阜オ）  
（富／Q／人   

里  類  

せ苛  穀類  野  芋類   ナナ   
備 ろ  

¢ゾ  Jr／  JJク   ユ㌻  ⊥♂7  ／Jナ   才∂7  廟ユ｝クタ   

｝㌻  o jJイ  Jノア   rタ   Jヲ  アユ∂  ／．クJ〆  

jg♂   ⊥ト∂   ブ∂‘   ∂   JJJ  

四  ㌢ロゴ  J‘‘   ⊥J   ／タ‘   タ√   √gJ  卑吏軋〔えノ   

｝g  。 ユ♂∂  ㌻〃   ∂   ‘♂   ∂   JJ7  ／餅J√クク   

四  Jタコ  ユ㌻‘   J／   ／ク㌢   β   ー√／  

㌻∂  j．i‘  J¢J   ク   ∂ク   ∂   打わ  凝Jククき   

㌻／   ゲ／≠   ユ77   ⊥J   ⊥√‘   ク   ぐ√‘  

平均  d占∂  Jタ／   」‥⊥   ／7J  ／／タ  ∠∂√  

。印lユ いヨlユ⊥lうレカ＼え1ン催ンヾて．、勺が，丘せ予乙 示丁．  

1且′か、一久ノむヵ＼亨rJL・で代冊レてい ち ニ ゝ もノ ネち．  

よ．・ラ  

ー145－   



Ⅴ 分析法、測定法に関する調査研究   



（40）陽イオン交換樹脂カラム法による朋試料中の放射性ストロンチウム分析法の検討  

（財）日本分析センター  大木菖之．池内嘉宏．中山一成．  

＊大楕直之．野中情博  

1．緒 言  

環境拭料に含まれる掻低濃度の放射性ストロンチウムを分析する場合、試料中   

に多量に含まれるカルシウムとの効率の良い分離方法が要求される。化学技術庁   

娼 放射能測定シリ ーズ「放射性ストロンチウム分析法」3打（以下公定法とい   

う）には発煙硝酸法とイオン交換法が記載されているが、発煙硝酸法ほ取り扱い   

に充分な注意を必要とする。一方、酢酸アンモニウム・メタノールを熔離液とす   

る上記の隕イオン交換樹脂カラム法は危険性が少なく．、あまり熟絨を要さないこ   

とから実施する機関も増えつつある。しかし公定法に妃載されているイオン交換   

法はカルシウム1g以上含む試料には適用できない。そこで同法について供拭塵   

を少なく しないで適用可能な試料のほ頬を増やすため、㈲脂塵と感触彼の圭等に   

ついて検討した。また最適条件で野菜．魚等11種類の損鳩拭料について実施し、   

良い結果を得たのでここに相告する。  

2．実験および結果  

H Cl（1＋23） 溶液  

1）陽イオン交換樹脂の選定  

入手が容易で一般によく使   

用されている鳩イオン交換樹   

脂 加ber＝te CG－120 と   

Dovex 50W－X8の2種類につい   

てC al◆1g とS r＝100mg   

を用い図－1に示す分析方法   

に準じ検討した。その結果、   

D…eX 50H－X8の方がカルシウ   

ムとストロンチウムの分離が   

良いことが判った。よって以   

下の実験は、Dowex 50日－X8を   

用いて行なった。  

イオン交換カラム  

Dovex 5伸一X8  

100－20伽esh  

2c几¢×19印．流速2－3舶／分  

ニミニ‾‥‾  カラム  

洗 ㌃－」            カラ ム  

㌫－－」  
溶  カラム  

2H CH］CDO州一；CH】OH＝1：1   

（溶離礁A）250れ‘  

2日 C＝っCO田川一   

（溶離礁B）200れ‘  

図一1  イオン交換カラム法（公定法）  
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2）カラム経および樹脂高の決定  

通棺ストロンチウム分析に供する拭料豊では、カルシウム含蜃 2E 以下の  

ものが多い。そこでC a＝ 2g とS r＝100mg程度を分離できる条件を得る  

ため樹脂高を変化させ検討した。その結果、公定法より樹脂桂を点く した2  

c川¢×26c和でもカルシウムとストロンチウムの分離は不充分だった。これを  

改善するためカラムの瞳を3cmとして流速は公定法の2－3爪g／分／2∽¢  

に合わせ、約6れg／分／3c爪¢とした。相場柱の高さは各々18，20．22．24，26．  

28c爪に詰めた。治郎液A（2日 酢顛アンモニウム溶液：メタノ ー・ル＝1：1）  

はカルシウムが10〃g／mg以下になるまで、溶難破B（2H 酢酸アンモニウ  

ム溶液）はストロンチウムが10〃g／舶以下にナよるまで流し、以下3）につ  

いても同様の基準で溶難破の豊を決めた。結果を図一2に示す。樹脂柁の高  

さ18～22c爪の場合は溶離液Aに1．9～ 0．1mgのストロンチウムが溶出され、  

24c爪以上の場合は溶離戒Aにストロンチウムは孟忍められなかった。溶紬液B  

にはカルシウムはほめられず完全な分離ができた。樹脂はの高さが高いもの  

は溶離液を多量に必要なことから樹脂高26c爪が最適の高さと考え、以下の実  

写粂を行った。  

ヽ
胃
＼
】
斗
 
 
 

■ 亡   ‖
 
 
 

2
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■
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■
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■ 一）   【  ■、   0
 
 
 

ヽ
・
●
 
 0

0
 
 

【 亡   ’
－
 
 
 

【
‘
 
 
 

【 亡  2
 
 

タ
カ
 
 

肌  0 9刀   ヨカ l 引力    帥  ○ 脚  
■  

図－2  樹 脂 高 を 変 え た 時 の 溶 難 曲 操  

3）カルシウム奥の変化によるカルシウムとストロンチウムの分離  

2）で決定した3c爪¢×26cnの樹脂性にC a2．l，2．3．4g と各々S r2＋ 50Tng  

の4通りの塩酸（1＋23）溶液を流し溶離液A，溶触液Bを順次流した結果を  

図 3に示す。C a皇を1～4gまで変化させても溶難破Aの必要奥はあまり  

変わらず、1250れgでカルシウムを分離できた。またストロンチウムの溶軸液B  

ほ 850J戒で溶出できることが判った。  
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閲・3   カ ル シ ウ ム 豊 を 変 え た 時 の 溶 難 曲 棉  

4）頒墳試料への本検討の適用  

1）－3）の繰言寸結果より得られた最適条件により野菜．魚等の11種類の  

環境試料を新しく検討した陽イオン交換カラム法で，OS rを分析した。また、  

比較として同紙料を発煙硝酸法で分析した結果も真一1に示した。  

表－1  イオン交換カラム法と発煙硝酸法による環境試料の＝s r分析結果  

化学回収率（％）  放射能値  

種  類  讐警苧      量（g）  発硝法   
単位  

所内標準   
（灰）   95．3  3．0  14．9 ±0．6  15．3 ±0．8  

所内管掌鳩）  四   88．さ  0．5  16．7 ±0．8  17．1 ±0．7  PCi／試料   

アジ全体   85．9   94．9   5．1  0．46 ±0．42  0．86 ±0．24  pCi／kg生   

ホンダワラ   70．7   77．6   1．6  4．0 ±0．74  5．1 ±0，55  pCi／kg生   

ドライ ミ ルク  82．4   90．1   3．6  4．1 ±0．43  5．3 ±0．45  PCiハg生   

日 常 食   89．5   87．3   0．6  5．9 ±0．42  5．9 ±0．42  pCi／人・日   

ダイ コ ン   77．8   88．1   0．3  14  ±0．6  14   ±0．6   pCi／kg生   

ホウレン草   85．3   95．7   2．1  13   ±0．6  12   ±0．6   PCi／kg生   

精  米   9．3  86．0   86．3   0．06  1．Z ±0．2  1．0 ±D．2   pCi／kg乾   

茶   83．7   88．8   8．6  27  土2．6  33  ±2．6   pCi／kg生   

牛  乳   94．4   94．1   1．6  8．9 ±0．5  8．8 ±0．4   pCi／‘   
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3．纏 措   

従来はカルシウム含立1g以下の拭料のみを対象としていたイオン交換法だ   

が、木検討によりカルシウム含量4gまで適用できることが判った。よって、   

カルシウムを多く含む日常食．海産生物等の拭料も分析可能となり、定常兵務   

に十分適用できることが判った。また分析所用時肘＝ま発煙硝酸法に比べて2日   

Ⅵ程度短絹できた。  
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（41）アクリ凋維捕集材による海水中放射性核種の現場捕集について  

（財）日本分析センター  樋口 英軋野中 侶博，＊森本 隆夫  

1．緒 言  

原子力施設周辺の甥鳩放射能モニタリングにおいて、海水中の放射性核撼の嶺   

度を知ることは重要である。しかしその鰻度ほ塩めて低いため通常分析では数十   

リットルから数百リットルの海水を必要とし、さらにこの分析のためには大豊試   

料の実験室への搬入や、実験室の規模にも制約があり非効率である。このため本   

研究では海水中の放射性核種の捕集・濃縮を採水現場で行うことを目的とし、   

”c o，＝z n．■＝c e等の捕集にはアクリル繊維上に二酸化マンガン（NnO2）   

を固定した捕集材、＝†c sの捕集にほアクリル繊繰上にフェロシアン化コバル   

ト・カリウム塩（K C F C）を固定した捕集材を開発した。また海上で比較的容   

易に操作できる簡易型相集装置も作製した。この装置と捕集材を組み合わせ案件  

に海上で捕集実験を行った。  

一方海水中に含まれる放射性核種の鐘時変化を調べる目的で、繊維状の捕集材   

を布状にした積算型捕集装置を作製し、長期間海水中に設置した。回収した各々   

の捕集材から60c o．J”c s．．．．c e等の分析を行ったのでその結果について報  

告する。  

2．姻査研究の概要  

2．1捕集材の作製  

アクリル繊維（M n O2），アクリル繊縫（K C F C）の作製方法は従来と同様   

である。－）2）今回はアクリル繊維（K C F C）に M n O2 を固定したアクリ   

ル繊維（K C FC＋M n O2）も作製した。さらにこれら繊維（M n O2．K C F C）  

を布にしたM n O2布，K C F C布を作製した。  

浦集筒園定ナット  
馬鹿コー   

2．2 捕集装置の作製  

2．2．1 簡易型捕集装置  

装置の概略を図1に示す。  

本装置は船上で容易に耽り  

扱えるように小型軽量化し、  

ポンプは100V．0．4 川 の  

ものを取り付けた。外寸法  

は600×450×960爪瓜で重量 吸水口  

41kgである。ポンプで吸水  

した海水は前段の捕集簡か  

ら後段の捕集簡へと通過す  

る。  

図1 装置瓜略   
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2．2．2 横算型捕美装置  

長期間海水中に設置できるように、塩ビで作製した長方形枠2種類   

（330 ×510 mm，110×170 mm）と筒状（75¢×150 mm）のものに布を取  

り付けた。  

2．3 捕集実験  

簡易型捕集装置を用いた実験は相模湾内で行い、船上よりポンプで海水を吸   

水し捕集領内の捕集材に一定流量で海水を通過させた。結果を表1に示す。実   

験終了後の捕集材の色状、形状には異常は認められなかった。  

表1  海中捕集実験の旛果（簡易型描集装置）   

積算型捕集装置を用いた  

実験は装置を淳子に取り付  

け、海中に1－2か月係留  

した。その略図を図2に示  

す。設置した所は相模湾奥、  

水深1～2mで潮流はあま  

り激しくなく、生活廃水の  

流入もある。回収した隙、  

装置には破損などはなかっ  

たがすべての布に藻や小さ  

な貝が付着していた。  

浮 子  

図2   捕集実験  

2．4 捕集材中の放射性核種の定量  

アクリル繊維は乾燥，灰化後、測定容器に詰めた。布は乾燥後約5几m四方に   

切り刻み測定容器に詰めた。測定はゲルマニウム検出器で行い定量した。  
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3．結果と考察   

分析結果を表2，3に示す。布の籍果は吸着した放射性核種の量を設置期間日   

数で険し、布100cd当たりに換算して示した。  

簡易型捕集装置による実験結果はアクリル繊維（M n O2）からは 60c o，   

古Sz n．＝一C e等の核種は検出されなかった。前・後段のアクリル繊維  

（K C F C）からは ■＝c s，一3？c s，アクリル繊維（K C F C†M n O2）か   

らは13Tc sが検出された。アクリル繊維（K C F C T M n O2）に捕集された   

■37c s量と前・後段のアクリル繊維（K C F C）に捕集された仝，37c s量は   

はば一致している。これはアクI）ル繊維（K C F C）に固定されている試薬量が   

少なかったため前段のアクリル繊紘（K C F C）に．34，．37c sが100％浦集   

されず、後段のアクリル繊維（KC FC）に前段を通過した ●34．■37c sが捕   

集されたと考えられる。アクリル繊維（K C F C＋M n O2）から ■＝C sが検出   

されなかったのは、アクリル繊維の灰分率が高く（299り，測定容器に詰める量を   

多くすることができず計数誤差が多きくなったためである。  

積算型捕集装置による実験結果はI37c sのはか、ソ連原子炉事故に起因する   

と思われる■＝c s，L3LI．■03R uが検出された。捕集材にK C F C布を用いた   

場合 一＝c s ．一37c sの結果は面横の小さい長方形枠のものが最も高く、次いで   

大きい長方形枠，筒状の順であった。これは小さい長方形枠のものほ重量が軽い   

ため波などによって容易に動き海水とより多く接触でき、筒状のものは逆に海水   

の循環が悪かったと考えられる。K C F C布やM n O2 布にはあまり吸着しない   

＝＝lや、M n O2 布に吸着しにくい ■＝c sが検出され、また試薬を固定して   

いない無地の布からもー37c s，－＝Ⅰ，103R uが検出された。これは布に付着し   

た藻などが分析結果に影響していると思われる。このため今後 は布を回収した   

際、純水でよく洗浄を行うことにした。また捕集実験中に採取した海水について   

も分析測定を行うことにした。これらの結果についてもあわせて報告する予定で   

ある。  

文 献  

1）野中信博 他  第27回放射化学討論会要旨集（1983）2BO8   

2）野中信博 他  第28回放射化学討論会要旨集（1984）3COl  
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表2  分析結果（簡易型捕集装置）  

（pCi′l】  

1  

u j鼎No ”   ， 糟暮村名遺榊水t†  （一）  ■一Hれ  ‖  ‖F亡L‖。。  口   りZn  l●■Ru 川  ■●■Ru  l＋．．：  一●lC■  l■▼ct ”  l一●Cl   
1  】 1■  ●  ■  ■  ◆  ■  ■   川 ナ●■ l  ●  ●  l ■●   8．015土  mO3±  ■l ■  
1 u  

KCFC（鯛一 

甜乙5 章  ■  ■  ●  ●  ■  暮  8．813± 0．仙  虹ほ± 0．00書  ●  ■   
ト  

●  ■  ■  ●  
■■ ‖  ●  ●  ●  ■  ●  ●  

●  ●  ●  ◆  ■  ■  ●  ●  

‡こ÷三  ●  ■  ■  ●  ●●   

」  暮  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ●  ■  ◆  ■  ■  ■  ●  

l ●   ‖ ト   岳・・  ●  ●  1 ◆事 u  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ■  ●  ■  0．21± 0．01¢  暮■   
雷■唱l開61■7月9日  

備 考：分析結果の表示は、計数せがその計数誤差の3倍を越えるものについては  

有効数字2桁以下、それ以下のものについては＊＊で示し、誤差は計数誤差  

のみを示した。分析籍果は昭和61年7月9日に補正した。  

表3  分析結果（積算型精美装置）  

甘暮村名  賊・大●さ  l＝Ce  
（■■1   

●  ●  ●  ●  ■  ●  ■  ■  軋012士 瓜∬lg  ●  ●  l陀3± l昭  m00l土 且00柑  侶汚土 l00i  ■  ●  臣K。F。  1方糟・刃○〉り10                                       KCFC  1才蕎・3∬×510  （書付）   ■■ ‖  ■  ●  ●  ■  ●  ●  l陀5± 軋め2l  ●  ●  l軸士 l001l  l闘士 血l陀1  鋸打± 軋購  ●  ●  
■■  KCFC  ¶・丁5●×158  】 l■■  ●  ■   ■● ‖   ‡   ！M吉子孟17   狛陀ほ 乱00即  m昭土 0．Ml‡  11（〉± 10．M  ●  ■  

¶・75¢X150   ■暮 円    ＝■ ＝   ！．． n  。．。18±！．． …呵   ・・…・・・  0．mニ io．叩12 H  】10言下㌫． 】  u ；●I l  
K。F。  軋01g   

】  

unOl  ！揖…xけ。 H   ●■  ■  ●  ●  ●  ‖  ●■  0．1さ± 0．Olユ  ■  ●  0．14± 0．02l  ●  ■  10れ± m011l  ●  ■  
■  ■  ふ…冊 【  ■  ●   ●● H H  ■事 J  【．．  巨讐孟1トi   0．M± 0．019  ■  ●  u l．m土 l仙＋  ●  ●   

最■州助61事4月9日－8月2日  

備 考‥ 分析結果の表示は、計数値がその計数誤差の3値そ越えるものについては  

有効数字2桁以下、それ以下のものについては＊＊で示し、誤差は計数誤差  

のみを示した。分析結果は昭和61年6月2日に補正した。  
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（42）液体シンチレーションカウンタを用いた環境試料申の  

放射性核篭分析法の基準化に関する対策研究  

財団法人 日本分析センター  

分析法検討委員会′米  

1．緒言   

近年、原子力施設の拡充に伴い秦墳放射能モニタリングに関連する多くの放射性核種の  

測定が必要とされ、また、数多くの試料を迅速かつ簡便に分析できる方法が望まれている。  

このような要求に対応できる測定法として、液体シンチレーション瀾定法が最近注目され  

ている。液体シンチレーション測定法は、液状での滑走が可能なため迅速かつ簡便に試料  

調製ができ、しかも自己吸収がなくα線およぴβ線に対して高い計数効率をもっている。   

本研究はモニタリングの対象として主要な放射性核種の申から、液体シンチレーション  

測定法の特色を十分に活用できる核種を選択し、そのルーチン分析法を確立することを目  

的として、昭和59年，昭和60年度の2カ年にわたり行った。本報告はそれらの研究成果をま  

とめたものである。なお、初年度の成果は本報告舎弟27回（p．183－186）において発表し  

た。  

2．調査研究の概要   

本研究において検討した核種および試料を表1に示す。化学分析換作は主として科学技  

術庁編放射能測定法シリーズをもとに液体シンチレーション滑走に合うよう改良を加えた。  

測定は模種によっては液体シンチレーション測定よりむしろチエレンコフ光測定を利用し  

た方が遥かに分析操作が簡唱化できるものもあり、そのような核種についてはチエレンコ  

フ光測定を採用した。検討により得られた分析津を以下に述べる。潤定方法および検出限  

界値を表1に示す。  

1）コバルト   

分析法 イオン交換法によリコパルトを単機し、乾回したのち、川HCl溶液とし、乳化  

シンチレータを加え沸定試料とする。   

測定法 外部標準線源比層（E S CR法）により定量する。  

2）ストロンチウム   

分析法 イオン交換法、シュウ酸塩沈殿法および溶媒抽出韓（牛乳等の次の分析の場合  

のみ）を用いる。   

測定法 1法：8gS r，gOs rくgOY）が混在する試料について、gOYをスカベンジした  

直後にチエレンコフ光測定をする。さらに，数日後に再びチエレンコフ  

光測定をするd両者の計数率から89s rおよぴ90s rの放射能を求める。  

2法：放射平衡状態にある90s r（gOY）を含む牛乳等の灰試料から溶媒抽出  

法によリgOYをミルキングし、チエレンコフ光測定を行う。  

料（委員長）池田長生（委員）関 季紀、河村正一、野口正安、野村 保、林 直美、  

五十嵐修一、平井保夫、望月 勉 （事務局）坂東昭次、樋口英姓、佐藤兼章  
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表1  対象校種及び分析方法  

対象核種  対象試料と供試亙  分 析 法   測定法   検出限界値り   

海水  10‘   液体レソチ  

放射性コバルト  lOco       イオソ交換法   レーンタン  
測定   

海底堆積物100g（乾土）  15 pCi／kg乾土   

llsr：  90sr  

海水 2∫   イオン交換法   

10‘  シュウ酸塩法  

a98r  放射性  チェレ ソコ  
おょび                                    10g（灰）   

lOsr  フ光則定  ．スト ロ ソチウム  あるいは  

土壌   レユク酸塩法        100g（乾土）  
20  

＝sr  牛乳  10g（灰）  溶媒抽出法   

イオン交換法  
放射性ヨウ素   llll   原乳  ∠＝  レーンョソ  

一→溶媒抽出法   

海水  20上   0．04  pCi／上  
チエレンコ  

放射性セリウム  141ce        溶媒抽出法  0．04  pci／g灰  
フ光測定  

海底堆積物 50g（乾土）  15  pci／kg乾土   

＝川Pu  100‘   0．003  pci／エー2  
＋  イオソ交換法  ■2  

ブルト ニ ウ ム    lllpu  レーレヲソ  
＋  溶媒抽出法   

l＝pu   7     ●こ pci／kg乾土   

・1 低パーソクグラウンド液体シ′こ／テレーソ，ソ測定装置を用い、  

100分間剃定て標準偏差の3倍を基準とした場合。  

り 平均回収率を7 5感とした場合。  

－158－   



3）ヨウ素   

分析法 原乳にヨウ素担体を加え、パッチ法により陰イオン交換樹腐にヨウ素を吸着さ  

せる。次亜塩素酸ナトリウム溶液でヨウ素を溶龍後、TiOA－キシレンで抽出す  

る。有機屠に液体シンチレ一夕および亜硫酸ナトリウムを加えて測定試料とす  

る。   

測定法 外部標準槙原比法（E S C R法）により定量する。  

4）セリウム   

分析法 シュウ酸塩として沈殿分離後、溶媒抽出一道抽出し測定試料とする。   

滑走法1“c eの娘核種である144p rのβ繰（2．996HeV）によるチエレンコフ光を測定  

する。141c eの影響は、液体シンチレーシ三ン測定装置のディスクリミネ一  

夕を調整することにより除去する。  

5）プルトニウム   

分析法 イオン交換機脂あるいはTlOA－キシレン溶媒抽出により精製したのちシンテレ  

一夕溶液を加えて測定試料とする。   

測定法 外部標準線源を用いたS CA3点計数法によリL L DおよぴU L Dを決定し、  

バックグラウンド計数を下けて測定する。あるいは・α－β線波形弁別法により  

定量する。  

3．結商  

化学分析集作においてイオン交換法あるいは溶媒抽出法をとりいれ、また、測定において  

ケイ光ばかりでなくチエレンコフ光をも利用したことにより、従来法に比べ分析所要時間  

の短縮および測定試料の鋼製農作の篠崎化が達成された．検出限界値は従来法に比べほぼ  

同程度であり、秦墳モニタリング核種のルーチン分析実務に十分清用できるものと思われ  

る。これらの分析法は、いくつかの分析機閑とのクロスチェックにより信頼性の確認が行  

われた。なお、その際、初年度から検討されたジルコニウムの分析法についてはクロスチ  

ェック参加機関間で良い一致が見られなかったので今後の検討課題とされた。  
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Ⅵ 都道府県の放射能調査   



（43）北海道における放射能調査  

北海道立衛 生研 究所  

福 田 一義  奥井登代  d→フ休智  

緒言  

前年 に ひ き 続 き、科学技術庁委 託 に よ る 昭禾口 60年 度分 の 北海道   

に お け る 二放射能 調査 の 概 要 を 報 告す る。  

調査 の 概 要  

（1）調査対象  

降下物。降水．上水．淡水 白 j毎水。海底土．土嚢．食 品等 に  

つ い て は全ベ ー タ 放射能を 御足 し た。牛乳 に つ い て は ヨ ウ 素 －   

131（131Ⅰ）と、食品の一部を加えてストロンチウムー90（90sr）   
及びセシウムー137（137cs）の核種分析を実施した。また、モニ  
タリ ン グ ポ ス ト 及 び シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ を 用 い て  

空 間 線上量率 の 測定 を 行 な っ た。  

（2）測定方法  

全ベー タ 放射能は科学技術庁編「全ベー タ ニ放射能測定法」（   

昭和51年改訂版）、 131Ⅰは同庁編「放射性ヨウ素分析法」（昭   
和52年改訂版）、90srは同庁編「放射性ストロンチウム分析法   
」（昭和58年改訂版）、137csは同庁編「放射僅セシウム分析法  
」（昭和51年改訂版） に そ れぞ れ準拠 し た二方法を も っ て汲巨定 し  

た。空間線量率は シ ン チ レ ー シ ョ ン サー ベイ メ ー タ に よ る 方法  

と モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト に よ る 連続 測定 と に よ っ た。  

（3） 測定装置  
GM計数器：ア ロ カ TDC－103（GM－HLB－2501，GM－5004），  

ア ロ カ TDC－1（GM－HLB－2501）（昭和60年9月 ま で）  

盲笈高 分析器：コ ロ ナ 製 505  

低バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 放射能 自 動測定装置：ア ロ カ LBC－451  

原子 吸 光 分光光 度訂：日 立180－50  

シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ′ヾ イ メ ー タ：ア ロ カ TCS－121C  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：ア ロ カ MAR－11  

（4）測定結果  

イ  降 水 中 の 全 ベ ー タ 放射能  

札 幌市 に お け る 降 水 （定時採取毎及 び 大型水盤 に よ る1箇  

月 毎） 中 の 全ベ ー タ 放射能音別定結果 を 表1に 示す。  

ロ  各章蔓試料 中 の全ベ ー タ 放射能  

各慈試料 中 の全ベ ー タ 放射能う則定結果 を 一括 し て表 2 に 示  

す。海水の他については40K の寄与を含む値を示した。  
ま た、土零及 びラ毎底土の 値は 直苫法 に 拠 っ た。な お、浦上水 の  

前処理 は鉄－ バリ ウ ム共沈思 に拠 っ た。   

ハ 牛乳中の 
131工  
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汲高分析器を用いて康乳中の 131Ⅰを測定した結果、札幌市   
と 河東郡音 更 町 の 2 箇所 よ り 採取 し た12試料 に つ い て、ほ と   

ん ど検 出 限界 以下 の 値を 示 し た。ち な み に、最高 値 は1．1   

（札幌市），2．3（普 更町） pCi／1で あ っ た。  

ニ 食品中の90sr及び 137cs  
食品中の90sr及び137cs の核種分析結果を表3 に示す。あ   

わ せ てCa及 び K 含量 を 測定 し た。  

ホ  空 間 線量率  

札幌市 に お け る モ ニ タリ ン グ ポ ス ト及 び シ ン チ レ ー シ ョ ン   

サ ー ベ イ メ ー タ に よ る 空 間 線量率 の 測定結果 を 図1 に 示 す。   

前者は連続測定 に よ る 月 別の平均値及 び 最大値 と最d＼値、後   

者は 月一度測定に よ る 月 別の 値を も っ て表わ し た。  

表1  降水 中 の 全 ベ ー タ 放射能  

※ ※   ※  

年 月  測定 回数  降 水 量          最高 値  最低 f直  平 均 値  降 下 量  
爪m   pCi／／ゼ   皿Ci／たm2   

’85  4   6   51。5   57．6  0．0  14．4   0．125   
5   8   16．0   23．0  － 31．3  9．8   0．240   
6   4   16．0   42．1  －15．2  11．0   0．097   
7  10   99．5   42．6  － 32。5  14．1   0．175   
8   7   137．5   34．4  － 3．8  14．4   1．357   
9  12   85．5   24．7  － 9．5  11．8   0．086   

10  18   135．0   34．2  1．9  12．2   0．368   
14   50．5   32．5  －15．4  15．8   0．684   

12  16   59．5   30．5  －11．6  14．4   0．635   
’86 1  22   87．5   47。9  

－  5．7  14．8   1．932   
2  15   35．0   55．1  － 3．8  17．0   0．271   
3  15   33．0   53．8  －11。5  14．3   0．344   

※ 大型 水盤 に よ る 一箇 月 毎  ※ ※ 6 時 間 更正値  

衰 2  各種試料 中 の 全ベ ー タ 放射能  

試 料名   】采取場所  音別定 回数   単 位   車高値 最低†直 平均値   

上水（原水）  札幌市   2  pCi／ゼ   4．4  3．0  3．7   
上水（蛇口水）  稚内市   2   ／ク   5．3  0．9  3．1   
淡水   石狩郡石狩町  ロ   ／ク   7．7   
う海水   古宇郡泊村   ／ク   0，79   
海底土   ク   ロ  pCi／ダー範士   14．6   
土零0・－5c弟  札幌市   ロ  皿Ci／ん爪2   469   
土壌5・－20c弟   ノク   ノク   2，105   
原乳（生韓地）  ／ク   4  pCi／ダー生  1．35  1．07  1．21   
市販乳（酒肴地）  ノク   2   ノク   1．27   1．15   1．21   

ほうれん葺   石狩郡石狩田了  ロ   ク   6．43   
大根   ノク   ／ク   1．37   
精米（生産地）   ／ク   ／ク   0．91   
精米（消費地）  札幌市   ／ク   0．87   
日常食   札幌市，モ工別  2   ク   1．ユ7   1．11  1．29   

フナ   石狩郡石狩町  口   〃   1．79   
サケ   テ甫河郡浦河田丁  口   ノク   2．98   
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表 3  食 品 中 の核種 分析  

試料名   毒突 取 場所  灰化率   90sr※   137cs※  
％   pCi／kg一生pCi／g■二a  pCi／kg一生pCi／g－K   

大根   石狩郡石狩田了   0。53   9．6  41．1   2．0  1．1   

ほうれん葺   〃   1．88   4．4  11．8   0．7  0．08   

原乳   岩内郡岩内田丁   0．74   1．1  1．1   2．1  1．3   

ノク   河東郡士幌田了   0．75   2．1  1．9   2．0  1．2   
′ク   標津郡中構う華田了  0．75   4．3  4．3  19．1   12．1   

′ク   野付郡別学毎田丁   0．75   4．9  4．8   8．7  5．2   

タラ   釧路市   1．33   0．41  0．う9  8．1  2．2   

ホタテ   茅部郡森町   1．97   0．18  0」54  1．4  0．51   

コンプ   古宇郡泊村   1．82   1．63  0．98  1．8  0．56   

※原乳についてはpCi／ト生  

4   5   6   7   8   9  10 11 12  1  
’85  ’86  

2   3  

図1  空 間 線量率 の 月 別 推移  

（00モニタリングポスト（cps），■ト■トサーベイメータ（tLR／h））  

3  結 語  

本年度の調査結果において、原乳中の90srと 137csの測定値に   
従前 と 同様な j地域差を 認め た が、特に 異常†直は 出 現せ ず昨年並 で   

あ っ た。  
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（44）青森県における放射能調査  

青森県公害調査事務所  

西沢陸地、今 武鈍、木村秀樹  

1．緒 言  

前年度にひきつづき、昭和60年4月から昭和61年3月までに科学技術庁の委託により  

実施した放射能調査の概要を報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水．降下物．上水，土壌．日常食、農畜産物．海水．海底土，海産生物．空間線量奉。  

2）測定方法  

試料の前処理および測定は．科学技術庁福「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」．  

「放射性ヨウ素分析法く昭和52年改訂版）」，「NaI（Tl）シンチレーションスベク  

トロメータ機器分析き去（昭和49年版）」，「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」，  

「放射性ストロンチウム分析法く昭和58年3訂版）」に準拠して行った。空間線量率およ  

び計数率は．「放射能測定調査委託実施計画書（昭和60年度）」により測定した。  

3）測定装置  

β線の計測  低バックグラウンド放射能自動測定装置  

（アロカ製 LBC－452型）  

γ緑スベクトロメトリー  NaI（Tl）シンチレーションスベクトロメータシステム  

（NAIG Eシリーズ）   

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  空間綾卓率  

（アロカ製 TCS－121C型）  

モニタリングポスト （アロカ製 MAR－R42型）   

4）調査結果  

①青森市における降水（定時採取〉 と降下物（大型水盤による－ケ月毎）の全ベータ放射能  

測定結果を蓑1に示す。  

②青森市における月平均の積雪量と，モニタリングポストによる空間綾壬（計数奉）との関  

係を図1に示す。積雪量が多くなるにつれて計数率が低くなっている様子がわかる。  

③サーベイメータによる空間線量率の測定結果を衰2に示す。  
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④各種試料の全ベータ放射能測定葡黒を表3に示す。   

⑤原乳中のⅠ－131の分析結果を表4に示す。Ⅰ－131は検出されなかった。   

⑥農産物．海産生物中のSr－90およびCs－137の分析結果を表5に示す。野菜の分  

析傾が比較的高くなったのは前年度までと同じ傾向であり．数値も同程度であった。   

3．結 語   

太報の調査結果はチェルノフィル原発事故以前のものであり、例年と同程度で異常値は見ら  

れなかった。  

表1 降水．降下物の全ベータ放射能 （青森市）  

測 定米  降水量＊＊  放射能濾度＊   降下量米米  
年 月            回 数   （mM）   （pCi／り   （mCi／kmヱ）   

60．4   7   33．0  ND ・－ 18   0．20   
5   7   77．5  ND ・－ 20   0．48   
6   5   39．5  ND ・－ 62   0．61   
7  14  122．0  ND ・－ 46   0．72   
8  10   77．0  ND ・－ 20   0．33   
9   5   48．0   ND   0．20   

10  13  105．0  ND ・－ 28   0．66   

17  153．0  ND 一－ 57   4．7   
12  21  128．5  ND ■－46   2．4   

61．1  20  107．0  ND ・－ 68   2．8   
2  18   96．5  ND ・－ 87   1．7   
3   9   21．0  ND ～ 84   0．98  

＊ 定時採取による降雨ごと  
米＊大型水盤による一ケ月ごと   

CPS  

0
 
 
0
 
 
0
 
 

0
 
 

M
2
 
1
0
 
 

C
 
「
■
∃
 
 
 60．4 5 6 7 8 9 101112 61・1  

年  月  

図1モニタリングポストによる空間線童と  
碩雪圭との関係（青森市）  
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表2 空間線量率（サーベイメータ）  

測 定 場 所  測定回数  単 位  最高値  最低値  平均値   

青森市 書谷  12  〟R／h  5．2  3．2  3．9   

表3 各種試料の全ベータ放射能  

試 料 名   採取地点   採取年月日   放射能凛度 （含K）   

上 水（蛇口水）  青 森 市   60．6．5   N D   
〝   〝   60．12．17   N D 

土  壌  〝  60．7．25  

0・－5cm  310 （mCi／kMl）  

5一－20cm  760 （〝）  
土  壌  むつ市  60．8．5  

0一－5cm  770 （mCi／k汀声）   

5・－20cm  1300  （ 〝 ）   
日 常 食  青森市  60．6．19  0．94（pCi／g生）   

〝   〝   60．12．23   1．1 （ 〝 ）   

原  乳   〝   60．8．28  1400  （pCi／t）   

〝   〝   61．2．25  1200  （ 〝）   

大 根（生産地）  三 戸 町   60．11．22   1．6 （pCi／g生）   
キャベツ（〝）   〝   〝   1．9 （ 〝 ）   

〝   む つ 市   60．11．7   1．5 （ 〝 ）   
ジャガイモ（〝）   〝   60．8．5   2．9 （ 〝 ）   

米（消毒地）   弘 前 市   61．l．31   0．61（ 〝 ）   
海  水   むつ市（関根浜）  60．5．28   1．4 （pCi／り   

〝   むつ市（大 湊）  60．8．5   0．96（ 〝）   

i毎 底 土   むつ市（関根浜）  60．5．28   3．8 （pCi／g乾土）   
〝   むつ市（大 湊）  60．8．5   16  （〝  〉   

ホ夕子（生産地）   む つ 市   60．11．7   3．1（pCi／g生）   
カレイ（ 〝 ）   〝   60．11．20   2．8 （ 〝 ）   
ムラサキイ射（ 〝 ）   〝   60．6．24   2．6 （ 〝 ）   
ホンダワラ（〝）   ／／   60．5．14   10  

〝   
（ 〝 ）  

深 浦 町   60．6．1   6．5 （〝 ）   

表4 原乳中の刷Ⅰ（青森市）  

採取年月日  60．6．20  60．7．30  60．8．27  60．9．18  60．10．9  60．11．28   

測定値（pい／＝  ND  ND   ND   ND   ND   ND   

衰5 農産物．海産物中の放射性核種濃度  

測  定  値 （pCi／kg生）  
試 科 名  採取地点  採取年月日  

†osr   ／叩cs   

大  根  三 戸 町  60．11．22   6．3   N D   
キャベツ   〝   〝   5．6   
ホ夕子   む つ 市  60．11．7   N D   N D   
カレイ   〝   60．11．20   N D   N D   
ホンダワラ  深 浦 町  60．6．1   N D   N D   
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（45）j牧田県Jこおける兼勿憮細皇  

泉田兵衛生科孝御免汁  

ヱ．点者書  
賭和‘ク年度 砕≠ん〟ガ ユ＝契施Lた政彦摺巨額隻纏果り顔専を艶  

色する 

．   ヱ・ 
′・一  

雨水・上水．浸水ノ 上凌′凄壱産物．屠場′を聞療量  
甘）利便す該  

′J 

歯人・ ′）  
ご名  

じた．  

甘）刺廃蒙選  
りノ 

誘ペ 

ノ   

女ム∫   

（4 
れ。よち醐。卵教射齢泉1／各麺嘉射ヤ針金  

I  

吐くに逢してレ、ろ。  

・ ′ ：  

．／∫  
エ 

フこ 

3．鮨毒舌  
ユ月す句り降水（骨ノから高し、／卦β祇射終車t森出された以外は′  

斬L£案帝舶観那岬′前年招ゞ同じ碑レ畔）こ  
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長上、雨水仝β放射鮭の月別組  

年月  測定個数  降水量  朝粥  長闇  鼻鬱  乎裾  碑凄   

碑Jq4   ／／   ／／3．∠   ∠ヱ．ヲ   ／j・グ   J／．ク   ノ．ヲ   

∫   ヲ   ／34．♂   ∫∠．ヲ   J．g   ブコ．7   コ．∠   

‘   7   j5．∠   ∫2．∫   2・デ   ユ7．ク   ク．7   

7  ／、ぐ   ヱg∫．g   ∫β．7   ♂、ク   ／j．ぎ   プ．デ   

∂   7   ／24．3   J3．7   ク．∠   ／′ヲ   ／ノ   

9   ／タ   ヱ牛乳ゲ   ヱ∫．ダ   ／．∂   タ．亭   ヱ、／   

／∂  ／ダ   ヱ／／．g   チ7．7   ♂．∂   ヱ／．早   ヱ、7   

／／   二乙∂   ヱ9∫．占   ／ヂ∠．   ♂．（フ   J訂．ア   占、ナ   

／ヱ  フ／   ／∫∫♀   ／77   7g   gj．Z   ∠．ぎ   

移J／．／   ／g   ／ク乎．2   ヱフ／¢   7デ  3g£   ＿乙g、ク   

ヱ   ／♀   ク♂・ゲ   ／♂ヱ   ／J．♂   7／，孝   卓、2   
∂   ／√   牙ア．ヱ   ／クZ．   ／∠．g   √∂・ヲ   j、亭   

（ラ則東風よg時間邑正確）  

鼻2．各確執対ヤの金鋤碩丁錐  
宅札刹鬼  凍顔≠こ  凍′教卒月日   斑射能舞友   

守一乳（頻乳  ′／／± ク．♂j明  
∠久／2．／了   ′／ア士 ク．βjケ  

キャベツ  ∂∂．／／．7  ′7j土♂・咋喝】  
ダ’イコン／  占クィ／．7  

券青菜   占♂．／β．／ク  ㌶…㌶畑   
ブ イ  ∠∂．訂．∂   2．叫士 ク．ク′ウ   

タ イ  者巌   ∠β．gノ5   ヱ、曾9± クノ≠ウ．   
森℡帝   

官尊食  ′♂t7．ヲ  ／占4ク．± ∠♂．㌢衡こ  
ウ  

∠♂．〝．／ヱ   ／74ク．士 ∫7．∠・′】   
ヲえ 水   〆ク g．g   2．ク土 ♂．ゴ亀 
＿土 遠く  ∠♂．7．g   ク、5 士 ♂．2  レ   

（疲．ロ水）  〆♂ノヱ／∂   ユ．2 士 ♂．ヱ ■′   

多可即ケ  〆♂・タ・ヱ7  与言雲二董轡     ′ 
（ナづ  占aヲ．27   ヱ′     ′   
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哀3．名籍試射の彪摩介杵結果  

餅対／名  凍原姥  触年卵   
頒り 獲＿ j結  
，誓r   

果  

／JクC、P   

年季．（原乳）   
‘∂．／ノ．／ヲ  

キャベツ   占ク．／／．7   

㌢イ＝7 ン  ‘∂ノ′ 7  I4．‘工／．βク ′′  ♂．∫7±ク．33 ～   

呆（プ精米ノ  gβノ♂．／∂  ／．ヰJ土♂．47 ゥ  ヱ∫3 土ク・∫∫′′   
コ  イ  ′   占ク．才．g  ナヲ、占 工ヱ∫Z ～  チ訂3土／・ブ9 ′′   

タ イ   男鹿守  ‘♂．g．2j    ／／  73ヱ±ヱ．ロgヶ  
塩     3ノg土／，ク7鹿  ち偉食rg月）  j紋四季  ‘♂．7．9   

ゥ （／／月）   ケ   ‘¢〝／j  ユg4土ク．門 一′  ヲ．∫ワ±ク．占／′′   

土 壌（♂ん∫  タすi乙町   
サ   

（∫づ♂  ヱ7ざ±J．アち       ‘∂．9．ヱ7  7ア．9 土3．ロ ウ   

麦4．牛乳（虎乳）やの′∫′H枚同市）  単権て毎   

操車年月日  ‘♂．42占  ‘ク．7．フ3  ‘β．g．引  わノ／．／  ∠¢／ユ／ヂ  ∠ノ．2．2g   

奴射鮭濱度  43王2ヨ  α占土2．3  ーα2王23  9．／工ユ3  ．チプ土2．3  －／．2土ユ3   

享
－
ア
リ
ン
乞
か
ス
ト
 
 
 

サ
ー
ベ
イ
イ
タ
ー
 
 
 ∫ 6 7 牙？′OJ′JヱIヱ 3  

ぶ．  

即・モニタ，ノイ井領トヒサーベイり一冊る壁間線量  
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（46）山形県における放射能調査  

山 形 県 衛生 研 究 所  

設楽秀弥・吉岡みゆ き・本田千香  

1 緒  言  

昭和60年4月から61年3月までの期間に実施した科学技術庁の委託による山形県における放射能   

調査について報告する。  

2 掬査の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、土壌、日常食、陸水（上水）、農畜産物（牛乳、野菜、米）及び海産生物（魚頬、  

貝類、海藻類）の全ベータ放射能、ならびにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線  

量を測定した。  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全ベータ放射能及び空間線量の測定は、科学技術庁編「環境試料採取法（昭和  

58年）」、「全ベータ放射能測定法（昭和51年度改訂）」及び昭和60年度放射能委託計画書に  

より行った。  

（3）測定装置  

各種試料の全ベータ放射能の測定は、GM計数装置（Aloka製、TDC－103型）を使用した。空   

間線量の測定は、シンチレーションサーベイメータ（Aloka製、TDS－121型）及びモニタリングポ  

スト（Aloka製、MAR－11型）を  

使用した。  

（4）調査結果  

イ 降水の全ベータ放射能について  

は定時採水による降雨ごとの測定  

結果を表1に示した。  

ロ 降下物の全ベータ放射能月間降  

下量については大型水盤による測  

定結果を表2に示した。  

ハ 各種試料の全ベータ放射能測定  

結果は表2に示した。  

ニ 空間線量の測定結果は図1に示  

した。  

3 結  語  

降水及び各種試料の全ベータ放射能   

及び空間線量は、例年とはぼ同程度の   

値を示しており、特に異常値は認めら   

れなかった。  
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図1 空間ガンマー線線暮率及び計数率  
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表1 降水の全ベータ放射能（定時採水）  蓑2 全ベータ月間降水暮  
（山形市）  

採取期間漂 

S60．4．1～  5．11 0．27  

5．ト   6・1 ND  

6．1～  7．1  ND   

二三‾‾ こ二1二＿  

D
 
 
 

N
 
 

O
 
 

l
 
 
 

9．2ト  

10．1－ 11．1  

11．1～ 12．2  

12．計－S61．1．4   

S61．1．4－  2．1  

2．1～  3．1  

3．1～  4．1  

D
 
D
 
 

N
 
N
 
 

2
 
 

N
D
 
N
D
 
O
・
5
 
 

表3 各種試料の全ベータ放射能  

試   料   名   採取地点   採取年月日  
放射能濃度  

（含K）   

土  壌（0－5c職）  山 形 市   

′′  （5－10仇）  ′ちl  〝  7・22i 16  ”   

日常食   〝  〝6・16  

〝   ／ノ  〝12・9   

上   7k（蛇 口 7k）  ′／  〝  6・11   ND   

／′   〝   〝 12・16   ND   

牛  乳（消費地）   

〝（〝）  ′′ 1〝   〝 8・10 ”2・7  】1100pCi／β 11100′′   

ダイ コ ン（ 〝 ）   ． 〝 10・1  1．7 pCi／グ 生   
ホウレン草（ 〝  ／／            ）  ／′   ′′ 10・1  6．0  〝   

米  （  〝  ）   ／／   ′／12・4  0．84   〝   

ワ カ メ（生 産 地）  酒  田  市   〝  6・4  2．6  〝   

サ ザ エ（  ′′  ）   ／′   〝  7・19  4．4  〝   

イ ワ シ（消 費 地）  山 形 市   〝   9・17  2．1  〝   
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（47）宮城県もこおlナる放射青巨調査  

宮城県偏子カセンタ一  

束永 紳 一  

1 緒 言   

前年度に引き続き、昭和60年度に宮城県で実施した科学技術庁委託放射能測定調査   

の結果を報告する。  

2 調 査 の 概 要  

（1）調査の対魚  

雨水・降下物・上水・土壌・日常食・農畜産物、及び海産生物については全ベータ  

放射能の測定，牛乳（腐乱）については、1ユ1Ⅰの核種分析を行った。また、空間ガン  

マ線の線量率を毎月1回、計数率を周年連続で測定した。  

（2）滑走方法  

全ベータ放射能は科学技術庁編 r全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、131Ⅰ  

は同庁編「131ⅠのNaI（Tl）ガンマ線スペクトロメータによる迅速測定法」、空間  

ガンマ線の線量率、及び計数率は「放射能測定調査委託計画書（昭和60年度）」に基  

づいて行った．  

（3）測定装置  

イ 全ベータ放射能  オートサンプルチェンジャ付GM計数装置（アロカ製  

S C－702、TDC－501）  

3′ ¢×3’NaI（Tl）シンチレ一夕、及びMC  ロ131Ⅰの核種分析  

A（バイクロン襲 3H3／3P、NAIG襲 Eシリ  

ーズMCA）  

ハ垂間ガンマ線の線量率  NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ（ア  

ロカ襲 TCS－121C）  

ニ 垂間ガンマ線の計数率  NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポス  

ト（アロカ製 MAR－11）  

（4）調査緒異  

義1に雨水・降下物の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に上水・土壌・日常食・農畜産物、及び海産生物の全ベータ放射能の測定結  

果を示す。  

表3に牛乳（腐乱）中の1alIの測定結果を示す。  

表4に空間ガンマ線の計数率、及び線量率の測定緒果を示す。  

2 結 語  

昭和60年度の宮城県の放射能レベルは、各試料とも、例年と同レベルで推移した。  
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表1 雨水及び降下物の仝ベータ放射能   （調査地点：宮城県原子力センター）  

全ベータ放射能（pci／且）   
年  月  試料赦  

月間降下量  
備 考  

最大値  ～  最小値   （皿Cユ／ld）く注〉  

60．4   10  32  ′｝   N．D．   0．75   

5   10   53   ′－  N．D．   0．58   

6   9   33   ～  N．D．   0．84   

7   9   23   ～  N．D．   1．0   

8   1   N．D．   N．D．   

9   14   14   ～  N．D．   N．D．   

10   8   22   ～  N．D．   0．31   

11   7   34   ～  N．D．   0．57   

12   3   20   一－  N．D．   N．D．   

61． 1   2   N．D．   0．11   

2   4   19   ～  6．7   0．22   

3   8   43   ′｝  N．D．   1．3   

く注〉大型水盤による1ケ月毎の測定値  

表2 各種試料中の全ベータ放射能  

試 料 名   挟 取 地  採取年月日   全ベータ放射能   備 考   

陸士 0～ 5ロー   岩出山町   60．8．12   9．9  pCエ／g乾   

陸士 5－20cm   岩出山町   60．8．12   8．4  pCユ／g乾   

日 常 食  女川町・石巻市  60．7．3ト8．1   l 

日 常 食  女川町・石巻市  60．12．10   0．86  pCi／g生   
I  

上水（蛇口水）   仙 台 市   60．7．1   N．D．  pCl／虚   

上水（蛇口水）   仙 台 市   60．10．1   N．D．  pCユ／丘   

ほうれん革   仙 台 市   60．5．1   4．9  消費地  

大  根   仙 台 市   60．9．2   1．8  pCl／g生  消費地   

精  米   田 尻 町   60．12．4   0．71 pCl／g生  生産地   

牛  乳   仙 台 市   60．5．1   1200  pCi／丘   消費地   

牛  乳   仙 台 市   60．g．3   1200  pCユ／丘   消費地   

か れ い   仙 台 市   60．6．3   1．4 pCl／g生  消費地   
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表3 牛乳（原乳）中の131Ⅰ濃度  （瀦査地点：岩出山町）  

採取年月日   60．5．8  60．6．17  60．7．26  60．8．12  60．9．9  60．10．7   

1＝Ⅰ濃度（pCi／丘）  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

表4 空間ガンマ線計数率及び線量率  

空間ガンマ線計数率（cps）  空間ガンマ線線量率   
年  月  

最 大 値  平 均 値  最 小 値   〝R／h  

60． 4   15．0   8．5   8．0   5．1   

5   13．2   8．8   8．0   5．6   

6   12．7   8．7   7．8   5．1   

7   14．1   8．9   8．0   5．0   

8   10．5   8．8   8．0   5．4   

9   14．5   9．2   8．1   5．8   

10   11．2   9．1   8．1   6．2   

11   14．5   9．3   8．1   5．7   

12   12．2   9．0   8．2   5．4   

61． 1   14．0   9．1   8．1   5．6   

2   11．4   8．9   8．0   5．7   

3   11．4   8．9   7．9   5．7   
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（48）福島県に馴ナる放射能調査  

福島県原子力センター  

北野 和男 安部 幸雄 鈴木  徹  

佐々木信博  仲井  康通  三瓶  良和  

1．緒言  

昭和6 0年度に福島県が実施した科学技術庁委託の放射能調査   

結果、及び原子力発電所周辺の環境放射能調査結果を報告する。  

2．調査研究の概要  
（1） 調査対象  

ア．委託調査……空間線量率、大気浮遊じん、雨水、野菜、牛  

乳（市販乳、原乳）、清白米、日常食、淡水魚、上水、淡水  
陸士、海水魚、海水、海底土。（福島市、相馬市、大熊町）  

イ．原子力発電所周辺調査……空間線量率、空間積算線量、大  
気浮遊じん、陸士、陸水、海水、海底沈積物、農産物、畜産  

物、松葉、掘産生  

浪江町、小高町）  
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3．結語  

環境中の放射能凛度は、前年度と同程度であった。  
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表－1雨水中の月別全β濃度  

年  月  曲姦  …＝二召‘ざ■謂圭  表・…  町野）  器田男）  ；貞＝＝こざi三   

60年 4月   15   225  

5月   12   69  

6月   16   218  

7月   12   173  

8月   2   67  

9月   14   294  

10月   10   136  

11月   8   91  

12月   5   6  

61年 1月   2   12  63．1  5．7   0．07   

2月   6   115  38．0  1．0   0．03   

3月   10   190  

合  計  112  1596  0．10   

き圭  一 は検出きれず  

表－2 科学技術庁委託調査結果  

（空間線量率、全β放射能濾度、牛乳（原乳）中の放射性ヨウ素濃度）  

試  料  名   採取場所   測  定  値   

空間線虫奉  大熊町  5．76－6．91′JR／h（平均値6．25′lR／h）   

大気浮薄 じ ん  〝   0．14 － 0．46  pCi／m3   

大  根  福島市   1．4  pCi／g生  

野 菜                   ほうれん葦   〝   4．1  pCi／g生   

牛  乳（市販乳）  〝   1226 ～1231   pCi／且生   

精  白  米  〝   0．76  pCi／g生   

日  常  食  〝   0．81 ～ 0．93  pCi／g生   

淡  水  魚（鯉〉  〝   2．3  pCi／g生   

上  水（蛇口水）  〝   2．2 － 2．9  pCi／且   

や炎  水  〝   1．1  pCi／且   

陸士（0－5cm）  〝   10．5  pCi／g幸乞   

陸士（5－20cm）  〝   9．5  pCi／g乾   

海水魚（あいなめ）   相馬市   2．6  pCi／g生   

海  水   〝   検 出 き れ す   

海  底  土  〝   14．O  pCi／g乾   

牛乳（原乳）中の  
放射性ヨウ素濁度  

大熊町   検 出 き れ ず   
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表－3 原子力発電所周辺の空間線量率  

測定  測  定  値 （〟R／hr）  
測定場所   地点数   平  均  値  最  大  値   

楢葉町   2  連続   4．8 ～ 4．9  8．7 ・－ 9．0   

冨岡町   3  〝   4．5 ・－ 5．0  8・1－ 9・2  

大熊町   3  〝   4．3 一－ 5．0  7・6 － 8・8  

双葉町   2  〝   5．0 一－ 5．3  9．0 一－ 9．4   

義江町   
更新前  3．7 一－ 4．9   6．1・－ 9．6  

3  〝  
更新後  4．5・－ 5．5   6．5 ・－ 8．2   

小高町   2  〝   3．5 － 4．7  7．1 一－ 7．3   

注  ※ 昭和61年1～2月に検出器の更新を行った。  

表－4 原子力発電所周辺の空間積算線量 （TLD）  

測定場所  測定地点数  測定回数   積 算 線 土 （1年間相当値） mR   

楢葉町   3   4回／年   72  一－  73   

冨岡町   3   〝   65  ・－  68   

大熊町   3   〝   59  ・－  73   

双葉町   3   〝   65  －  80   

浪江町   3   〝   77  －  78   

小高町   ■3   〝   65  ・－  72   

－179－   



表一5 原子力発電所周辺の大気浮遊じん  

測 定 場 所  （寄贈声）  （朝野）   核  種  濃  度   

富岡町役場   0．8   1．3   検出された核種なし   

原子力センター   0．8   1．2   〝   

夫 沢 地 区   1．0   1．1   〝   

幾世橋小学校   0．8   1．2   〝   

表－6 原子力発電所周辺の環境試料中の放射能測定結果  

試 料 名   検体数  単  位  全 β 濃 度   核  種  濃  度   

陸  士  12  PCけg乾  12．1■－15．2   137Cs  0．41・－0．82   

上  水  24  pCi／且   0．7・－1．9   3日   LTD～ 62   

海  水  30  pCi／£   汀D－0．7   3日   LTD～ 34   

海底沈積物  30  甚i／g乾   6．7～19．1   検出された核種なし   

精白米   6  甚けg生   0．5・－0．7   137C＄  LTD～0．004  

農産物               葉 菜  12  PCi／g生   2．7・－7．8   検出された核種なし  

根 菜  12  甚けg生   1．0・－2．4   検出された核種なし   

畜産物  牛 乳  24  PCi／g生   1．1・－1．4   1きTC＄  LTD～0．005   

松  葉  28  PCけg生   1．8・－3．2   137Cs  LTD～0．047   

海産  l．7一－ 3．6   137Cs  LTD・－0．008  

生物   8  PCi／g生   4．1～10．9   検出きれた核種なし   
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（49）茨城県における放射能調査  

茨城県公害技術センター  

橋本和子，菊地信生．平井保夫  

三好 隆ノ」、沢 純，森田茂樹  

1．緒 言   

前年度にひき続き，昭和60年度の交付金事業および放射能委託事業に基づく，原   

子力施設周辺環境調査および核爆発実験による影響調査の結果の概要を報告する。  

2．摘査結果の概要  

（1）調査の対象  

空間線量，雨水，降下物，浮遊塵，陸水，農畜産物，土壌，海産物，海水，海底土，排  

水。  

（2）測定方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定および核種分析は，主として科学技術庁の  

指針に基づき行った。  

使用した測定器は，空間線量率は車載エリアモニター（NaI（T鐙）），積算線量  

はTLD，全ベータ放射能はGM計数装置，核種の測定は低バックガスフロー型  

GM計数装置，液体シンチレーションカウンタおよびGe半導体検出器である。  

（3）測定結果  

イ．空間線量率および積算線量について，期間中異常値はなかった。（表1）  

ロ．降下物，浮遊塵，定時採取降水の全ベータ放射能は．年間を通じて低い水準であ  

った。また，核種分析の結果も人工放射性核種のほとんどは検出限界以下であっ  

た。（表2，蓑3）   

ハ．環境試料の全べ一夕放射能は，いずれも昨年同様の値であった。（衰4）   

ニ．農畜産物および土壌の 90sr．137cs濃度は昨年同様低い値であった。また．原  

乳のⅠは期間中不検出であった。（表5．6）  

ホ．海水，海底土の放射性核種濃度は昨年同様の値であった。（表7）   

へ．原子力施設排水の全ベータ放射能については，原研第2排水の10月が高めで  

あったが，調査の結果，法令値を下回る計画放出であった。（表8）  

3．帯 語  

昨年同様，異常値は検出されなかった。  
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表1 空間線量率および積算線量  

昭60  昭61   

5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 平均  項目  一地域地点数l4  
モニタリン，ダストソ  東海地区 5  5．15．0 5．0 5．0 4．9 5．15．15．15．15．15．15．0 5．1  

4．8 4．8 4．8 4．7 4．7 4．8 4．8 4．9 4．8 4．7 4．7 4．7 4．8  

ヨ封  

（〃R／h）l大洗地区 4  

東海地区 9  サーベイ  4．0 3．6 3．6 3．9 3．4 3．4 3．5 3．5 3．6 3．6 3．6 3．6 3．6   

3．6 3．4 3．6 3．5 3．2 3．7 3．8 4．14．0 4．14．2 4．6 3．8   

5．14．了 3．7 4．5 4．2 4．2 3．9 3．9 4．0 4．0 4．2 3．9 4．2  

（〃R／h）∃大洗地区 3  

水戸市  1  

積「二蒜｝lも ‾…・ユ∴毎ニセーく   

（mR） 大洗地区  

水戸市  

計  

8  ”29   

6  ”20  

5
 
 

1
 
 

表2  雨水，降下塵，浮遊塵の全べ一夕放射能  

試料  単位 14 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 平均  
定時採取雨水  pCi／旦  10  0  0  0 10  0 10 10 10170 10 10 10  

衷3 降下塵、浮遊塵の放射性核種  

試料  単位  7Be▲OK5▲Mn95zr95NblO6Ru137csl＝ ce  備考  

年間降下量  降■F一塵 mCi／km2 37．5 0．38 ＊  ＊  ＊  ＊  5．4  ＊   

浮遊塵×103pci／m3 62．71．9 ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 月間値平均  

表4 環境試料の  
‾‾‾一 全ベータ放射能  

試料 採取場所 試料数 単位 平均  

蛇口水 水戸市  4  pCi／¢ 2．1リラス  東海村 1 pCi／g生 3．0  

原乳  〝  

市販乳 ”  

ホウレン草 ”  

大根   ／′  

2 pCi／g生 1．4  

2  ”   1．4  

コイ  霞ケ浦 1   ”  3．0  

淡水  〝  l pCi／8  6．2  

1   ”  4．8土壌（0～5）東海村1 pCi／g乾 8．9   

1  ” 1．8′′（5－20）〝 1  ／′  7．6  
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表5 農畜産物の放射性核種濃度  （pCi／Kg生）  

試料l採取場所1書式料数  
90sr最高 平均  137cs最高 平均  

戸 東海村  

＼ 原乳 重 大洗町  

1．1   1．1   

1．2  1．0   

1．4  1．0  

1．4  1．4   

2．4  1．4   

1．8  1．3  水戸市 ⊇  3  

市販乳l水戸市  
＿．－＿＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．⊥＿■．＿＿＿＿  

1     r．東海村  

1 1．4  

精米  大洗町  

水戸市  

草
 
 

ウ
 
 

木
 
 

7．0  5．1  

9．3  8．4  

21．9  13，2  

大洗町 モ  2  

水戸市戸 2  

14．6 l  

蓑6 土壌（庭土）の放射性核種濃度  （pCi／g乾土）  

採叡場所  試料・数  90sr最高 平均 皇  137 cs 最高 平均  

東海村  

大洗町   

8．28  D．19  

0．54  0．34  

0．95  0．58  

0．90  0．87  

0．83  0．75  
】  

0．31【  
＿＿．＿      】  

水戸市i l  

表7 海水．海底土の放射性核種濃度  （年度内2回採叡平均）  

種類  採取地  gOSr  108Ru137cs  l＝ce  

久慈沖  A  O．11  

海水  動燃東海沖 G  O．11  

（pCi／の  阿字ケ浦沖 T  O．11  

那珂湊沖  ▲J  O．10  

大賢沖  K  O．12  

再処理工場放出口周辺P O．10  

0．Dl O．10  0．02  

0．00  0．・09 →－0．02  

0．02  0．14  0．01  

0．01 0．ユ2  0．01  

0．02  0．09 －0．01  

－0．01 0．11 0．01  

久慈沖  A  3．4  

海底土  動燃東海沖 G  4．2  

（pCi／Kg） 阿字ケ浦沖 王  5．5  

那珂湊沖 J  l．0  

大貫沖  K  2．8  

再処理工場放出口周辺Pl．8  

1．6 19．6   7．3  

3．7  28．5  1．7  

2．7  60．0   3．9  

1．1 27．0  －0．3  

6．7 17．6  7．5  

5．8 14．8  0．6   
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（50）埼玉県における放射能調査  

埼玉県衛生研究所  

中沢清明  川名孝雄  服部昭二  

1．緒  言  

前回にひき続き、碕玉県で昭和6 0年廣に実施した放射能調査   

について報告するっ  

2．調査の概要  

（1）調査の対象  

定時雨水、降下物、上水、農畜産物、海水魚、日常食、土壌∴  

空間椿量  

（2）試料の調整及び分析測定法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976、改訂）」、「放  

射性セシウム分析法（1976．改訂）」、「放射性スト ロ ンチュ  

ウム分析法（1974，改訂）」、「NaI（Tl）シンチレーシ ョ ンス  

ぺクト ロメ ータ機器分析法（1974）」に従った。  

（3）測定装置  

G M計数装置：アロカ TDC－103型、ローバツクグランドカン  

タ ー：アロカ し8C－451型、波高分析器：日立 505型、シンチレ  

ーシ ョ ンサーベイ メ ータ：ア ロ カTCS－121C型   

（4）調査結果  

イ  全べ一夕測定結果  

いすれの検体も期間中に異常値が認められなかったので昔  

時する。  

□  核種分析測定結果  

（イ）大型水盤による1ケ月毎の降下物の分析結果は表1に示  

すとおりである。  

（口）一番茶、米などの食品における分析結果は表 2に示すと  

お りである。  

（ハ）その他の分析結果は異常値が認められなかったので省略  

する。  

ハ 空間線量率並びにJ封Ⅰの測定結果  

（イ）空間線量率測定結果は表3に示すとおりである。  

（ロ）原乳の ほlI測定結果は全試料（6検体）とも検出限界以  
下であ っ たので省略する。  

3．結 語  

いすれの調査項目においても、前年産とほぼ同程度の値を示し、   

特に異常な値は認められなかっ た。  
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表1 降下物の核種分析結果  

…．×10・amcけkM  

月  4   5   6   7   8  9 10 1112  1   2  3  

降水量 182  74 229 234 169 176  75 102 12 18  24 141  
叩s r  3   1  1  1  1  1  1   2   2   1  1   0  

椚cs  2   4   1  1  1  1  1   0   1   2   0   1  

表2 食品中の核種分析結果  

＝s r  J汀cs  
種  類  採取地 採取月日 灰分％  

PCi／kg S．U． pCけkg C．U．  

生産地 入闇市  6．27  5．39  53．9  21．3 14．5  0．75  

一 番 茶 生産地 入間市  6．27  5．0ア  41．3 14．6  21．2   1．32  

生産地 所沢市  6．27  5．58  53．8 17．5  32．2   1．66  

消費地 浦和市  12．2  0．73  0．35  9．28  0．64  0．81  

精  米 生産地 本庄市  2．22  0．35  7．38  0．16  0．23  
生産地 川島町  2．10  0．4111．7  0．00  0．00  

生産地 本庄市  2．22 1．15 14．1   0．48  0．25  

生産地 川島町  2．10  0．64  丁．47  0．66  0．32  玄  米  

ほうれん草 消費地 浦和市  12．2  
大  根 消費地 浦和市  12．2  
あ  じ 消費地 浦和市  12．2  

4．78 10．4  0．26   0．04  

2．71  8．42   0．01  0．01  

1．65   0．14 14．5  4．98  
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浦和市  
浦和市  

4．37  

丁．31  
日 常 食  

a：g／l， b：PCi／・， C：g／人・1日， d：PCI／人・1日  

表3 空間線量率  

〃R／h  

月  4  5  6  7  8  9 10 1112   1   2  3  

天 候  晴  晴  曇  晴  晴  晴  晴  晴  晴  曇  晴  晴  
空 闇  
線量率  

6．3  6．3  6．2  6．2  6．2  6．2  6．1 6．3  6．3  6．2  6．3  6．1  
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（51）東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所  

笹野英雄 鈴木秀雄  
斉藤庄次 高橋保雄  

1．緒言   

昭和60年度に実施した放射能について報告する．  
2．調査研究の概要   

（1） 調査対象の試料  全β放射能測定用試料および核種分析用試料  

の採取場所，採取回数を表1に示す．このほかに新宿区，八丈島の  
空間線量調査を12回づつ行った．  

表1．調査用試料の採取場所および採取回数  

試 料 名  採取場所  採取回数  全β数  核種分析米  

雨水．ちり（降雨毎）  新宿区百人町  n
O
2
つ
】
2
1
1
1
2
2
－
▲
1
4
1
 
 

8
1
 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

ー
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

雨水．ちり（定 時）  

日常食  

牛乳（消費地）  

米（消費地）  

野菜（ほうれん革）（消費地）  

〃
 
〃
 
〃
 
 野菜（大根）（消費地）  〝  

上水（原水）  葛飾区金町  

上水（蛇口水）  〝  

土壌（0－5cm〉  〝  

土壌（5－20cm）  〝  

牛乳（生産地．WHO報告） 八丈町  
海水魚（生産地）  三宅島  

米核種分析用試料は前処理後日本分析センターに送付した．  

（2）測定方法  科学技術庁編 放射能測定法 （1976年）によった．   
（3）測定器  

GM計数装置  理研計器（株） MODEL RSC－3NI  
GM計数管  ALOKA GM－LB－2501  
シンチレーションサーベイメーター  ALOKA TSC－121   

3．調査結果   

（1）各試料の全β放射能測定結果を表2，3，4に示す．  
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表2． 雨水，ちりの全β放射能  

降  雨  毎   大型水盤  

年 月  

測定数  降水量  測定値  月間降下量   測定値  

（mm）  （pci／l） （mci／km2）   （pci／り   

60．4   12  213．2  ND   ND   

5  

l  

〝  

6   4   2．9   

7   9  79．2  最高値  〝   ND   

8   4   173．2  最小値  〝   〝   

9   9   127．4  平均値  〝   〝   

10   8  99．5  すべて  〝   〝   

5  94．4  ⅣD  〝   〝   

12  
l  

〝  

61．1   〝   

2   4  60．6  〝   〝   

3   8  230．0  〝   〝   

ND：検出きれず  

表3．上水，土壌，日常食，農産物の全β放射能  

試料名  測定数  単位  測定値（測定年月日）  

上水（原水）   

〝（蛇口水）  

土壌（0－5mm）   

〝（5－25mm）  

‡日常食  

‡き毎水魚  

‡米  
春野菜（ほうれん革）  

‡〝（大根）  

‡牛乳（消貴地）  

‡〝 （生産地）  

PCi／1   ND（6／13），ND（12／11）   

〝  NOく6／13），ND（12／11）  

mcけcm2   1，016（7／24）   

〝  4，450（7／24）  

PCi／1生  0．69く6／14），0．83く12／6）   

〝  3．8（9／27）   

〝  0．52（10／31）   

〝  4．5（12／18）   

〝  1．8（12／18）   

〝  1．34（8／26），1．43（2／19）   

〝  1．03（5／21），1．31（8／26）  

1．53（11／12），1．56く2／19）  

2
 
つ
］
 
l
 
1
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
4
 
 

‡：K含有測定値  

ND：検出きれず  
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表4．空間線圭率 〟R／hr（サーへ“イメータ）  

測定年月  新宿区内   八丈島内  

4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
1
 
2
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
 

7
 
2
 
皿
】
 
5
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2
 
6
 
2
 
8
 
7
 
1
 
8
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

6
 
0
0
 
6
 
7
 
6
 
6
 
6
 
7
 
6
 
8
 
6
 
7
 
 

A
】
 
5
 
4
 
2
 
8
 
5
 
8
 
7
 
7
 
0
 
2
 
7
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

4
 
5
 
4
 
5
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
5
 
4
 
 

4．結 語  

表2，3，4は昭和60年度の結果であるが，  
前年度にくらぺ特に異常は認められなかった．  

ー189－   



（52）手中 姦Jll県  放
 
 

る
 
 

お
 
 

こ
 
 

’
＿
 
 射 台巨 調 査  

－  1985 －   

之
代
 
 
 

裕
育
 
 

城
島
 
 
 

高
飯
 
 
 

所
 
 

究
博
男
 
 

研
旬
英
 
 

生
 
 

衛
山
山
 
 

県
小
杉
 
 

奈
 
 

神
 
 
 

1． 緒  

前年度 に 引 き 続 き，1985年度 に神奈川 県 が実施 し た 科学技術庁  

委託及び県単独 に よ る 環境放射能 レ ベ ル 調査の 概要 を報告 す る．  

要
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（2）分  折
 
 

法
べ
 
 

万
全
 
 

（ア）  

よ っ た．  

（イ）  

ト リ ー に  

（ウ）  

一 夕 放 射 能： 「放 射能測 定法 －1976」 科学技術 庁娼 に  
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（3）装  置  

（7）ア ロ カ 製JDC－151型GM自 動測定装置， ま た はTDC－6型GM測定  

装置， GM管 は ア ロ カ 製2503A型（窓厚1．5Mg／cm2）を 使用 し た．  

（イ）Ap七  c製Ge半導体検出器 を ニ ュ ークリ ヤ・デ ー タ 製 ND－66波  

高 分 析器 に  

（ウ） ア  フ
 
 

し
 
 

用
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表 l 全ベー タ放射能調査結果  

試料名  採取地  測定値  試料数  

雨水（定時）  横浜市旭区  
2
 
 

m
 
 

l
 
■
K
 
 

／
 
／
 
 

′
し
 
C
 
 

P
 
】
m
 
 

LTD－2．00  93  

LT D  12  雨水ち り（月 間）横浜市旭  
）
）
 
 

水
 
 

口
源
 
 

蛇
（
 
 

（
 
 

上
 
 
 

LT D  2  

LTD  2  

／
 
／
 
 

C
 
C
 
 

P
 
P
 
 

区
 
区
区
 
 

旭
地
旭
旭
 
市
 
 

市
各
市
市
市
原
 
 

浜
内
浜
浜
塚
田
 
 

横
県
検
横
平
小
 
 

i／kg（生）  
i／kg（乾〉  

i／kg（乾）  
i／kg（生）  

j／kg（生）  

）
 
 

乱
 
 

食
 
 

乳
乳
 
業
常
じ
 
 

牛
粉
米
野
日
あ
 
 
 

ハ
し
 
〔
し
 
C
 
C
 
C
 
 

P
 
P
 
P
 
P
 
P
 
 

1100－ 1200  2  

4000－13000  10   

5LiO  l  

1300－ 5400  2   

630－  920  2  

2100  1  PCi／kg（生）  

率
率
 
 

ん
重
量
 
 

じ
線
描
 
 

遊
間
間
 
 

浮
空
空
 
 

区
区
 
 

旭
他
市
 
 

市
市
貨
 
 

浜
浜
須
 
 

横
槙
槙
 
 

3
 
 

m
 
 

／
 
 

PC j  0．43－3．8  11  

〃 R／h  6．2 －6．9  12  

〃 R／h  5．7 －6．4  12  

⊥
「
 
 

海底堆積物  
土壌（0－5cm   

（5・20cM  

表 2 核種分析結果  

試料名  採取地  全ベ ー タ  Cs－137  

湾
湾
湾
 
 

電
磁
鶴
 
 

真
真
真
 
 

郡
郡
郡
地
地
 
 

下
下
下
各
各
 
 

柄
柄
柄
内
内
 
 

足
足
足
県
県
 
 

サ
 
 

メ
グ
メ
 
 

カ
ン
ジ
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乳
 
 

ワ
テ
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野
粉
 
 

）
 
）
 
）
 
）
 
）
 
 

生
生
生
生
生
 
 

（
 
（
 
（
 
（
 
（
 
 

p
O
 
甘
0
 
α
O
 
g
リ
 
g
 
 

し
n
 
k
 
し
n
 
k
 
k
 
 

／
 
／
 
／
、
／
 
／
 
 

r
し
 
C
 
C
 
C
 
C
 
 

P
 
P
 
P
 
P
 
P
 
 

11000   

6000  

11000  

1300－ 2800  LTD－3．8  

4000－13000  4．3－230  

表 3  ウラ ン分析結果  

試料名  採取地  単位   測定値  

河川 水   

河川底質   

海水  
海底堆積物  
ワ カ メ  
土壌   

川
川
川
浜
浜
浜
浜
 
 

越
野
越
目
里
里
里
里
 
 

松
荻
松
金
久
久
久
久
 
 

作
摩
作
 
 

平
多
平
 
 

金 目 川，   〟 g／l   0．1 －1．6  

荻野川，   mg／kg（乾）   0．1－1．4  

根
 
 

湾
湾
湾
箱
 
 

頑
電
磁
 
真
真
真
山
 
 

武
 
 

湾
湾
湾
 
 

〟 g／l  

mg／kg  
mg／kg  

山北  mg／kg  

2．0 －3．3  

0．5 －1．1  

0．01－0．03  

0．l －1．4  

）
 
）
 
）
 
 

乾
生
乾
 
 

（
 
（
 
（
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（53）新潟県らこおもナる放身寸骨絵詞査  

新潟県衛生公害研究所  

斉藤 真一、殿内 王政、霜鳥 達雄  

阿部 智夫、鈴木  修、高橋  斉  

古川 正勝、丸田 貞介   

1 諸  言   

前年度に引き続き、昭和試）年度に実施した科学技術庁受託の放射能調査及び県が実施した原子力発電所  

周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。  

2 調査研究の概要  

（1）調 査 対 象  

科学技術庁受託の放射能調査は、雨水、降下物、浮遊じん、土壌、日常食、陸水、農畜産物、海産物   

、海水、海底土、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線量率、積算線量、降下物、浮遊じん、土壌、陸水   

、農畜産物、海産物、海水、海底土、指標生物を対象とした。  

（2）測定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能委託詞   

査計画書（昭和駈年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視網査年度計画書（昭和00年  

度）」に基づいて行った。  

なお、使用した測定機器を表1に示す。  

表1 測  定  機  器  

測 定 区 分  測  定  機  器   

雨水、降下物、  GM計数装置：アロカ製JDC－153  

浮遊じん、土壌  
全ベータ放射能  

陸水、海水、灰試料  怯バックグランドGM計数装置：アロカ製LBC－451   

γ 縁故 出 接種  高純度鮎娩出器付16kch波高分析装置；キャンベラ社製肝一Ge  

汝出器－シリーズ85  

ト リ チ ウ ム  低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ製  

核種分析装置  LSC－LBl  

ストロンチウム一議）  低バックグランドGM計数装置：アロカ製LBCT451  

プ ルト ニ ウ ム  シリコン半導体検出器付400眈h波高分析装置：キャンベラ社製  

シリーズ35   

シンチレーションサーベイメータ：アロカ梨 TCS－121  

空間絶景率      モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：   〝  MAR－11  

低 線 量 率 測 定 織 器：  〝  DBM方式2”¢× 2－NaI（Tl）  

シンチレーション蝮出器   

積 算 線 量  T L D 素 子：松下電器製UD－2α）S   
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（3）珊査結 果   

ア 科学技術庁受託放射能調査  

各調査対象項目の測定結果を表2に示す。  

表2より、12月から3月の空間線量率の月平均情は積雪の影響による減少が認められた。   

イ 原子力発電所周辺環境放射線監視調査  

監視調査結果を表3～5に示す。  

3 結  語   

科学技術庁受託放射能調査結果は、空間線量率、環境試料の全ベータ放射能とも前年度と同程度の牌で   

あった。   

旗子力発電所周辺の環境放射線監視網査では、一部の試料から過去の榛実額の影響によると思われる放  

射性核種が投出されたが、それ以外の珊査結果からは特異な傾向は認められなかった。  
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表2 手斗学主支術庁受嘲寸禽旨踊ヨ己特異  

項   目  
61年  

単 位  脚斗歎  月  5月  6月  T月  8月  9月  10月  11月  ㍑月   1月  2月  3月  平均偲   

帝  
水  

ほ＝  
1缶  58．3  1缶．3  釘．5  181．7  61．6  219．8  ほ1．9  ：ヨ7．2  2缶．3  毘．1  別．0  盟．6   は十）  

セ  
1717．3  

ン  
タ   

0．盟  

最  正i／bI   
1≡ら  0．51  0．19  ◆  0．25  0．19  ●  0．2受  1．1  0．46  0．缶  ” 0・畑 ‖  0．：お   〔汁〕 d．71  

上   田  ◆  ＊  ■  ＊  ＊  ＊  ★  ■  ＊  1．9  ∴ †  ＊  J十） 1．9   
浮遊じん月平均檀  

（∬公研鼻上）   〆i／mI  24  1．1  0．31  0．申  1．5  1．1  0．（之  0．（ヨ  0．2】  0．13  0．13  0．（ヨ  0．苫  0．盟   

0 － 5 ⊂■   
’… ーこ勺l  ‾】  

庇i廻 
，  

日 帯   食  
（西 川 町）   〆：i／さ生  2  0．一花  0．8l  0．江）   

上  水  
陸  2．1  3．1       ‾   2．6  

〆i／‘   

水  水  
（新 潟 市）  5．1  5．1   

贋  札  
（西 川 町）   4  1ZX）  13刀  皿  1200  

〆i／‘  

市 汲 乳  
農  2  1皿  1100  1200  

皿1浮遊じんは月2固集じん  

2 ＊も＝竣出限界値以下  
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表3 低線喜率測定機器による空間線量率（原子力発電所所辺監視調査）（単位：〃R／h）  

測 定 地 点   平 均 牌   最 高 構   最 低 牌   

柏 崎 市 街 局   4．7   11．8   1．3   

荒  浜  局   4．3   11．2   1．5   

下 高 町 局   4．1   11．1   1．1   

刈  羽  局   3．7   10．6   1．1   

勝  山  局   岳   3．8   10．4   1．1   

宮  川  局   4．2   10．2   1．9   

西  山  局   4．3   12．8   1．2   

表4 積算線量の平均値（原子力発電所周辺監視網査）（単位：mR〔91日間〕）  

測 定 地 点   
昭吾口聖篭月  ∃ 

昭毒口巨汽月  7～9 月  耳野望2月  年間積算線量   

監 視 網 査 地 域   13．2   13．3   14．4   11．1  51．9   

対  照  地  点   14．7   14．7   16．6   10．8   56．3   

（注）1 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点は4～9月は3か所、10～3月は5か所  

2 年間積算線量は、各四半期の実測積算繰圭の和の知日換算値であり、単付はmR〔讃近日問〕  

表5  環境試料の核種分析結果（原子力発電所周辺監視網査）  

試 料   地点数  試料数  単  位   
測  定  結  果  

3H   90Sr  Z”◆Z48 Pu   
備 考  

浮遊じん  12  PCi／m3   ＊  

＊ ～ 2．3×10－b  指苗   
降 下 物  12  PCi／mZ  ＊ ～5．1  ＊～0．05  同 上   

障  12   ＊   22～54  

2  

PCi／g  
水   ＊   24～茨）  

陸  士   3   6  PCi／kg乾  ＊ ～17（カ  

農  3   1．0～3．0  0．43～0．85  は踊  

畜   6  PCi／短生  7．0～9．3  
産  詣続  

物   8   pCi／β  ＊ ～21  1．0～2．6  
詣妓   

松  葉  4  PCi／kg捷  5．1～9．4  

海  水  6   PCi／彪  ＊ ～0．1  ＊  ～  

海 底 土  6  PCi／kg乾   ＊  5．0－5．2   

3   

指苗   

海  魚 類  4．8～8．8  

産  旦 類  口   ＊  ＊  

物  藻 類  2   PCi／短娃  ＊  

ホンダワラ  10  ＊  1．9～4．4  
詣顔   

（注）1 ＊は検出限界値以下  

2 －は調査対象外  
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（54）石‖ト県にあける放射能韻査  

石川兵衛生公賓研見所  

中風光 ′ト森正樹  

言
こ
耳
 
 

緯
前
 
 

度に引き続き．日召血占口早息ヒ史諏した贈号施術方峯髭放射  
雛主局査につ、、て報告する。   

鯛査の概．阜  
（l）盲周査：け象  

降水．降下物．陸水．土塊．昌博食．農畜産物．海産生物．   
雪闇線量辛  

く2）渦り定吉浩  
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表3 年軋（生乳∴〉 ヰ‘り脚工  

掛取年 月 日  占ロ．ヲ．2年  ‘ロ．ワ．ノ？  占D．q．q   ‘□．圧】5  △J．仁2冒  JJ．3．2ロ   

放射放漫泉   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

欄
 
ほ
 
用
 
き
 
 

ス
ト
 
 

h
 
／
 
 

R
 
 

〃
 
旧
 
 

サ
ー
〃
イ
メ
一
々
ノ
 
 

0
1
 
 
 
Q
q
 
 
 
7
 
 
 
′
∂
 
 

早 ち よ ワ 旨 9 旧 rlJ2 ノ 2 ∋  
S．6□  s．丘t   

屈l モニタリンク‖押ユトくサーヘ・イ スー タユこよる査問観音李  
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3 絹綺   
各鹿討解かち異偉胤ま観測づんず．前年何勝砥いしへ、ルであっ   

た。  

表／  陣九．睦下物（大型水盤）の仝ベータ放射能（金沢牒）   
碑氷り樗下琶  汚水の  障了物の  

i 

年   男  討栢塾  月間降水量       【月間降下量   別窃時下倭     j副生イ虐（mCiノkmり  

（mm）  最高虐  最イ全店  平均イ壷  （爪C亨／km之）  （mGlノkm2）   

B紬68年牛昇  R   12与．□   l、6【1   ND，  D．2／   」．85   ND   

5   ワ   2∋9．5   Ⅰ．早口   ND   口，；D   2．1D   ND   

之lワ．□   号．□9   刈D   l．】ワ   ＝．6？   ND   

7   沌   5ヲ2．ロ   3．2［〕   ND   n．電隼   9．与2   ND   

亀   ∋   与．う   ロ．よ牛  ll  口．88   □．2隼   ND   

lロ   早口ヨ，5   J．□9   ND   □．叩   J．ワ隼   ND   

旧   Iロ   256．ロ   2．1；   刈D   D．号隼   き．射   ND   

lワ   5Zq．5   5．帥   ND   l．68   2ワ．悸   ND   

佗  川   隼9｝．口   2．鳩   ND   D．5号   用．q∋   2ロ．享   

8召知61年1月  2！   ヲヨ半．□   ま？9   ND   u＝   2】．29  1号．5   

之  17   】「「．与   ；．1∋   □．12   l．口Z   1ワ．引   ワ．B   

∋   ＝〕7．ロ   l．75   ND   D．5ロ   ヰ．52   6．j   

年  間  】隼J  ∋早；ワ．5   曾．89   ND   8．g2  ＝ち．65   ら2．9   

貴之 各鐘誌幣の 金ベータ方女東雛  

竜馬互書式カ年   吉男査士℡点  串 ノ址   
巳富加 6口早  百石知ムl年  

廿日  与R  ムR  「R  9R  ？只  旧R  1用  】2R  絹  2月  ヨ眉   

怪火（上水〉   金デス市三馬  PGi／丘  ND  ND  

日常食   書誉品島詣町  PGi／ほ  8、q   M  ロ．？  

土  2ロ．？  

土寒   ■   り  侶．含  

農  I．l  l．2．  

日 B  】．□  

産  」′  巨∋  

物   ∋，ム  

溜   
産  
生  ノJ   〃  3．う  

拘   ■   〃  2．ワ  
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（55）福井県における放射育巨調査  

福井県衛生研究所  

徳山秀樹  坪川博之  高山指美  

松浦広幸  五十嵐修一  

吉岡満夫  北島耕作  

1  緒 言   

前年にひき続き、福井県が昭和60年度に実施 した科学技術庁委託の  

「放射能調査」およ び放射綿監視交付金によ る「原子力発電所周辺の  

環境相射維…周査」の概要 を報告す る。  

2  王周査の概要   

＜ 委 托摘査 ＞  

雨水 ち り・浮遊 じ ん・陸水・陸士・牛乳・食品・空間綿1賽   

く 交付金 細萱 ＞  

植物・降下物・海水・海底土・海産生物・空間積算綿1  

陸水・陸士・空間綿tの連続測定  

3  摘巨査方法   

く 委託調 査 ＞  

科学技術庁硝「全 ベー タ 放射能測定法（昭和51年改訂）」  

「放射能委託摘査計画書（昭和60年度）」に よ っ た。   

く 交付金摘査 ＞  

福井県環懐紙射古巨測定技 術会識嬉「原子力発電所周 辺の王芸鳩放 射  

純綿査 一 計 画書 － （昭和 60年度）」 に よ っ た。  

4  訂割 査 結 果   

①  全 ベ ー  タ 放射 能お よ び空間綿1率（表1、 2 お よ ぴ 3）  

前年 と 同様 に 大気中 での核実額 は な く、測定値 は 昨年と 同ほ度 で   

あ っ た。   

②  空 間絹 業綿1（蓑 4）  

地 域 差 は 大 地 の 天 然 放 射性核種 濃度 の 差 に よ る も の であ り、発 電   

所 の 寄 与 は な か っ た。   

③  降 下物 お よ び絹物 の核種分 析（蓑 5 お よ ぴ 8）  

発電所 由 来 の 核種 の 検 出 は な か っ た。   

④  海 水、海底土 お よ び海産生物 の核種 分 析（表 6、 7 お よ ぴ 9）  

主 に 敦 賀 発 電 所 周 辺 で 発 電所 由 来 の キ亥 種が 微 量 検 出 さ れ た。   

⑧  陸水、陸士の核種分析結果 お よ び空間線量の連続測定結果 に つ  

い て は、紙面の 都 合 に よ り 省 指 し た。  

5  繕 喜吾   

検 出 値 は 従 来 と 同 手呈度 であ り、発電所 よ り の 碩 燻 は 無視 し 得 る ほ 小  

さ い。  
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蓑1全ベータ放射能および空間綿1  

様  相  採取地点  夏式村数  単  位  平 均 値  最高値  ニ；二   

雨  水  定時雨7K  PCi／ゼ  69●  
大型水盤   mCi／km2  1．1   2．4  0．2   

浮 遊 じ ん  （；丑 紙）  福   井  ロ   pCi／爪1   0．9   2．2  0．3   

土  壌  

PCi／g乾土  
（mCi／kMJ）   

（4137）  

陸  
淡  福井 福井  口 口  9．6   

牛  PCけゼ   1203   1254  1151   

1328  1358  
米  0，7  
野  1．5  

乳  1市   乳  福   井  田            菜  l原 乳 精 米 大 根 ほうれん葦  ＝横山 福井 福井 福井  口 口 口 口   5．0  

2．3   
淡 水 岸  フ  満 水 舘  カ  レ  イ  福   井  口   〝 PCi／g生 ロ JJ  2．8   

′l   0．8   1．0   

6．6   7．3  5．5  ナ  三 方 湖  口   〟R／hr  

連 続  月平均cps  14．8   16．8  9．4   

注）暮検出値されたのは1件のみ，一不検出   

表 2 雨水ちりの全ベータ放射能の月変化  上段：定時採取、下段：大型7k盤、単位：【Ci／爪2  

蓑 3 モニタリングポストの月間平均値  単位：cPヨ  

蓑 4 TLDによる年間ほ算綿1  単位：mR／年  
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表 5 降下物の核種分析結果（検出値の範囲） 単位：PCi／m2月  

l＝cs  90sr事   

－ （0／12）  13．6   

－ （0／12）  19．1   

一 （0／12）  11．1   

採 耳文 地 点  試料敷  SIMn  ＝co  131Ⅰ      敦賀市浦底  四            美浜町竹濾  田            大鵬町雷管  四            高浜町小黒蛎  四  0．01（1／12）  15．6   
福井市原日町  四  0．01（1／12）  10．2   

注）千年間集合試料の測定値（単位：pCi／m2年）．（）検出敷／試料敷、一不検出  

蓑 6 海水の核種分析結果（検出値の範囲）  単位：PCi／丘  

採  取  場  所   ¢Oco   l＝cs   IH   

‾‾■T‾‾‾‾‾■‾‾‾‾  

敦賀ふげん・敦賀発電所周辺   （0／4）  0．12－0．13（4／4）  36－・45（2／8）   

美 浜 美浜発電所周辺   （0／4）  0．08～0．10（4／4）  27－42（4／8）   

大 飯 大飯発電所周辺   （0／4）  0．10－0．12（2／2）  39一・54（3／4）   

高 浜 高浜発電所周辺   （0／4）  0．09－0．12（4／4）  23■－56（4／6）   

対 照l福井市小丹生   （0／4）  0．11－0．12（2／2）  27～34（2／2）   

注）（）検出敷／試料敷， 一不検出  

表 7 海底土の核種分析結果（検出値の範囲）  単位：PCi／kg車乞土  

土  採耳文地点  採取月  】＝cs   90sr  pu  

救賀発電所放水口   4．10  6．0  
水 産 書式 験 所 前  口  
浦  底  湾  口  

敦賀  一般排水口前・4地点   200－650  80－330  
－－260  

ふげん発電所放水口  6．2   

立  8書2  

－－400   

美浜発電所1．2号放水口   15暮2  

〃  12暮2   

3．5★2   

15末1，20  370，370  18．3   

涌底湾・14地点   石 敦賀港・34地点  喜皇 口 ロ  
ー，15  100，70  2．6  

高浜発電所3．4号放水口  60，30  
高浜 §   大牢  

内 浦 港 口 ブ イ    口  

ll沖  
注）書1放射化学分析．＊2 Ge－Nat（Tりによるアンチコインシデンス測定，一不検出  
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蓑 8 植物の核種分析結果（検出値の範囲）  単位‥PCi／kg生  

地区   試 料名   試料数  S4Mn  60co  131Ⅰ   l＝cs   90sr  2〇℡◆コーO Pu   

敦賀  大  根  葉  1  3 （1／1）  臥0   0．013  
ヨモギ・りムカショモギ  20－70（6／7）  54．3   0．011   

美浜  大  根  葉  1  － （0／1）  9．3   0．013  
ヨモギ・ヒメムカショモギ  4－14（3／7）  119．7   0．024   

－ （0／1）  21．1   0．021  
－  （0／7）  69．0   0．036  

ー （0／1）  19．1   0．020  
川          十  大  根  葉  ■ 1  ‖ ‖ u              ヨモギ・ヒメムカショモギ  巳    i 】             大  根  葉  1                ギ・ヒメムカショモキ  ロ  － （0／7）  239．0   0．O11  

ー （0／1）   0．009   

7－12（4／7）  46．4   0．038  
根  葉  1  － （0／1〉   

注）（）検出敷／≡式料敷，90sr23，◆240puでは（1／1）または（0／1）  －不検出  

表 9 海産生物の核種分析結果（検出値の範囲）  単位：PCi／厘生  

＝⊆  ≡  ＝柚  …co   l＝cs   90sr   2つ9◆2＝ pu   

…＝  ≡     ● ●     －（0／9）  3”8（9／9）   
0．8   0．029   
0．4   4．4 （1／l）   

く3（2／4）1．5（1／1）事   1．1   0．36（1／l）   

（27／45） （8／8）  

0．030   

2．5 （1／1）   

1．0   0．12（1／1〉  

2．6，4．5暮  

（2／11）（2／2）  

3．6 （1／1）  

0．27（1／1）  

‡…§Z…；  n．82（1／1）   

と陸  相 －（0／4）   －（0／4）  4－8（4／4）   1．6  
高 

＋   

2．0 （1／l）   
≡藻   －（0／2）  く1（1／2）1．5（1／l）薫   0．9   0．16（1／1）   

2．3   ；貝  和 一（0／3）   くl（1／3）  く1（2／3） 2．6（1／1）兼       敦賀F漂  相；－（0／4）   －（0／4）        t：∴；ィ宕！二‘てこ芸；   く3′〉38 （23／45） く7（1／2）  く3～482．4～9．9★  4（2／2）  6．3，4．6  2．2 （1／1）  魚   相  －（0／4）   －（0／d）  4－6（4／4）      貝   精  一（0／3）   一（0／3）  く1（1／3）1．2．1．9（2／2）兼  0．3     美浜 藻   類  －（0／3）   －（0／3）  一（0／3）1．5（1／1）★       ホンダワラー（0／11） J＿・・＿＿＿・＿一＿．．．．＿＿   ー（0／11）  く9   】  3．7，4．2  1．0 （1／1）  【  相！－（0／4） 大飯悶   －（0／4）  2－7（4／4）  0．5      ー（0／3）  く3（1／3） 2．8（1／1）＊  0．3       ー（0／3）  －（0／3）1．5（1／1）★  1．0       －（0／4）   ー（0／4） 2．3（1／1）★  4．1    別              射異  相1一用／2）   ー（0／2）  ー（0／2）1．6（1／1）末         相  －（0／2）          とホンダりラ  ー（0／8）  －（n／8）く11（5／8）2．7（1／1）末   M     （）．79 （1／l）   
一－・・・・ト  

蒙貞   0．5   0．044  

1．6 （1／1）  

u  相  相  －（0／1）  －（0／l）】5（1／1）         －（0／1）  －（0／1）∃ 2（1／1〉 2．8（1／l）米         －（0／2）    H －（0／2）】く2（1／2）1．5（1／′1）末  1．1   0．07（1／1）   

ホンダワラ  －（0／4）  一 用／4）  －（0／4） 2．3（1／1）末  2．1   0．66（1／1）   

注）（）検出敷／試料敷 ＊Ge－Nal（Tりによるアンチ：りンシテンス測定  一 不検出  
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（56）長野県における放射能調査  

長野県衛生公害研究所  

薩摩林光 笹井春雄  

1．緒言  

前年度にひき続き、長野県において昭和60年度に実施した科学技術庁委   

託による放射能調査の結果について報告する。  

2．調査概要  

1） 実施場所  

降下物および降水は当研究所屋上において採取し、全β放射能を測定  

した。  

陸水、土壌、農畜産物、魚類および日常食は表2のとおり県下数箇所  

で採取し、当研究所で全β放射能を測定した。  

空間線量率は当研究所の構内で測定した。   

2） 測定装置  

GM計数装置  アロカ T D C－103  
シンチレーションサーベイメータ  アロカ T C S－121C   

3） 測定試料  

降下物、降水、陸水（上水、汲水）、土壌、農畜産物（米、ほうれん  

章、大損、牛乳）、魚類（わかさぎ、いわし）、日常食、空間線量率   

4） 測定方法  

試料の調整と測定は科学技術庁綱「食べ一夕放射能測定法（1g76）」  

および同庁原子力安全局調「放射能測定調査委託実施計画書（昭和60年  

度）」により待った。   

5） 調査結果  

降下物および降水の結果を表1に示す。降下物による全β放射能の月  

間降下量はいずれも検出されなかった。また、降水中の全β放射青旨はほ  

とんど不検出であり、異常値は認められな申、った。  

陸水、土壌、農畜産物、魚類および日常食の結果は蓑2のとおりであ  

り、前年度とほぼ同じであった。  

空間線量率は表3のとおり、6・8－7・5岬／h範囲にあり、年間平均値  

は7・叫R／hであった。  

3．結語  

降下物および降水の全β放射能はいずれもバックグラウンドレベルであ   

り、異常値は認められなかった。  

陸水、土壌、農畜産物、魚類と日常食の全β放射能濾度および空間線量   

率は前年度とほぼ同じであり、いすれも平常値であった。  
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表1 降下物および降水の全β放射能  

降 下 物  降  水  

前年度  6時間更生値  

年 月  月間降水量  月間降下量 月間降下量  沸定回数 最高  最低  

Ⅶ正  也Ci／k止2   nci／kロ2  pci／1 pCi／1  

66．1   

64．9  

282．4  

228．4   

28．8  

174．2   

57．8   

42．8   

25．2   

10．4  

萎＝試   

30．1  

1013．4  
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m：検出されず（測定値がその計数誤差の3倍未満）  

表2 各種試料中の全β放射能  表3 空間練i宰  

前年度  

試料名  採取地  単位  測定値 平均値 備考  

空間線量畢  

年月 揮／b  

上水（蛇口水） 長野市  pCi／1  ND，ⅣD  ⅣD  

淡水  諏訪湖  〝  ⅣD  4．3  

60．4  

5  

6  

7  

8  

9   

10   

11   

12  

0
 
2
 
9
一
フ
ー
一
h
J
 
8
 
2
 
1
 
＜
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▲
】
 
▲
】
 
n
U
 
1
 
 
 

7
 
7
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【
′
 
7
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7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 
 

土壌 0－5川  長野市 1Ci／血2  701   751 直接法   

〝 5－20cIb  ′／  〝  1863  1340  ／／  

米（精米）  穂高町 pCi／g（生） 0．80  0．57  K含む  

ほうれん革  佐久市  〝  6．78  6．05  〝  

大根  〝  〝  2．15  1．90  〝  

牛乳（市販乳） 長野市 pCi／1（生）1290，1140 1110  ′／  61．1  

わかさぎ  諏訪湖 pCi／g（生） 1．81   2．04  〝  3  

いわし（市販） 長野市  ノ′  2．35   1．99  ′′  年平均  

日常食  〝  〝  0．95，0．90 0．67  〝  

ND：検出されず（測定値がその計数誤差の3倍未満）  
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（57）静岡県における放射能調査  

静岡県環境放射線監視センター   
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1 緒言   
静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託放射能調査を、また、昭和47年度から浜岡  

原子力発電所周辺環境放射能調査を実施しているが、今回は、昭和59年度におけるこれら   
の礪査の概要を報告する。  

2 礪査結果の概要  
（1）珊査対象   

7 科学技術庁委託放射能調査  
定時雨水、浮遊塵、空間線圭率、陸水、上水、農畜産物、海産生物等。   

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能謂査  
積算線量、空間線喜率、降下物、浮遊塵、陸水、海水、農畜産物、海産生物等。  

（2）測定方法   

ア 積算線量  
熱蛍光線量計を用いて、約3ヶ月間の積算線宝を測定した。  

イ 空間線量率  
シンチレーションサーベイメータによる定期測定（科学技術庁方式）、モニタリン  

グステーション（Nal）及びモニタリングポスト（Nal）（科学技術庁仕様）による  
連続測定を行った。  

り 全ベータ放射能  
科学技術庁絹「全ベータ放射能測定法」に準拠した。但し、浜岡原子力発電所周辺  

環境放射能調査の浮遊塵については、1週間連続採取後、3日間放置し測定した。   
エ 接種分析  

① ガンマ線スベタトロメトリー  
Mn－54、Fe－59、Co－60、Zr－95、Nb－95、Cs－137、Ce－144及  

びⅠ一131を対象接種に行った。（Ge半導体検出器及びNal検出器）  
② 化学分析  

Sr－90の分析測定を行った。（低バックグランドカウンター）  
③ 機器分析  

H－3を液体シンチレーション珊定法により測定した。  
（3）測定結果   

ア 科学技術庁委託放射能調査  
表lには各種試料の全ベータ放射能を、表2に雨水の放射能の月別推移を示したが、  

今回の礪査では特異な傾向は見られなかった。  

表1 各種試料の全ベータ放射能（委託）  

試  料  種  別  試料数  測定 健   単 位   備 考   

浮 遊 塵  ＊～14．5  pCi／d   
降 下 物  12   ＊   pCi／戚   
土  壌  0～5cm   

〝   
4．7   直接法  

5～20cm   5．4   〝   〝   

日 常 食  都市成人   0．9   PCi／g生   
上  水  蛇口水   ＊   pCi／β   

茶   荒  茶   田  13．3～15．0  pCi／荒茶   
牛  乳  市販乳   田  l．0～1．1  PCi／虐   

米   精  米   0．7   〝   

大  根  根  部   2．0   〝  

ほうれん草  葉  部   5．0   
あ  じ  全  身   2．0   ／1′  

（注）＊印は、「検出されず」（標準偏差の3倍以下）を示す。  
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表2 雨水の放射能の月別推移  

採取月  試料数  最低値  最高値  降水量  月間降下量  備  考  

pCi／ml  pCi／ml   mm  mCi／k口重   

4   ＊   0．l   186．5   0．1  
＊   ＊   178．5   

6   ＊   ＊   314．0  

5   ＊   ＊   17l．5  
＊   ＊   187．0  
＊   ＊   122．0  

10   ＊   ＊   62．5   

＊   ＊   173．5   
＊   ＊   12．0  
＊   ＊   44．0   

2   ＊   ＊   28．0   
＊   ＊   163．0  

年間  88   ＊   0．10  1642．5   0．1  

（注）＊印は、「検出されず」（標準偏差の3倍以下）を示す。  

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査   
表3には、浜岡原子力発電所周辺の積算線喜の測定結果を、表4には、浜岡町内   

地点における空間線量率の月別推移を示した。また、表5には環境試料中の放射能童   
定結果を示した。   

表5では、過去の核実験の影響が見られた他には特異な傾向は見られなかった。  

表3 浜岡原子力発電所周辺の積算線圭（90日換算値）  （mR）  

60年   60年   60年   61年   60年虔  
4月～6月  7月～9月  10月～12月  1月～3月  365日換算   

平 均 値   16．2   17．1   17．8   18．5   70．6   
最 小 値   15   16   16   64   
最 大 値   20   22   23   86   

表4 空間線量率の月別推移  （〟R／hr）  

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月  年間平均   

浜同町白砂  7．77．67．67．67．67．87．98．07．97．97．97．9   7・8  

〝平場  7．87．87．87．77．77．87．87．97．87．97．97．9   7．8   

（注） モニタリングステーションでの測定値である。  
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表5 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能  

試  料  採取月  全ベータ   Sr－90   Cs－137   単  位   

放射能  

上水   6，9，12．3   ＊  ＊   pCi／戚   

海水  5，8，1L2  ＊0・17 

海底土   ≡〝  13．4～23．3  。。i乾土 

土壌  14．4～20．0  

玄米   10，11   l．8～2．3   ＊   0．079～0．44 ≠  〝          ＊～0．0024  pCi／g生   
キャベツ   1．7～2．0  0．0011～0．0020  0．80094～0．0018   

大根   3   1．2～1．7  0．0011～0．004l   ＊～0．00099   

茶葉   5，7．8  3．0～4．4  0．0067～0．039   ＊～0．0045   〝   

原乳   4，7，10，1  1．1～1．2   ＊～0．0011   ＊～0．0015   〝   

しらす   4，8，10  0．9～2．4   ＊  ＊～0．0042   ／γ  

ひらめ   3．3～3．7  0．0067～0．0079   

かさご   4．10  2．1～2．9  ＊  0．0056～0．0069   〝  

あわび   l．7～1．8   ＊  ＊   〝   

むらさき  1．0～l．7  ＊  

いがい  

なまこ   0．6～0．9  ＊   〝   

いせえび  10   3．2～3．4  ＊  ＊～0．0031   〝   

あらめ   2．8～8．5  ＊   

わかめ   3   3．0～5．9  ＊  ＊  〝   

かじめ   3．7～6．7  ＊   ／′   

松葉   6．9．12．3  ＊～0．0042   

浮遊塵   毎週  ＊～0．024  ＊   pCi／d   

降下物   毎月  ＊   mCi／kd   

（注）1全ベータ放射能のみを珊足した拭料及びトリチウムの測定結果は、省略した。  
2 ＊印は、「検出されず」（標準偏差の3倍以下）を示す。  
3 Mn－54，Zr－95，Fe－59，Co－60，Nb－95及びCeT144は、全試料とも「検出されず」  
であった。  

3 結語   
今回の調査結果では、一部の環境試料から過去の核実験の影響と思われる放射能が検出   

されたが、それ以外の礪査結果には特異な傾向は見られなかった。  
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2．ソ連チェルノブイル原子力発電所事故に係る放射能測定調査   

緒言  

静岡県では科学技術庁の指示にもとずき、4月30日より環境放射線監視センターに  

おいて雨永、浮遊塵、上水および原乳を対象とするほ一Ⅰの測定および浜岡原子力発電  

所環境放射能謂査に関連する調査を行った。   

調査結果   

1）国の指示にもとずく調査  

科学技術庁の指示に従って雨水、浮遊塵、上水および原乳について－’1Ⅰの測定を行  

った。その結果表1に示すように■引Ⅰの最高値は雨水、上水、浮遊塵および原乳で  

それぞれ2300pCi／R、4．3pCi／R、0．51pCi／rJおよび96pCi／Rであった。  

2）浜岡原子力発電所環境放射能調査に関連する調査  

浜岡原子力発電所環境放射能調査に関連し浜岡町と清水市および沼津市の松葉を対  

象として調査を行った。その結果，表2に示すように測定対象核種（ ～■Mn，  

S－Fe，  b8co，，Szr， TSNb， 朋cs，1．．ce，l訓Ⅰ，99Mo，l－OBa）のう   

ちで今回検出されたものは ’SNb， け一Ⅰ，一書【cs， およぴ 1．1ceであった。  

特にほ’1および 馴Csは表3に示したようにこれまで実施した中国核実故に伴う  

放射能調査結果に比較して高い値を示した。また，浜岡町と清水市および沼津市よ  

り採取した松葉には差は認められなかった。  
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表1 ソ連原発事故に係る放射能測定錦査結果（1）  

上  水   浮遊塵   原  乳   、・－l一－－  雨  水            三・三l一言  （pCi／1）  （pCi／1）  （pCi／ポ）  （pCi／1）   
5月 4日   2300   検出されず   検出されず 

降雨量なし   γ  0・51  〝  

6   
〝  

〝  
o．41  27。   

7 280  〝   0．22   30  

降雨量なし   4．3   0．41   

〝  検出されず   0．095   

〝   〝   0．077   40   

〝   0．028   58   

〝   0．069   

降雨量なし   〝   0．059   83 

〝   〝   0．076   96   

検出されず   ′′   検出されず   66  

16   降雨量なし   〝   0．035   

〝   〝   検出されず   

18  

19   降雨量なし  検出されず  検出されず   43   

20   検出されず   〝   〝   42   

2l   〝   

22   降雨量なし   〝   

23   〝   〝   〝   35  

26   〝   〝   ／′   

28   〝   〝   〝   16   

30   検出されず   ／γ   〝   14   

6月 2日  降雨量なし   〝   ／γ   

〝   〝   

〝   〝   8．2   

検出されず   
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衷2 ソ連原発事故に係る放射能珊定調査結果 （2）  
（pCi／g生）  

（注）象印吐「検出されず」を示し，放射能弛定位の標準偏羞の3佗以下をいう．  

表3 ソ連原発事故に係る放射能測定調査結果 （3）  

（第19囲および第㍊回申国核実験とソ原子力発電所事故後の測定健の比較）  

（pCi／g生）  

純地点  ＝  －  

核種   137 131   137   
採取時斯   C S   CS   CS   

2．8   0．46   0．43   2．1   0．33  
！昭和61年5月  2・7  

3．1   0．47  0．44  3．1  0．40   

0．26   0．012  検出されず  0．019  
抜出されず  

0．033   0．70  ≒ 0・042【   ト      重                                   肥宣t．碧●＝                 0．33            昭和53年3月  0．46 ∃0．042   0．27  0．030  lo・0讐  L（第23固）  0，65  0．050  l o・46  1 0・049  0．39lo．040 ▲．＿＿．．⊥－．＿－＿＿，＿，．．．▼．」   
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（58）愛矢口県lこおlナる放射台巨調査  

愛知県彿生研究所  

大沼章子，富田伴一．山田直樹，青山 斡  

茶谷邦男  

1、緒言  

昭和60年度に実施した科学技術庁による放射能調査、及び愛知県独白で行った放射能調査の   

結果を報告する。  

2、調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、浮遊じん、上水、海水、海底土、土壌、野菜、穀類、  

牛乳、魚貝藻類、日常食、空間線量率等、合計230件。  

（2）測定方法  

試料の前処理及び仝β放射能測定は、科学技縮庁縞「放射能測定（1976）」、S r－9  

0の分析は、同縞「ストロンチウム90分析法」、C s－137の分析は、同縞「セシウム1  

37分析法」に従った。  

（3）測定器  

ALOKA製 LBC－451  
ALOKA製 TDC－501、S C－702、GM－5004  

A LOKA製 TD C－501、S C－702、GM－2503B  

A LOKA製 TC S－121C  

3、調査結果  

（1）仝β放射能  

結果を表1に示した。このうち降下物による年間降下量は、17．4 mCi／km2であった。  

（2）空間線量率  

結果は表2に示したごとくであるが、このうち12件については、名古屋市内の定点で毎月  

測定したものであり、その最高値 6．5 叫R／h r、最低値 5．8J⊥R／h r、平均値 6．1  

叫R／h rで変動係数は 3．2 ％であった。  

（3）S r－90、C s－137核種分析  

籍果を表3に示した。このうち降下物によるS r－90、C s－137の年間降下量は、  

0．079 mCi／kmユ、0．034 mCi／kmJであった。  

4、結語  

いずれの調査項目においても、前年度と比して、特に異常は認められなかった。  
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責 1  全 β 正 封 書≡  

毘最地文は御玉眉廟  測定  ミ即 定 †直  

【亘数   
主任 

最高 値  最億 値  平雪1直   

麓水（定焉j窯元）※  名言量石 （望見苛研）  94  mci／b子   2．5   0．0   0．2   

降下物（大型水盤）  名言言下古  G星知看研）  12  〔エ／蛮   2．4   0．0   0．7   
う字義じん  ※  名古屋市  凰訂覆研）  4  pci／㌔   2．91   0．90   l．引   

2．8   0．9   l．9   
2．2  1．6  l．9   

志  水   伊苧湾 d＼毒舌苔沖   0．38   
う篭 居土   伊努湾 dヽ鈴答辞   18．5   
土  蛋（0－5⊂皿）  三星裏罫 三宗羽‡量町   80丁   

（5－20皿）  部 5宗認諾長日汀   2rr4 O 
三芳莫 大一基   ；量実訂 田 原町   0．94   

ほうれん互  湛藁宗 田 上京 巳汀   上  水（原コ大）  犬山市 電票更吉）  2  pcエ／1        （虎口：欠）  名言重石 （ヱ曇ご知覆モ評）  2  pCi／1  2．95   
芸j票 ‡青光   名古屋市   1  声1／生d  0．54   
魚貝芸∋貫 き■㌻  ご訂多言芯 育宍丁多‡町   2．5丁   

大あさり  知多郡 膏見参町   2．23   
オ⊃力｝め  宍J多芸； 裔二訂多町   ロ  pCエ／dヒ           口  pci／dヒ           1  pCi／仕  5．   

牛  乳   名言量了雷   2pCi/Li1230 1200 1220 
日 常食   名古屋市   2  pCi／と   

0．7丁   0．丁零   0，75   
※ 測定f直は6時間更コ王イ直  

支 2 空 間 線 量 率  

却  定 （直  
ミ町 定 芸 所  間定 【亘致  皇位  

最 高 イ直  童倭1直  平岩イ直   

空間線塁率  名 古 屋 石 飽  84   〟％．   10．4   3．2   6．9   

云 3  板 豆 分・ま斤  

鋤sr  
137c5  

主二  
衰；冨†i亘  最恩直  平等イ直  最高イ直  蓋億†直  平等イ直   

降 下 物  古畳町  E  

dニ  2  

2  

2   
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（59）京都府′。おけち放射粗鋼左  

紺 

ふ  

巌鬼丘人∴乙晩 忍、  

．組ま  

ノ  7か  
度境放射能錦且左耳千，たので、モれ⊆の‾綿如吉見巾鹿要左簸沓守  
る。  

1．舌纏。姐単  
1．1吉岡且対紅  
い）フォールアウト渦嵐  

空間虎魚キ、澄直じん、喝下軸、或来、上来、農恵良物（牛  
乳、鼠、呆、大嵐、はラれん卑、′ゝ、た、さば）、上座、日草  

食。   

くユ 

之．1観取比鼻、  
川フォールアウト粛息  

屋毒、   
（り 

縁軸予）、席捲生  
物、海産ノだ薇物、洛」く（男親ノ亀）、そハ此、の潮解は廣鹿車軋  

1．3瀕悼膏え及び概毘   
、 

、  

改訂l）」に上こ，た∴  
測定横芝はぇlの乙ぶl）でちう。  
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之．斗 柵査蕗泉  
（り フォールアウト言纏  

ゑ之／こ食べ一夕放射能潮見鮨果乙、友j／こ已吼楓蔓車載史  
結果i斤、＝∴   

言きわ細たケフたロ  
（。  

、ノ 

R耶′。  
ユ町こ皇吼絶食辛り也下が軋去れたのは、薇雪嶺で匿鼻血  

が遁へ、、土れたたわであう 

。       友∫／こは、兇泉試料り薇兎令桐嶺果左示l仁が、顔出しナこ  
人工のダニく泉放血液種は－17ぐJりわでわフた。  
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トリヰウム巾測定結果Ii、睦丸、鬼火と毒前卑夜とほぼ、回  
し、レベルでわ，た。  

泉占に鬼・太りトリチウムりR李九と示しk。  

3．結語   
いすれの鴇ゑ結果与、前年えと比厳して、異常はま誓わうれたう、   

7た。  

泉3．セ筒線量キメ則良雄呆．  

卓侃：〟鱗  
ざ、‘I  

ヰ．ユ1  5、）0  L＝  7、ユ1  g、13  †、l？  tO、11  lt．甘  11、Il   ∫、11  2、ユi  j、lo   

虎i名声中   †、3  富－1  lO、○  †、‘  1010  †．l  9、r  10、3  lO、1  tO．0  ？．0  10、ふ   

如、確豊後号剰え鮨臭いLD鮎） 阜侃：高頼通  
＝＝l  Sルいト～‘欄  1～1R  to ～11R  5．‘0．l～∫R   
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（60）大阪府における放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村 幸子 渡辺 功 布涌 雅子  

1． 緒言  

前年度にひき続き、大阪府において、昭和60年度に実施した科学技術庁  

委託による放射能調査の結果について報告する。  

2． 調査の概要  

（1）調査試料及び測定方法  

降下物、降水、大気浮遊塵、上水原水、蛇口水、海水、土壌、海底土、  

牛乳、米、野菜、海産魚、日常食の全ベータ放射能測定、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間線量率測定を行った。方法は、科学技  

術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」によった。  

（Z）測定装置  

G M計数装置：アロカ製T D C－5 01型  

低バックガスフロー型G M計数装置：アロカ襲L B C－4 51型  

NaI シンチレーショ ンサーベイメータ：アロカ襲T C S－121型  

NaI シンチレーション式モニタリングポスト：アロカ襲M A R－11  

型  

（3）測定結果  

① 降水及び降下物申放射能の測定腐臭を表1に示す。降水の測定値は6  

時間値で示した。  

降水及び降下物ともに前年度と同様のレベルにあり、若干低い傾向を  

示した。  

② 大気浮遊畠中放射能の測定結果を表2に示す。尚、今年度より試料採  

取法は、ハイポリュムエアーサンプラーを用いる固定ろ紙集塵法とした。  

③ その他の全ベータ放射能測定式科の結果を表3に示す。測定値は、  

引】Kの寄与を含む債である。  

⑥ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率測定結果を  

表4及び表5に示す。サーベイメータによる空間線量率測定は、一般貞  

境については偶数月に、原子炉（京都大学原子炉実験所、泉南耶熊取町）  

周辺については奇数月に測定を行った。モニタリングポストによる値は  

当所屋上（地上釣24m）に検出番を設置し、連続測定を行った結果であ  

る。  

3． 結頑  

この調査期間中、異常値は検出されず、測定結果は全て前年度と同様の  

レベルにあっ た。  
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表1． 降水及び降下物申全べ一夕放射能  

降  水  降下物  

年 月   試料数l  降雨量  最高値  最低値  平均値  降下量  降下量  

Ⅱm   PCi／戌  pCl／丘  pCl／且  mci／k♪3  ロCl／kIl壬   

60  4   8   200．7   20   0   8．1   1．88   0．59   

5   10   125．8   0   4．4   0   0   

6   10   327．6   16   0   4．7   0．15   0．34   

7   9   85．5   16   0   5．8   0．56   0．18   

8   4   23．1   17   10．0   0．27   0．19   

9   10   172．9   16   0   0．2   0   0   

10   4   72．8   0   3．3   0．16   0．28   

8   78．7   39   0   11．4   0．72   0．31   

3   27．1   26   5   18．4   0．26   0．2a   

60  1   34．7   0   0   0   0   0．23   

18．1   9   5   7．1   0．09   0．56   

3   10   142．4   26   0   10．7   0．83   0   

年 間   79   1309   39   0   6．8   3．83   2．35   

注）計算上負の債となるものは 〟0〝 で示した。なお、平均値の算出には  

負の倦も含まれている。  

表2． 大気浮遊鼻申全ベータ放射能  

年 月  日   吸引量（d）   測定値（pCi／d）  

6時間値   7 2時間値   

60  6  5   1681   0．99   ND   

7 16   1666   1．01   0．05   

10  22   1556   2．42   0．06   

61 1  7   1669   1．68   0．04   

表4． サーベイメータによる垂闇線量率（〝R／h）  

瀾定対象   測定場所   測定数   最高値   最低値   平均値   

一般舞境   羽曳野市   6   6．8   6．2   6．6   

原子炉周辺  熊取町大久保   6   7．1   6．5   6．8   

〝   〝  集留池周辺   6   6．8   6．3   6．6   

〝   ′′  弘法池周辺   つ．4   7．6   8．2   
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表3． 上水、海水、土壌、章毎底土、食品中全ベータ放射能  

試科名   採取地   試料数   測定値   単位   

上 水 （原 水）   守口市   2．7，3．0   PCl／丘   

〝   （姫口水）   大阪市   2．5，3．2   〝   

海  水   大阪港内   0．5   〝   

土 壌 （0－5α）   熊取町   21   pCl／dry．g   

〝   （5－20Gm）   〝   20   〝   

海 底 土   大阪港内   21   〝   

原乳（生産地，WHO報告）  能勢町   4   1100～1300   pCi／丘   

市販乳 （消費地）   大I坂市   1300，1300   〝   

タマネギ（生産地）   熊取町   3   0．8 ～1．1   pCi／rav．g   

キャベツ（生産地）   〝   1．7   〝   

ダイコン（消費地）   大阪市   1．3   〝   

ホーレン革（消費地）   〝   5．7   〝   

米   （消費地）   〝   0．8   〝   

サバ   （消費地）   2．4   〝   

日常食 （都市成人）   寝屋川市   0．7，0．8   〝   

表5． モニタリングポストによる空間線玉串（c p s）  

年  月   最高値   最低値   平均値   

60  4   18．9   12．9   14．0   

5   16．8   13．1   13．9   

6   16．8   13．0   13．9   

7   15．5   12．9   13．8   

8   14．7   13．0   13．7   

9   16．7   13．0   14．0   

10   21．4   13．2   14．2   

18．2   13．3   14．3   

19．0   13．2   14．2   

61  1   15．0   13．9   14．1   

2   15．7   13．2   14．1   

3   21．4   13．2   14．2   

年  間   21．4   12．9   14．0   
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（61）兵庫県に お け る放射能卜測定調査   
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表1  陣水 お よ び降下 物 の 全ベ ー タ 放射能（神戸市）  

年 月  湖上定 回 数  月 間 降雨 量  最高 値  最 低 値  月 間 降 下 量  

（mm）  くpCi／ml）   （p Ci／ml）   くmCi／krロ2）  

60． 4  

60． 5  

60． 6  

60． 7  

60． 8  

60． 9  

60．10  

60．11  

60．12  

61．1  

61． 2  

61． 3  

年 間  

171．2  

167．9  

197．3  

92．6  

32．1  

60．9  

40．0  

59．4  

25．4  

37．4   

16．0  

120．4  

1020．6  

LT D  L TD  

LT D  LTD  

O．017  L TD  

O．811  LT【）  

L T D  L TL）  

0．033  LTD  

LT D  L TD  

LTD  LTD  

O．036  LTD  

LT D  LTD  

LT D  LTD  

O．035  LTD  

O．036  LTD  

注  月 間 降下 量 は 大型水盤 に よ る 測定値  

表 2  食 品 等 の 全ベー タ 放射能  

採取地  測定値  
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技
 
場
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農
 
試
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淡
〃
 
農
 
 

タ ー  1．3 pCi／ml  

l．3 pCi／ml   

O．9 pCi／g生   

8．8 pCi／g生  

1．8 pCi／g生   

4．5 pCi／g生   

2．8 pCi′g生   

LTD   

LTD   

O．8 pCi／g生  

1．8  ／／  

13．4 pCi／g  
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産
費
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う
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あ
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表 3  浮遊魔の 全ベー タ 放射能  神戸市  兵庫県衛生 研究所  

年 月 日  吸 引 量（m3） 集塵 量（mg）  全ベ ー タ 放射能 くpCi／m3）  

85． 4．21  1053  

85． 8．14  1026  

85．11．12  882  

86． 2． 4  1011  

0．27  

3．20  

1．30  

l．51  

7
 
6
 
0
 
9
 
 

3
 
2
 
3
 
・
・
l
 
 

表 4  空 間 線量 率  神戸 市  兵庫 県 衛 生 研究所  

年 月 日  天候  車間 線量率（〝 R／hJ）  
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（62）和歌山県における放射能調査  

和歌山県議生公害研究センター  

内田勝三  井原義行  

1．緒言  

前年まに引き続き、昭和60年産科学技術庁委託による放射能測定結果について  

報告する。  

2．珊査の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白菜、大  

根、アジ、米）の放射能測定を行った。今年度の測定回数は124圃であった。  

（2）調査方泣  

試料の調製および測定方法は、昭和51年度改訂科学技術庁編「全べ一ター  

放射能測定法」に従った。  

（3）測定機器  

（イ）GM計数装置；アロカ社L B C－4 5 2型  

（ロ）シンチレーションサーベイメーター；アロカ社製TC S－121型  

3．調査結果  

降水および降下物の全ベータ放射能を表1に、土壌、食品、陸水の全β放射能に   

ついては、表2に、また空間絶望率を図1に示した。いずれも異常値は認められな  

かった。  

4．結語  

測定結果は全体的に昨年と同程度であり異常値は速められなかった。  

表1．   降水及び降下物の全β放射能  

（6時間更正債）  

放射能濃ま（pCi／1）  
芸 

年  月  測定件数  月間降水喜  （巾¶）      l＝こ＝iチニ ≡     l最高値  最低檀  平均値   

6 0   4   88．3   21．D   Nd   
5   9   

3．0   Ⅳd  

131．5   25．0   Nd   
6   8   

7．2   Nd  
282．0   Nd   

7  

Nd   Nd   Nd  
46．9   Nd   Nd   Nd   1．7  

4   

71．1   Nd   Nd   
9   

Nd   1．6  
164．0   Nd   Nd   Nd   

10   
Nd  

113．2   Nd   Nd   Nd   
11   

Nd  
81．2   29．7   Nd   

12   
11．7   Nd  

4   48．4   
61  1   

33．2   20．7   28．4   1．1  
24．9   Nd   Nd   

2   3   

Nd   Nd  
17．6   32．2   Nd   

3 1 O I 
1D．7   D．5  

146．5   53．6   Nd   8．3   2．1  

6 4   1215．6  
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表2．   土壌、食品、陸水の全β放射能  

試  料  名   採取地   測定数   放 射 能 濃 度   

土壌 （0、5cm）   和歌山市   733  dCi／Xm2   
土壌 （5～20cm）  和歌山市   2724  mCi／K爪2   

日  常  食   和歌山市   8．75  pCi／g生（平均）   
上水 （蛇口水）  和歌山市   Nd   

牛乳（市旗乳）  和歌山市   1318  pci／1生（平均）   
米 （消費地）  和歌山市   0．48  pci／g生   
ハ ク サ イ   和歌山市   0．64  pCi／g生   
大  根   和歌山市   1．48  pCi／g生   
ア   ジ   和歌山市   3．41 pCi／g生   

6
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（63）鳥取県にあサる放射能調査  

鳥東泉衛生研見軒  
佐藤 匂 谷口草適  
鋼材丘倍 賞原典正  

1．鱒言  
前年度にひきっプき、ほ如60年度に実施した放射能訝蜃の橡  

賓そ報をする。  
乙 詞蜃新免の夜番  

（り 掬直の対象  

碑7kノ 降下軌 上水．牛乳ノ野象ノ兼ノ 百草食ノ大丸謬銘じ  
ん′ 土壌及びI嚢礪線量，  

（2）試料の凍虎及か・動産法  

科号渡船斤牌「食べ一 夕放射能剰定法（紹如封卑）」，「教  
射鹿ヨウ素倉粁譲（l？67）．ノ  rシ：／ナレーションガウンデー  

による空域紋章の創見（】？らき）」ノ「モニタリングポストによる  
空礪線量の剰え（l？6ぎ）⊥及び▲「嫁痺試料嫁泉法（昭和どぎ卑  
）」 などによ フ た。  

（5）刺是認畳  
患  TDC‾－0ヨノ【0之  

ど  

サーベーメーター  ：ALOKA TCS－12卜し  
モ：ニクソ ンデポスト：AJOKA 卜1AR－＝  

幹）蘭査締泉の概．阜  

降締の放射駐韓痩は草々で  

熟櫨ギ3、クp∝／戚てい訝いフた㍉  遠  

敏射鮭感度灯久／♂～／，r／州G－八州ソ居で卑一窃の落下風ご前年と鬼ん  

ど（封じ、で・12宮前顔ド浄水と軌漆届いイ盈を示した。（承一り  
モ＝∴タリンデ君ストによる安威線量ば，前年に化して全厳に  

僅かに値、、レベ）レであった．  克た、例年JJ2月がイを過とだる  
が風琴咤ん3月と少しす、れ丁こ。しかレ ビ蒋虜化侵は成年盈り  

」2～ヱかこ為し、催号恭しに。（？彗トlノ之）  
未見諺痘じん埠の杷の試料でば、凄者胤でう風力られす’刺阜と  

何夜度の璃何であっ仁タ（表－2′3）  
ま 鰭蕗  

を年度の率直でぼ各試料とも放射能戎庚に異尊慮こま洛めう止すこ  
鍾草ヒ1句題屋号し くは．をみ叛下のレベ）レであった，  
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泉1降水及び落下物の全β放射絶  

耳   4  5  6  7  8  ？  ！0  肝  I2  l  2  3   

定 碕  
観   0  ロ  〇  0  0  5、J  ∋．之  ヰ．午  ∂  0   ∂   

剰  平均値ウ  吐7  r3、ら  【？．5  ぎ．0  ぎ．ら  7．6  几？  ニヰ、2  ヱユ？  37．午  三村  2今ヰー  
珊雁下皇≠  3．07  1、与D  3、07  2．叩  0，17  ト68  トZ午  2．冒？  3．ユる  ÷こヂ  斗○？  2、畠る   

大垣水盤克巾棚   0．S6  0．4i  0．60  0．叩  0．J∂  0．与占  0．7l  卜0う  l．引  け？  I．ヲ0  0、65   

泉2 大気汚感じんの金β放射能  

田  4－  田  ら  ア  8  ？  JO  Ⅷ  12  （   2  3   

測定件数   ヰ  ヰ  午  斗  ＋  斗  ヰ  4・  4－  牛  斗  牛   
最高値p施  2．28  l170  ま00  l．ヰ8  3．60  3．50  2．50  2．ら0  1．gO  0．ら之  0、70  2．20   
最低イ且 ≠  トヨ5  0、27  0．7之  0、ら今  0、十0  l．0ら  ト06  0．57  ロ．Zt  0．2S  0．12  0．gロ   
平均胤ク  ト78  久74  l．？4  l．10  上ら？  2．12  Ⅰ．5？  】．3ら  0．7t  ご、÷？  0ヰも  一片6   
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（即今  5 6 7 ∂ ？10 1112 1  2 3  

Ⅰ可1 モニタリングポストによる生弧線畳  
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泉3 軽水・食品・エ嬢の薮射絶及び星間線皇  

品  ．亀  談鼎数  ；    ′     二   卓 也  イ萄  着   

上 カく．  蛇口水．   ユ   ND   PCこ／セ  

5   ¢、7 へ一J．2   P現生  合 K  

2   I．1   上之  タ  

ま8   
ヰ   

大 枚   
常温  ほうれん草   

之   

2  

l．S  t．6  タ  タ  全 β                牛乳  生 乳  2   0、5   （   ク  

射  Z   2．ぎ   5、0  ク  

頚■■■臣  Z   0．7   （つ．9   ク   〃  

し？2ロ  し？キ】  皿α／k州†  

上‡象  0～5C凧  2  2   毛う35 皐ヰ60  ／   

ほl工   ら   〃D／一－ 7．5   Pq有ガ  承恩命打患  

破線  早宮し               ほ7ら   6   ND ′、一ヱ0．l   ク   ～   

鰻重  堂 朝 線量  ！2   ．g．牛′～JO・f   〟R／硯  サーバーーメゾー葱   

5 6 7 8？－Ollほ′ 
郎 

屈三 毛ニタリングポストによる受間線量の日内変化  

ー227－   



（64）鳥服属にわ・丁去就射絶調査彪泉  

風楓鼻衛生公豊新見所  

声角庸一．奇々杏超  

竜喝跡見・人庫＼Å舟  
鼻；ニ号－－  

ユニ‾・∴羊  

／．積善  
隠加わ斉度一二．鳥ノ噴Jトニあ   

射絶調各久小過か麿りた虜ユ   
ありせて．ゼのノ硫′薯乏取淳す  

2．裏釘ゑ・の鳳．寮  

て夫権て九仁粛ぎ故郷斤應、j丸の元矢  

者  
、
（
 
 刀

ヽ
∂
 
 ‥、 長与・さそ了て、  

原音刀施設′呵皿と魯、キに．領水∴き透呈しん 陰火．落水、農   
金屋甥．適甥．水眉生憫．路エ．温風二者の放射能と詞公一し 7＝．   
き 仁、T」D．モニタリ ニグオごスト考に占 り、星覇′線香と顔塵＼  

し た。  

（ヱ〉 嵐料の／疲政見ひ・劇え方え  

射ざ玖府庁l二言3ふノ浄の放射絶周り乞マニュア）レ見び■「え主動轟   

調あ各点も計盛名（脇加わ与象）」▲こ卑して行フた．き た・珂い  

た刺え應。為、・言及／  
L みりて・あ占。  劇 え＿ 区 外  イ実．   祈  膿  ノ臥  

エ ヱ’′〆GM刀ウニタ  喜  路．        上象ノ久タト斗碑  仏ノご，つク’ラウニトjてカブフロー〃ウシタ（ヱり声▲／′軍  
う  

廊 朴  
す  

事  

ぶ  

た  

Jタ  

結果の  （j）請l虜＼  

4室蘭後盈  
鯛各儲盈の う   

夏場 Lり）妄ゑj   
友3 ′ 因／に 斤、   

生乳頗屠線孝d   
鼻下思瓜で・さ舶   

～路側々て・あ，   

か、／乳思周且ノ屯  

・きょンヘ7デ戒尺 てあっ た。j た一 己ニタ」ノ ニ■ク∵骨スト繰牒孝紹  

ぎノ也風早均て〟∫甥てあ，た．己二タリ ング刀一，ユ，ニケし  
一ションサーペイ互含め令息とlて前毘／泉と珂屠及の超果で  
あ，た．   

虐、ベータ烈、  ロ  

頗」者毛釘ヱ′ 泉イl＝示す．／冬瓜L（て前車度刃みのしペル   
であフた。ぢみ．月間南水ちりの陰下者l∂、ネ一朝（／／～之即   
か化麻的斉し、．  

卜 納町  

方酸度ば泉j～7のとみりてあ3。みち．A耳鼻カ、ら一よP∂5ト  
のノれ布顔見む弄す。   

T線外え外新路泉（泉7  
飢 ぇ成いて′Jクr5のオて・あっ  ■  

泉
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久風少し た加・ノ他のノ検／玖ヒつlて音節年  、
ム
た
 
 

庄
丁
房
 
 

ヾ
｛
い
∵
－
 
 

呆
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す
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∴
 
 

－
－
 
 

調
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度
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の
丘
の
丘
む
 
 

風
前
）
わ
す
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＿ 
感知jP首席廟盾、ノメ払者孔♂上れ7dくぢ  

ヾ
｝
．
け
 
 

て
可
愛
 
 

如〟キル月  
っ てみ り、  

レベルと斤こ  
慮一真の彪え験の仏体自っみ風埼自勺影響の  

泉ヱ 星間ノ痺虜後者剰え顔見  友3 モ＝タリフグ乃一にさ3室蘭撰者牽剰ぇ危果  

（れ斤／弓存8）   

対鼠 色什  各店    阜均届  地点・   

ノ＼身都島ノ絶叫  7c，．0  ∫‘．J  占j，ユ  二   

．鹿島町  77．㌢  ∫）．＃  J∫．ぎ  ／タ   

ノ松 プ∫ 予  7デ．イ  J7．／  7ヱ．7  同   

ぷ 東 予  ぎよP  ／   

よ 夏 季  73．占  ／   

大 田 車  7．2．ぎ  Jj．J  ょぎ．∂  j   

プ女 野 市  Jダ．ど  ／   

益 申 予  ぎ／．ダ  ／   

（牛乳庚針）   

封 息  ケ  ‾瓢値  最血盟  千明届  タ根．数   
ノ＼東都鼻叔可  j．∫  ／．P  ヱ．ぎ  二   

＝＝ 召：：  ゲ．？  ／．？  j．0  計   

彪こ jエ 予  ∫．‘  ヱ．占  j．J  j   

（メタ／k）  

（．一タ▲   

噂
′
T
嘩
．
翠
く
嘩
⊥
嘩
ぜ
よ
よ
〓
ご
 
 

（
、
隠
H
へ
ヰ
．
＼
至
急
ご
忘
ヰ
聖
．
叫
皆
品
 
 

／上  

／ロ  

す  

‘  

享  

j  

ク  

←最大値  

←平均値   

←泉ノ】、適  

’きよ．｝  占 ‘ 7  曾  P ／ク ／／ り 寓ノ  j j（年．月）  

厨／ 山1（Tゼ）DBHもモニタリエフ・・ポストこよ3客風鎮香率  
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∫
 
 
ゲ
 
 
3
 
 
ユ
 
 

（
－
烹
ざ
）
邁
志
遠
ご
∵
と
4
 
 ’訂．＃ ∫ 占 7 ぎ ア ／0／／／j’診‘ノ ヱ 3 ほ・R）  

図ユ 隆下物（入監水島l＝d占／相馬）のノか＼・一夕東男能  

泉≠ 親風錮干の／卦ベータ放射絶馴致顔見（めk合む）  

ノ喚A巨ノ外   農然執  岸畑  ー・∴・l  最高値  鼻血届  平均値  j泉．奴 メ色女   
火屋皆え九   ヱ  PCシセ  鼻′思玖  検出でれすl■  必声・予   

日帯食御埠   ヱ  瑚  虎ノGゑ  ∂．P  β．7  ∂．∂   

屠  ／．J  ／．ク  ／．／  ／＼東都ノ＼夏荊  

あ  
ウ   †   ／．j  ／．／  ／．ゲ  必 …エ 帝  

入  鹿  ／   I  

虐  
／．7   八 田、帝  

lきラ九ん車  ／   ケ   3，9   

J勿   ケ   

l  

ロ．占  歌 声 予   

メ広   東．   ／   j．／  ノ＼え郡及鼻印   

声－ 摩  
ケ   

I  ／．／  庚申市 井畠  

J≠ ∫勿   ヱ、／  層兼周皿点ノ嵐   

陵・  ／P  久 田  予  

エ   ／d   l   

友∫ 後免炭上村ヤのトリナウ久ノ親展（PC／ノ）  

食み区外   鹿蝕艶  軋桝韻剋ゑ  二最高値  鼻息届  ♀均．庇  泉鬼亀鼠   

藤・  れ庖農水  ∫  遺 留 玖  jP  ／ダ  Jヱ  鬼；クエ帝．頴田？   

丸且皆朱水  ロ   上之   

7也  九  ヱ   園  ガ  四  ノ＼東．都塵島呵  
水、  jよ  璽／♂  四  斤仁声甲   

各  九   ぴ   デ  ご   ぴ  ／泉ノ私圏点L鳥ノ軋   

（注）倹去凰界はjo～〆βPC一ンソ  
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泉占 王鼻．痩一統碑干の スト ロ シナラムー Pク ノ痍∴麦  

j灸 イ五 巨 外   規外貌   毘 虎  試こオ東製ゑ  磨tえ蓮見  廟、′取J色息   

十†  

射  L T C）   

生  ／．ダ  

j抑   タ   L T［）   

落  ノに   2   ■   00告β．∂7   

膚   束臥  ／  Py由一   ∂、ユ  

倉 一＃の  大  ＋†⊥   

鬼  ．真   ／   イ∠七   

タ申   茶   ／   上戸   

隆・  エ  ロ  〆レ毎一見乾エ  2♂≦   

友7 媛鹿執メ斗ヤの放射櫨玖ノ珍濃度（「組外‰／恥咋結屈）  

倹／煉＼区外   ー学生打  学庵  耗照綿製息  l済・・・‥l  ′βl又＿値  鹿 又 J吃 鼠   

カ、て ご  ロ  F電・  ．皮ノし玄  〃クG   7   ノ帝展一周」ユノ毎／威、  

九  l   ／よ し  

ミ ミー え．  〃  ロ   ′j℃β  LTD～′ぎ   ′  

産  ぢl  

ク〉i（わ  ユ  
′j7 

cs  j ～ ∫   

壬  l   

′J 
℃s   ヱ．j   I  

凄んた’巾  ヱ   l   ㌦cs  LTD／、J   

JJ し  ケ  

J勿  
〃   

l   指 し    属   且  朔   

隆、  ノ色  ノ  ロ  ● J  壷屋凰  超 し    ノ＼貴．邸鹿島可   
水、且原7  J   †   〟 し    ぬアユ牟・ノダ田中  

／J し  彪ミ声∵帝  

水＿  ‘   ′jクcs  」T【フ～J  放声 帯   
盾   ノK、   均  P㌧々  【Pか伸餅鹿  βクcs  βノ∂～ク．〟  廟港周辺＿森泉   

農．  
タ  点 膚 え  ノU し    八女都 ノ＼髪∴呵  

易  ¢  虎 イヒ彦、  ／d し    八東眉平泉鹿町  
8う止ん卓  2   イ   ′Jクcg  ／一 之   

屋  十   β7cs   ／．j   l  

ノ吻  亨   ／d し  

虚  β7cs   リ   

均   
サ   ヽ   ／JクCs  j ～‘   

風土（。＜ム励   〟  塙柵  虐」書 法  ′Jクc5  」TD～jヱ  ノ＼東罰庚ゑ町．松ブ王’   

滴／虞 エ   田   ，   烏 し    ノ緊ノ灸、嘲ヱL浄メ或＿   
′脅 威L／垂   円  研‰  j畝ゝ嘘引玖  ／d L    ノ、女．郡 庚息甲   

（タ言）エーβ／のみ星河思とし仁Dの  

ー23l－   



（65）剛凄．て㍍（丁る筑射膏巨鯛及  
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ゑ1触の食べ一夕放射能励ノ  

占／阜  
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泉z  兢針       の食べ一夕放射能   
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（66）広島県における放射能調査  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 坂本征則   

1緒 言  

前年度に引続き，昭和60年度に実施した科学技術庁委託による広島県における   
環境及び各種食品中の放射能調査結果の概要を報告する．  

2 調査研究の概要   

〈1） 調査対象  

降水（定時採水），月間降下物（大型水盤による），浮遊塵，陸水（蛇口水  
淡水），土壌，日常食，農畜産物（牛乳，野菜＝ダイコン，ホウレン草，精  
米），海産生物（淡水魚＝コイ，海産魚＝カレイ，旦＝カキ，海藻＝ワカメ）及  

び空間線量率．  
（2） 測定方法  

試料の調整及び測定方法は，科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（昭和51  

年改訂）」及び「昭和60年度放射能測定調査委託計画書」に従って行った．  

（3） 測定機器  

GM計数装置：アロカ製 TDC－501型及びTDC－103型  
GM管：アロカ製 GM－2503B型及びGM・5004型  
シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－121C型  

（4） 調査結果  

降水の全ベータ放射能月別推移を表1に，又，各種試料の全ベータ放射能測  
定結果を表2に，更に，サーベイメータによる空間線量率を表3に示したが特  

異な傾向は認められなかった．  

3 結 語  
捨ての調査項目について前年度とほぼ同程度の値を示し，特に異常な値は認め  

られなかった．  
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表1．降水（雨水チリ）の全ベータ放射能濃度  

年 月 試料 降水量 最高値米 最低値米 平均値＊ 月間降下量＊米  
敷  くm椚） l   （pCけり   1 （祀i／kM2）  

60 4 10 160．2  

5  7 155．8  

6 12  420．9  

7  9 216．6  

8  4  30．6  

9 10 164．3   

10  7 111．8   

11  4  35．0   

12  4  40．9  

61 1  0  0  

2  2  36．8  

3  8  63．8  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
9
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

6
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
皮
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
4
 
 

6
 
 

5
 
 

年間  771436．7   66  

米．：6時間値  

米＊：大型水盤による1ケ月の値  

表2．各種試料中の全ベータ放射能濃度  表3．空間線量率  

試 料 名  採取地 測定  測 定 結 果  
回数  

年月  〃R／hr  
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】
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1
 
 

陸水（蛇口水）  

く淡水）  

土壌（0－5cm）  

（5－20cm）  

牛乳（生産地）  

（消費地）  

野菜（如しン章）  

（タ“イコン）  

精米  

海産生物（ヌルイ〉  

（カキ）  

くっカメ）  

淡水魚（コイ）  

日常食  

浮遊産米  

広
庄
広
 
高
広
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
4
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
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市
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市
市
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原
島
〃
田
島
〃
 
〃
 
〃
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〃
原
島
〃
 
 

O  pCiハ  

0  〝  

29．6  pCけg乾土  7  

27．4  〝  8  

1．06－1．14 pCけg生  9  

1．16－1．19  〝  

3．40  〝  

1．30  〝  

1．10  〝  

2．30  〝  

1．50  〝  

3．10  〝  

2．20  〝  

0．78－0．90  〝  

0．25－1．91pCi／¶3  

10  

11  

12  

611   

2   

3  

大
広
 
庄
広
 
 

平均値 12．8   

米：6時間値  
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（67）山口 県に お け る放射能調査  

LU 口 県衛 生研究 所  

松 尾博莫  松村  宏  

1  緒 言  

日召和 60年 度 に 実 施 し た、 山 口 県 に お け る〕莞 境 お よ び 食 品 等 の、   

放射能調査結 果 の 概要 を 報 告 す る。  

2  調 査研 究 の 概 要   

1調査対■ 象 試料  

降水、降下物、上水 （じ ゃ ロ 水）、海水、海 底土、海水 魚 （  

メ バ ル）、牛 乳 （市 販）、精 米、野菜 （大 根、ホ ー レ ン 葺）、  

日 常 食、土 寧、空 間 線 量率 お よ ぴ モ ニ タリ ン グ ポ ス ト を 調 査対  

象 と し て 実 施 し た。  

2 試料】采取、調製 お よ び 測 定  

試料 の 採取、調 製 な ら び に 測 定 は、 「全 ベ ー タ 放射能測 定法  

」 （昭51年） お よ び 昭 和60年度放射能調 査委言毛計 画書 に 準 じ て  

行 っ た。  

3 測定器  

億 バ ッ ク グ ラ ン ド 放 射能 自 動 測 定装 一重：ア ロ カ L8C－ 452  

シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ ：ア ロ カ TCS－121C  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：ア ロ カ MAR－11  

4 測 定結 果  

各 測 定 試料 の 調 査 結 果 を そ れ ぞ れ、 表1、 2、 3に 示 す。  

な お、今 年 度 か ら、測 定結果 を模準偏差 の 3 倍 以下 に つ い て は  

検 出 せ す （ND） と 表示す る こ と と し た。   

3  結 語  

本調 査期 間 内 に お い て、大 気圏 内 核爆 発実 験 は 行わ れ な か っ た   

し た が っ て、 い す れ の 試料・に も、 放射 性降 下物 に よ る 汚染 は 認 め   

ら れ な か っ た。  

－237－   



表1  降水 お よ び 降 下物  

年  月   
降 水 （mCi／k㌔）   降 下 物（mCi／kJ）  

最大値  最dヽ イ直  平 均値  降 下 量  pCi／ ゼ 降水量祇爪   

日召 60． 4   0．75  0．38  0．57   1．62  10．8  215．5   

5   ND  ND   1．34  9．5  219．0   

6   ND  ND   1．02  2．6   675．0   

7   ND  ND   0．62  2．6   334．5   

8   ND  ND   0．45  6．3  78．0   

9   0．45  0．45  0．・45   0．94  4．3   320．0   

10   0．07  0．07  0．07   0．52  6．9  105．5   

0．03  0．01  0．02   0．76  16．1  54．0   

12   0．27  0．05  0．13   0．95  19．1  39．5   

田 61．1   0．10  0．08  0．09   0．47  27．3  16．5   

2   0．23  0．05  0．13   1．41  26．2  56．5   

3   0．39  0．39  0．39   2．78  31．1  95．0   

表 2  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト お よ び 空 間 線 量率  

空間線量率  モニタリングポスト （cps）   
年  月  

最 大 値  最小 値  平 均値  

17．0  18．9   

17．0  18．6   

17．0  18．9   

17．0  18．7  

17．0  18．5   

17．0  18．8   

18．0  19．1   

17．0  19．2   

18．0  19．3   

17．0  19．0   

18．0  18．9   

18．0  19．0  

26．0   

27．0   

33．0   

27．0   

26．0   

26．0   

28．0   

30．0   

25．0   

27．0   

27．0   

26．0  

11．7   

11．2   

12．7   

10．8   

11．5   

10．7   

10．4   

10．7  

9．5   

11．7   

10．9  

9．5  
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上水、海水、海底土、土壌、牛乳、野菜、精米、海水魚  

お よ び 日 常 食  

衰 3  

試  料  名   言式料採取地  採 取 年 月  測 定 値  単 位   

上水（じゃロ水）1   宇 部 市  昭和60年 6月   2．50  pCi／ゼ   

上水（じゃ口水）2   ノク   〃  12月   2．39   ノケ   

海水   阿東コ須 町  t唱和60年 8月   0．95   〃   

ラ毎底土   〃   〃   24．25  pCi／タ乾   

土壌（0・－ 5c皿）   萩  市  昭和60年 7月   18．82   ノク   

土壌（5・－20cm）   ノク   ノク   2l．21   ′ク   

牛乳（市販）1   山 口 市  汗召和60年 8月  1212．4   pCi／ゼ生   

牛乳（市販）2   ′ク   【唱和61年 2月  1269．1   ク   

野菜（大横）   油 谷 町   ノク   1．88  pCi／タ生   

野菜（ホーレン革）   〃   ．ク   6．31   ク   

精米   山 口 市  日召和60年11月   0．64   ク   

海水魚（メバル）   山 口 湾  昭和61年 3月   2．67   ク   

日常食1   山 口 市  陪和60年 6月   0．68   ノク   

日常食 2   ノク   昭和61年 1月   0．85   ク   
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（68）愛嬢県に おける放射能調査  

愛 嬢 県 公 害 技 術 セ ン タ ー  

松 浦柴 美  安 井 正 良  

金 子 敏 明  矢 野隆 司  

篠 原 広 充  安 永 章 二  

1．緒 言  

昭 和 6 0 年 度 に、愛 嬢 県 が 主 と し て 西 宇 和 郡 伊 方 町 及 び 松 山 市   

に お い て 行 っ た 放 射 能 訴 査 の 概 要 を 報 告 す る。  

2．調 査 研 究 の 救 要   

（1）測 定 対 象  
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の 影讐 は、昭和 5 9 年廣 の 調査  

表1． 空間ガンマ線塁率（連続測定〉  （単位：〃R／n）  

” 】  モニタリングステーションj モニタリング     モニタリング ポストi   

場 所1  ．  伊方町九町越公園   ヨ  伊方町 湊浦   伊方町 九町  －   

測定器  Ha＝丁＝シンチレーション貞 高 圧 電 離 箱  高 圧 電 離 箱  弓   

区 分  最 高  最1軒平 均 ∃  最 高  最i圧 平 均巨象；笥＝象（氏   平 均】   

60／4月   6．6  1．6 1．9  7．4 5．5   5．8  10・1 6・2   6・6l   

5月  4．6 1．5 1．9  7．3  6.5// 

6月  毒；：；i；：；i…：…  4，0 1．5 1．8  6．5   6．6∃   

丁月   6．0  1．5  1．7  6．8  5．3  6．3   

1．5  1．7  6．1   5．3  6．3  

8月  2．9  1．6  1．8  6．4   5．3  5．5   6．2  6．5弓  
10月   5．4  1．6  1．8  7．4   5．4  9．1  

11月  10，1   1．6  1．9  10．7   ‖   

12月   4．2  1．5  1．8  7．0   6．3  
81／1月   2．8   1．5  1．8   6．4   2弓 5・4 12・8   

2月   3．2   1．6  1．8   6．5   

4・3   1．6  

6．5  
3月   1．9   7．4   5．4t 5．6  1 8，2   8．6  6．6  

年 間  10．1   1・5 l・8  10．7  5・2】 5，6  12・8 6・2  ∃  6・6   

表2． 降下物の全ベータ放射能  （単位：mCレ′ kポ・月）  

場所    月iり 5  6  ロ  田  田  四  皿  12l  口  田  田  重平均L   
公害技術センター‡0・6と0・4  0・4！0・2≡otllo・2≧0・2      0．4  0．4  0．3  【0・3  0．5  lO．3   

伊方町九町越公薗弓0．7；0．8  0．5  0．3  0．7机3lO．5    lo・8  0．8  0．5  0．5 H  0．7  0．61   
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表3． 環境試料の全ベータ放射能  

試 料 名   種 類   謬位  地点敦  試料数   測 定 結 果   単  位   

大気浮遊じん  2   8   0．2～ 6．3   PCけポ   

陸  水  河 川 水   4   ND ～ 1．0   PCi／ク   

土  壌  未 耕 土  0′、15仁清  3  36   3．6～12   PCi／g乾土 

∃ 海  水  表 面 水  4   ND ～ 1．3  PCi／ク   

海 底 土  2   8   4．1～ 9．3  pcけg乾土岳   
み か ん  可食酢  10  10   0．9～ 1．2  L  

農産食品  表皮  10  10   1．2～ 1．8   

野 菜   葉   3   9   2．1～ 6．9   

い癒物  松 葉   葉   2．1  

（  杉 菓   葉   2   8   1．5～ 2．9   pci／g生  

魚 類  可食那   8   2．6～ 3．6  

海産生物  可食郡外  8   1．6～ 2．1  

無脊椎動物  可食郡   8   0．9～ 2．0  

海 藻 類  全体   6   7．8～ 12   

注） 未知試料の放射能N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき「ND」と表示した。  

表4．核種分析（Ge半導体検出きによる機器分析）   

地  測  定  結  果  

試料名   種 類  那位   自 然 核 種  単位  

数   137Cs   7Be   IOK   

陣 下 物  大型水嚢  2  24  ND ～0．0（】36  0．33・－4．4  ND・－0．37  mCレ′k撼月   

≡大気浮遊じん  2 8 ND   ND －0．14  ND ～0．019  PCト／ポ   

弓 l陸 水  河 川 水  1 4 ND   ND   ND ～2．7  PCi／ク   

土  壌  未 耕 土  0～15dl  3  36  0．089へ■1．9   ND   2．5 ～5．8  PCjノ9乾土   

海  水  表 面 水  4  0．10・－0．13   ND  PCi／ク   

海 底 土  ND ～0．049   ND   3．7 ～6．1  PCi／g乾土   

⊇   み か ん  可食那  10  10  ND 一－0．00059   ND   0．88｛－1．3   
皇  

蔑産食品  表皮  10  10  ND ～0．0017  0．018・－0．0丁3  1．3・－1．8   
1  

E                   l  野 菜  ヨ 葉   田  9  ND ～0．0046  0．062～0．62  2．4 ′－7．0   

植  物  松 葉  葉   0．0012   0．20   1．6  

杉 葉  葉   PCi／g生  

魚 類  可食部  口  田  0．0045～0．012   ND   2．8 ～3．丁  

海産生物  可食部外  口  田  ND ～0．0074  ND ～0．017  0．76～2．3  

無脊椎動物  可食郡  口  18  ND ～0・0042どND ～0・047   0．76～1．8  

海 藻 類  全体  口  6  ND ～0．0048  ND ～0．16  8．6 ～14   

注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と表示した。  

以下、表5～表8においても同じ。  
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表5． 核種分析（NaI（Tク）シンチレーション検出器による機器分析）  

試 料 名   種 類   部位  地点数  試料敦  131Ⅰの測 定 結 果   単 位  ！   

み か ん  可食都 3   3   ND   

i農産食品  表皮  3   3   ND  

野 菜  i葉  

植 物  桧 葉  葉  ！1   口  l   ND   
l  

ND  
l  ミ 杉 薫      ，4  

海産生物 t海 藻 類章 全体llll  

表6． 部S「の放射化学分析  

試 料 名  種 顎  部位  地点数  試料殻   測 定 結 果   単 位 n   

降下物 j  大型水盤  2   4   ND   mCけk掛月F   

陸  水  河 川 水 ．1   0．024   PCi／ク   

土  壌  未 耕 土  0・－15c環  3   3   180～340   PCi／kg乾土！   

海  水  表 面 水  4   ND ～0．10  ‡pci／ク   
海 底 土  2   8   ND   PCけkg乾土ミ   

農産食品   野 菜   葉   16   

ND   r  

海産生物   魚 類  可食部  ．1   ND   PCりkg生  

無脊椎動物  可食部   ND  

海 藻 類  全体   2   ND ～11   

表7． 3Hの放射化学分析  

試 料 名   種  顎   地点敦  試料故   測 定 結 果   単  位   

陸  水   雨  水   2  24   ND ～66  

河 川 水   4   ND   PCi／ク  

海  水   表 面 水   4   ND   

表8． 23Pu，a9Pu＋川Puの放射化学分析  

試料名ぎ   部位  測定結果  草位 
】   238Pu   】  

降下物 l  大型水盤  § 2  2  ND  ND   mCi／k正月う   

陸  水  河 川 水   仙  ND   ND   ≡pCi／ク   

土  壌  未 耕 土  ！0～15c椚  3   3 い．60～1．1  13～25   PCi／kg乾土  

海 水  4 ヨ ND  ND ～0．00036  PCi／ク  

－243－   



（69）高知県に おけ る放射能調査  
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表1 降水の全ベー タ 放射能  

年月 試料数 陣取果 最大値 削、i炉り 平均値（熱帯諷2）  
11．4  0．29   

2．4  0．06   

2．5  0．11  

1．3  0   

3．0  0．17   

と至．3  0．14  

1．0  0．07   

3．3  0．01   

2．4  0，06   

0  0   

9．3  0．03  

1．8  0．10  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

419．7  137．2  

290．1  29．4  

302．0  39．4  

105．6  10．5  

430．6  42．2  

323．8  74．5  

260．9 ■  10．7   

28．2  16．7   

46．7  14．2  

12．4  0   

88．5  37．2  

180．2  16．4  
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表 2  陸水 お よ び各種食品等の 全ベ ー タ 放射能  

採 取 場 所  測定数  測 定値  単  位  
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「4 5 6 7 8 918 ‖1212 3 月   
固1こタリング、ホ○スト及びサーヘ、、ィメー叫こよる空間綿量  
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（70）有高岡県乙こおらナる放身寸台転調査  

福岡県衛生公害センター  

毛利隆美，大野健治，漂町和美  

1． 緒言  

昭和60年度（昭和60年4月一昭和61年3月）に実施した放射能調査の概要を報告する．  

2． 調査研究の概要   

（1） 調査対象項目及び内容  

降水，上水，農産物，海産物等の全ベータ放射能及びⅠ， Cs，Srの核種分析並び空間  

線量率測定を実施した・試料数は，モニタリングポストによる空間線量率を除いて，表1に示すよ  

うに184あった．  

（2） 測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は，科学技術庁嬉『全ベータ放射能測定法』（1976），rガンマ  

ー線スペクトルメータによる牛乳中放射性ヨウ素の迅速定量法』（1976），F放射性ストロン  

チウム分析法J（1983），F放射性セシウム分析法』（1974）及びr放射能委託計画書  

（昭和60年度）』等で行った．   

（3） 測定器  

GM計数装置：Aloka製TDC－601型  

シンチレーションサーベイメータ：Aloka製TCS－121型  

モニタリングポスト ：Aloka製MAR－11型  

NaI（Tl）付きガンマー線波高分析装置：NAIG製  

低バックグラウンドGM計数装置：Aloka製L8C－451型  

3． 調査結果  

昭和60年度に実施した降水，降下物及び各種試料の全ベータ放射能調査祐乗は表2－3に，また，  

空間綾主事の調査結果は表4に示した．更に，Cs及び Srの核種分析結果は表5に示した．牛  

乳中のⅠは，いずれも検出限界値以下であった．  

4． 結語  

昭和60年度はいずれの調査項目においても，昨年とほぼ同程度の値を示し，特に異常な値は認めら  

れなかった．  
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表1． 昭和60年度放射能調査項目及び内容  

調査項目  試料名及び測定方法  採取地及び測定場所  数
 
 

件
 
 

定
 
測
 
 

降水 （降雨毎）  
降下物（大型水盤法）  
上水  源水  

蛇口水  
野菜  ほうれん事  

大棍  
牛乳  消費地  

生産地  
精米  消費地  

生産地  
海水魚（鯛）  

日常食  
土壌  0－ 5cm  

5－20cm  

海水  
海底土  
モニタリングポストによる  
サーベイメータによる  一  
原乳   
上水  源水  

蛇口水  
牛乳  消費地  

生産地  

太宰府市向佐野（センター屋上）  
太宰府市向佐野（センター屋上）  
福岡市酉区曲渕  
福岡市両区夫婦石浄水場  
柏屋郡志免町  
柏屋郡志免町  
筑紫野市原  
宗像郡福間町八並  
春日市下白水  
筑紫野市青木  
福岡市酉区浜  
筑紫野市，太宰府市  
福岡市酉区脇山  
福岡市酉区脇山  
北九州市門司港  
北九州市門司韓  
太宰府市向佐野（センター屋上）  
福岡市酉区脇山  
宗像郡福間町八並  
福岡市酉区曲渕  
福岡市両区夫婦石浄水場  
筑紫野市原  
宗像郡福間町八並  

2
1
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 O
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2
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C s－137  
S r－90  
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毎
1
 
 
 

末：モニタリングポストによる空間線量率を除く．  

表2・ 降水の定時採取及び降下物の大型水盤による放射能調査結果  

月 間  降 水 の 定 時 採 取  降下物の大型水盤法  

年  月  降水圭  放射能濃度 甚〃L 月間降下量  月間降下圭  

mm  最高値  最低値  樗C／k†㌔  鷹／kT㌔  

昭和60年  3
A
t
2
4
0
1
5
5
0
7
8
7
 
 
 

0
6
3
6
5
7
4
2
2
2
8
5
 
 

1
4
2
1
6
3
2
0
8
4
詔
1
2
7
5
3
4
‖
1
 
 
 

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
 
 

皿
－
5
6
7
8
9
0
1
2
1
2
3
 
 

1
 
1
 
1
 
 

0
9
1
4
0
0
7
0
2
0
5
1
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 

N
D
N
D
N
D
N
D
N
D
㈹
N
D
N
D
謝
1
4
0
劉
5
6
1
5
6
1
1
3
4
 
 

n
U
■
n
U
 
n
U
 
n
U
 
n
U
 
n
U
 
D
 
n
U
 
n
U
 
D
▲
‖
‖
U
 
D
 
 

H
 
N
 
N
 
N
 
H
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

D
 
n
U
 
D
 
n
U
 
D
 
n
U
 
D
 
O
爪
U
 
D
■
‖
U
 
D
 
N
 
N
 
N
 
H
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 
 

5
3
9
4
9
4
－
 
 

一
】
一
一
一
一
一
一
〇
．
〇
．
L
1
．
L
3
．
 
 

昭和61年  
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表3． 各種試料の全ベータ放射能調査結果  

試料名  放射能凛度（含K）   前年度平均値   単位  備考  

PCi／L  

pCi／g一生  

源水  
蛇口水   

根  
葉  
消費地  
生産地  
消費地  
生産地  
全肉   

表層   

0－ 5 cm  
5・20 c汀l  
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3
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8
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1
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3
 
 

水洗（未洗）   

水洗（実状）  （3．0）  

1．4  
1．2 1．2  

0．8  

PCi／両   

PCi／g一生   

pci／L  Fe－Ba共沈  

直接法  
pci／g－乾土 直接法  

直接法  

表4． 空間線量宰調査結果  

モニタリングポスト  
サーベイメータ  

年  月  空間線量率  cps   

最高値  最低値  平均値  空間線量率  〟R／hr  
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昭和61年  

年間平均値  
前年度平均値  

表5． 上水，牛乳中のCs－137，Sr－90核種分析結果  

核 種 濃 度  〆i／L  

試 料 名  採 取 年 月 日  
Cs－137  Sr一珊  

源水  昭和60年1  
蛇口水  昭和60年1  
生産地  昭和60年1  
生産地  昭和61年  
消貴地  昭和61年  

日
R
】
日
R
一
日
 
 

つ
】
3
5
つ
】
9
 
 
 

2
つ
】
l
l
 
 

月
月
月
月
月
 
 

2
2
1
2
2
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f71）佐賀県にわける放射能鯛塵  

イ左償県公各センター  

福岡逸朝、中尾幹夫  
ヰ烏奥雰．比見知子  

紹粛占0年度lこ佐甥壕小、奥地し「こ、射首級術斤各党Lこよる  
放射能調査及ひ・・九ナ中風カ（株）玄海原子力発電舛簡且地域  
（こわける頒規放射能測私痺果の耗阜を扱者する 

。       ごの調査メ即罰ヰ、扱爽、験Lこ成する繁急額宜しコ行わr↓、小っ  
「こ 

玄海原子憫断行lユ、ノ号酢第8回丸斬舶の「二わ 
、      占∂牛車か9日り、ちg月マロよで、2号棟ボ第年回見朝食査  
の左め、わヰ／∂月27日り、ら／j月2／日まで認電を峰止し「こ。  

∂月7日＝乳水各真鯛低下の「こ         ま rこ  
め′醗  

2・綿査の概冬  

山 ノ耕客玖術芳香能【：よる衣射髄蘭杏  
調査内射コ∫7卑及と同線娃伺摺周皿の蚤欄√線及かい向水 

うり、土庚、上水、野泉、賭水、キ軋、日常食、風教すの  
公β放射能と牛乳ヰの〟′Jを測えし rこ。   

（2） 

鯛 

変相後阜ぽ＝条で【コ、サーベイメークLこよる生絹√線量草  
副え（2／姥、妄、卑2回ノ）、モニタリ ン デ沃○ストによる空間√  

簸せ牽の盈親潮え（占地、阜、）、TL D（こよる堕礪√療昇級  
号の測且（ユ7姥員、ネタ回）ヒモニダリン7‖ガーにJる測え  

を行フ rこ，  
確度試射としてtJ、意水、海底土、通産相．陸上、経木、  

農畜産物、租畑「よ、と－蕗城中音林、臥して、仝阜放射離別え及  
〆碑硬鋼打を行フ「二。上記試射のうち水試料…こついて（J  
J〃竹折も行）「こ，  
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友2 垂相銀量率・計数率   
8  9  ／β  皿  ／2  d／ヰ n   剥え賜財  連夜  丘分  ・′ ＝  ∫  ∂  7  2  j  農 相  

佐官年  上値  ／∂．∫  ／ヂ2  2久j  ／∂、7  2人／  ／グJ  ／β．2  2∂、0  ／9．ア  ～～ニチ  

公阜ゼ＞7一  

兢J（杏詑）   ／J、0   

玄メ各町ケネ寸  綿  

他J（原糸）  甥   キ珂  J竺：．ざ よj  6．2  6、／  6．午  享．ケ  ∫．6  6、e  8、2  丁字  6、2  6、J  6、牛   3、2   

仙ヱ（風発）  玄海町子見   修  象轟 キ均  9、9  6、∫  6、ヰ  7．0  ふ＋  よ7  7．0  丁2  6．2  6、0  6、0  16、斗   3、6   

9、ヲ  

戯頑町孝  地上（漁溌・）  惜  ■ヒ ■ ♀均  10、5 3．∫  5．8 ま5  早7 まヰ  6、Z  5．3  ∫．8  S、午  8、l  8、ヰ  6・蔓 まヰ  5．8 3、4  6．3  ／○、∫        よヰ  3．6  3、ヰ  まヰ  まヰ  ふ4    3、∫  3、ヰ   
顔面町丸都 JC（漁港・）  牙  鼓舟  は、3  ll、Z  旦ユ ワ3  ll、与 7Z  IO、∫ ワ3  l仁∫ 7．2  10．7 ワ2  13、与  10、9  10、∫  10、Z  12、う  J∫、3    キ均  ワ．3  73       7Z  ？2  ワ、之  72  72  ワ、2   
玄海町外凍 JC（原潜）  修   摘  

7、7   7、7   

三  は7  10、∫  10．亀  は8  13、∫  10、3  10、ワ  10．き  10、2  10，3  ll．之  12、2  13．7  

糎前町宜詭 JC（風塔）  修  貢・                              抑  ？？  78  78  ワ8  79  ワ．8  78  ワ．8  ワ．ら  ワe  ワ、6  76   ワ、8   

禁セ〉雛、）イ  傍  t 十  75  76  7、I  8．8  7？  ワ8  ワア  畠．0  77  8、】  7？  78   7・8  

・X、番組粥をでけ卑丘蜂隠の射罰泉あ・最仏促音′席各蘭杏そけ2珊値の月周舶舶友示   
大鵬J：他J（〃）シンチレーション倹蛮賂，エC：亀触諦（小錦度）凍・出払  

友3 痢水刀仝β放射能（公阜センダー鼻上宜碑林水）‘碕榔直往り‘碕戸綿正値   

鼻也  管  ∫  占  7  ぎ  9  ／ク  Ⅶ  ／2   ‘サ  2  J   

頭 目  ′％  20  t8  3j  38  廿  lワ  25  40  85  200  l∫7  25  200   

阜 痛   

農 場 値  lヰ  8．6  ほ  皿  ？、？  皿  10  t6  ？．ヰ  15  10  lヱ   8、6   

ネ 杓 う且  17．ワ  ＝．3  l？．0  2ヰ．5  12．0  Lj．5  lワ．7  2ワ、6  3∫．J  ら8ヰ  ヰ2ヰ  け6  25、6   

降 下 置   ‰  0、78  t．20  仁？0  0．15  0、2！  0、87  0．J3  ロ、3之  0，ヰヰ  J、2ヰ  0、63  l、6I   9．∫2   

降・水受   ／れ′〝t  ？∫、○  27l、l  占53．5  222．Ⅰ  G‡、0  278．3  138、6  ヰ6．6  44、7  引．∫  4ど、J  123．9  ／？j∫．午鵬舛   

剃 え教   け  巴   田  J2  12  3  tj  8  田  8  7  田  ？   ／Og   

え計培上負の値とげるもの（J、’∂りとして額阜してムリ．ごの潮見舶・割引且′届出凌低胤こげ勧斥・い   
女・降水まIJ日記降雨計l二よる月欄降水侵  

泉午 頒嫁試料ヰの放射能（本紙）   
放 出 尾   軌軒数  鼠止  仝・β放射能   

蛇 口 7k  2  ′（宛  ／、0  ′ 2，5   
上   0 ～ ∫ c′れ  ロ  巧す乾   29  

疲              ∫ へ－ ぶ）（雄  ／  29   

野   ほうれん阜   口  ′％生   6、／  

呆           入 線   ロ  ／％生   2．3   

産 米  ロ  タ％史   0、6   

牛 乳  2  P％虫  ♂、7 ′ ／．2   
鼻、頻（ホ、－ラ）   q  悔生   2、チ   

日 東 食  2  ア傍＆  0、9 ，／、ク   

降下し●ん伏型水盤）   ／2  仇‰  〟β ～／．∫   

泉∫ ヰ乳ヤの′jヒ波及（各故）   

粗放風月臼  ／取壊舛  ／J／ヱイ勉）   

占0． 占／／  ・‾那・・t，l  ノVD   

8．2   
l   ∧ノD   

／0、／   〟∂   

／2．Jo  〟D   

占／． 仁 6  〟β   

3、6   八「D  

－251－  



泉6 媚廃城耕すの放射能（鳳浴）  

放 射鳥   喜組数   
車止  仝β放射能   

勉 薙／か 析       ′′ ′  ′J′J  ′J7c∫   ％ふ   

婚i直しt、ん   4  ク‰J  貧ク∫j／・一 久クゴア  ND  ND  

庭   土  4  ′馳  ／牛、7 ′－／7．9   ND  ＝B－0・223岳0、0もー（闇紺）   

縫   カく  7  ′％  〟β 一、｝ ／、0   ND  ND   ND   0、岳（l諸姉）   
親 水   2  堺姐  ク、7 ，∂．雷   NO  ND（闇調  0、ロ00，0、抑音0、叫（l鉄柵）  

農   2  j、／）ヱ7   ND  NDノ0、00l  

畜   2  4．2，4、4   ND  ND   

産  2  0、？，l．0   ND  ND，0、000  

物  ヰ．牛，E、I   ND  ND  0、002．0．003  

4  卜∫一－・－2．3   ND  ND  0、00l～0、002  0、126（lま式舟）  

額  6  仁2 へ－・巨3   ND  ND  NDへ0、00l  0．叫（l拭柵  
物  l  仁∫   ND  ND   0、00l  

九∴碩∵東   l  

3、7   ND  ND   ND  

穴、亘   t   〟   14、2   ND  0、006  

速 水  4  ′％   ND   ND  ND   0、l   ND，0、Z（2紙料）   

遁一 庭 土  4  ′‘定  よ3一－＿・9、号   NC〉  ND   ND（2書式射）   

運   6  ′触  2、3一） j、2   ND    0、002へ0、006  0、0叫（】城据  

崖   l  l、3   ND  0、00】   0．00年  

紙   4  7．2・－＝，2   Nt）  ND  0、005一し0、00∫  0、00jへ0、007  

史 物   t，？   0、00l  0、00l  

ズ・〟∂・・■ノ検出限界川下  

一‥・ 刺足対象  

・火・（）内（；晩飯試   

縁組飢打数  

毅のうち。   

泉ワ 隆水＼潅水＼わいルウム濃度   

抹 新 島   鉄線  尊イ立  トリナウム濃度   

瞳  l  ′宛   

2   ケ   3j，ヰ6  

水   ND～32   
逢  ′′   ND，4宅  

水   ND   

ルβ・‥ネ船級界以下  
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（72）長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

近蕗幸憲 半田佐由利  

本村秀幸 山口道雄  

緒
前
告
調
 
 

報
 
 

言
回
す
査
調
 
 
 

ひきつづき、昭和60年度に実施した放射能調査について  

る
研
査
・
定
の
 
 

○
究
対
浮
方
前
改
 
 

概
 
 
塵
及
理
）
自
 
 

の
象
遵
法
処
一
訂
ド
 
 

2
 
 

要
 
 （＝  

陸水・土壌・食品・空間線量等197件   雨水  

（2）測   

試料  方
た
 
 
 

走
 
っ
 
 
 

測
が
 
 

器
に
た
 
 

定
び
し
 
 

測
ら
に
 
 

び
な
」
 
 

は科学技術庁編「放射能測定法  法
 
 
 

（1976  。全β測定にはアロカ製低バック  

し8C－452u、l封Ⅰ測定にはN AIG社   置
 
 

装
 
 

定
 
 

測
 
 

動
 
 

クラウン  

製波高分析装置、また空間線量測定にはアロカ製 TSC－121C 型   

シンチレーションサーベイメータをそれぞれ使用した。  

（3）測定結果   

イ．雨水の月別放射能強度は表1、図1に示すとおりである。  

全β放射能の年間  均
に
定
能
／
 
 

平
値
測
射
C
i
 
 

値は24．3pCi／戚（6時間更生値）で   

例年より少し   高
け
別
 
 

し
し
値
 
 
 

示
示
生
 
 
 

に
に
更
 
 
 

2
2
闇
 
 

○
図
表
時
 
 

た
を
を
6
 
 

つ
果
皮
（
 
 

な
結
強
戒
 
 

い
る
放
1
P
 
 
 

大型水盤に  

口．浮遊塵の   

間平均値は  

お
月
1
 
 
 

た。  

た。全β放射能の年  

）であり、例年並の  
6
 
 

値であった。  

ハ．陸水・食品・土   

いすれも例年並の  

二．空間線量率の測  

β
 
0
4
 
ら
 
 

全
た
表
め
 
 

の
 
っ
を
認
 
 

ど
あ
果
は
 
 

な
で
結
常
 
 

壌
値
定
異
 
 

放射能測定値を表3に示した。   

○
た
 
 

た
 
っ
 
 

し
か
 
 

示
な
 
 

に
 
れ
 
 

年間平均値は  

6．uR／hであり  

ホ．牛乳中のt引Ⅰは、いず  
3  結語  

下
 
 

以
 
 

界
 
 

限
 
 

出
 
 

検
 
 

も
 
 

れ
 
 

であった。  

以上のとおり本調査期間中の  全β放射能  

度で推移し  

強度は例年と大差なく、  

た。   おおむね平常時の環境放射能  
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表1雨水の全β放射能（6時間更生値）  

降水量  

年 月  測定致   

60．4    151．8  13．0  ND  37，3  1．8   

5  10  113．0  9．2  ND  29．1  4．1   

6  13  32丁．9  10．0  ND  54．9  3．0   

7  9  163．0  15．4  ND  53．3  0．9   

8  7  21．6  12．1  ND  33．3  0．丁   

9    84．7  6．9  ND  27．1  1．6   

10  10  22．4  8．8  ND  2丁、1  1．7   

80．3  28．5  13．1  69．7  1．3   

12  9  77．9  36．9  ND  128．丁  ‖ 1．2   

61．1  10  45．3  80．8  13．1  209．9  3．0   

2  7  136．1  52．6  18．0  1糾．0  2．0   

3  10  178．8  28．6  10．7  62．3  3．7   

ND：計数値が計数誤差の3倍を下回るもの  

＼
．
 
 

＼
・
 
 

′
′
′
′
′
●
 
 
 
 
 
 
 
／
 
 

・＼・ノ／●、・ 
＼．ノ  

5 8 7 8 910 ‖12611 2 3  

閏1 雨水の全β放射鴨（甚i＝）  周2 大知長せによる雨水中の全β放射庸（■Ciハd）  
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表4 空間等量率  
表2  浮遊塵の全β放射能（6時間更生値）  

年 月  日  線量率（〟R／h）  
放射能強度（PCi／撼）  

年 月  測定敦      平均値  最低値  最高値   

60．4   4  1．31  0．70  1．96   

5   3  1．92  1．71  2．32   

6   2  1．62  0・78 j 2・45   

7   2  3．12  3．09ト＝5   
8   2  1湖 いt57   Z．11   

9   2  0．89  0・26jl・51   

10   3  1．74  1・11！2・16   

2  1．841．29   2．39   

12   4  1・090・53   1．97   

61．1   3  1．09  0．80  1．61   

2   3  1．19  0．62  2．29   

3   5  2．10  0．98  2．54   

年間平均値   1．61  

60’1  
二：  

平 均 L 6・05  

表3 陸水・食品・土壌等の全β放射能  

放射能濃度（含K〉  

試 料 名  採 取 地  測定哉       平均値  単位   

土壌（0－5（1）  小浜町雲仙    983  血：i几l   

土壌（5～20α）   〝   2233  ／l   

日常食（5人分）  長崎市  2  0．7  抑／g（生）   

上水（蛇口水）   〝   2  2．9  抑／し   

牛乳（消す地〉   ／l   2  1．1  甚i／g（生）   

米（ 〝 ）   〝   0．9  ／I   

ホウレン草い・）   ／，   3．4  〝   

大根（ 〝 ）   〝   1．7  〝   

アサリ（生産地）  高来餌場江    2．0  〝   

アマダイ（〝）  長崎市    2．4  〝   

ワカメ（ ′，）  島原市    6．丁  〝   
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（73）鹿児島県6こおらナる放射青詮珊査  

鹿児島県環境センター  
下 薗 清 香  
福 田 大三郎  

香
婁
 
 
 

博
宗
 
 
 

村
山
 
 
 

今
郡
 
 1，はじめに  

昭和60年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の放射能調査及び川内原子力発電所周辺環境放   
射線諦査について報告する。   

2，調査の欄要   

（1）調査内容  

＜委託調査＞  
空間線量及び雨水（定時降水），降下物（1ケ月毎），上水，牛乳 温 泉 野鼠 日常息  

海水魚，海水，海底土I土壌の全β放射能  

＜周辺環境放射線調査＞  
空間線量〔モニタリングステーシぎン・ポストによる連続珊定線量率（7地点），モニタリン  

グカーによる定期測定線量率（14地点），TLDによる3ケ月間積算線量（25地点）〕  
魚類，藻類，軟体類，海水，海底土，米，白菜，根菜類，えんどう，いも類，茶，みかん，牧草，  
松諷 牛乳 陸水，陸士，浮遊じん，降下物の全β放射能及び90sr，bOco，131Ⅰ，137csを指標  
接種とした接種分析   

（2）珊定法及び珊定機器  

項  目  湘  定  法   測  定  機  器   

嶺 算 線 量   3 ケ 月 間 積 算  TLD 素子；ナシ細l．UD－200S  
空  リーダー；ナねⅢ．UIト5028  

間  連  続  珊  定  2”¢NaI（Tl）シンチトねン検出器  
（テ レ メ ー タ）   （温度補嵐 エネルギー補償回路付）  

放  
（周辺）  定  期  測  定  3”¢ⅧaI（Tl）シシチトねン検出器  

射  （モニタリングカー）   （温度補併，エネルギー補償回路付）  

線  
（委 託）  ア咄．TCS－121C  

圭 
計  数  率   連  続  測  定  1〝¢ⅧaI（Tl）シシチトねン検出器  
（委 託）  アロカ．MAR－R61－57   

雨水，降下物（委託）   
科学技術庁  叩れGM－2503，GM－5004  

環  
上記以外，  

アロカ．LBC－453  

境  

いた機器分析法」及び  試  
分  析   

分  
料   

l  

折   2研スフロー型GM検出器  】  

分  学  科学技術庁              析  「放射性ストロンチウム分析法」  1アロれLB「一45川   
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（3）甜査結果の積雲  

ア，空間放射線宝  
空間放射線圭測定結果は真一1，表－2，表－3のとおりである。委託調査．原子力発電所  

周辺環境放射線調査ともに，これまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は認められな  
かった。  

イ，全β放射能  
委託調査による雨水及び降下物中の全β放射能測定結果は真一4のとおりであり，異常は認  

められなかった。  

ウ，環境試料の放射能  
委託調査による各種試料の全β放射能測定繕果は義一5，原子力発電所周辺環境放射線調査  

結果は真一6のとおりである。ともにこれまでの珊査結果と同程度のレベルであり，異常は砲  
められなかった。  

表－1 空間線量率，計数率測定結果（連続測定）  

測定場所  単位  区 分  “4  5  6  7  8  9 10 1112 ＝1 2  3  年間   

環境センタ   平均値  11．011．210．910．910．410．711．011．111．011．110．911．2 11．0   
CPS       （委  託）   最高値  14．114．814．613．811．912．214．716．414．617．217．015．5 17．2   
（鹿児島市）  最低値  9．9 9．8 9．8 9．8 9．8 9．810．010．0 9．810．010．010．0  9．8   

小 平 局   平均値  3．8 3．8 3．8 3．7 3．7 3．7 3．8 3．8 3．8 3．8 3．8 3．9  3．8   
一針h                   （周 辺）   最高値  6．17．9 5．8 7．15．0 4．3 5．6 6．9 7．3 6．4 7．3 6．0  7．9  
（川内市）  最低値  3．6 3．6 3．5 3．5 3．6 3．5 3．6 3．5 3．6 3．3 3．6 3．6  3．3   

港   局   平均値  3．9 3．9 3．8 3．8 3．8 3．8 4．0 4．14．14．14．0 4．2  4．0   
一針h                （周 辺）   最高値  6．17．3 5．7 6．5 4．6 4．3 6．0 7．4 7．8 6．6 7．6 6．3  7．8  
（川内市）  最低値  3．6 3．6 3．6 3．6 3．6 3．6 3．6 3．7 3．8 3．T 3．8 3．7  3．6   

久見時局   平均値  3．2 3．2 3．13．13．13．13．13．2 3．2 3．2 3．13．2  3．2   
PR／h             （周 辺）   最高健  5．5 7．5 5．3 6．9 4．3 3．6 5．17．0 6．9 5．8 7．4 5．4  7．5   
（川内市）  最低値  2．9 2．9 2．8 2．8 2．9 2．9 2．9 2．9 2．9 2．7 2．9 2．9  2．7   

上 野 局   平均値  4．2 4．2 4．14．0 4．14．0 4．14．14．14．14．14．2  4．1   
岬／h            （周 辺）   最高偲  6．5 9．2 6．17．15．4 4．7 6．2 8．18．3 6．2 7．5 6．3  9．2   
（川内市）  最低値  3．9 3．9 3．8 3．8 3．9 3．8 3．8 3．8 3．8 3．3 3．8 3．7  3．3   

青 田 局   平均値  3．4 3．53．43．4 3．3 3．33．53．6 3．6 3．63．63．6 3．5   
挿／h  

（川内市）  ：：：：：：：：：：：： ：   
高 江 局  平均値  4．14．14．0 4．0 4．0 4．0 4．2 4．3 4．2 4．2 4．2 4．3  4．1   
（周 辺）  pR／h  最高値  6．18．3 5．8 6．4 5．4 4．6 6．0 9．0 7．8 6．7 7．9 6．7  9．0   
（川内市）  最低値  3．8 3．8 3．7 3．7 3．7 3．7 3．8 3．9 3．9 3．5 3．9 3．9  3．5   

監視セント局   平均値  5．15．2 5．15．15．15．15．2 5．2 5．15．15．15．2  5．1   
〃R／h           （周 辺）   最高値  6．7 8．7 6．6 7．7 6．15．5 6．5 8．5 7．4 6．8 8．2 7．0  8．7  
（川内市）  最低個  4．8 4．8 4．7 4．8 4．8 4．8 4．8 4．8 4．T 4．6 4．8 4．6  4．6   

－257－   



真一3 積算線量（単位；浦／91日）  真一2 空間線量率（定期測定）（単位；〃針h）  

測 定 時 期  積 算 線 量  
（周辺，25地点）   

60．4～6   12 ～ 17   

7～9   12 － 16   

10～12   14 ～ 18   

測定時期  委 託 調 査  周 辺 調 査  
（1地点）   （14地点）   

60． 4   6．0   2．9～5．2   
5．6   3．0～5．3   
6．3   3．0～6．0   
5．5   2．8～5．4   

8   3．ニ～5．3   

1 6．4   

6．0  
5．7   3．2～5．l   

雨水及び降下物中の全β放射能測定結果（委託，環境センター敷地内．鹿児島市）  

雨  水   
測定時期  降下物  

測定回数  最高値  最低値  検出回数  
pCi／ゼ  pCi／‘   mCi／嘘月   tl  

60． 4   6  91  ND  l   63   
10  ND  ND  O   ND   159   
12  ND  Nt）  0   ND   
9  ND  ND  0   ND   260   

8   10  52  ND  l   98   
9   9  ND  ND  O   31   182   
10   8  180  NI）  2   ND   

9  ND  ND  O   ND   
4  ND  ND  O   ND   71   

61．1   6  91  ND  2   ND   
5  ND  ND  O   ND   

3   12  670  ND  l   ND   67   

合  計   100  7   54   1324   

義一5 各種試料の全β放射能測定結果（委託）  

試  料  名   採 取 場 所  試料数   測  定  結  果   

上  水（蛇口水）   鹿 児 島 市   2．2，2．3  pCi／戚   
牛  乳（生産地）   加 治 木 町   4   1．2～1．4  pCi／mβ   
牛  乳（消費地）   鹿 児 島 市   2   1．2  pCi／mβ   

12，17  pCi／g精茶   

茶   （生産地）   知覚町，宮之城町   0．72  pCi／g生   

大  根（生産地）   開  聞  町   2．3  pCi／g生   

ほうれんそう（生産地）   開  聞  町   5．1  pCi／g生   

日  常  食   大  口  市   2   0．67，0．91 pCi／g生   
海  水  魚   阿 久 枝 市   2．8  pCi／g生   

海  水   加 世 田 市 沖   ND  pCi／月   

海  底  土   加 世 田 市 沖   13  pCi／g乾土   

土壌（0 ～ 5cm）  開  聞  町   5．7  pCi／g乾土   

土壌（5 ～20c皿）  開  聞  町   4．6  pCi／g乾土   
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真一6 環境試料の放射能分析結果（周辺）  

＊川Co，131Ⅰについては検出されなかった。  
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（74）沖縄県における放射能調査  

沖縄県公害衛生研究所  

金城義勝，富国信栄  

本永直利  

1，緒 言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け，昭和60年度に沖縄県が実施し   

た放射能調査の結果の概要について報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）調査対象  

雨水．降下物．土壌は全ベータ放射能，上水，日常食，農畜産物，海水，  

海底土，海産生物については全ベータ放射能およびガンマー線分光分析に  

よるCs－137の核種分析を行った。また空間ガンマーの線量率測定は毎月1  

回，計数率測定は週年連続して行った。  

（2）．試料の採取および採取地点  

試料の採取は科学技術庁編「環境試料採取法（昭和58年）」に従った。  

採取地点は表1～表5に示した。  

（3）．試料の調整および測定法  

試料の調整および測定法は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」，   

「昭和60年廣放射能調査委託計画書」，［ゲルマニウム半導体検出器を用  

いた機器分析法」に茎ずいた。  

（4）．使用測定器  

イ．ArokaJDC－113 GM計数装置 GM管 HLB－2501  

口．A10ka しBC－452低バックグランド自動測定装置  

ハ．CANBERRA 8180 4K－MCA，Ge（Li）検出器（15％）  

二．AJoka TCS－121C NaI（TI）サーベイメータ  

ホ．AIoka MSR－151日 モニタリングポスト  

3．調査結果  

（1）．降水．降下物  

調査結果を表1に示す。  

今年度の降水の調査試料数は114試料で，その中，4試料に11．39～   

23・11pCi／Lの放射能が検出され．その平均値は18．35±4．96pCi／Lである。  

また，降下物の年度間降下量は1．68mCi／km2で，異常値は見られない。  

（2）．上水，日常食，農畜産物，土壌  

調査結果を表2に示す。  

上水，日常食．農畜産物，土壌の全ベータ放射能は前年度とほぼ同レル  

ルの推移である。また，日常食，牛乳中のCs－137平均値は0．61±0．050  

PCi／kg生，0．50±0．71pCi／L である。  
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（3）．海水，海底土．海産生物  

調査結果を表3に示す。  

海水，海底土，海産生物の全ベータ放射能も前年度とほぼ同レベルの推  

移である。また，Cs－137は海水中で0．09～0．11pCi／し の比較的狭い範囲に  

あり．平均値は0．10±0．012pCりしである。海底土は底質によって異なり．  

粘土質の水釜港（0．11pCi／g乾土），馬天港（0．12pCi／g乾土）で検出された  

が，その他の地点は検出限界以下である。海産生物ではタカサゴに0．006  

PCi／g生検出され，その他の試料は検出限界以下である。  

（4）．空間線量  

調査結果を表4，表5に示す。  

サーベイメータによる空間線量率は与儀公国で6．1～ 7．1〃R／h（平均  

値 6．4±0．3 〟R／h，奥山公園で 9．1～10．1〟R／h（平均値 9．7±0．3  

〟R／h）となり前年度と同じ推移である。  

モニタリングポストによる空間計数率も 7．4～17．7cps（平均値 9．4±  

0．1cps）で前年度と同レベルの推移である。  

4． 結 語  

環境試料中の放射能濃度は今年度も前年度と同様に自然変動内の推移であ   

り，放射性降下物の影響は殆ど見られない。  

表1 降水．降下物の全ベータ放射能  

測定  降雨量  最下値  最上値  平均値  降下量  
採取年月  

検数   mm  PCi／し  PCi／L  PCけL  mCi／km2   

昭和60年04月  10  142．5  

5月   167．5  23．11   6．13  

6月  13  279．0  

7月  10   53．0  0．13   

8月  13  404．5  

9月  四  155．0  

10月   8   67．0  1．02   

11月   53．0  0．29   

12月  10  271．5  

昭和61年1月   17．5  0．24   

2月  四   89．0  19．12  1．59  

3月   8  184．0  11．39  1．42  

陸準鮎イ壷屋空’（与那城村） ＊  
妻妾＊   

－261－   



表2 上水，日常食．農畜産物．土壌の全ベータ放射能およびCs－137  

試 料 名  部 位  採 取 地  試料数  全β平均値  Cs－137平均値  単  位   

上 水   蛇口水  那 覇 市   2  PCi／L   

牛 乳  市 販  与那城村   2   1．25   0．001   PCi／ml   

大 根   根   ／／   2．12  PCi／g 生   

ホウレン草  葉，茎   4．23   

米   精 米   0．28  ／／   

日 常 食  5人分  那 覇 市   2   0．75  0．001   ／／   

土 壌   0 へノ5   23．96  PCi／g 乾   

5 へ■20   26．00  ／／   

（－）：不検出  

表3 海水．海底土，海産生物の全ベータ放射能およびCs－137  

試 料 名   採 取 地  試料数  全β平均値  Cs－137平均値  学  位   

水 釜 港   2   1．31   0．09   PCi／L  

運 天 港   2   1．41   0．10   ／／  

大 浦 湾   2   1．40   0．10   ／／  

海 水  
中 城 湾   3   1．32   0．10   ／／  

馬 天 港   2   1．28   0．11   〝  

伊 是 名   1．43   0．10   ／／   

水 蓋 港   2   20．85   0．11   PCi／g乾  

運 天 港   2   8．89  ／／  

大 浦 湾   2   7．21  
海 底 土  

中 城 湾   3   6．52  ／／  

馬 天 港   2   21．66   0．12   

伊 是 名   4．34  

タカサゴ   勝 連 町   3．65   0．006   PCi／9生   

シャコガイ   座 間 味   6．04  ／／   

メンガイ   伊 是 名   2．55  

トビイカ   久 米 島   1．10  ／／   

（－）：不検出  
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表4 サーベイメータによる空間線量率 表5 モニタリングポストによる空間計数率  

測定地点：耶覇市  （〃R／h）  設置場所：与那城村  （CPS）  

調査年月   与俵公園  奥武山公園   

昭和60年 4月   6．08   9．43   

5月   6．25   9．60   

6月   6．39   9．59   

7月   6．61   9．98   

8月   6．09   9．14   

9月   6．37   9．83   

10月   6．26   10．08   

11月   6．48   9．70   

12月   6．55   10．03   

昭和61年1月   子．07   9．58   

2月   6．35   10．00   

3月   6．62   9．66  

調査年月   最下値  最上値  平均値   

昭和60年 4月   8．4  14．4   9．4   

5月   8．4  14．7   9．4   

6 月   1、3  14．3   9．2   

7月   8、6  ＝．0   9．7   

8月   7．4  11．9   9．5   

9月   8．5  10，3   9．3   

10月   8．6  11．2   9．5   

11月   8．3  11．0   9．3   

12月   8．4  14．6   9．4   

昭和61年1月   8．1   15．8   9．3   

2月   8．5  17．7   9．4   

3月   8．5  14．8   9．6   
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Ⅶ ソ連チェルノブイル原子力発電所  

事故に係る放射能調査   



（75）チェルノブィル原子力発電所事故に関する放医研での放射能鋼査  

放射線医学総合研究所  

環 境 衛 生 研 究 部  

1986年4月26日未明ソ連邦ウクライナ共和国チェルノブィル原子力発電所で事故が発生   

し，それに伴い国の放射能調査体制が敷かれ，核爆発実験による降下物試料に対処すると   

同様の観測体制に入った。以後それが強化され一部の試料については全ベータ放射能計数  

をガンマ線スベタトロメトリーに切り換えて行ったものもある。当研究部としては，浮遊  

塵の全ベータ放射能濃度と毎日の降下物申のヨウ素131が今回の主要計珊項目である。  

表1，表2にその観測データを集約した。この他に，本研究部では本来の研究踊査業務の   

一環として，種々の核種について，浮遊塵の放射能濃度，粒度分布，化学的性状等の時間   

的な経緯，空間放射線量の連続計珊，その他降下物等も計珊しているが，ここにはCs－137   

とⅠ－137を天然のBe－7と対比させて図示（図1）するのにとどめた。  

降下物は面積1000cdの水盤を使い，24時間サンプリングを主とする。放射線計数は，得   

た試料をマリネリビーカーに移し定量化したのち，Ge半導体ガンマ線スベクトロメータで   

測定した。  

浮遊塵は47mm¢の ミリポアフィルタを用い，約301pmで24時間サンプリングの後，80分   

後，24時間後，48時間後に5cm¢のGMカウンタで計測した。いずれの計数値ともカウンタ   

のバックグラウンド情を差し引いている。  
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蓑1．大気浮適じんの全ヾ一夕放射能濃度 （pCi力3）  

サン70リンクや開始日時   サ〃○リ〃○時何   24時間後  48時間後傭   
（年 月  日 時 分   （時：分）   

6104 3012（川   幽   0．6  
61 05 01 tO 00 24  

61 05 02 10 00 24   0．4   0．1   
61 05 03 10 00 24   4．3   3、5   

61 05 04 10 00 24   田   8．8   
6r 05 05 10 00 24   7．8   6．7   
6105 0610 00   24   1．4   1．3   
61 05 07 10 00 24   3．2   3．2   
61 05 08 10 00 24   5．2   4．5   

61 05 09 10 oa 24   6．5   5．6   
61051010 00   24   0．8   0．4   
61051110 00   24   1．7   1．2   
61051210 00   24   1．6   q   
61051310 00   24   2．2   1．5   
61051410（川   24   0．2   0．2   
61051510 05   23：55  0．2  

61051610 20   23：40  0．2   
61051710 00   24   0．7   0．3   
61051810 00   24   0．6   0．2   
61051910 00   24   0．2   0．2   
6105 2010 00   23   0．7   0．4   
61 05 21 13 20 20：40   0．6   0．3   

表2．降下物中の卜131（血Ci／k力2）  

サ〃●リンク◆開始日時   サ〃●リ〃－時間  降下王 〃D（検出下   

年 月  日 時 分   限以下）か   

6105 02 09 30   
（時：分）  

■  3．3   

6105 04 06 45   26：45  7．9   

6105 05 09 30   24  12．1   

6105 06 09 30   24  4．4   

6105 07 09 30   24  0．2  ND  

24  2．2  

24  2．4   

61 05 10 09 30 24  0．6  対ロ  

24  3．1   

61 05 12 09 30 24  0．9 

30   24  0．2 ND   

61 05 14 09 30 24  1．3 

61 05 15 09 30 24  0．4  ND   

61 05 16 09 30 24  O  ND   

61 05 11 09 30 48  0．4  ND   

61 05 19 09 30 24  

6105 20 09 30   24  1．1   

61 05 21 09 30 24  3．3   

6105 22 09 30   48  0．4  ND   

6105 Z4 09 30   48  0．6 ND   

6105 26 09 30   48  0．2 ND   

6105 28 09 30   48  0．2 ND   
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（76）：大＝気き字遊塵中の放鼻寸糸泉核種横度  

放射線医学捻合研究所  

本部昭三、溝川雅枝、田中千枝子、前田智子  

1．緒言  

大気浮遊塵中の放射線核種の濃度を調査するために、千葉市穴川にある放医研構内の地上1－1．5mの   

外気浮遊塵を採取し、放射線核種の分析測定を昭和40年10月より実施してきた。昭和56年3月まで   

は電気式連続集塵器を用いて試料採取を行ったが、同年4月からは本研究所で開発試作した集塵器による   

採取を継続している。   

2．調査研究の概用   

（1〉試料採取  

捕集効率が0．995以上のグラスファイバー撞紙（20．3cmX25．4cm）に連続集虐し  

た。流量ほマイクロコンピュータによって一定量を保つように制御きれている。撼紙の目づまりは約  

2か月程度の集塵ではおこらなかったが、日づまりを生じて流量が下がった場合でも、穣算流土は正  

しく表示きれるように設計きれている。   

（2）分析測定  

浮蓮塵を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大ききに折りたたんで、Ge（Li）検出  

器によるガンマスベクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種定量後、NaOHとHClによりSr  

を抽出し、発煙硝酸法で精製した。ストロンチウムー90はマイクロコンピュータによる自動解析装  

置付きの低バックグラウンドベータ線スペクトロメータにより定量を行った。   

（3）集塵時放射能モニターの開発  

集塵時放射能モニターのソフトウエアが一通り完成し試行しつつある。 このモニターのハードウ  

エアはC sI（Naアクティベート）の検出器、4096チャンネルの分解能を持つワンボード・アナログ  

・デジタル・コンバーター及びフロッピーディスクを備えたパーソナル・コンピュータで構成きれ  

ている。 検出器、波高分析器、計数率計、記録計からなる従来のモニターと異なりソフトウエアし  

だいで種々の目的に対応できる。  

現在稼働しているソフトウエアの概要をブローチャトで図－1に示した。計測開始とともに4000チ  
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ヤンネルの波高分析器として機能する。 この機能はDMAチャンネル（ダイレクト・メモリ・アク  

セス〉を使用してコンピュータ上のメモリに蓄積しているため、コンピュータが他の処理をしていて  

も計測は継続される。 測定開始後、もし前回及び前前回の測定値があればそれらの各チャンネル   

（128チャンネルに濃縮されている）のカウント数およぴトータルカウントが3シグマ以上の聞きがあ   

るか調べる。 もし3シグマ以上の開きがない場合は、連続記録ファイルに32チャンネルに圧縮して   

追加記録する。 もし3シグマ以上の聞きがある場合は、その他に128チャンネルのデータとして別  

ファイルに書き込む。 初回の場合はなにもしないが、2回目の場合は3シグマ以上の開きがある場  

合と同じ処理をする。 処理終了後、表示モードの変更があるかどうか監視しながら計測時間が終了  

するまで待つ。 計測時間が終了すると128チャンネルにデータを圧縮し次の測定を開始する。  

表示モードは128チャンネルの波高表示とそのスケールの切り替え及びトータルの時系列データの  

表示及びスケールの切り替えである。 画一2に表示例を示した。   

3．結果  

昭和60年6月から61年5月までのガンマ線放出核種の定量値を表－1に示した。チェルノブイリ原   

発事故の影響により、通常検出きれない131Ⅰ、129Te、103Ru、10eRu－1O8Rh、131cs、13Tcs、1Adc   

e－1朗Prなどが計測された。5月6日から12日の間の浮遊塵漢度をピークに各核種とも減少している。   

4．結語  

大気浮遊塵中の放射性核種濃度変動を近時的に観測する上で、きらに詳細なデータを得るために、放射   

能の自動モニタリング装置の開発を検討し、変動を認めた時点での浮達磨サンプルに関して詳細な分析測   

定を行うなど、放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関しての分析方法の再検討を行う。  
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図1 集塵時放射能モニターのソフトウエア概要  
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COUNTS  
Count／？．Hight   

COUNTING LIMIT＝ 3600 SEC   

OUTPUT FILE  3：T3．10   

START TIME   22：43：46  

COUNTING TIME   

0  25  50  75 100 125  

ADDRESS  

Count／time   

COUNTING LIMIT＝ 360 SEC   

OUTPUT FIl．E  2：PHADAT   

START TIME   23；22：14  

COUNTING TIME  360   

SCALE CHANG BY AROW KFy  

－125 －100   －75  －50  －25   0  

国2  集よ時放射能モニターの表示面面  
A 波高表示  B 時系列表示  
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（77）チェルノブイリ事故による海産生物の放射能汚染調査  

放医研・海洋  

上田寿司・長屋 裕・鈴木 譲・中村 清  

中村良一・中原元和・石井紀明  

1．緒言  

19 8 6年4月にソ連のチェルノブイリ原子力発電所で事故が発生し、全地球   

的な放射能汚染が心配された．我が国でも多くの機関により、大気、陸上、海洋   

についてその放射能調査が行なわれたが、我々も海洋生物について調査を行った   

のでその結果を報告する．  

2．調査研究の概要  

（1） 生物試料  

海藻は茨城県那珂湊磯崎の海岸で採集した。アワビは房総、セイゴは三陸  

沖で捕獲したものを市場で購入した。動物試料は筋肉と内臓を取り出した。  

海藻と同様にこれらの試料を80℃の電気乾旗寄で24時間乾燥して乾物を  

得た．これらの乾燥試料中の放射性核種を計測した．  

（2） 計測  

計測には、G e（Li）半導体検出番と409 6チャネル波高分析装置を用  

いて、ガンマ操スペクトルを測定した。  

乾燥試料20－60 gを径60Ⅶ、高さ45皿のスチロール容暑に詰め、  

80，000－240，000砂測定し、得られたガンマ線スペクトルから核  

種の定性・定量を行った。  

3．結果  

囲1に例としてフノリの波高分析結果を示す．1のピークは131Ⅰ、2は  

1‖R u、3は1‖c sであり4は…Kである．表1に海産生物の乾物1反当りの   

放射性核種濃度を示す。1‖c sは核爆発実験に由来する放射性降下物としてこ   

れまでにも海産生物中に見られた核種であり、濃度は従来の債との差が明らかで   

はないが、＝1Ⅰと1‖R uはソ連の事故によるものと考えられる。   

1alIについては、同じ日に採集したスガモとツノマタでは干潮時に奔出する   

ツノマタの方が高い。また、同様に露出するフノリの方がワカメよりも高い．こ   

れは海藻がⅠを海水から取り込んだだけでなくフォールアウトの直接的な附着に   

よる影響をもうけた事を示している。褐藻を餌として好むアワビには筋肉、内臓   

ともに131Ⅰが検出されたが、アワビはⅠを海水からよりも餌の方から100倍   

程度多く取り込む1｝ので、今回アワビに検出されたⅠは餌としての海藻から果た   

ものと考え得る。魚の場合も水中よりも餌中のⅠの吸収が早いZ〉が、セイゴは肉   

食性であり、その餌となる動物のⅠ濃度が低かったためにⅠが検出出来なかった   

ものであると考える。   

1P3R uについては海藻の生溝深度との関係は明らかでない．アワビとセイゴ   

ともに103R uは検出出来なかったが、魚の場合R uは殆ど海水からエラを通し  
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て取り込まれるので、海水中の1＝R uの濃度が低いために動物中に1qJR uが検  

出されかったものと考える。   

これらの値は何れも安全上大きな問題となる程のものではなかった．  

表1．海産生物中の放射性核種  

放射性核種（pCi／k生）  

生物   採集日  1J1 I   lO3R u 13Tc s   

スガモ   61．5．12   110  8  3   

ツ ノマタ   5．12   19 2  5  2   

アワビ（筋肉）   5．14   3  N．D．   1   

〝  （内臓）   5．14   3  N．D．  2   

セイゴ（筋肉）   5．17   N．D．  N．D．  2   

〝  （内臓）   5．17   N．D．   N．D．  3   

フ ノリ   5．19   3 6 0  12  2   

ワカ メ   5．19   7 6  19  4   

Ⅳ．D．：検出されす  

文献  

1）中村良一等：日本放射線影響学会第25回大会（秋田） 昭和55年10月．  

2）鈴木 譲：第8回放医研秦境セミナー論文集 p．9 0－106  

昭和5 5年．  

3）Y．Suzuki旦主．gi．：Pull．Japan．＄oc．Sci．Fish．，45，1409－1416（1979）・  
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（78）ケ1ルノウ1リ阜畝も起漁ゝする界中∫引工の  

淑lミついて  

が射線庭草総合御免珂  
河村田イ定男・毎尾久三権  

根本宮与・賭キ康子   

■漂えよ 者票孟象讐湖品姦凋ぎ遠雷誉晶芸妄言号；て      ノ引エ，  
国民線をの親風かう食客でぁる。 その一線乙してケェルノゲィ  
リ麻子ヱト赦密姉の卓抜発生級、一般の日本人の平水腺∫引工費局量  
確定に召するたわ，尿中′ウノ工濃度の分析剰えを絨み．着手の放射  
能色紙わたので－その結果ち別頬乙して薇合する。  

2．鯛女御免の稀草  
（り 釆施錫折  

衷戚鼻勝田申′ 水戸申′ 那珂液中，東浄村，山方町の盾イ生名計  
／∫ゑの偽かこよ′ノ東っ抱レた。  

（Z）試料  
尿紙料は．成人男手l慾fこついてはフォールアウト中（こ放射推  

召り泉が戒出雲弟たら肖4日よリZ？日まて∵ノ象糾として各許嫁放  
した。 成人／∂危についてJJ新腐平鹿則ヒして7庄り劇物必．妹上邑  
線叙した。 小平孝生4彩JJ朝腐中之釘加竹建各線㌍した。  
（う）分析測定逐  

： 

レぇ・ 

し・被肘能の滅泉廊線より戎訊碕別にタトキうして求めた．剰え  
賂は．丁←久Cとケノ久♭ク洲エ／ヶ〟朋ク逐′ヾツワグ、ラウンド・べ一夕カウ  

ンタ亀ノ欣鋼した。  

叶）鯖 果  
か析測虻の綺鼻毛田1に示す。 軍手廃人l人′こついて／よ．尿  

中′引Ⅰ波及は．F肖らロ′？ロ，／2日∴ ノ∫およか・′9βに見がけ上  
ビーフすく一乳うれた。 ？臼のどー7／ユ．兜克度のフ千乞碑解．した  
ためて∵わるニ ヒが碓祭ゴれた。  
他の成人については・9～′隼田Jこ戎取亡れ花泉中の′封ヱ濃度／；  

た。 成人ナチ一  
、                                  審人の緒果J王、  

ヰの個人また11家庭の酪象ガよか・早宮しの横取の水況にフいての．  

射腑師．  
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（79）ケェ ルノ ブイ）レ息子丈戸車姐ヒ  

彪喝すも媛楓ヤ｛札束帖核鵜  
（符丁ニ●j一Ⅰ）の濃度ヒノむ学斉各紙  

汲射線医学絶息厨軋解 卵巧窺え行 成夜放射生略号覇史郎  

朴松康行．北谷みさ 子．大乱才一申  

／、 綿毛  

鴨知畠／阜ご「月眉しび‘月 ヒ友戦乱東海対及レ‾那珂湊奉で凍取レ仁  
各組免施誠串（雨丸、私製′ 野鼠．痔温′ 土塊〕ヤの放射旭手ゑ絶  
乞④色一半尊体凍よ器乞田いて 虹呈し仁。ソ連尽監事故－ニ遊園すち  

／ブダ 削エ′ ∫ブ7c。′ 烏′ 
／ク～点し．／Jユ 花一ノJユ工などカ（三剰ぇ丁れ仁。王 た、  

雨丸干ての13′工 の化学斤き絶lこつ いて瀬巨ヾ羊＝  
ユ。 禰宜新軋の紙質  

痩楓テ真東サ功放射佃彪産（主ー＝∫タ′工）の戎度  
東海村で挽及レた府丸子の／j／工戎庚とえー ノ／二木す。㌻尋／二  

＜っ て同姓で最初lニ両よ碑っ 仁のlユ∫ノ弓‘日 て－ぁソ、碑ソ励わ  
の一句′1／♂クク〆ノ止ヒ、・うノブ′ェォ濾えヵ＼利之ブルた。南東アの”′上  

の泉南胤エ、√月／タ竺の跨ソぉのの吟て－⊥J／クルムムZて■至っ左。  
㌻β‘8及び／年々の′朽Zいけ、碑ノ初めの一両水／二万ノ工 の高い適度  

オく見ちん、数時間後lニけ ／ク窄度一二城少 レL。タ丹／9月⊥ソ碑／J  

、 

、 

乱 

う櫓が観利丁れL。その低ホビー 7 で、その後如ノ週間の月狛こ  
疎取レ仁松東平の過度しエ私止！ニ針ケレ仁．そ巧料少の軌各は、  
ほ■工の均粗学的半税別（才 B）」－虹べ叫うかl＝漣／・、もの であっ  

も。レかレ、号の後l‡、均諷鳩車嘱す巧卜止′い軋各て、減少レた。  
二の こい1、え乳小らね軋lっ沈為レ仁刷工t了、初郭の牡硝で－ウ  
ェザー1）ンデつど【ニュリもフ虹lニ滅サレ、王丘、もの後．でlエ．な  

乳のえ面じ強く鹿ふレ〔一列工l‡両札㌧とて‾lユ三んい九プル丁、、主  
しレ て均認印半減如lニ軋小来ウ すち L眉んらルち。患えの太さ  
l。上、j刷上（濃度lニ呈ク＼軋う山仁，ニルl壬、如い花束の片方ヾ亙  

母句トリ（え重箱わ＼太さ）、丘わl）一三 の温泉水、ちいじ名んらレわ  

。私製t；え軋ヤの放射柁ヨウ泉い軋てえレ均く．蕗線嬉野ヒ レて  
布如ヒ1むわレち。レカ、レ、他の絶域。ねぇし泌扱すち塙ふ・ね  
ぇの人士ざ ヤ乳乳状！乙TiしlニⅠソ刷工（九鬼亨（えl‡、殊節季  
）ガく官勺ち も絶息さトろのて注恵ヵヾしや要であろ うけ  

集ぇヤの刷工線度の最えイ丘は、7キ‥ダJク∂ク乙′ノ辱（乳ノ′ホウレ  

‥ 

； 

うの紋酵て。 －引工 の喩ぇ李も碑べ仁．斥ウレン草軋びシュ ン1  

ク も水払いレ仁し こち、約ノ∂ケ。のl，lTかく冷ま丁恒仁。さ らに  



那巧鼻奉のみ序で乳取レ仁痔軋中の′到工強度E書周へt L二う  
、7ノ ソ ヤtンミノキ・て1一房ヒ出 こ丁｛／た」ベ、ワ〕メ て、‡確息取寮 現下  

であっ た。（カグGノ母l主項下）。このこ いま、フノ ソヤヒ∴ノ††lLク  

海象′‡水面lニ迫、、眉針ニ竜レ、干潮時、‥L紋匂柏崎聞ぇ気しニ  
Jう丁れち Lれ、え乾かりlラー 工水直結札為 レ仁の机、穂凰ヒ碓丸  

プレら。王仁、え面海水は、丈軋ヤ両フヒlニュリ、 、∋l工（護良机  

エ「て、、わ守宮亀惟D（あちの そ∴ 乞の景う智も眉んう山ち．フ ノリ  
アしゾ†に人乳ヤの放射性壬り泉がこ規約プ山ちニLlエ、⊥ズ煎筆  
箱らがおン㌧， 仁適象辛のlユう工（車載朝／Jク∂才ヰ）のサイケ舶見り  

い可根ウイ碩旬lニあっ 仁。  
エ痛ヤの 嘲工、壬 ∠β加ゎの碕′卓、て一確叔レ♭テ式舟でレえ電工  

嫁（クーヨ。′～）ー二遽顔丁れ、下前工複†ニは三重且レてぃ丁⊥かっ 仁  
。まL、Jユ？工の上弦ヰZ‘ォ温えオ布と絹べ仁毎乳り もえ億⊥束  
lゝ困工や＼濾鵜ブルろイ項何と東レて、、ろ。  

－3一‡ぢ⊥外の薇後についての甘＼和もおン七っ 仁。（チエ911御竹中）  
拉）南来ヤq†引工の化学カラ弛  

グラス アィ，レター 乙怖い市丸乙痕過レ、藩蒋レていちけl工 L  
、7づ）レターて‘濾過′J小／丘粗舌状の1引工 乙列？じ利息レ㌧と．ニ  
ち、殆んじが洛者壮絶て、、ぁち 二Lオ＼沈めら山L。k溶液ヤり ユ  

り泉の化暫弄うけ、工‾′rO‾，工0ぅ‾．工○＋‾㌔とがご眉んち軋ろカ＼∴ 工0‾  
ヤエロキーlエ不卓えな為、南丸ヤでlエ主 ヒレて 工‾ L工○ラ‾ヵ＼局在す  
ちL思われろ。化学和紙ヵ〈翼㌧ちこいシュソ・鎧免ヤて－の車軸  
ヤ確均への吸収中子山易さト遠い水生す■ちク、て－、向丸干『J引工  
の化学斬乙禍へち ンもl‡喫味＿温い．⊥ノ  

Ⅰ‾し王 ウル均イオ／）L工0∋‾（ユウ素砲イ才／）の介鮎方法  

lユ、粗l丁子、了l可仏体丸根丸克巳利幅レ丁ン。  

（ん）辛工‾＋ 尾エユ≠エ‾ 十尤米エユ  

（』）Xェ0ぅ‾＋悠工ユミ＝二王工○ち‾十悠来丁ユ  

反応（ルハ；持移1二速＼、が、艮．克（♭）lユ丈史温い，エ⊥ 乙料レた＼雪塩   

増 

の 

♭わ、向わヤ八倒工‾  のみガし 工ユ L置き吸わり、′jJ工03 ′‡丸  

和l～硝ち。内本ヤト 工‾ L 工○；巧みが舟危すろと仮えレて、計  
如鮨軋も直見すろと、稗ソ して外向じ・i工0ぅ－ ゎ（．ト舛ろ執谷虻  
あ＼、頑句・ニわっ 仁。レカ＼レ、号の内来乞化存丁ちニLい一Jリ、  

工‾ の執′かヵ＼璃して、へく頑句ヵ＼軋らレ㌧．  
用1 の レベ・ルが・曙リl了じhれ、和水ノニ脅い こい‡、え泉ヤのl引t  

が咋番lこ鉱リムtれ覇、、ヒ確良されう∂ しがし、一紙叫に考ん  
ヨ） 

、 、・・  

く巧「たか，l忙．人乳ヰで化の化げ形態で呑舟すう京官打軋も  



者んう九うの  

3、衰肇  
イ【lレ ノ 丁、イ   

ト昂旧8前鶉J  
確後腹錬耕ヰの  

ル戌㌢、け才欣  ．
舟
木
一
 
l
－
1
ナ
枚
レ
 
 

島
ほ
に
c
ト
 
 

獲
で
で
．
 
 

C
 
i
ヰ
け
 
 

…
，
 
 

兇
ぐ
ノ
 
○
の
ち
 
 

り
．
＼
た
〃
り
あ
 
 

㌧
し
し
禍
で
 
 

が
サ
・
ハ
、
冬
 
 

う
し
承
八
子
 
 

†
′
 
″
巨
：
抑
く
 
 

l
丑
た
l
幅
縫
い
 
 

魚
九
大
 
′
て
 
 

に
†
＼
り
 
心
し
 
 

患
－
，
形
今
 
 
 

い旭か・頻乳刺  

‡の レ  lし  ぺ
 
′
か
 
 
 

性ヨウ食  

サー釘輔  
化
う
 
 

夜
明
 
 

の
生
 
 
 
ん
パ
ー
 
 

〉
モ
ー
l
ノ
 
、
／
 
 
－
 
 

ト
）
ト
す
 
 

▲
り
 
 

C
 
l
ニ
 
 

点
 
じ
 
 

・希有丈琳－  
1）YM叶仙q七u el－qり刀バql【“イ払方ふノんい，…岬／′ガ〔／，〟＝ノータj．   

t）YM岬A叫qもー邑†久色JJ・‰d融㌧れら5e叶⊂L′坐 r′タタ∫ノ j“－Jjβ・  

友一1 雨丸ヤの一列工謹直  

後胤日  時  闇  放（pci〟）  

／‘ニJクー／ダニjク  

／βニJO－ 」し∂ニクク  

エ∂こククー   

ユ／ニククー   

／占ニ∂∂－／クニヨク  

／7こ3∂－ ユ／ニjク  

J／ニ∂∂－ ユダニクβ  

ユ牛ニ ∂∂－  

／‘ニ♂クー／クニクク   

／♂ニ∂クー j」ク ニ」ク∂  

ユ♂ こ♂クー ユ享ごク∂  

ユ 宇ニク∂－  

夕 日‘日  ／タク∂   

／タク   

／ユ∂  

ユ（フ7∂  

ユJJ∂  

／j∵㌻∂  

ク⊥  

j 3  

年J∂  

／．ユク   

／クク  

7ク  

ユj  

今 日／ノ8   

㌻甲／¢∈  

㌻弓／占白  

㌻昂ノブ月  

㌻巧J9日  

一｝jJ〉 日  

－282－   



友一ユ 私諷ヤの一別工濃度  

サンナノンケ鳴声ケ   サンナノンデ日  蓮息（PC′i／的Ii）  

丸鴻君（月）  ㌻月古口  ク身ク∂  

／／♂クク   

7 7クク   

3 rクク   

エi‾ク∠   

／Jクク  

／／クク  

㌻＿1∂  

日
日
日
月
日
日
8
 
 

〃
〃
〃
ノ
〃
 
 

□
円
・
∩
甲
何
日
り
何
伺
向
．
 
 

ナ
⊥
つ
r
J
 
㌻
∵
r
′
0
∠
 
 丸埠村（虐ノ  月

 
中
日
日
q
 
 

♂
、
J
一
〃
♂
 
′
、
ゴ
 
 

ノ
 
ノ
 
／
 
J
 
′
 
 

月
∵
停
－
何
 
句
月
 
 

r
▼
 
∫
－
う
 
ナ
ノ
 
／
ク
 
 

／／ククク   

∂ヲクク   

J‘7クク   

ユ占クク  

J∂0  

ユ テクク   

／ククク   

／7ク  

が 河 東  

（注）那珂湊て凍取レた冷えl了、丸運対句徴集lニ軋べ泉かこb＼  

q ソ 太い．  

ー283－   



ソ連チェルノフ、ィリ原子力発電所事故が  

日本人のlき7Cs体負荷主に与えた影響に関する調査研究  

放射線医学絵合研究所  

内 山 正 史  

（80）  

1．緒言  

核爆発実験起源の137Csに関する人休負荷量（以下体内量と略す）の縫時変化の様態   

を特定の成人男子群（A群）について追跡してきたl、2）。1980年以降、中国による大気   

圏内核実験は行われなくなり、休内量は平均1nCi以下、これによる内部被曝線量は年   

間0．1mrem以下の状態が続いている。ソ連の原子炉事故は、この時斯に勃発したので、   

日本人に体内汚染の生じたことを実証することは、容易であった。即ち、事故後のA群   

の体内量は増加しており、1986年2月下旬の平均値0．6nCiは、1986年下旬に1．1nCiに達   

している。全国的にもA群と同程度の汚染の生じていることが、少人数の成人男子の測   

定により推測きれる。事故の発生が農作物の生育時期初期に重なったため、食品を摂   

取することによる内部被曝線量は今後増加することも考えられるので、予断を許され   

ないが、成人男子平均の体内圭として5nCi、線量預託で0．1mradを越えることばない   

と考えられる。   

2．調査研究の概要  

（1）測定対象  

事故による休内圭の経過を詳細に把握するためにÅ群の構成鼻である男子1名（‡1）に   

ついて、1986年4月30日以来、計測を継続している。きらに、同4月30日から5月8日ま   

で、事故による初期影響を観察するために、1名の成人男子く＃2〉、およぴ5月19日から、   

2名の成人男子（‡3、‡4）の計測を隔月に行っている。  

特定の個人の体内圭は、摂取する食品に関する希好、健康状態及び食品の市場流通   
量の変動を反映して、変化が激しい。日本人がソ連の原子力発電所の事故の影響とし   

て受けた内部被曝線量を把握するためには、一般性のある体内圭を把指しなければな   

らない。このため、前述のA群の体内圭を、1986年5月下旬と8月下旬に測定した。さら   

に、国内における体内圭の地域差について概略の状況を知るため、12都府県の在住者  

12名の成人男子群（8群〉 の休内妻を1986年7月に測定した。  

乳幼児および児童・生徒などの生長期に当たる年齢層ではミルクを摂取する機会が多い。   

したがって、この経躇による休内汚染が憂慮きれるので、生長期にある子供を持つ1家   

族の休内妻についても、測定した。  

（2）測定方き去  

放射線医学絵合研究所の地階にある20 cm壁厚の鉄室内に設置きれた、8 インチ径 x 4   

インチ厚のNal（Tり検出器を持つ打≠打テ‾ィヵウンタを用いて体内圭の測定を行った。すなわち、   

被横着から等距離に設定した上下1対の検出器を同期させて、5 cm／分の速度で、体長   

軸上を身長分だけ走査して、放射能を測定した。  

既知量の137Cs、Kおよび水のみを、別個に封入した3体のフ7いムを、被横着の場合と   

同一条件で計測して、計数効率を定め、これを用いて被横着の13了Cs、Kについて定量   

した。  

上記被横寺のスへ○クトルの1例を図1に示した。  
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（3）結果   

図2に、個人の体内真の変化を示した。生態系の汚染状況や流通機構における食品の   

移動など、摂取量に関連するハ○ラメづの変化が大きいことを反映して、個人の体内圭の   

経過は単純ではない。  

すなわち、事故発生（国中a時点）後の早期において観察きれた体内圭の増加（図中b時   

点）は137Csのフォールアウトを吸入したことで生じたものと推定される。きわめて短期間にこ   

の経路による被曝は終息し、ついで、5月8日（囲中c時点）以降の期間に示されている経   

口摂取による汚染が生じている。  

事故発生時以降から6月下旬までは、葉菜の市場流通量が豊富で、我々が葉菜を多量   

に摂取する機会も多い。発生後、早期のフォールアウトによる線量寄与が、その葉上への沈着   

による場合の多いことは経験上知られている。また、土壌から植物へ移行した137Csが   

摂取きれて休内豊を増す経路の寄与は、事故発生後の経過時間を考えると、小さいも   

のと評価される。したがって、この時期の体内圭の増加は、葉菜の摂取による寄与が   

大きいと推定される。7月には葉菜の供給が減少し、これが園5の7月における体内重の   

減少となってあらわれている。   

体内量が食品の嗜好や摂取量に関する個人差の影響を強く受けることば、♯2、‡3、   

掴の被横着の間に体内圭の経時変化の差となって、出現している。  

千葉地区在住の成人男子集団A群の体内圭の変化を、事故発生前の時点である1986年   

2月のデータを含めて、園3に示した。事故を契機として体内圭の増加したことが明白   

である。  

7月に測定した全国12都府県在住の成人男子集団B群の体内主についても、同園に示   

した。その平均値は、A群の5月値よりは高く、8月値と同等であった。このことから、  

137Csによる内部汚染は全国規模で生じていると結論できる。  

事故の様態から137Csとともに134Csも放出され、体内に蓄積しているものと考えら   
れる。フ“タへ○スト居住のルがリー人の体内圭を測定する機会があったが、この被横着のがンマ   

線スへ○クトルには、137Csと同時に134C＄の光電子ヒ○－クが明瞭に認められた。生態系の挙動   

及び人体における代謝に関して、両核種の移動は同一であるので、日本人のがンマ綾スへ○  

クトル上で、134Csのと○－クが識別できなかったのは、事故発生地からの距離の差に関わる   

放射性セシウムの摂取量の差異に基づくものと推定きれる。したがって、本論文の体内主   

には若干圭の134Csの寄与が含まれている。  

生長期の年齢層にある被横着について8月下旬に測定した体内圭は表1のようになっ   

ている。  

表1．生長期被横着の体内量  

被横着（年齢、性）  7才 男子   8才 女子   13才女子岳   

体 内 量   0±0．2nCi   0．4±0．2nCi  0．3±0．2nCi   

13才女子と、7才男子の市販牛乳の摂取量は多く、特に7才男子は1且／日の摂取量である。  

このように大童の市販牛乳を摂取するにもかかわらず、137Csの休内蓄積を認めなかっ  

たことば、乳牛へ与える飼料の季節変化の寄与が大きいものと解釈きれる。事故後の  
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飼料を主として与えることになるので牛乳の体内圭への寄与は今後高くなる可能性が   

考えられる。  

3．結語  

上記休内妻の経時変化および過去の核実験の人体影響の経過から判断して、ホールホ’テ’   

ィカウンタで実測可能ない、ルの約1／30に相当する体内重から受けるべき年間10／上 radを考慮   

すべき線塵の下限と定義すると、今回の原子炉事故による休内妻が事故発生前のい“ル   

に復する所要時間は最大5年間と推定きれる。また、これによって受ける成人男子の線   

量預託は1mrad以下と推定きれる。  

原子炉事故災害の1例として、その放射線影響による健康障害のリスクを解析し、線量   

予測とリスク推定の両モテ“ルに関するハ○ラメ一夕について、具体的な数値を把指しておく必要が   

あると考えられる。13TCsはぃルホ“テ“ィカウンタの使用で、非侵襲的に体内豊を定量できるの   

で、線量推定モテ“ルの妥当性を実証する上で、この測定は重要である。原子炉事故災害   

時の国民線量の推定の意味で、摂取量や137Csの代謝速度が異なる各年齢層の被横着を、   

可能であれば全国規模で選抜し、休内豊を測定する必要があろう。  

実測はホー梱■テ¶ィヵゥタで行われることになるが、精密な計測の可能なホールホ“テ‾ィヵウンタは、   

すべて1960年代に建設きれており、経時的な機器疲労の蓄積のため、故障が頻発して   

いる。多数の被横着の測定に悍しては、測定時の安全性と、計測器の正常な作動状態   

の確保が、言うまでもなく重要である。このための予算措置の必要性が痛感され、こ   

の点がホールホ●テ“イカウシタによる体内主潮定上の最大の問題点と考えられる。  

前述の如く、今回の事故による内部被喋は今後数年間は継続するものと考えられる。   

この間、被検者集団A群などの今回報告した被横寺について、体内圭の計測を続行し、   

放出源情報に始まる線量推定tテ‾ルの妥当性の実証及び、リスク評価の推定を行う方針であ   

る。  

引用文献  

1． M．Uchiyama，T．1inurna and M．Saiki，Relationship betlJeen body burden and  

urinary excretion of Cesium－137in man fo＝oIJing fallout Cesium－137  

ingestion，Health Phys．，16，277－286，1969．   

2． M．Ucniyama，T．1inuma and S，Akiba，Body burdens of13TCsin a se］ected  

group of mate aduIt residentsin Chiba，Japan from1967 to1976，Health  

Phys．，42，145－150，1982．  

園1．がンマ線スへ○ク川、被検者♯2  

脚注：5cM／分の走査法で1，943秒計測。  

1986年5月2日実施。  

図中1、2は、それぞれ137Csと48Kの  

定量工手ルキ∴領域55～74チャンネルと131－  

162チャンネルに相当する。  

水、139Cs、Kフ7ントムについても、同  

一測定条件及び定量領域設定で計測  

し、137Cs、Kの計数効率、137Cs定量  

工‡ルキ“一領域における48Kのコンプ○トン散乱  

による計数率寄与を求めた。  

カーンマ線エ…－－10keV／チエン祁  
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（81）キエフかうの帰固為の柵椅品等のアルみ  

敬射性薇種について  

放射線直草紙倉新見祈・那珂湊え姉  
河村ロイ丘男・白眉スニノ確  
固中泉一印  

ユ．序  
チエ ルノウ、■ィリ鹿‡刀発電析の尊敬発生に前後してウクライナ  

地太ヒくに孝紋妃虐、に紅いキエフ帝．色旅行した人マのフォールア   
拝。 

ウムの分析を那珂譲受珂‘lこおし、て行なっ たので則碩とレて教暮す  
る。   

、（7）ち頭蓋雷管謂牟  
キエフ解行着の紳綺ぁわよが、スポット尿葛武れま紹如‘l年ヲ月タ  

ロ武田望濾にわいて淑直弼放射線各倉裸方よか潔私産凍ケーム′こ  
より収束これ「こ。  いわゆるアエロフロートβワ2〃∫イ更の来客の神  
埼品のうぅ、サーベイ【てより双射能の強く決りうれ仁神髄争コけ 
刀′ヾン1ケの1卵も令姉【こイ芙しに。  
（2） オ 5五  

節吸品の一定忽頑毛切断碩．、7ソ化水素級一石肖酸泡液を加えて   

霊者・の賢宏吾ゑ？忠君羞警告結を柵腋し仁。P“絹枝の洛                     抽出液・殊液は湿式分解後、  
液（こついて．シ’7、、ケノし－〟t〟－ シ、工ケルガ／し′＼、’さル汀＼入ホネート  

Kエリ月仰な抽出・ついで、崩酸－メタノ ー／し骨ぐ拍〃P－ノ樹軌てよ    椅吸γ変電毒し り．アルファスペアトロメトソー乞行な，た。 回  
収率創見一ま冴ぇ払わよひ、甥洲〔こよフ た。 依田した破置′よ′ ∈碑ケ  
∂々TEC∫7占あ、よが、∫7ムA聖SJ友面碑孝型夜出洛ガよが、そイつ一己  
ケ各々クgクク型放免分析絡ていわ呑。 創見綺威は至れいなスペ∵7ト  
ノレセ帰るたのZク方秒1人上とした。  
（う）終発ヒ考殊  

更皆の鮨果乞泉ユに・れのスペアト′レ乞田ユ′こ示す。  また．  

本城耕・こわける破婚腐の放射能比わよか、象移の経木げのイ東飼舟感  
材の妖射能比の例（文献値）毛友1に示した。  

刀′ヾン合イかこ外そうしrこ放射能は， 2ざ？′Zチク凡 ′チタ∝′ ヱブタ凡 才．∫   

ルで、あり これ、 
いノ値て■わク た。  、  

の値の艶威し文献像）より 丁新高くなフ ている。  
上紘の鮨果はケ工ル／ダイ ソ卑紋綾のキエフ旅行者〔こ威して  
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施く微卓のアルフ7放射能の咳入頒取があゥた可能′性乞示してい  
を。  菩：、言讐鷺譜笠寺讐莞二≠芸′言苧宗  

3、締 綿・   
珠上の締果はのくまでも碓翰の戒乞忠ないrこの 今γをも夜射そ   

挽ける，必要があ呑。  
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（83）電子スピン共鳴吸収（ESR）法によるの外部被曝線量評価  

一一ソ連原発事故に関連して－一  

放医研 物理研究部  中島敏行   

1．緒言  

被曝した物質による電子スピン共鳴吸収現象（ESR）を放射線計測（electron spin  

resonance dosimetry，ESRD）に応用し、線量評価を行うのみかこの評価値を基に種々の  

利用研究がなきれているさ）   

今回のソ連原発事故のような緊急時における人々、特に一般人の被曝線量を直射勺手段  

で評価することば確立していないのが現状である。この大きな理由の一つに、当然のこと  

ながら一般人が既存の線量計を携帯して生活をしていないところにある。しかし、一般人  

が生活の中で常に身につけている物、又は生酒空間の中にある物を放射線の検出体とし、  

それらから線量吉平価を行う物理現象としてESRがあることを著者らは1974年に提案して  

き戎〕今臥ソ連原発事故に関わりを持った人の試料からこのESR法で線量評価を行っ  

た。限られた試料による線量評価の方法論、ESR法の最小検出線量、試料のフェーデン  

グについて、また、放射線効果の残存状況を第一の観点として、生活空間にある幾つかの  

物質のフェーデングについて報告する。  

（1）原理  

放射線被曝を受けた物質には遊離基または放射線損傷が生じる。この数は被曝鰻重に比  

例することが知られている。この様な物質を磁場に置き、電磁波を与えると、ある磁場の  

強きで電磁波のエネルギー吸収が生じる。この吸収を電子スピン共鳴吸収と称しているが、  

その吸収量は遊離基数または放射線損傷数に比例する。この原理を利用したのがESR線  

量計ESRDであろ。  

2．調査研究の概要   

（1）試料  

原発事故当時ソ連に滞在していた人のうち一名の女性の上着プラスチックボタンの提供  

を受け、試料とした。この試料をESR測定用試料管（内径約4mm）に入るように細かく破  

砕した。破砕した試料は線量校正用、被曝線量評価用、破砕効果試験用の3種に分け、事  
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故発生後約30日目にESR測定を行った。プラスチックボタンと同一素材または被曝試   

料それ自体による単位線量あたりのESR吸収重（ここではESR感度又は感度とする）   

を求める必要がある。前者では全ての被曝試料を被曝線量評価に使えるが、同一素材のプ   

ラスチックボタンを見付けることが困難である。一方、後者の場合試料数に制限が加わろ   

欠点があった。本研究では後者の方式により線量評価を行った。線量校正用試料には被曝   

線量の他に校正綾里として、12、50および150Rを照射した。  

放射線により生成した遊離基は高温に保存すろと極端に減少することが知られている。   

1000C、25分間熱処理した。熱処理で被喋による遊離基を取りのぞいた後、これを破   

砕し、破砕による遊離基のみが存在する試料を作った。また、生活空間にある幾つかの物   

質のフェーデングは照射後約24時間日に測定した。これらの試料は日本電子製電子スピ   

ン共鳴測定装置EF2XGで10回の加算繰り返し測定またはESR－1X装置で非加算   

方式で測定を行い、その相対的吸収圭を求めた。相対的吸収量基準としてMnマーカーを使   

った。   

（2）結果  

感度と線量評価  

線量校正用試料から試料の単位照射線量当たりのESR吸収量（長きでその圭を表す）   

を線量校正用の感度として求めた。この平均値は0．69mm／Rであった。1¶m以上の吸収差は   

評価可能であることから加算繰り返し回数10回と本試料のボタンという条件下では2R以   

上の被曝線量評価が可能であることが判明した。この値をこの場合の感度限界の線量とし   

た。なお、同一試料でも加算繰り返し回数の増加または低温での測定は感度を高めること   

ができる、従って感度限界の線量も小きくすることが可能であろう。  

試料提供者の被曝線量評価を行うにあたり、この0．69Mm／Rを感度として使った。  

囲2はボタン試料のESR吸収曲線である。この上囲は破砕効果を含む被曝試料のES   

R吸収曲線、中国は破砕効果のみを含む試料の吸収曲線であり、下図はそれらの間の吸収   

差を示す曲線である。  

囲2の3291～3301ガウス間に見られる段差がこの試料中の遊離基によるESR吸収であ   

り、3238ガウスのESR吸収は吸収量の校正に使ったMnの吸収の一部である。下図の3238   

ガウスの磁場部分に吸収差が無いことばMn校正値が一致していることを示す。一方、遊離   

基に起因する吸収差は判断出来ないほど小きく、零と判定した。  

また、この種のプラスチックボタンのフェーデングを国3に示した。これによろと約30  
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日後には24％程度に減少することを得た。  

これをもとに次式に従って試料提供者の被曝線豊（Ⅹ）を次の式から評価した。  

X（R）＝ESR吸収量差（mm）／β・f   

ここでβ＝0．69mm／R、f＝0．24である。  

先に述べたように吸収量差は零である。この値は実曙の被曝線量が感度限界以下によろ   

ものか、被曝から測定までの期間内のfadingよる結果として零なのか本試料では判別で   

きなかった。従って、試料提供者の被曝線量は、今回行ったESR法の感度限界以下また   

は約4rad以下の特定出来ない値であると結論した。   

（3）ある物質のフェーデングについて  

被曝し・た物質を検出体とした場合、フエーデングは線量評価上蓋要因子の一つであろ。   

表1は身の回りにある物質のフェーテンダである。表1が示すように、多くの物質は照射   

後一日で半減することが明らかとなった。このようなフェーデング特性の物質は線量検出   

体としての特性に欠ける様におもわれる。しかし、表1に示すように、アサリのフェーデ   

ングはほとんどなく、実験に使った貝殻10種全てが同様な結果であった。また、フェー  

デングの温度特性も優れていた。例えば、100？cで220分間保存してもフェーテングによ  

るESR情号の減少はみられなかった。従て、実用上このようにフエーデング特性の優れた   

物質を見出すことが重要な仕事となる。  

3．緒 言   

1〉 ソ連原発事故時の一日本人の旅行者の外部被曝線量をESR法を求めた結果、感度  

限界の線量以下の線塵と推定した。  

2〉 この方法の感度限界線量は測定条件の改善および試料によって、現状の数分の1に  

できろ可能性があろ。  

3）フェーテング面から、日常生活の中で月がら製品を身につけるなどのことは今回の  

様な緊急時の被喋繰圭の物理的評価には十分貢献できることを得た。  

4）これまでに調べた30余種の身の廻りの品からフェーデングの少ない物質の存在を見  

い出した。今後さらに、この様な物質で感度の良い物品を一般人の同園から見い出  

し、その実用性を調べる予定である。  

本実験のESR測定に襟し、日本電子会社の協力を得たことに感謝する。  
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表1旦ざ射した試料の約24時間後の  
フエーデング （芸濃保存）  

サンプル名   フエーテング   

杉  材   0．56   
ラ ワ ン   0．48   
鉛彗の木   0．53   
わりばし   0．59   

‘三二 i   0．52   
コ ハク   0．92   
あ き り   0．99  

15  

Period（day5）   

囲3 プラスチックボタンのフェーデング  

ー296－   



（84）高空における放射能鹿の測定  

防衛庁技術研究本邦  第1研究所  

松村豊造  丸山伸夫  宮原政明  

1961年以来、放射能に よ る 環境汚染調査の一環と し て、本邦上  

放射性浮遊塵 に関す る 資料を 得 る ため航空横を用 い て試料 を  

し、放射能濃度及び含有核種の分析を 行 っ て き た。本稿で は  

報 に 引続い て 昭和60年度 に得 た 平常時の測定結果と ソ 連チ ェ  

フ ィ ル原子力発電所事故に係 る 特別調査の結果につ い て報告  
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5 A で あ る。  
法
 
 

方
 
 

定
 
 

測
 
 

）
 
 

2
 
 

（
 
 

と
 
 

来
 
 

従
 
 

十
■
 
 

法
 
 

方
 
 

定
 
 

測
 
 

理
 
 

処
 
 

の
 
 

料
 
 

試
 
 

同 じ で あ  

残 り 半分  

○   分
 
 

半
 
 

の
 
 

紙
 
 

ろ
 
 

科
 
 

試
 
 

る
 
 β

処
 
 

全
来
 
 

し
め
 
 

化
た
 
 

灰
る
 
 

は
 
す
 
 

し
 
 
 

と
 
 

用
 
 

定
 
 

測
 
 

射
 
 

放
 
 

と
 
し
 
 

用
形
 
 

折
成
 
 

分
縮
 
 

器
圧
 
 

機
に
 
 

線
状
 
 

γ
筒
 
 

は
 
円
 
 

理の ま ま、60MM¢ ×5．5＝hの  

た。全  

G e（L  

G
 
出
 
 

は
検
 
 

能
休
 
 

射
導
 
 

放
半
 
 

）
 
β
 
 

M測定装置で測定 し た  

器の ピ ーク 効率は寒天  1
．
V
 
 

る
用
 
 

す
 
を
 
 

定
源
 
 

測
線
 
 

を
二
根
 
 

強
容
 
 

γ
準
 
 

．
標
 
 

＼  

て も と め た。  

（3） 平常時の調査結果  

1985年4 月 か ら1986年 3 月 ま で の  

の測定結果を 囲1に示す。本期間の  
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β 放射服濃度  

均値は 0．027  

前年度の 0．020pCi／m3  PCi／m3で あ り  あ る。  

図1 全 β 放射能濃度  
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の変動を示 し てい る。放射能濃度の算定にあ た って、ろ紙のヨ  

ウ素に対す る上空での捕集効率を知 る こ と ば非常に困難であ る  

ので100％ と し、空気土は標準大気に換井 し て い る。  
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特別調査期間中における全β 放射能濃度の測定結果をl図 5 に  

示す。ただし、全β放射能濃度の測定に際しては試料を灰化処  

理す る ので ヨ ウ素は揮発損失 し てい る。  
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（85）チェルノブイル原発凛故によるホウレン草、小麦および土壌の放射能汚染湧査  

農林水産省農業環境技縮研究所  
駒村美佐子 給田康一 小山妊生   

1 績言   

4月夫に起ったソ連のチェルノブイル原子力発電所の事故により大気中に放出された放射能は、  

1週間後には8000Kmもの距♯を隔てたわが国に及び、農作物の汚染を生じた．   

汚染源となった放射性核種のうち、その多くを占め人体への影響が最も壱慮される′封Ⅰについて  

ホウレン草、小麦および土壌の汚染調査を直ちに実施したのでその鎧果について報儀する。  

2 調査研究の概要   

（1）試料凍取   

茨城兵乱波郡谷田部町観音台鼻業環境技縮研究所慧地内B地区畑韓場で栽超していたホウレン草、  

小麦、キャベツ（兼結球のもの）および土壌を快哉して行った。なおキャベツはホウレン草の試料  

が5月22日までしか得られなかったため、その代替として使用した。試料採取は1、2の例外を  

除いて午前9時から10時の間で行った．また土壌試料は小麦畑の表土（0～0．5cn）を約1  

Kg採取した。   

（2）測定方法   

ホウレン草は葉部のみを切り取り、細片にして十分混ぜ合せ約25gをカプセルにとり測定した．  

キャベツは葉柄を取り除いた部分についてホウレン草と同様に測定した．小麦は茎葉を込みにして  

細片とし、よく混合して約20gをカプセルにとり測定した．土壌は土塊を粕砕してよく混ぜ合せ、  

カプセルに約60gとり測定した。測定器は、超低バックグランド達意体中にGe（Li）高純度  

半導体検出器（キャンベラ社製）を装着したものを用いた．測定時間は作物は4000抄、土壌は  

50、000砂である．   

なお試料の採取時（9時）を綾準時として仝試料とも半減期の補正を行った．  

3 調査籍果   

ホウレン草葉部のl引Ⅰの測定結果は図1のとおりである．朝Ⅰの汚染が発生した初期の5月10  

日頃までは6．000～10．000pCi／kgの間を上下して一定しないが、それ以後は図に  

破線で示したようにt31Ⅰの減衰曲線にはぼ抱いながち放射能量は低下している。このことはホウレ  

ン草の汚染は主に初期で生じそれ以後の汚染は余り大きくなかったことを示すものと考えられる．  

また参考に雨量を図に示したが、雨の影響により数値の著しい変動はとくにI士認められなかった．  

一方、小麦の測定結果を図2に示した．小麦の億はホウレン草に比べて低く、ほぼ半分であったが、  

これはホウレン草が葉部のみで、しかもはlIを比較的吸収し易い状況にあったためと考えられる．  

また図に明白にみられるように5月10日まで小麦の放射能は恒常的に上昇し、それ以後は一JJIの  

減衰曲線に抱いながらきれいな低下を示している．同様の傾向は小麦の畑土譲の表土の舶にもみ  

られた（図3）。このことは前述の5月10日以降の▲引Ⅰの降下量が初期にくらべ著しく少ないこ  

とを裏付けるものである。  

4 結語   

今回のソ連原発事故によりホウレン草では最高10，300pCi／kgの朝Ⅰによる放射能汚  

染を生じたが、これは昭和55年原子力安全委旦会から出された飲食物噴取制限宣関する指嶺の葉  

菜200・000pCi／kgにくらぺると約1／20に過ぎない。しかし飲料應、牛乳なども同  

時に汚染されておりその複合を考えると必ずしも無視できる量ではない．放射能汚染の発生する可  

能性は以前にくちべむしろ増大しており緊急時における野菜の放射儀調査体制を早急に整備する必  

要が痛感きれた．  
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表1昭和や0年度畑土壌および玄麦中の∫き㌔5含量  

畑   玄麦  

試料採取地  pci／kg  

日太海側 札幌   309  32   2．2   

長岡   883  107   2．4   

太平洋側 盛岡   494  47   1．7   

宮城   146  18   0．3   

水戸   209  20   0 

埼玉   178  22   0．4   

立川   602  37   0．6   

岡山   220  25   1．6   

平均   380  39   1．2   

玄表中の  

137c5含量（pCi／kg）  

1  

×′03   6 8  

畑土譲のは℃5娼（，。i／kg）  

図1昭和60年虔畑土壌と支真申のl打cs含量の相関図  
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（86）ソ連チェル／ブイリ原発事故の牛乳への影響  

農水省畜産試験場  

鶉三橋俊彦  

農水省北海道農業試験場  

宮本進・宮谷内留行・早坂貴代史  

農水省九州農業試験場  

相井孝允・高橋繁男・久米新一・栗原光規   

1． 緒言  

／9♂占年＃月2占日、ソ連・ウクライナ共和国にあるチェルノブイリ原子力発電所で   

事故が発生した。発生当初、日本への影響は少ないであろうというマスコミの報道も   

あり当初楽観視した。しかし、「牛乳の放射性核種に関する調査研究」という研究課   

題のなかで、緊急時の放射能測定もひとつの重要課題としてあげてあるので、直ちに   

北海道農試、九州農試とともに緊急時の測定体制をとって牛乳中の1jlIをはじめとす   

るガンマ線放出核種の測定を行った。その結果、意外に早く牛乳に影響が現われ、し   

かも予想以上の濃度であったため、牧草の測定も含めて約1ヵ月間の監視体制となっ   

た。  

2．研究の概要  

核爆発実験、原子炉事故など、緊急時に備え、畜産試、北海道農試、九州農試では   

日頃、同一方法、同一規模で随時対応できるように測定器材をはじめ試料採取に関す   

る整備は一応できている。 したがって今回も迅速にその体制をとることができた。測   

定はG e検出器を用いるので種々のガンマ線放出核種が検出されるが、とくに牛乳に   

関係する核種はいくつかに限定することができる。緊急時の牛乳中の人為放射能で最   

も影響の出やすいものは、やはり短半減期の放射性ヨウ素である。なかでも131工は核   

分裂生成量が比較的多く、半減期も8日でやや長く、乳牛の生体内に摂り込まれると   

甲状腺に多く蓄積し、また牛乳にも移行しやすいという性質があるのでこの核種につ   

いて検討した。  

牛乳試料は、5場所とも何頭かの乳牛から搾乳したものを混合し、そこから一定量   

採取した原乳である。これを所定の測定容器に5．5∠入れて高純度Ge検出器によって   

測定した。牧草はそれぞれの場所で栽堵状況が違うので革の種頸は様々である。畜産   

試ではオーチャードグラスとクローバ類の混播、北海道農試はオーチャードグラス、   

九州農試ではイタリアンライグラスである。これを毎日または一定期間毎に刈り取り   

細断して所定の容器に詰込んで測定した。  

畜産試では、牛乳を5月1日から、牧草を5月5日から各々測定しはじめたが、結   

果は図1に示すとおりである。牛乳中の131工が5月4日か ら検出され、はぼ連日急増   

し5月11日、118フpcl／g という値がピークとなった。その後5月17日まで急減   

し、以後は緩やかに減少した。牧草の場合も5月4日から検出されたが、ピークは牛   

乳のそれより5日早く、5月8日に5998．7poi／ルタという値を得た。その後、牛乳と同   

様のパターンで減少した。ただし、この牧草は搾乳中に給与してはおらず、牛乳の131工   

汚染に直接には関与していない。  

北海道農試の場合は、図2に示すとおりで牛乳中の131工は畜産試（茨城）よりやや   

遅れて、5月8日から影響が出はじめ、5月17日に288．d pcl／gというピークを示  
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した。また、この図中で5月15日から牛乳中の131工が急上昇していることが認めら  

れる。これは、前日（12日）から放牧牛の牛乳が半量混入されたためで、汚染され  

た革を直接摂取した場合は、牛乳への影響が如何に大きいか如実に現われた。牧草は  

図に示すとおり5月10日に4585．4pci／k9というピークが認められ、その後、多少   

の増減をく り返しながら減少していった。   

図5の九州農試の場合は、サイレージ主体の飼養であるが通常は運動場に出ている  

半放牧状態で、そこに生えている革を食むことがある。その量は、はっきり把握でき   

ないが数桓としても、その影響は大きいと考える。測定結果をみると、牛乳では5月   

7日に初めて、29pcl／g検出され、その後増加して5月11日の11占．5pcl／gという   

値がピークとなった。その後ほ漸減し、5月50日には検出限界以下となった。牧草  

中の131工は5月占日に初めて確認され、5月10日に17占4pci／極のどークを示した。   

その後、変動しながら減少した。  

5．結語   

従来の核爆発実験の時もそうであったが、舎飼いまたは、運動場など舎外に出るこ   

とがあっても革を食べる機会がない牛の乳からも‖1工が検出されていた。最近の酪農   

は生草を直接給与することが少なく、乾草、サイレージなどを主体としている。もち   

ろん、これらの飼料はかなり以前に調製されており、緊急時の放射能汚染は考えられ   

ない。とすると、その原因は空気、水、土壌などが考えられるが、今回の場合だと希   

ガス、浮遊じんなど空気汚染に関係するところが大であると推察する。したがって、   

牧草の測定は前述したように、牛乳の測定値に直接関係するものではなく、今回のフォ   

ールアウトによって、牧草がどのくらい汚染されたかを知るためのものである。この   

牧草が加工され、今後しばらく して実際に搾乳牛に与えるようになったとき、はじめ   

て、牧草一乳牛一牛乳の関係が成立することになり、この時点からは長半減期の1”cs   

などに注目する必要が出てくるであろう。  
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図2 北海道農試における牛乳、牧草中の‖l工測定結果  
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健二・大久保勝夫  

1．緒言  

ソ連原発事故に伴う放射能調査は、水産関係においても、東海   

区水産研究所を中心として、水産庁関連部課、各海区水産研究所   

水産工学研究所の緊密な連係のもとに、精力的に行われた。  

所内において第一回目の会議が持たれたのは、事故が報道され   

た翌日（4月30日）であった。雨水・浮遊じんなどの測定結果をま   
ち、その値から放射性降下物の量が大きいことが予察されたなら   

ば、直ちに海産生物についても、放射能調査を実施することと し   

て、準備体制に入ることとした。5 月6 日、当面、131Ⅰを指標核   

種と して、放射能調査を実施することに決定し、調査計画を策定   

した。  

ここでは、131Ⅰを指標核種として行われた放射能調査（水産関   

係）の概要を報告する。  

2．調査研究の  概
と
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1） 調査内   
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鷹   を用いて、5  

日東京湾羽田沖  し
 
 

集
 
 

計測する。  
A－ 2  魚類の安全性確認の  め、銚子沖で漁獲されたマイワ  

シを、漁獲後直ちに計測する。   

A－ 3 北海道区、日本海区、西海区の各水産研究所は、各海  
区で漁獲されたマイワシを凍結して東海区水産研究所へ送付し、  

計測する。   

Aの調査結果、131Ⅰなどの放射性核種が検出されれぼ、Bのス  
チップに移  
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B－3 食用海藻類、貝類について、その安全性を確認のため  
に、必要に応じて検査する。   

B－4 その他、水産庁より検査依頼があれば、可能な限り協  
力する。  

5 月9 日の夜半、羽田沖で採集された植物プランクトンから、  
131Ⅰが1200±30pCi／kg．甲et．5 月10日、銚子沖で漁獲され茨城県  
波崎港で水揚げされたマイワシ筋肉から30・9±4・9pCi／kg・胃et・検  

出され、予想以上の高い値であった。そこで、5 月6 日策定した  
すべての調査計画を実施することとした。   

魚類試料は、体長、体重を計測したあと、筋肉のみを取り出し  
生重量に対して3分の1量のD．W．を加えて、ホモジナイザーです  
りつぶし、ペースト状にしてタッパーウェアー（300cc）に入れ測  
定に供した。海藻類は水洗いはせず、細かく切断して、動物プラ  

ンクトンは、十分水切りをして、そのままタッバーに入れて測定  

に供した。核種分析は、キャンベラ社製Ge（Li）半導休検出器及び  
セイコーEG ＆ G－ オルテック社製Hp Ge 半導体検出器を用いた。  
計測時間は、131Ⅰ濃度の高い試料は、3，000 ～7，000 秒間、平均  
的には、10，000～80，000秒間、131Ⅰが検出されないことを確認す  

るための試料は、100，000 ～160，000 秒間と  

2） 分析結果   

分析結果を付表に示した。5 月上旬～中旬まで、日本近海のマ  
1Ⅰ濃度は、10～30pCi／kg．胃et．であったが、5 月末に  3

 
 
 

の
 
 

ワ
 
、
る
度
）
 
 

イ
は
か
濃
尾
 
 

シ
降
 
 

下量の激減とともに検出限界以下の濃度になったことがわ  

。当然のことながら魚類などの他の海産生物に比べて、高い  
ン・流れ藻（ホンダワラ  

かである。  

で131Ⅰが検出された植物ブ  ト
ら
 
 

ク  ン
 
は
 
 

一
フ
と
 
 
 

も、その後漸減している  こ
 
 ワカメなどの海藻類を餌としているアワビ、動植物プランクト   

ンを餌としているマイワシ、マサバ、カラフトマスなどの魚類の  

131Ⅰ濃度は、餌生物の131Ⅰ濃度に比べて低く、餌生物よりすみや   
かに131Ⅰ濃度が減少したことからみて、131Ⅰは食物連鎖により高   

濃度に濃縮されることの少ない核種であると推定される。海藻類   

の結果から、降下物は凍北～北日本海域に多く、南日本海域には   
やや少なかったように見受けられる。   

3．結語  

今回採集されたすべての試料は灰化され、灰化物についてガン   

マー線スベクトロメトリーが行なわれてい－5。それらの結果につ   
いては近海海産生物放射能調査として、水産研究所が継続して行   

なってきたデータをもとに慎重に検討中である。  
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チェルノブイリ原子力発電所の事故に伴う放射能調査（水産関係）  

lコ11濃度  

試  料  名   擦 集 海 域   採集年月日  計測年月日   pCi／kg．恥t   

ロ  マ イ ワ シ  筋 肉   35040’M，14lO18’E（波崎）   昭和61．5．10  昭和61．5．13  30，9±4．9   

／／  〃   35040’N．14lOOO－E（波崎）   61．5．15   61．5．17  11．4±3．8   

Jノ  J／   35028◆N，14lO43’E（銚子）   61．5．26   61．5．28  N．D．   

4  マ イ ワ シ  筋 肉   新潟市青山地先（水深30血）   61．5．g   61．5．15  18．8±6．8   

Jノ  】J  長崎県西彼杵耕戸南2浬  61．5．7  61．5．16  

（五島灘北部）  

〃  J／  38057●N，143029’E（三陸沖）  61．5．24  61．5．30   

JJ  J／   3gO45’N，144054－E（宮古沖）   61．5．Z7   61．6．5  N．D．   

8  カラフトマス  筋 肉   3gO39’N，143026’E（宮古沖）   6l．5．22   61．6．6  N．D．   

巴  マ  サ  バ   J／   39045’N，144054’E（ ノ／）   6l．5．27   61．8．7  N．D．   

10  植物プランクトン（珪藻類）  35Q34’N，139053◆E（羽田沖）   61．5．g   61．5．10  1200± 30   

／／  ノ／   ／J  ／J   61．5．15   61．5．15  1047土 42   

〃  J／   ノ／  ／ノ   61．5．22   61．5．22  390土 7   

J／  〃   38012’N，14lO14－E（石巻湾）   61．5．16   61．5．17  47†）土 32   

14   JJ  J／   3gO58’N，143049’E（宮古沖）   61．5．Z4   61．6．5  3gO± 65   

田  動物プランクトン（オキアミ）  38004■H，14lO44－E（金華山沖）   61．5．15   81．5．18  23．1土3．4   

ノJ  ノ／  3gO57’N，143050●E（宮古沖）   61．5．23   61．6．5  48．0土4．5   

コンフ  北海道函館市地先   6l．5．8   61．5．23  170（】± 以】   

18  ワ  カ  メ   岩手県大船渡   61．5．22   61．5．23  340土 27   

四  ア  ワ  ビ  筋 肉   61．5．21   61．5．24  H．D．   

20  ホ ンダワ ラ（流れ藻）   350b0●N，143024’E（犬吹沖）   61．5．11   61．5．1g  18（）8±140   

21   ／／  JJ   38012－N，14lO14’E（石巻湾）   61．5．16   61．5．20  Z700± 90   

22   〃  ／／   39040’N，142050’E（宮古沖）   61．5．21   61．6．4  3900±120   

23   JJ  メタ   34009’N，140047’E（野島沖）   61．6．1   61．6．4  520士12   

24   ノノ  ／ノ   34017’N，140035’E（ノ／）   61．6．1   61．6．4  11（】0± 35   

田  ホ ンダワ ラ   沖縄太島中城湾   61．5．1Z   61．5．Z2  510土14   

宮崎県日向市細島   61．6．3   61．6．5  840± 29   

〃   宮崎県串間市都井   61．6．4   61．6．6  130土 8   

28  ゴ  カ  イ   35033●N，13gO52■E（羽田沖）   61．5．g   61．5．10  60士 8   

カツオノユボシ   35056’N，143033●E（犬吠沖）   61．5．12   61．5．20  Z5± 9   
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（88）ソ連ナェルノアイ ル牒子か発骨汁  
亨紋（こ体る紋身丁離測定騎産  

気象々観測部  

頗趨邦人 上田丘え  

1．鎗吉  
昭串∈l年十月ユ68に起きたソ連のチェ】レノフ、－イルー発言力発・官財  

こ 

‡も台 

合β紋射能′ モニタリングポストtこよる空間γ線号牽の鯛査左′  

4月う0日カ、ら頚イヒして行フたのそノ その鮨畢乞顛書ナる。  
2．綿生食果  

（り 洋二遊度沢村青む観測  

車常時にj且ー回′ 合周ざ地．寮、で行，てし－引税別左各日吏施し  
た．平偉より高い催が横おさ軋たのは′ 古層4日？～I4埠吸引  
の汚適星が最初で今回の師査j畠界の最大値（大坂でIJあたり  

一  

三妄・ノ0墓誌も芸ふ・；；呈長；！手長妄た蒜品窟吾是竿モ；ヱヲ  
仁．  
今周の最大値ほ′ 中国葵ユユ匡嶺更験（lqT7年）略Jこ藤岡で同   
じ1り以釆摘であフた・  

（ユ）  

降＊放射能の凝判t了．全回15ナ汗で？略しこよける前車時間降  
れ豪が！椚叔上（平常時け5小冊以上）のとヱに行フ た．ぎ斉に  
入り′ 椿ド栗東より㊦の細れよ南棟棟で推脅していた4日（う  
g？略へ4日？時麦での障）ド）に初めて高い値が凍出さ仇た．  

L 

キぢ占，。  
の値であった．  

（3）モニタリング虎ストtこよるを問γ線量車  

検患部lこは′1ク中yl’の仏工（丁りシシテレ一夕（アロカ袈）と  
慄同し′ j琵剰えの旭川は地上14．7仇の庁舎屋上lこノj輪島しま地上  
10凧のパンデマストコ貫部tこ奴置してい 急 

牛耳う0甘カ、ら監視を碑化し′ 各日ノ 点勤状況（最大′ 最小Å  
び平卿直を含も）しこついて規地官署から飯島呈貴けたが′ 綱畳  
兼化期間平′ 2放えともほとんど子常時と虜わらなかフ た。  

3．長吉き告  
（l）薄遇應放射能塵削でけ／慶長′ え鳳凰ドノ 呼ノド叔軒能層別そは′  

日本海側ド高い嫁が倹出さ仇た。  

少 花川Åび比藩逢そは′ 汚j誼／乳Åび降水いナれの托射能巌勅で  
も低い絹で終始した．椅芋花一刑でしま′ F丹の遥体前後しこかみり  
の降雨があったが′ 降水菰肘絶についてほほとんど千首時と変  
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わうな力、，た．  
β）汚j益倭Åび陣ノド才丈j打熊ノ醍潮力、ら′ 今回の手技しこよる放射性物   

質の主流は′ 本川上皇を浪速しrことカとられ急。  

（；む仙昌は6貫48把書放吟■bり凧∬情頒ほ  

t訂1   
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（89）絶且っ大乱寸で如掛JIA乱ヰT tしノ7・イソ  
原子力竜骨呵血‡っ人ご根東伯瀬婚ノーの埴  
T－t・作巧んj十卜比   

・ 
lヽ     亨 

只事  

†鰯竜  

〝乃卑4r9ヱg－ヨ′て．ソ象っケ「【ん・ノ 7・イソ乃jカ菅俺旬r・竜大石  
号紘ヶ短，セ．7ウ郎星．入ヰ1詑初刊柏巧か．えi，r・て鬼才一之丸  
電．日々t・t．割り巧見放，丈乳・拷小、Pで ケで′しノ7、イリ花車  

力宮部恒b蔓りね射紙1、加叫ざもた．  
今T，しノ7・イリ舟了力学骨竹巨Ibl了3 人L項釦†的場1拘軍l，ゝ  

イ亡てん～比津モ如ラこと・ユ． こ亀写り加東諸lっ 九邑サかちづ搾印や1み  

軋官ウキ恥モ和明17ミリ．人間柁碩＜つ亨j卑モかJ上て・′≠李7・ろミ  
¢・で．亀倉くふぅ唐7勺て‥つ．鼠射tl東新托り号々．丁一hワ・L′＝摘  
Lもう文才丁粗う紳一号乍布モ紳介下．  

？．柵の頒丸文・rび万事Jて  
大気l㌣姐領lコ．大聖旦席笈モ 岬り て．を軋ユう東和中食鳩7、．馬力碑  

恥し 一1つ一千ーl／曾了トち兼如十りち巧｛iえ斥モ．柑橘奄 ＝1′勅壇蒐呈  
て一息卑し h．＝トこ．ほ十1月1ラ＞7・托て周・・て寅巧けり放腐丁寸lナあ  

・ 

持 

し電．  

言古i貫   

・ ‘こ 

け尭， けIエ  

濃禿，つ．乳軋－、潤うした。喝1爪 音．7Jう「て．書初－，－工つヤ○－われ  

け．′瓦†手相て▼ね免Lてりた．てつ軋．電巧捉つ－j一工つ新奇′壬り貪ス  
に崎ナした．  

了⊥ タ・－ モ∴Llト ⊥フ・う一 号，雪l・て．†円‘D －I01∋ 了て・｛ 〉ロゥマ均  
ネ乞代々ネとすごの†t柔竜泉互I刃Zに育て。 け，工 ．′りR几．け【ぐ，の場合一木  

代さへ，ロIqち〃MLl下の鼠t乾†ミヤ′いこり句ノざ・t′べ／耳，わ射たのり毎  
づ一番ホL，軋すiの璃わとと毛に含曳＿－て東新絶d－：曙ウ7コケ布モ胃、し  
た。ただし．≠を埴一tJ，て郎†完乍布lつ愛nリ． 閂・t－1一丁q鴫七．‘，も  

や／り咤uヒ か〔りt卑，五魯う壬乍不て丁′1．ヨt・和づモカー／′／ノ′【レ之「  

lいま．I”T 巾すも々．今作『㌢一差，′○，軋の鴫々．／今年q りみ．〃ワG『  

鳴々．7♂弟（赦如肛ナづぅれてl′ユ ミと・一も占㌧，¶．こつナ～各′コ．  

これち′，ちう、れ抒草月寸一泡・・寄せtt，んL・け′lへ城々．兢J托で仁   －ミ刷‡も瑚存汀卓  
、  

〔Pさヤり。う－で毎乃jγ陀頭取し，名札住一二々7丸）兼銅とモ呵  
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環境放射線解析に関する基礎的研究  

（NaI（TI）シンチレーションスベタトロメータによる環境放射能測定）  

理化学研究所  

＊岡野真治 出妻光一 西田雅美  

大内徹也 牒 勝利 加藤 博  

（92）  

1． 緒  言   

環境放射線は、環境に存在する放射性物質に起因するγ線、宇宙線の主成分である  

荷電組子に大別される。現在これらを測定するにはスベタトロメータが有効で、わけて  

も球型NaI（TI）シンチレータを用いたスベタトロメータが両者の分離測定に利用され  

てきた。   

スベタトロメータの利用は環境放射線測定ばかりか水中、海底に含まれる放射能濃  

度の喧裁測定を行う目的にも利用することができ、連用範囲が拡大した。   

理化学研究所においては昭和59年度，60年皮政府の委託研究事業により、「環境放射  

線測定機器の小型軽量化に関する研究」を行い、従来の野外環境の測定同様、水に入れ  

てスペクトルの測定ができる測定器を開発し、実地の適用が可能となった．この内容の  

一部は昨年の本発表において紹介した。   

一方本年4月26日に発生したソ連原子力発電所の事故にともなう影響の調査に際し  

ては野外測定用のシンチレーションスベタトロメータを広範周の測定に利用した。   

本年度の報告では主としてこの事故に関連する測定のうち、可搬式のシンチレーショ  

ンスベタトロメータによる測定内容について栢介する。  

2． 調査研究の概要  

（1）機器開発   

機器開発としては昭和59、60年度の2年間にわたり、科学技術庁放射能測定調査委託  

贅による対東研究の一環として水中、海底土中放射能の直様測定が容易に行なえる測  

定系の開発を行った。   

特に水中放射能の直接測定を行なうシンチレーションスベタトロノータは検出器に  

耐振型直径3in．球型Nal（Tl）シンチレータを用い、水中（～200m）に入れ、ガンマ線エネ  

ルギ‾スペクトルを測定をする検出系で、これが完成した。第ユ図はその概要である。  

コネクタ8。Ⅹ t源  弟ユ図水中放射能測定系の概要   

▼■■■■■■‾‾  

水中用耐圧検出体を単独で用いる水中海底士放射能測定  
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これは、長さ900mm最大直径（フランジ部）170mmの容器に必要な測定機器が収納されて  

おり、補助の検出器をもうけてある。   

主た測定に必要なユニット化されたインターフェースを用意した。   

これらは昭和59年度、60年度にわたり横須賀港、沖縄、佐世保ならびに浦底湾におい  

て実地試験を行い、実用可能で、さらに検出系は海底を引きずって広範眉の測定ができ  

ることも実証した。  

（2）ソ連原発事故の影響調査   

今回のソ連原発事故に関連して行われた研究、測定、調査は次の内容である。   

1）外部線量の測定（連続測定，in－Situ スベタトロノトリイ）   

之）空中の放射性核種のスペクトル（Ge半導体検出器）測定   

3） 日航機（B474LR）のサーベ（宇宙線観測の関連）   

4）若手県環境試料の放射能（線）測定（委託）   

5）国内外のデータの検討（NHK取材内容の解析）   

6）大気圏内核爆発実験降下物データの検討   

7） その他である。   

これらの内容は今回の事故の影響把握に際して直捜、間接に役立つものである。   

また過去のFalloutの資料（データ）との比較が解析上重要な役割をはたした。   

ここに紹介する内容は、これらのうちシンチレーションスベタトロメータによる測  

定を中心としたものである。   

さらに放射性降下物の量はCs・137（134）を規準（数mCi／km2）として考えていくことと  

した。   

今回のソ連原発事故の影響調査は次の測定を柱としている。  

1）H8Ⅰ（Tl）シンチレーションスベタトロメータによる現場測定   

2） ゲルマニウム半導体検出器による環境試料γ線エネルギー分析   

NaI（Tりシンチレーションスベタトロメータによる測定は理研内、神奈川、若手県下  

ならびにヨーロッパのいくつかの国内（フィンランド、スエーデン、西ドイツ、オース  

トリー、イタリー、トルコ）である。   

環境試料の測定は委託によって行われた若手県下の試料を初めヨーロッパの試料も  

含んでいる。   

測定ほ検出効率の異なる二組のゲルマニウム半導体検出器（23ee，90ec）を利用し、一  

部のデータはアンチコン70トン方式の測定を通用した。   

この測定で注目すべき点は、Cs－134など同時に多くのγ線が放出される核種の測定  

におけるサム効果にもとづく検出効率の低下である。90eeの検出器の場合試料によつ  

ては20％近いピータ値の低下がある。   

これはCs－134／′Cs－137比を決定する際特に注目することが必要である。   

次にいくつかの調査内容について示す。   

調査は大気圏内核爆発の影響調査と同様に行ったが、今回の影響は異なる様相が観  

測されている。すなわち降下物の放射性核種がある程度限られている。代表元素とし  

てよう素、セシウムがあげられ、この他にルテニウムなどがある。   

このことから、これらガンマ線放出核種の測定に降し、NaI（Tl）シンチレーションス  

ベターロメータによる現場測定が有効であった。   

図にシンチレーションスベタトロメータによる測定例をいくつが示した。  

弟2図は理研構内におけろもので5月10日、7月28日に測定したものである。  
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5月10日のスペクトルにはト131が明瞭に検出されており、7月28日のスペクトルではCs－  

137，134、Ru－103がわづかに認められる。第3図はこの間の放射線モニターの記録であ  

る。   

野外のスペクトル、連続測定の値から得られるト131、Cs－137の降下量はそれぞれ  

20mCi／km2、5mCレkm2がみこまれた。   

シンチレーションスベタトロメータによる測定はNHK取材班［昭和61年9月29日放映】  

の協力によりヨーロッパの実情把握のため行われ、特に降下量の多いスエーデンでの  

測定が注目される。   

第4図はイエープレ近郊の住宅地の測定例で屋内、屋外の轄果を示した。また弟5図  

はストソホルム → イェープレ間の車中における測定で、この間の降下量の変化を良  

く表わしている。またスエーデンが行った航空機による測定結果を的確にうらずける  

ものである。   

さらにこの地域の土壌試料の分析結果を弟＝表に他の地区とともに示してあるが、  

上記の値とも整合する。   

今回の事故の影響調査に際しては理研において研究、開発した可搬型の小型のシン  

チレーションスベタトロメータが有効に利用された。特にNHK取材班による測定はヨー  

ロッパ各地における影響を把握する上に有益である。ここにその一端を紹介した。  

3．   結  語   

放射性降下物による環境放射線の測定は1）空間放射線の連続測定、2）環境放射線（ガ  

ンマ線）のスペクトル測定、3）降下物の核種分析が重要である。さらに定量値として  

は単位面積当りの核種別の濃度を把握することが必要となる。また降下物に閲し、降下  

の時期を知る必要がある。  
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（93）チェルノブイリ原子力発電所事故由来の放射性核種測定と  

呼吸によ る被曝線量評価  

日本原子力研究所  

笠井篤、柳瀬信之、松永武、  

関根敬一、今井利夫、  

Yureeporn Panyaいpsakut－  

（＃ 0．A．E．P．，Tha＝and〉  

1．緒言  

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故の環境放射能影響を把増する目的で、茨城県  

東梅村において、大気中放射性核種、降下物中放射性核種の捕集測定を行った。測定結果  

に基づいて、呼吸による被曝線量評価を行った。  

2．調査研究の概要   

2．1大気中放射性核種の捕集測定  

1986年4月30日から6月3日までの大気中塵あいを連続捕集し、放射性核種濃度、核種  

組成、空気力学的放射能中央径（AM A D）及び呼吸による被喋繰重を評価した。 大気雇  

あい中の核種の粒径分布を表すA M A Dは呼吸による被喋線量を評価する上で不可欠な因  

子である。 そこで、4段のカスケードから成るアンダーセンカスケードインバク タサン  

プラーを用いて大気中塵あいを粒径別に捕集した． 各位径範囲の摩あい中の放射性核種  

の測定からAMA Dを求めた。捕集及び測定条件は次の通りである。  

1）集塵場所   原研構内、地上高約3m （茨城県東梅村）  

2）サンプリング  アンダーセン大容量サンフラー（流量 5661／min 石英技維ろ紙）  

3〉測   定   傭バックグラウンドG e検出器によるγ線スベクト ロメトリ ー  

測定結果を表－1に示す。 5月7日～5月9日に大気中放射性核種凛度は最も高く なり、  

以後漸減した。 主要な核種は、卜13l、Te・132、Te－129M、Ru－103、Ru－106、Cs－137、  

Cs－136、Cs・134であった。 ただし、気体状の卜131は捕えられていない。 Cs－137等多く  

の核種ではAM A Dは初期では約 0．2′上m程度、それ以降のA M A Dは約 0．6〟m程度の  

ほほ一定した値であった。  一方、Ba－140（La－140）、Zr－95（Nい95）、Ce－141ではある期間  

だけ1．0〟mを越える値であった。 このように、A M A Dの値の建時的な変化も見出き  

れた。  

表－1に基づき、大気塵あい中に検出された放射性核種の存在割合を検討した。 大  

気中の全放射性核種濃度に対する各核種の存在割合の時間変化を図一1に示す。 図一1  

から、5月前半は ぃ131，132の占める割合が大き く、5月後半からは Cs・137の占める割  

合が大き く なったこ とがわかる。   

2．2呼吸によ る被曝線圭評価  

これらの大気中放射性核種濃度とA M A Dから呼吸による被喋繰土を計算した。左奥量  

の計算にあたってはICRP Pub＝cation 30に示きれる方法に従い各器官ごとの預託線圭当  

主、ならびに実効緑圭当量を求めた。 結果を同じく真一1に示す。その中で最も濃度の  

高い期間（’86／5／7・5／9）における濃度と呼吸による被曝線圭を囲一2 に示す。 ト131に  
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ついては、時下物中のl・131の土から推定した大気中の麿あい状、気体状の卜131をあわせ  

た濃度に基づく接点推定値も示してある．  

図－2 から、大気中濾度の高かったⅠ－131の緩立寄与が最も大き く、ついで Ru－106  

の技士寄与が大きいことがわかる。 R】－106 の寄与が大きいのは、娘核種の Rh・106 を  

含め、体内摂取後の呼吸器系での滞留時間が長い性其のためである。  

2．3降下物中放射性核種の捕集測定  

茨城県東梅村原研横内において4月30日－5月6日、5月6日－5月13日の2象月間にわたり  

大型水盤（0．5m2）を用いて捕集した全降下物についてつぎの測定を行った。 捕集試料を  

H。．5Aろ紙でろ過し、溶滴（可率性部分）と残さ（不溶性部分）に分け、それぞれについ  

てγ線スベクトロメトリーを行った。  

測定結果を蓑－2に示す。 表－2から、4月30日－5月6日では、すべての核種で可  

溶性の形態の降下物が多かったことがわかる。 特に、■－131についてこのことが顕著で  

ぁった。 また、5月6【］－5月13日では卜131については前期間と同様に可溶性の形態が支  

配的であったが、卜131以外の核種では可溶性、不溶性の形態の割合ほ同程度であった。  

3．結語  

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故由来の放射性核種の茨城県東梅村における大気  

中濃度、AMA D、降下量の測定を行った。 主要な検出核種は、ト131、Te‾132、Te●  

129M、R。－103、Ru・106、Cs・137、Cs－136、Cs・134であった。 測定結果から、放射性核種  

の挙動が1986年5月上旬とそれ以降とでは大きく異なっていたことが知れた。1986年4月  

30日から6月3日までの呼吸による全被曝は生（実効線量当主）はl・131の推定値を含めて  

およそ3．0〟 S vと評価される。  

表－1 大気中放射性核種濃度、空気力学的放射能中央径（AMAD）と被曝線量計算結果  その1  

・るd・ら・⊃0－・8d・S・5  ・8d．5．5 －・8d．S．7  月ほ・：■ 7 － ■8d－ 5・9  ▼8d・5・9 一・8b・～・l～  

末  
（甚lル3） （〃¶〉  （Sv〉  く〆i／点） （〟■） （Sv〉   く甚iノ再） （ル■） （Sv）  （虻i川） く〟－） くSv〉  

卜1】1  ユ・50E－01 0．911．2已一08 1．11い00 0．911．7ト08 1．28ミ◆00 0．511．7卜O包 ん・△0ト011・00 1・1ト08  
CS－1ユ7  d・00ト02 0．1占 2．ム巳－09  ∋．50【－010．1d る．1ト09 5．∂○卜010 51 7．9卜09 2．50ト010・＝ 5・7已一09  
CS－1】占  9．70ト03 0．1ん 9．5E－11 5．ユ○卜010．1乙 も．1ト09 d．70E－02 0．畠8 2．1ト10 2．70E－02 0・＝ 1・ん∈－10  
CS－1ユ‘  3．dロト02 0．15 2．1∈一09  ん．20ト0⊇ 0．15 1．9E－10 さ．ム〇E－010．51 占．5E－09 1．んd巳一010・L8 ん・7卜09  
T卜1コ～  1．50卜01 0．1～ ～．8∈－09  ム．90∈－01 0．12 ⊃．0ト89 7．50ト01 0．SO 2．る巳一09 1．90卜010・ユ7 1・～E－○？  
トりi l．50ト01 0，12 7．0ト11 ム．い〕E－01 0．12 9．ユト11 5．70ト01 0．5占 7．β卜111．LO卜010・5b コ・2∈－11  
TE－129M  ム．るOE一02 0．ム5 1．乙ト09  ～．20E－Cl O．ん5 5．0卜09 ム．ユ○ト010．27 占．〕トC9 2．10三一010・H ム・0已－09  
T卜129   ら．00E－02 0．ん5 く．0ト12  2．7ロト01 0．」5 ∴2ト11 ム．90卜01C．bll．7ト111．90三－010・る5 1・1巳－11  
RU－105   8．20ト02 0．12 1．7E－09  5．50E－01 0．12 5．〕ト09 1．15い00 0．57 5．d∈－09 5．20E－010・5L S・5ト09  
R〕－10d l・80∈－02 0．211．7∈－Oa l．〕○ト01 0・21 5・7巳－〇8 】．50卜01 0・占0 9■OE－08 1・ん0い010・＝ ム・8已一08  
RH－10d l．80ト02 0．21 ム．7卜1ん 1．ユ0己－01 0．211．5ト1コ ユ．50〔－010．dO 2．占ぃ15 1．ん0卜010・ム△ 1▲9巳－1う  
巳A－1LO l．20ト02 J．り 7．乙ト11 5．1〇E－02 0．り 1．ムト1D 5．70ト02 0．8ム 1．んE－10 5，50E－○～ 0・7ん 1・5E－10  
しA－1ん0  1．んOE－02  0．占～ 占．5巳－11 △．00卜OZ O．る2 1．ユト10 7．00己－02 0．92 1．ユト10 5．90E－0； 0▲8ム 1・～ト10  
MO－99   2．ん0∈－0； 0．10 1．1ト08  7．70卜0～ 0．10 1．5ト08 9．00卜02 0．10 1．dE－08 N．0．  
TC－99M   2．ユ0∈－02 0．10 8．1已－1】 る．dO〔－02 0．10 1．1卜12 8．50E－02 0．10 1．Z已－12 N．D．  
こR－95   8．80ト0ム  0．d3 2．之E－11 ⊃．00E－0〕 0．dさ さ．∴ト11  N．D．  ～．；0卜0さ 0・ム〕 ユ■7E‾11  
N8－95   1・10ト05 0．るユ う．5卜12  コ．00ト0ユ 0．△コ d・8E－12  ∨．D．  2・20ト0〕○・d5 7▲ユト12  
亡E－1ん1  7．d7ト○▲  0．98 る．9卜12   N．D．  2．95巳－0さ 0．9a l．1巳－11）．20巳－0ユ 〇・98 1・9∈‾11  
Cト1＝  N．0．  N．D．  N．D．  7．90∈－0ユ 1・00 2・○巳‾09  
叩－1＝  N．D．  N．D．  N．D．  7，90卜051・00 2▲ん巳－15  
Sら一12S   2・く0卜0〕1・00 2・5卜11 9．10己－0さ 1．00 ん・ユ已－11  N▲D・  7・00∈－0⊃l・0ロ ム・8巨一11  
日ト？  2・00E－01 0．ム2 る．7【－11 1．70∈－01 0．（2 2・dト111・10已－01 0．Bム 1・2巳－11 2・00ト010・d2 （・OE－11  

丁〔】TA」  5．0E－08  1．1ト07  1．SE－07  1．0E－07  

＊，礪．5．5・5．7のAMD値を仮定した。  
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表－1 大貫中放射性核種濃度、空気力学的放射能中央径（AMAD）と被曝線主計算結果  その2  

■8‘・5・1～ － ●80・5●1S  ・Bら．5．1さ －・80．5．18  ・8d，5．19 －・8ム・5・～‘  ・山L・5・id －，8d・ム・ユ  

放射性朋蠣皮AM入D冥知抜且ヨ虞 放舶性銅濃度AMAD実力縫虞当虞 放射性脚雀濃度AMAD冥加は当量放舶性椚■皮AMAD升釧射倶川  
（甚iル） （〟■） （5v〉  （釦）  （Sv）  く虞i／扉〉 （“■〉 （Sv〉  

：二；二き…二三冨  
；，：二三 言二三号…：；…二言冨‡：二：：：：：：：：：  

：： ニ：：：：ソニ：二：：二らE－OZ0．72 9．0巳一1。  
丁∈－1さZ  7．】0ト02 0．⊃7 ム．1∈－10  N．D．  N・D・  N・D・  

卜132   ん．10ト02 0．5d a．5ト1～  N．D．  N.D... N・D・  

TE－129M 8．】0ト02 0．5】1．らト09 d．占0ト0ユ 0．Hl・～E－10‘．用ぃ02 0・⊃8 2・1ト09 2・⊃OE－0⊃ 0・さ81・2E－10  
二二二  二：：：二：：：：：：：二：二二  

RU－10d  5．～0ト02 0．51～．1ト08 9．50ト0】0．51ん・0卜09 5・）0卜OZ O・58 5・2ト08 2・SOE－0つ 0・り 2・5ト09  
R＝－10d  5．iO巳－0～ 0．5（d．OE－1ん 9．50ト0さ 0．5ん1・2ト1ら 5・⊃OE－02 0・581・う卜1ユ 2・50E－0さ 0・7ユ 7・ユE－15  
βA－1ん0  ら．00ト021．～01．dE－10 7．10E－0ユ1．ユ0 さ－○卜11d・50ト0ユ 0・80 る・1ト11コ・10E－0⊃ 0・80 ∋・）E－11  
しA－1用  5・70E－0～ 1．～01．“－10 7．10卜0ユ1．ユ0 2・1卜11l・SO卜021・・101・1ト10】・10ト0ユ1・10 ～・＝－11  
MO－99N・D． N，D． N・D・ H・D・  

〔卜1＝9．70ト0ユ1．00Z．⊇∈－09N．D． N・D・ N・D・  

。2。．“⊃．，ト1～‥  

，∩，い  、‖＿ハ．  ▲！＿。。  d＼粥＿08  

表－2 降 下 物 中 放 射 性 核 種 濃 度  

4／30・5／6  

濃度（DC 

5／6－5／13  

i／m2）  濾唐（DCi／m2）  
溶液 ろ過残き  帝液／ろ過残さ  薄渡 ろ適残き  溶液／ろ過残き  

l・131  4．05xlO3  開  租  6．卯x103 592  12  
日・137  45．9  9．2  5．0  432   343  1・3  

日・136  27  
Cs・134  23．2  5．1  4．5  289  157  1．8  
Te－132  259  8．1  32  
卜132  170  1．3  131  

餌－103  130  30  4．3  757   657  1．2  
餌－106  149  
8a－140  97  
b・140  78  
Tc・99M  2．4  
Nb・95  11  
Ce－144  17  
Ce・141  16  
Sb・125  15  

注）濃度の空欄は検出されなかったことを示す。  
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図－1大気中の全放射性核種濃度に対する各核種の存在割合（時間変化）   

口  0．02  0．04  0．ロ6  0．08  0．1  

実効線量当量〈〟S））   

囲－2 大気中放射性核種凛度と呼吸による被曝線圭（1986年5月7日－5月9日）  
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（94）動燃におけるチェルノフィル原子力発電所事故に伴う  

環境放射能特別モニタリングの実施について  

動力炉・核燃料開発事業団  

木石田順一郎l、進藤勝利2、山崎浩一3  

津浦伸次4、篠原邦彦5  

1．緒言   

1986年4月訪日にソ連チェルノブイル原子力発電所において発生した事故は、大童の放射性  

物質を大気中に放出し、その一部は日本にまで到達した。動燃では固からの要請もあり、4月29  

日から通常のモニタリングを強化し、更に、5月4日より特別モニタリング体制を組み、環境放射  

能測定の実施可能な東海事業所及び大洗工学センター（茨城県）、新型転換炉ふげん発電所（福  

井県）並びに人形峠事業所（岡山県）において環境試料の採取、測定を開始した。各事業所での  

測定結果ほ、本社において取りまとめ、国の放射能対策本郡等へ相告した。各環境試料中の放射  

能濃度は5月中旬以降漸次減少しつつあり、また、放射能対策本邦が特別モニタリングから定常  

モニタリングへの緩帰を決めたこともあり、動燃においても、 6月6日で定常モニタリング体制  

に移行した。  

本報告では、各事業所における特別モニタリングの測定結果の概要及び測定結果より求めた  

いくつかの環境パラメータについて報告する。  

2．測定結果   

〈1）概要  

各事業所では、当初は、事故の影響が最も現れやすい雨水、降下じん及び大気中の放射性物  

質凛度の監視に重点をおき、また、各地で事故の影響を示す測定結果が公表された5月4日以降は、  

飲料水、原乳、葉菜などの被曝評価上重要な飲食物等に力点をおく特別モニタリングを実施した。  

各事業所における主な環境試料中の131Ⅰ及び137c s凛度について、測定結果の最大値を  

Table－1に示す。大気については、各事業所とも5月5日前後に最大値が現れ、人形峠、ふげんが  

東海、大洗より数日早く最大値を記録した。雨水については、降雨の状況が地域によって異なり、  

131Ⅰの最大感度は地域により1桁以上の開きが見られたが、全体的には、実効半減期約2．2日で  

減少していく傾向が示された。この降雨の地域による差異が、葉菜等の濃度差に大きく影響して  

いると考えられる。原乳及び葉菜については、5月10日前後に131Ⅰの最大凛度が現れ、数日遅れ  

て137c sの最大凛度が現れていろ。  

以上、各々の測定結果は西日本での測定値が高く、全般的に西高東低の傾向を示した。  

1．東海事業所，2．大洗工学センター，3．ふげん発電所，4．人形峠事業所，5．本社  
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（2）大気中の＝‖Ⅰについて   

東海事業所では、粒子状及びガス状の1311を対象に、フィルタろ紙（HE－40T）及びチャコー  

ル・カートリ、ソジ（CHC－50，TEDAlO％添書）を組合わせて、また他事業所ではフィルタろ紙のみを  

用いて、サンプリングを実施した。東海事業所における、粒子状及びガス状131Ⅰの測定結果を  

Fig・1に示す。［ガス状ヨウ素］／［粒子状ヨウ素］の比は、1から8の間で大きく変化し、平均  

値で約3．1（データ数24）と、ガス状ヨウ素の割合が多いのが特徴である。  

（3）降下じん中の131Ⅰについて   

ふげん発電所では、降下じん中の放射性物質凛度の測定を毎日実施した。雨水中の131Ⅰ凛  

度の測定結果を合わせ、降下じん中の131Ⅰ濃度についてFig－2に示す。降雨の影響により降下じ  

ん中の131Ⅰ凛度が急上昇している様子がよく示されていろ。  

（4）239・240pしl等の測定結果   

東海事業所では、事業所内外で採取した浮遊じん、雨水、原乳、植物（ヨモギ、牧草、ホウ  

レン草）について、239・248pu及び241Amの濃度を測定したが、これらについては特に有意な値  

は検出されなかった。海水（6月3日採取）の239－24口Puについては、3．5xlO－4pci／2と通常レベ  

ルの測定値がえられたが、今回の事故に起因した増加は見られなかった。  

3．被曝線量評価モデル中のパラメータに関する一考察   

東海事業所では、事業所構内で大気中の131Ⅰ、137cs等の放射性物質濃度を測定するとと  

もに、近隣の農場で採取した牧草及び原乳についても測定を実施した。131Ⅰについて、各測定  

値を、各々の試料の最大濃度で規格化したものをFig－3に示す。大気中の131Ⅰ濃度は5月9日に最  

大濃度を示したのち、実効半減期約3．3日で減衰している。また、牧草及び原乳については、そ  

れぞれの実効半減期は約4．4日及び約7．1日である。   

Fig－3に示す牧草中の131Ⅰ濃度の変化分と大気中の濃度を基に、牧草への沈着速度を試算し  

たところ、10－3～10－2m／Sの傾か得られた。またFig－3に示す結果等より，大気中の131Ⅰが牧草  

に移行する割合、牧草から牛乳への移行割合等についても試算を行ない、検討を加えた。  
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Table－1 各事業所における主な環境試料中の）31Ⅰ及び137cs濃度の最大値  

測定試料   核 種   単 位   三二 ；ニ   大 洗   ふげん   人形l峠   

粒子状131Ⅰ  2．8   l．9   3．5   7．0  

大 気   ガス状131l  pCi／m3  8．2  

137cs．  1．5   0．78   0．76   1．8   

131l   1300   1000   4100   12000  
；雨 水  PCi／丘  

137cs  48   130   140   440   

131Ⅰ   390   87  
原 乳  PCi／2  

137cs  66   29  

131Ⅰ   5700   4500   18000   4400  
ヨモギ  

137cs  
PCi／kg・生  

490   350   1900   1000   

lう11   1600   680   3300   8100  
ホウレン草  PCi／kg・生  

137cs  170   110   140   1000   

2
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Fig－1大気中の131Ⅰ濃度の近時変化（東海）  
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Fig－3 各種環境試料中の131＝農産の経時変化（東海）  
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（95）昭和61年度上期採取環境試料の放射能水準  

㈲日本分析センター   

阿部俊彦．樋口英雄．古酒水克己．   

＊野中情博，高野直人．橋本文夫  

1． 緒言  

㈲日本分析センターでほ科学技術庁放射能調査委託によりソ連原発事故の影響調査  

のはかに定期的な損鳩試料の放射能摘査を実施した。  

18－Ⅰを中心とした事故直後の調査結果は既に放射能対策本如から公表されている  

ので．その後の降下物の調査結果および32都道府県から送付された各種環境試料の  

調査結果（昭和61年9月夫までに得られたもの）について報告する。  

2． 分析方法  

降下物についてはゲルマニウム半導体検出器による丁線スペクトル分析およぴ90sr，   

L3Tcs（一郎の試料については．9sr，＝9＋210 pu）の放射化学分析を行った。  

降下物以外の試料についてほ90sr，＝Tcsの放射化学分析を行った。  

＝sr，＝Tcsの放射化学分析は科学技術庁制定放射能測定法シリーズの分析法に  

準じて実施した。なお，放射化学分析による ＝Tcsの値は，l＝cs等の放射性同  

位体がある場合，それらを含むものである。  

3． 降下物  

3．132都道府県および日本分析センター（千葉県）採取の5月分降下物   
3宇部道府県および日本分析センター（千葉県）で4月30日（～5月2日）から   

5月22日までに採取し前処理なしにそのまま当センターに送付された試料について．   

T線スペクトル分析およぴ90sr，＝－cs（一缶の試料については＝sr．……‘ pu   

の放射化学分析を行った。分析冶果を表－1に示す。  

■＝l，…Ru．＝†cs等の揮発性の高い放射性核種が比較的高濃度である一方．   

＝Sr等は低濃度であり．また＝Mn，＝Co等ほ検出されなかった。 2＝◆… pu も   

通常時と同水準である。  

降下量の地域分布は各核種ともほぼ同様であり，通常のフォールアウトの場合のよ   

うなはっきりした傾向は認められないが．裏日本が比較的高く．北海道．九州．沖縄   

の各地域が低めの傾向がある。  

降下量と月間降雨量との比例性は招められない。昭和39年からの＝sr，－＝cs  
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の経年変化を図－1に示す。 ■＝cs では  

昭和41年ごろと同水準である。   

主要な核機について放射能の比率（61．5．  

1換算）を真一2に示す。l＝cs／l℡Tc＄．  

JO3Ru／LO6R u およぴ ＝lce／l＝ce  

の鎧は，西ヨーロッパ地域で4月兼から5  

月初めに採取した試料について報告されて  

いるが．両者ほよく一致している。   

ソ連から公表された，損傷を受けた原子  

炉から5月6日までに放出された放射性核  

種の組成（推定誤差±50％）と比較すると．  

1＝】∴132Te 等の陣発性核唖の ＝7cs  

との比率はオーダーがあっているが．＝zr，  

11■Ce．1＝ce，＝s r．90S r 等の不庫  

性核種の ＝Tcs との比率は，日本での分  

＿
＼
】
】
＼
一
l
 
僧
卜
暮
 
 

“  ＝  5■  ＝  

咋庄  

図－1降下物の全国年間平均値  

折宜は約1桁低く，lOさRu．川6Ru はその中聞にある。  

3．2 千葉地区の降下物（4－8 月分）  

千葉市当センター内で採取した降下物（4－8 月分）について，r線スペクトル分析   

および＝sr，90Sr．2＝◆＝O pu の放射化学分析を行った。分析結果を表一3に示す。  

4月分試料（4／1～5／2）では争Osr は通常の水準であるがI＝cs はやや高めであり．   

また 川8R u．＝11が微量であるが検出されている。5月2日には既にソ連原発事故   

の影響が及んでいたことが考えられる。 5月分試料は前項で述べたとおりである。   

6月分紙料では5月分に比べて約1桁低くなっている。7．8月分試料では検出され   

た核種はl03Ru．106Ru．1”Cs．137cs のみでそれらの値も低くなってきている。  

3．3 32都道府県採取の降下物（4～6月分）  

32都道府県採取の5月分試料は，前述のとおり前処理なしで，4，6月分（一都   

7月分を含む）は陽イオン交換樹脂カラムで捕集して，当センターに送付された。  

5月分以外の試料は＝sr，I＝cs－の放射化学分析を行った。分析嬉果を表－4に   

示す。  

4月分採取試料（大部分は4月29日または30日まで）の，Os r ほ従来の水準で   

あるが ＝Tcs はやや高めの地域がある。5月分試料は前述の通りである。6月分試   

料の ■＝cs は5月分試料の約1桁低く，7月分試料（6県）でほ更に1桁低くなっ  
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てきている。  

4． その他の各種環境試料（32都道府県採取）  

定期的な姻査として大気浮遊じん，土壌．陸水，日常食．農産物（茶）．牛乳・粉  

乳．海産生物の各種試料が上半期に採取され当センターに送付された（昭和61年7  

月束まで）。それらの分析結果を前回の分析結果と併記して表－5－7に示す。  

4．1大気浮遊じん  

第1四半期分採取試料について9県の絶実は＝sr ほ前回に比べて同程度かやや高め   

であるが，■＝cs は地域によるパラツキはあるものの2～3桁高くなっている。  

4．2 土壌  

4県のうち沖縄を除く 3県の採取拭料では，Osr．－＝cs ともに高くなっている。  

4．3 陸水  

上半期採取試料について源水（7県）．蛇口水（28県）および淡水（2県）の地異   

は．前回と比較して，Osr は同水準であるが．1＝cs でほ全体的に1桁程度高くなっ   

ている。  

4．4 日常食  

上半期採取試料について24県の総果は．前回と比較して，Osr は同水準であるが，   

＝Tcsでは全体的に高く平均坦で約3倍となっている。  

4．5 農作物（茶）  

農作物では採取試料として対象となるのは茶のみである。3県6地点の結果は．前   

年と比較して＝Sr はやや高めであり．●3Tcs も1－2桁高くなっている。  

4．6 牛乳・粉乳  

原乳（10県）．市乳（3県）の分析結果は．いずれも前四半期と比較して．＝sr   

は同水準ではあるが，一＝Csではパ、ラッキはあるものの全体的に高い傾向にあり1   

～2桁高い試料も見受けられる。粉乳6試料は原料となる牛乳の採取時期は明らかで   

ないが＝sr．－＝cs とも前回と比較して同程度である。  
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4．7 海産生物  

魚類（カレイ，カツオ）ほ＝sr．1＝cs とも前回と比較して同水準である。貝類   

（ムラサキイガイ．サザエ）および藻類（ホンダワラ，ワカメ）は削回と比較して   

90sr は同水準であるが， ＝Tcs では影響が謎められる。  

5．結語  

昭和61年度上半期採取の各種環境試料について，降下物は丁線スペクトル分析結  

果．また全試料について＝sr，t＝cs 放射化学分析結果を速報としてまとめた。  

昭和61年4月束に発生したソ連原発事故に伴い，わが国の降下物に多くの放射性  

核種が検出された。その組成は原子炉事故特有のものであり．また，その放射能水準  

ほ最近にない高いものであったが急激に減少している。  

土鳩．陸水等の2次試料はもとより生物紙料にも程度の差こそあれ影響が組められ，  

これらの試料における特に ■＝cs のバックグラウンドレベルにほ当分影響が持続す  

るものと考えられる。  
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表－4 降下物の＝sr．＝Tcsの分析結果  

（m Ci／K mり  （m C j／K m2）  

県 名  月 別  IOsr  ＝Tcs   

北海迂  Ⅷ  0．003  0．005    0．027  1．3    0．009  0．85   
青 森  Ⅷ  0．007  0．007    0．045  2．7    0．01さ  0．77   
宮 城  肝  0．003  0．005    0．027  2．1  

6 月  0．008  0．34   

4 月  0．002  0．009  
5 月  0．15   8．4  

0．037  2．5  秋 田                  肌        0．002  0．14   

山 形  Ⅷ  0．001  0．004    0．042  2．7  
6 月  0．013  0．78   

福 島  Ⅷ  0．002  0．005    0．066  4．4    0．004  0．65   
茨 城  Ⅷ  0．002  0．006    0．050  3．3    0．004  0．34   

0．002  0．00g  
0．040  3．8  
0．003  0．44  

千 葉  毒∃  0．001   0．043   

東 京  ＝  0．003  0．003    0．846  4．8    0．005  0．47   
神嘉川  Ⅷ  0．003  8．012    0．063  6．0    0．005  1．0   
新 潟  Ⅷ  0．002  0．006    0．048  2．8    0，007  0．47   
石 川  Ⅷ  0．002  0．003    0．067  8．6    0．007  0．40   

4 月  0．003   0．006  
福 井          5 月  0．054   4．6  

6 月  0．006  0．43   

4 月  0．002  0．004  
0．027   1．3  長 野          肌        0．004  0．13   

静 岡  Ⅷ  0．00Z  0．004    0．042  4．8    0．009  0．60   
4 月  0．002  0．004  

愛 知          肌  0．055  7．5    0，003  0．23    0．001  0．03 3   

県 名  月 別  ＝sr  l】Tcs   

京 都  ＝  0．002  0．004    0．019  1．4    0．004  0．18   
0．016   1．3  大 阪  毒∃  0．002  0．005          0．003  0．12    0．001  0．O17   

兵 庫  
Ⅷ  0．001  0．002    0．025  1．3  
肌  0．00l  0．068    0．002  0．008   

和歌山   0．86  4 月  0．002  0．002   馳  0．01l      0．002  0．14   
4 月  0．006  0．008  

鳥 取          5 月  0．048  5．4  
6 月  0．007   0∴26   

0．002  0．002  島 根  Ⅷ        0．034  5．3   

岡 山  Ⅷ  0．002  0．002    0．OZ3  2．8    0．003  0．14   
0．004   0．002  
0．020   1．4  

広 島  萎∃  
0．005  0．24  
0．004   0．025   

4 月  0．003   0．006  
山 口          5 月  0．039  3．7  

6 月  0．007  0．47   

4 月  0．003  0．004  
0．013   1．4  愛 嬢          肌        0．003  0．095   
0．005  0．007  高 知  Ⅷ        0．020  4．6   

福 岡  Ⅷ  0．003  0．002    0．006  0．61    8．004  0．28   
佐 賀  Ⅷ  0．001  0．002    0．011  0．59    0．011  0．53   
長嶋  Ⅷ  0．001  0．002    0．014  0．92    0．009  0．47   
鹿児島  Ⅷ  0．003  0．002    0．007  0．37    0．009  0．17   
沖 縄  Ⅷ  0．001  0．001    0．006  1．5    0．003  0．22  
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真一5 大気渾追じん．停水．土壌．の＝Sr，＝，cs分析縮果  

陸水（蛇口水）  
（10‾Ip Ci／m】）  

渾粛じん  
（p Cl／】）  

県 名  採取年月日  I■sr  」】Tcs  

北海道  S．60．12．4  0．07  0．Ol  
S．6L 6．11  0．05  0．10   

青 森1  S．60．12．17  0．04  8：3さ】    S．61．6．16  0．06   
宮 城  膵：19：皇巨  8‥狛  0．DO3 0 

．08】   

秋 田  S．61．12．10  
S．61．7．ZZ  3二i2  呂：管主   

山 形  S．60．12．16  0．08  0．001  
S．61．6∴6  0．07  0．04   

茨 城  S．60．12．10  0．04  0．004  
S．6l．6．5  0．05  0．07   

東 京  S．60．12．11  ’0．07  0．Ol  
S・61・6・18l  0．08  0．04   

神奈川  ミニ亘9：1g二主ミ  0．∽ 0・02！  §湖1 
S 60．12．23  0．11  0．003  
S．61．6．24  0．11  0．02   

石 川  S、60．12．23  0．10  0．004  
S．61．6．Zl  0．09  0．03   

福 井  S．60．12．17  0．01  0．00 已  
S．61．6．6  0・Oll  0．Ol   

長 野  s．60．12．6】  0．03  0．DO2  
S．61．6．18  0．04  0．03   

静 岡  S．60．12．13  0．04  0．Ol  
S．61．6．13  0．05  0．02   

愛 知  S．60．1Z．19  0．08  0．01  
S．61．6．18  0．09  0．08   

大 阪  S．60，1Z．12  0．11  0．00  
S．61．6．10  0．12  0．OZ   

兵 ヰ  S．60．12．9  0．11  0．001  
S．61．6．12  10・12  0．05   

和歌山  S．61．1．13  0．08  0．00l  
S．61．6．11  0．07  0．06   

．鶏 取  S．60．12．11  0．08  0．00  
S．6l．6．30  0、07  巾．01   

岡山  S．60．12．11  0．03  0．00l   S．6L 6．25  10・09  0．Q3   
広も  S．61．1．23  0．10  0．001  

S．6l．5．13  0．川  8．03   

山口  
】   ～．61．6．2（I  0．06  0、01   

愛梯  S．60．12．13  0、05  0．00  
S．61．6．柑  0．05  0．02   

高知  S，6q．12．g  0．06  0．004  
S．61．6．12  0．06  0．01   

福 岡  S60．1ヱ．23  0．08  0．00  
S．61．6．9  0．09  0．07   

0．DO2 
い皇賀  S．60．12．9  D．0   
長こ嶋  S．60．12．13  0．06  0．UO4  

0．06   S．61．6．3  0．06   

鹿児島  S 60．12．9  0．02  0．Ol  
S．61．6．12  0．04  0．04   

沖 縄  S．61．1．8  0．14  0．00  
S．61．7．8  0．13  0．05   

県 名  ●！l■ ≡l；丁’  IISr  lI†c5   

福 井  主男＝言月  0．03 0．04  0．02 1．0   

0．03  
静】岡  去月＝言月  0．D2 0・2）   田   

愛 知  去月＝三月  0．01 0．05  0．03 1．8   

扇：箭  

大 阪  去月＝g月  0．01 0．3  0．Ol 凶   
兵 庫  去月＝三月  0．0 0．3   0．02 凹   

0．1  A 取  招＝言月  0．0 1．8   凶   
広 ふ  i男＝喜月  0．03 0．3  0．1 15 

0．04  
長 嶋  去月＝昌男  0．1 0．1  3．5   

（m C【／k mブ）  

県 名  提取深度（u）  採取年月日  ■■Sr  」‡†Cs   

0－ 5   S．60．5．22  6．0   
・∴  S．68．5．22  

～．61．5．27  山   

0－ 5   S．60．5．15  0．7  0．7  
S．61．5．13  3．1  

5－2 0  S．60．5．15  3．0   
S．61．5．13  0．l  

0～ 5   S．68．7．17  0．6  Z．7  
S．61．7．1  1．5  5．1  

5・－20  S．60 7．17  1．3  4．1     S．6l．7．l  凹  凶  
0～ 5   S．60．7．4・  3，7  

S．61．6．27  2．1  7．7  

S．60．7．4  四   
S．61．6．27  

県 名  採取年月日  ●■sr  lIIcs   

北海迂  S．61．1．20  0．07  0．07  
S．61．7．3  0．06  0．05   

東 京  S．68．12．11  0．06  0．01  
S．61．6－18  0．05  0．09   

神奈川  S 60．12．5  0，03  0．003  
S．61．6、20  0．03  ■ 8・84   

長 野  S．6t．6．川  0．04  q．04   
愛 知  S．60．12．5  0．06  0．004  

S．61．6．20  0．08  0，07   

大 阪  S 60．12 9  0．‖  0．Ol  
S．61．6．3  0．18  0．09   

福 岡  S．60．1Z．2  0．08  0，002  
S．61．6．9  0．07  0．16   

県 名  採取年月日  ＝sr  ・丁㌫「  北海運  S．60．丁．17  0．09  10．01   S．6l．7．15  」0・0き  0．10  茨 城  S．60．5．23  0．16  0．D3   S．61．5．15  0．15  0．32  
－340－  



真一6 日常食．よ作物（茶）の＝S r．＝†cs 分析結果  

■作物（茶）  
（p Ci／人・日）  （P Ci／k g乾物）  

県 名  採 取 場 所  堤取年月日  IOSr  ＝＝cs   

磐  田  市  S．60．6．28  
S．61．6．27  

静 岡  
S．61．6．27    4100   

宇  治  市  S．60．6．3  3．1  
S．61．5．12    110（）  

京 都  
与謝郡加悦町  S．60．6．13  

S．61．5．26    2100   

川辺那知覧町  S．60．6．5  
S．61．6．6  

鹿児島  
饉摩耶宮之城町  S．60．6．3  

S．61．6．13  

県 名  採取年月日  l●Sr  ＝，Cs 

北海道  S．60．12．1  2．8   2．1  
S．61．6．15  5．0   8．5   

青 森  S．60、12．23  3．2   1」  
S．61．6．9  3．4   5．4   

秋 田  S．60．11．12  4．8   8．9  
S．61．7．27  2，0   9．7   

山 形  S．60．12．8  1．7   2．3  
S．6l．6．16  3．4   3．1   

茨 城  S．60，12．12  3，1   1．1  
S．61．6．17  3．2   3．7   

東 京  S．60．12．6  1．9   1．6  
S．61．6、LO  1．3   4．0   

神奈川  S．60．11．26  3．2  1．7   S．61．7．2  1．5  田   
新 潟  S．60．11．18  4．3   1．6  

S．61．6．12  2．9   7，6   

石 川  S．60．11．28  4．1   2．0  
S．61．5．29  2．4   6．8   

福 井  S，60．11．23  Z．1   0．6  
S．61．6．24  2．4   3．0   

星 野  S．60．12．16  3．0   1．3  
S．61．6．12  2．4   3．2   

静 岡  S．60．11．21  3．1   2．3  
S．61．6．26  2．0   4．7   

愛 知  S．60．11．17  3．0   1．2  
S．61．6．g  2．6   6．9   

京 都  S．60．12．11  2．2   1．5  
S．6L 6．Z2  2．l   2．3   

兵 庫  S．60．12．9  2．6   1．9  
S・61・6・16  1．6   2．5   

和歌山  S．6011．24  1．2   l．3  
S．61：5．25  0．8   1．6   

鳥 取  s．60．11．17  5．9   3．1  
S．61．6．22  2．4   5．8   

岡 山  S．60、11．＝  2．6   2．3  
S．61．6．3  1．9   6．0   

山 口  S．61．1．16  2．5   2．5  
S．61．6．23  1．7   4，5  

S．60．11，12  1．9   1．4  
S．61．6．24  1．5   2．4   

高 知  S．60．11．10  3．2  1．a    S．61．6．8  3．1  凹   
福 岡  S．60．11．16  2．7   1．7  

S．61、6－13  1．7   4．9   

佐 賀  S．60．11．24  2．0   l．2  
S．61．6．8  1．8   2．9   

鹿児島  S．60．11．10  3．D   2．2  
S．6l．6．15  1．3   4．5  

－341－   



表－7 牛乳．粉乳，海産生物の－1sr．■，1cs分析結果  

牛乳（屑乳）  海産生物（魚類）  
（P C j／t）   （P Ci／k g生）  

県 名  採取年月日  ●●sr  ＝＝cs   

北海道  S．61．2．5  2．0   
S．61，5．27  2．4   2．5       由   

東 京  S．61．2．19  5．2   
S．61．5．23  3．9   

S．61．2．14  0．9   0．6  
S．61．5．7  1．9   3．3   

福 井  S．61．Z．19  1．5   2．1  
S．61．5．4  2．0   2．5   

大 阪  S．61，1．8  0．5   0．5  
S．61．5．8  0．6   3．8   

広 島  S．61．1．14  1．0   0．8  
S．61．5．8  0．5   0．6   

高 知  S．6l．2．3  1．5   0．9  
S．61．5．2  2．0   

福 岡  S．61．2．1Z  0．3   1．3  
S．61．6．18  1．0   2．7   

佐 賀  S．60．10．1  1．0   1．3  
S．61．6．20  1．0   7．9   

鹿児島  S．61．2．5  0．8   1．6  
S．61．5，14  1．7   

県 名  拭 科 名  採取年月日  ＝Sr  l｝†cs   

宮 城  カ レイ   S，60．6．3  0．4   2．1  
S．61．6．3  0．5   3．7   

高 知  カツオ   S．60．5．1l  0．4  
S．61．5．9  0．0  凹   

海産生物（貝類）  
（P Ci／k g生）  

県 名  試 料 名  謀取年月日  9●Sr  l‡†cs   

青 森  ムラサキイガイ  S．60．6．24  0．2   1．5  
S．61．6．24  0．0   3．9   

新 潟  サザエ   S，60．5．13  0．2   0．7  
S．61．5．13  0．0   7．2   

石 川  サザエ   S．60．7．31  
S．61．6．5  ． 0．0   園   

海産生物（藻類）  
（P Ci／k g生）  

青 森  ホンダワヲ   

県 名  拭 科 名  採取年月日  l●Sr  l●Ics       S．60．6．1  5．1  1．9    S．61．5．13  1．3  4．0  山 形  ワカメ  S．60．6．4  2．1  1．2    S．61．6．24  0．9  3．5  新 潟  ワカメ  S．60．5．13  1．9  1．1    S．61．5．13  0．8  8．5   牛乳（市乳）  
（p Ci／】）  

秋 田  S．60．12．19  1．4   

県 名  且取年月日  ●●sr  l事▼cs         1．9   S．61．7．22  1．8  田  京 都  S．60．10．3  0．7  0．5   S．61．5．1  1．0  1．4  広 島  S．61．1．14  1．0  0．8■■   S．61．5．8  1．1  1．0   
（p Ci／k g粉乳）  

品  名   製造年月日  ●●Sr  ＝†cs   

明治スキムミルク  S．60．6．29  
S．61．6．26  

森永スキムミルク  S．60．4．2  
S．6l．6．4  凹   

明治ドライ ミルク  S．60．5．18  5．3   
S．61．7．3  2．1   6，6   

森永ドライ ミルク  S．60．5．7  4．1   
S．61．7．3  2．2   9．1       凹   

雪印ドライ ミルク  S．60．4．23  2．7   
S．61．4．2  1．9   

和光宝ドライ ミルク  S．60．4．24  3．5   6．1  
S．60．9．9  4．2   3．5  
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（96）ソ連のチェルノブィル原子力発電所の事故に係るわが国の  

環境放射能調査データ及び付帯情報の収集・整理について  

㈲日本分析センター  

中村 勇、閑和一郎、＊上杉正樹、  

中嶋右修  

1．緒音  

標記発電所の事故による環境放射能汚染のわが国への波及に対処して放射能対策本部のもとに   

全国的な放射能調査が昭和61年4月29日に開始された。 全国から毎日報告された甜査データは   

放射能対策本部でとりまとめられ、即日公表された。当センターは科学技術庁の委託により、こ   

れらのデータを直ちに入力し、結果を経時変化グラフ等にして報告してきたが、引き続き、対策   

本部に報告された未整理データをすべて入力することにした。  

本報告は昭和61年9月30日までに入力された情報の概要をとりまとめたものである。  

2．収集・整理方法  

放射能網査強化体制期間中の入力情報は竜顔メモやファクシミリ等による数値データが主体で   

あったので、数ばデータの理解に必要な付帯情報として試料の採取方法、分析方法、測定方法等   

の情報を収集すると共に、 数値データの確縁・加除訂正を各機関に依頼して入力情報の充実に   

努めた。  

データの整理は接種分析、全ベータ放射能測定、空間線量測定の3種目に大別し、付帯情報と   

共にデータベースとして利用できるようにした。下表に主要な入力項目を示す。  

主要入力項目  

調査  甜査  拭料  種類  日時  場所  抜穂  軸定借  単位  採取  前処  測定   
種目  樺関  名  データ  誤差  法  理法  法   

検鍾 分析  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

全β 測定  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

空間 線量  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

3．収集・整理結果   

3．1 締査機関  

甜査データを報告した機関は表1に示すように、地方自治体、国・公立試演研究機関、大学等   

約60機関であった。地方自治体の中には他の機関へ分析を依頼したケースもあり、表1の数や   

区分を越えた調査体制がとられていた。放射能の強化観潮体制のもとに調査された拭料はおよそ   

核種分析が4，000拭料、全ベータ放射能測定が1，400試料、 空間線量の測定地点は160地点、   

入力した測定債は14，000件であった。   

3．2 鋼査試料  

核種分析と全ベータ放射能測定の拭料数の内訳を 園1の円グラフに示す。空間線量の測定で   

はサーベイ・メータによる測定が11地点、モニタリング・ステーション（ポスト）による連続   

測定が148地点で行われた。  
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3．3 検出核種   

線種分析結果より、試料毎に検出された棟葎をまとめて表2に示す。事故の影響によると考え   

られる紡種がおよそ20種報告されているが、108Ru、ulI、1罰砧が主である。  

3．4 付帯情朝   

浮遊じん；枝雀分析において、10機関はヨウ素の輔集を考慮して採取に清性炭ろ紙（CP－20）   

や清性炭カートリッジ（CHC－50）を使用したが、他の多くの機関はガラス毒義経系のろ紙を用いてい   

た。全ベータ放射能測定においても、浮遊じんのデータを報告した26機関のうち清性炭ろ紙を   

使用したのは2機関のみであった。表3にろ就の使用状況を示す。  

降水：核種分析において、大部分の機関は未処理のまま、マリネリ・ビーカなどで測定したが   

8機関は蒸発濃縮を行い、そのうちヨウ素の捕葉を考慮した機関は4機関であった。全ベータ放   

射能測定における測定試料の鋼製については、データを報告した36機関のうち、蒸発濃縮の陽   

にヨウ素について配慮した機関はわずか2機関のみであった。   

採取地  前処理   

生産額地  2王‡  洗浄  

非洗浄   

販売店   4  洗浄  

罪洗浄   

農林産物：試料の種類はホウレンソウを中心とした葉菜  

類であっが、その他にヨモギ、牧草等も対象とされた。  

多くの場合、試料は生産現地で入手されたが、洗浄された  

か香かについては右真のとうりであった。また、同一機関  

から洗浄された試料とされなかった試料の両者のデータが  

幸察告されている鴇含もあった。  

畜産物：原乳と市販乳のみであったが、試料数の60％  

を原乳が占めた。 乳牛の飼育状況、特に飼料についての情報は非常に重要であるが、寄せられ   

れた情報が多種多様なため、とりあえず原乳の採取状況を表4に示す。  

測定器：抜鍾分析においては、80％の機関が分演能の優れたゲルマニウム半導体検出器せ使   

用した。 しかし、半減期が時間単位の接種について解析のI弊に減衰補正を行わなかった機関が   

25％あった。  

4．結語  

今回のような事故に陳しての全国的な緊急放射能礪査においては、スポット情朝的なデータが   

多くなるのは止むを得ないが、採取・前処理・測定条件等の違いのために統言†的処理ができない   

場合があるので、 調査方法の統一によって相互に比較できるようにすることが必要であろう。   

また、報告様式の標準化、計算機入力データの収集方法等の改善も望まれる。しかし、数多くの   

制約にも拘らず、各調査機関における懸命の努力による珊査の結果、貴重なデータが集約された  

ことは大きな成果であろう。 終りに謹んで、このデータの収集・整理にご協力いただいた関係  

各機関に深く感謝する次第である。  
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表1 調査種目別の機関数と試料赦  

接種分析   全β放射能測定   空間線量測定  
爾 重 機 関  

‥二童主i・  拭料数  L、’！i与・  拭料数  機関赦  地点敷   

放射能鞘査委廓嘱  
地  
方  
自   
治  
体  

その他の県   82  3   80   00   

国・公立拭城研究機朋  298    296  2   3   

大学  0   0  0   0   

特殊應人（事業所毎）  37   

財団法人  2  178  0   

合  一十  3963  40  1431  38  159   

麦2 拭料毎の検出線種  

拭   科   名  
缶． 

浮遊靂  降 水  降下物  陸 水  陸 士  農産物  畜産物  海底土  海産物   

Nb－95   ○  ○  ○  

Zr－95  ○  

Mo－99   ○  

Tc－991】  ○  ○  ○  

Ru－103  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

Ru－106  ○  ○  ○  ○   

Ag－10811  ○  ○  ○  

Ag－110m  ○  

Sb－125  （⊃  

Tc－12911  ○  

ト131   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃  ○   

Ⅰ－132   ○  ○  ○  ○  

Te－132  ○  ○  ○  ○  

C5－134  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   

C5－136  ○  ○  ○  

Cs－137  ○  ○  ⊂）  ○  ○  ○  ○  ○  （⊃   

Ba－140  ○  ○  ○  

La－140  ○  ○  ○  ⊂）  

Ce－141  ○  ○  

Ce－144  ○  ○  
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（97）ソ連東条事故に伴う大気中放射性接種濃度について  

（財）日本分析センター  
室井隆彦・庄子 陰∵大峰 守・吉清水克己  

l．はじめに  
チェルノブイル原子力発電所事故に伴い，5月3日以降の大気中放射性核種羞度尾  

淵定したので報告する。  

2．調査研究の概要  
2．1 方法  
（1）捕集場所  

日本分析センター構内の地上高1mの位置で浦集を行った。  

（2）輔集装置，淀統，浦集期間を表1に示す。  

セルロース症紙は，集じん面を内側にして半分に折り，容器内毎に合わせて切  
り抜き，切れ端も合わせ，活性炭濾紙等も同様に，測定容器に移し，7クリル板  
で押さえて譜定試料とし，G e半導体投出壬を用い，5干渉～7万抄の測定を行  
った。  

2．2．結果  
図1に，5月3日から5月30日までの，大気中放射性接種濠度の経時変化を示す。  

また，．表3に5月3日から7日までの5B濫紙で描集された放射性核種を示す。  
図1及び，表3から明らかなように，5月3日にはl03R u，13tI，13ZI，13ZT e，  
1ユーc sの5接種が検出され，その中で ＝llが最も多く見出されている。5月4日  

には以上のはか 99■T c，J3●c s，140 L aが新たに検出されている。  
表2に，5月8～9日にC P－20嬉祇で捕集した試料の，137c s濃度を1とした核  
種組成を，ソ連から公表された結果（推定誤差±50％）と減衰補正を行って比較して  
示すが，両者は比較的一致している。  

麦 2 大気中放射性接種の構成比  

＊5月6日に半減期の補正を行った。  
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5月3日以降の放射能は，5月4日10時～12時を最高として，降雨による一時的な  
減少を媛り返しながら単調に減衰している。ヨウ素の極大値を結んだ直線から，求め  
た見掛け上の半減期は約3日であった。  
なおlコ7c sの最高値は0．68pCiル3で昭和60年度第4四半期（61年1月～61年3月）  
の大気中の137c sの平均濃度0．03×10‾3pci／■ユの約2万倍であった。  
一方5月8日からC P－20蕗紙で描焦した ■31Tは，5B濾紙で描焦した1311のほ  
ぼ5倍で，見掛けの半減期も一致している。  
5月4日の －311最高値は26pCi／剛3と計算される。  
また，一端減少した13」Ⅰが，5月25日前後から再び増加する傾向を示したことは，  
第＝回に到着した放射性物質を含む大気が，再び我国に到達したものと考えられる。  
もし5B媛紙で描集された1311か粒子状で，C P－20麓紙で浦隻された131iが粒  
子状及びガス状であるとすれば，今回の両者の測定結果から，■m tの約8剥がガス  
状であったと推定できる。また，C P－20麓舐が放射性ヨウ真の浦集に有効であるこ  
とも明らかとなった。  

3．おわりに  
ソ連原発事故に伴う大気中放射性核種の濃度は，5月4日に最高値を示し，その後  

降雨による一時的な減少を繰り返しながら減衰し，5月25日には再び僅かに増加した。  
今回の大気中の放射性核種の特徴として，原子炉特有の接種である13－ c sが投出さ  
れた。  

今後大気中放射性核種の挙動を，さらに詳細に把捉するためには，核種の化学形を  
考慮して，濾紙の選択等を含めた描集方法の検討を進めることが望まれる。  

－348－   



ぜ匪  

0 0 ●◎0 ㊤  

ロ 電  

むト：● 吏J横彗P錨地凸の  

のU：－雪J蝋貨P貞盛忘二  

∽U：【 吏J横蟹卜占速忘二  

∋∝：● 吏J摂達P由表芸〓   

l：】 吏」こ軒蟹bこ穎址岩？－L‥  

－：● 吏J溝黛P由遠言二  

－：■ 々J繊鯉P由謹言〓  

㊤ （ロ 白） 白  

山
N   

1
／＼．～一‥
  

瞥
  

さ
 
瞥
 
割
 
檻
 
 
 

○
（
）
◎
 ●

  
ー・－ く －   

－－－⊥屈  －  

－  ロ  ー   

－   0   －  －   

・－ × 】】  

－－昏・・－  

－  ○  －  

聖uこ‡ミ至■き丁字Y I E  

㊤ ●⑨00◎Q0 0 e （藍〓吉エロ 白） 血百白） 白） R  

ON  

日  

㊤
  0  

Sl  e
【
  

／
 ：

 rO 
′
 

×
－
－
 

′
  

－、、、、 ン＜  
∵
  

e●◎ O e ●e  

の M＼の  

ノ
′
  

×
一
′
一
 ′X／＿。／  

／
  

′
  

′
l  

）
く
－
＿
＿
  

エ∵
H
ニ
  

P ／
l：

）
d   

ー
3
4
9
－
 
 



（98）葉菜の処理による放射性接種の減少  
一 陽染と捜散－  

（財）日本分析センター  
＊庄子 隆・塚閏祥文・大崎 守・吉浦水克己  

1．緒 言  
環境モニタリングを行う上で，特に生物試料は前処理操作により得られた結果に，  

大きな影響を与えることが従来から指摘されている。  
今回ソ連原子炉事故の彰警で汚染した生物試料が得られたので，前処理操作の影雪が  
大きく現れる重美（ホウレン草，露地物）について，水洗・煮沸・加熱等の前処理操  
作の検討を行い，付着した放射牲接種の険染及び揮故に関して．新しい知見を得たの  
で報告する。  
対象核種として， 川3R u，10ムR u，131Ⅰ，▲3－ c s，13Tc sの5核種につい  
て検討した。  
以下に調査の概要について幸騒告する。  

2．調査研究の概要  
（1）1311の陰染効果  
イ：実験方法  

ホウレン草に，下記の処理をはどこした後，ロボクープ稲梓器で粉砕し，マリネ  
リ容器（2 g）に移し，G e半導体検出器により1311を測定した。  
・直接粉砕。  

．      ・「水洗」後・水切りし粉砕。  
ll・「煮沸」乱 水切りし籾砕。  
1V． 0．1Ml‖ 手許液に24時間浸した後，水洗・水切りし粉砕。  

ロ∴ 実験結果  
t31Ⅰの測定結果，並びに陵染率を表1に示した。  

妻重 くホウレン草，ヨモギ）に付着した ＝llは，水洗処理で約30％，煮沸処理  
及び 0．1M m 溶液処理では，共に約60％が陰染されることが分かった。  

イ．実験方法  
妻菜（ホウレン草）約10kgをロボクーブ粉砕器で粉砕し，各々約1毎を分取し供  
試料とした。試料は105 ℃，300 ℃，450 ℃，550 ℃，650 ℃で，各々24時間  
乾操・炭化・次化処理を行い，勒拝復，G e半導体検出去により放射能を薦足し  
た。  

ロ．実験結果及び考案  
加熱処理した試料の131Ⅰ，137c s等の測定結果，並びに 105 ℃を基準とし  
た核種残存率を表2，図1に示した。 ＝1Ⅰは加熱温度に依存した捧散が謎めら  
れたが，131Ⅰの洋散は一般に考えられるよりも小さく，450 ℃で131Ⅰは22％  
が137c sは8％が揮赦したにすぎない。  
またl03R u， 川bR uは550 ℃まで捧散が認められなかった。  
各温度での残存している1ユ1I／137c sを取ると300 ℃＝0．841450 ℃＝0．85，  
550 ℃＝0．81（平均値 0．83）の値を示し，上記各温度条件では，131Ⅰの残存率  
は137c sの残存率に対してほぼ8割の値を示している。  
しかし，650 ℃では ＝lI／ ■37c s＝0．76とI31Ⅰが加速度的に揮敬する傾向  
が認められた。  
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衷2． 処理温度による放射性接種の蓋度及び残存率  
pCi／kg生  
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‡と】3？c sの掻散率の比（■311／137c s）を求めると，下記に示   
300 ℃では9倍の値を示し，450 ℃，550 ℃では共に2～2．5 倍に城  

た
よ
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3．結 語・  
放射性核種（川3R u，13－1，137c s等）の妻菜類（ホウレン草，ヨモギ）へ   

の付着に関して，以下のことがわかった。  
1m】【は水洗処理のみでは約70％が，煮沸処理及び 0．1M Xl溶液処理では約40％が   

残留している。KI溶液による洗浄は，常温処理でも高い除染効果（水洗の1．8倍）を   
示し，新鮮野菜の洗浄方法として有効であると思われる。   
加熱処理では，450 ℃で ＝＝Ⅰが約 20 ％連敗したにとどまり，】31 tと137c sの   
残存率の比は，300 ℃から550 ℃まで，一定の債（0．83）を示していることがわかっ   
た。また103－1… R uは 550℃までは桓散が速められず，137c sは450 ℃でわずか   
しか痺敬しない。試料容等の減容率（灰分）からも，放射能測定法シリーズ「環境試   
料採取法」等に取り上げられた，生物試料の灰化温度「450 ℃．」は適切な処理方法で   
あることが分かった。   
以上の結果から，葉菜を汚染した放射性接種の挙動はかなり複雑であることが分かっ  
た。  

0  200  400  800  800  

図－l温度変化による放射性怯樵の揮政  
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（99）チェルノ ブイ ル事故後の福岡市の環境放射能  

（財）九州環境管理協会  

平井英治  松岡信明  

1．緒  

チェ ルノ ブイ ル原子力発電所事故後，福岡市において大気浮瀕   

じん，雨水，河川水，水道水及び海藻の放射能調査を実施したの   

で報告す る。  

2．調  査  の  概  要  

（1）大気浮温じん  

ハ イ ポリ ウ ムエアサン プラ ー（柴田nVClOOO，ろ紙G8100R）  

を吸引速度1000月／分に設定して，約2 4時間大気浮遊じん  

の採取を行っ た。採取後，ろ紙を圧縮して G e（Li）半導体  

検出器で 7 線測定を行った。試料採取は，5 月 6 日～ 6 月  

6 日 の間毎 日 実施 し た。  

こ の他，11VClOOOにアンダーセンサンプラ ー（AH－600）を  

装着して粒径別の浮遊じん採叔も実施した。この場合採取期  

間は1～ 2 週間で，4 月 3 0 日～ 5 月 6 日，5 月 6 日～ 5 月 ・ 
〓
】
 
 

10 日，5 月10  

の 4 回天施 し た。  

～ 5 ノ】16 日及び 5 月 2 3［l～ 6 月 6 日  

（2）耐水，河川水及び水道水  

科学技術庁制定放射性ヨ ウ素分析法に従って，131Ⅰの分  

析を実施 し た。分析には 5 月 の試料を使用 した。また蒸発濃  

精 し た試料を G e（Li）半導体検出器で測定し，他の7核  

種の測定も行っ た。  

（3）海  藻  

福岡市近郊の志賀島で採取した海藻の131Ⅰを測定した。  

測定には粉砕 し た乾燥試料を使用 したが．試料の洗浄法を次  

の 3 つに分けて検討 した。  

①  現地海水で洗浄する。  

②  現地海水で洗浄した後，水道水で十分に洗浄する。  

③  現地海水及び水道水で洗浄した後，熱水で 3 0 分間煮  

沸する。  
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3．結  語  

（1）大気将弘じん  

調査期間中131Ⅰ，103R u．＝川R u，134c s，138c s  

137c s，141c e，g9M o，140B a及び132T e専の核種  

が検出さ れた。こ のう ち，131Ⅰ，103R u，132T e，  

137c s 及び131c s の濃度変化をFig．1に示す。6 月上旬ま  

で こ れ ら の核種が検出可能であ った。調査期間中 4 回の降雨  

が観察さ れたが．その都度，各核種の濃度が低下した。  

ア ン ダー セ ンサンプラ 一によ って粒径別濃度を調査したが  

131Ⅰ及び103R u の結果をFig．2 に示す。その他の核種の粒  

径分布は103R u に類似していた。131Ⅰと103R uの粒径分  

布にはやや差異が認められる。粒径分布は内部被ば くの評価  

を行 う と き 重要な田子である。  

（2）雨水，河川水及び水道水  

水試料一の測定結果を表1に示す。水道水からも131Ⅰが検  

出さ れた。  

表1雨水，河川水及び水道水の測定結果  

採取日  雨量（mm）  放射能（〆i／£）  
131IlO3Ru131c s137c s  

S61．5．6－7  76  
5．13－14  69  
5．19－20  42  
5．29－31  27  

雨  水  

河川水（多々良ノlり S61，5．12  3．2  

水道水  S61．5．14  1．0  

（3）海  藻  

海藻中131Ⅰの瀾定結果を衷2に示す。一般に痴漢に付着  

した131Ⅰは簡単な洗浄でほとんど落ちる と 言われる。今回  

の調査では水道水で十分に洗浄しても，6 0～10 0％の  

131Ⅰが残留 した。  

表2 海藻中の131Ⅰ（〆：i／kg生）  

洗 浄①  洗 浄③  洗 浄③  

ひ じ き  1600  1600  360   

うみとらのお  840  540  180   

わ か め  240  180  86  
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′3ノう  
（100）紘装J産ま娼配管こ溺妄孟             僚乳への稗行につ＝て  

直免 x加縄  

ユ 

ー新  

生牧草ノま乳牛の放牧むこ香わ也て牧草地かう各日刈り取って  
／05・℃で乾煉Lた後によく細細して分析に供した。思乳烏、軒  
乙タのa庭、輝乱した舌のを乙のま告骨材／二侠Lた。放牧の東  
飽は5月／よ臼か5であっだが、乳牛については一頭に碑定し、  
各虜の搾乳賓及が、I日華りの生牧草の横取睾を髭衆した。他に、   

、  

（ユ）紐果  

婆軒園汲で操科した生牧草，廉乳，降九及び、水温水の′j′工と  
Jjl払三組の分析紐泉恵庭一に恭した。名わ忙て、離の生ベー  
タ放射能左京Lだ．今屈の事故に由来す3′3′工及が、桝むは、∫  
角女日株承の生牧草かj初めてさ賓払王礼、減後、原丸々障7Kか  
5書通常のレベルをはjかに上ぬる趨か醜り5机た．∫旦之8  
？暗線軍の降水の宅ベータ放射能は後払限界組下であったため、  
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当緻園乱の放射能汚梁′ま∫月ユ白または3日に始まフたをのこ  
推測王札孟。  
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（101）周章県Kぶけ3斌射紀男梁対象  

為チ具象鼻線度豹濃度公専錬  

／賭事   
罷免7J／年ゲ月ユ占8、ソ連チエ）レノブイ）レ秀子力発電所Kiうけ∂  

ヰ敵襲風水泉、全風合姐Kおいて鼓舞敏男梁の簸り見蘭温かごえ観さ   
八、そ鉄原果、数量クノ玖倉敷姐戒物ヵ〈ノ後払ゴ爪′え。眉手鼻は、弁   
才力粟亀祈尊の複数ヵミ存置せす小、言え、フ軒啓汲夕粁斤の季絶Kよつ   
放．射絶讃り且．蹄査体制ヵご藍属されてむらなヤ、っ久ので、泉痩．嫁痩華   

もゃ′じとす召監厳封泉二患為「会敦乞組．叡レ、各線個数の軋鼻孔び剰   
え鏑五官え嵐す電など、鼻玖のネ各解魂K努の区．  

～ j町衆．組  
∫月‘d、軸内考級友者苫鹿戎／ン／く一一とす3 「境泉強度剖放   

射能対象温絡一会敦」互忽教レ、券面の媚豊を洛才、、．っ＋と・と∵モ∵匿、さ   
うK∫月′チ8、斤粥K「名草鼻乱射乾斉常盤鹿町馳各会敦」互  
d且叡レ、蘭イ泉艶宰相互♂立J終碑整乞底り、ノ各鹿討紫、iえ泉レ文．   
その後邁．／J、泉1‘久漣．りであ£．  

j う則足寄泉  
尾手鼻（壬、放射絶竣】一郎簸竜亀保頒 レてい万いことヵ＼ら、今嬉再   

考臥Kメ象っ剰ぇKづし＼て√J、斜渚及折方放射線直答洛令新見斬、   
為早大温及び、鍾づ七各節見所K欣親し久．その席乳甘、泉ヱ♂温り   
であう．た打、∫月の塔下級複の介新館果を泉、∂ Kネレた．  

≠ 縛鈴  
子則えの絡乳、為手鼻K少し＼ても全風ヒ新港友K  †
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 泉K影響i及ぼ、す老ので付存し＼ことカ；濃密され、濱玖a   

テ増すうことがゼきえ。レわ＼レ、今風a阜畝Kエゴ放射能消  

沈＿K鑑ダ、遺草弟K訂いて竜、放射乾㈲庚廟1査．苫、経線．レて  
舷
 
 

打耳車ボあっのゼ、斜塔汲折方の私射絶御足綿を孝乾与党苫  
K喪家＿で書留よう、威儀厳粛K尊望す∂たど、今後、札射鍵  

盤．姐ノ鋒別の澄．補K肇のえし＼。  

登
丁
汚
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泉1易者奥の放射能巧梁対象絶ユ乳  

斉甘（確日）   濃   の   対  ゐ   

∫ 占（久）  「線度鉄建斡荻射絶対巣立洛破鏡」（机下「句樋絡合 級」）敢豊（親風線度殊妓部次長）   

穿′公命連絡会親潮鐘ご婆包の増量瓜G・御孝彪術斤  
∫，々（ふ）   からの孝乾尊貴K－7し、て協薮   

穿ズ底部豊給食敦御座：「岩手濃淡射舷巧染監視対  
∫ ′豆（月）     見渡絡合法」（組下「県毘浄合敦」）毅豊草紙（鼻）Kつい  

て協貌   

腐殊各裸汲々 のうえ放射炭テ弓染直硯材境K後ヨガ合  
∫．′声（水．）     畳紬（鼻）、摘の対象   

凍濠給食疏毅温草㈲（暴）も斤敦K風貌  
J．′9（月）  

客／威風連絡合銀朋鹿‥剰え詫果及び・剰え針あKつ  
、＼く協蔑   

‘．〃（水．ノ   募ヱ瓜鼻息藤倉執吼媛二剰え局果4訟＼剰え計あKつ  
し＼て脇毅   

ど．7（．本）   穿き虐温毘終愈義朗慮了潮見腐泉Kワ）、て泉クまと  
朝敵患   
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（102）山形県におけるチェルノブィル原子力  

発電所事故に伴う放射能調査  

山 形 県 衛 生研 究 所  

設楽秀弥・佐藤和美・久問木国男  

1 緒  言  

ソ連チェルノブィル事故に伴ない、山形県で実施した放射能調査について報告する。  

2 訴I査の概要  

（1）調査対象  

降水、上水（蛇口水）の全ベータ放射能濃度、ならびにモニタリングポスト及びサーベイメータに  

よる空間線量を測定した。  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年度改訂）」により行った。但し、降水、上水   

（蛇口7k）はヨウ素浦集のため、水酸化ナトリウム溶液を添加し濃縮乾固した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能はGM計数装置（Aloka製、TDC－103型）、空間線量はモニタリングポスト  

（Aloka製、MAR－11型）、シンチレーションサーベイメータ（Aloka製、TDS－121型）を使  

用した。  

（4）調査結果  

イ 降水の全ベータ放射能測定結果は表1及び図1に示した。  

口 上水の全ベータ放射能測定結果は表2に示した。  

ハ 空間線量の測定結果は図1に示した。  

3 結  語  

チェルノブィル事故後、初めて降った5月7日の降   

水中に675pCi／〃 の全ベータ放射能が検出された。5   

月10日には1640pCi／βの最高値が検出され、その後   

暫滅し、5月31日の降水では検出限界（3♂≒45   

pCi／／瑠）以下になった。上水ではいずれも検出限界   

（3弓≒9甚i／β）以下であった。  

空間線量については、モニタリングポストが故障の  

1000  

0
 
 
 
 
 
0
 
 

0
 
 

5
 

（
守
、
膚
U
d
）
 
 

18  
ため5月2日22時から5月8日14時まで欠刺した。  

故障修理後の5月分の平均値は12・91cpsであり、昭16  

和60年4月～12月の平均値12．47cps に比べ3．5  

％高いが、校正練源チェックの結果、修理後、計数率  

に3．3％の増加が認められたことから、事故による影  

響でなく、修理調整によるドリフトと考えられる。な12  

お、欠測期間中のシンチレーションサーベイメータに  

よる空間線量率は7．52±0．37〃R／ん（12回測定）で、10  

昭和60年4月～12月の平均値7．51±0，33〟Rイち 

（9回測定）と差は認められなかった。  園1 山形市における繹水中の全ベータ放射能  

及び空間ガンマー線計数率の変動  
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表1 降水の全ベータ放射能測定結果（山形市）  

採水年月日  降 水 期 間   降 7k  量  採水後測定 放射能濃度  降 下  量  
（珊）   までの時間Ih）（pCi／C） （mCi／kd）   

S61．5．7 5／70：00－  
12．5  6  

5／′76：00  
675＝22 8．4＝。．。  

5．10 5／918：30－   
1．3  3 

5／921：00  
1640±39 2，1＝。．1   

5．155／1416：30－－   

5／156：30  
21．9  

5．165／1520：00－   
11．4  

5／161：00  川  
5．175／1610ニ00－  

7．8  3 
i 

5／1620：00  
465±173．6±。．1  

5．20  
12．1  

5．21  
1．7  ・   

5．265／2522：30－  

5／269：00  
3．2  

5．305／300：30－  

5／a〕9：00  
4．0  宰別室茎   

6．25／311：00－   
！  

9．3  6  

ND≡  
5／3113：00  

6．96／720：00－  
22．0  

M）  6／85：30  

●  

4．2  

幸・・幸  

ND：3♂＝45pCi／g以下  

表2 上水の全ベータ放射能測定結果（山形市）  

ND：3♂＝9pCi／g以下  

－363－   



（103）ソ連チェルノブイル原子力発電所   

事故に係わる放射能測定調査  

福島県原子力センター  

北野 和男 安部 幸雄  

佐々木信博  仲井 康通  
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7 0 0 k mも離れた我が国にもその影響  
日、国に放射能対策本部が設けられて以来  月 3  

タ ー  その指示に従い放射能調査特別監視体制に  

真率及び大気浮遊じん、雨水の全β放射能きらに大気浮遊   ん
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こ こでは、当原子力センターが上記期間中に実施したソ連チェ  

原子力発電所事故に係わる放射能調査結果を報告する。  レ
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 （2）試料採取方法  

ア．大気浮遊じん…… 当原子力センター屋上に於て、  

リ ュームエアサンプラに東洋口紙HE・40Tで2 4時間  

た。  

ポ
し
 
 

イ
弓
 
 

ハ
吸
 
 

イ．雨水……当原子力センター屋上に於て、内径3 6 c mの  

ステンレスロート で降雨のあった日に採取した。  

ウ．水道水……当原子力センター実験室の蛇口で採取した。  

なお、水源は伏流水である。  

エ．原乳……当原子力センター近く の酵農家の乳牛よ り 当日  

しぼった原乳を採取した。  

オ．ほうれん葦……当原子力センター近く の農家よ り 当日採  

取し た。  

カ．ホンダワラ……東京電力株式会社福島第二原子力発電所  

専用港内よ り 当日採取した。  

く3）測定方法  

ア．空間線量率は、2”¢ ×   T 旦〉 シンチレー  （
し
ル
状
 
 

Ⅰ
定
ア
の
 
 

a
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○
従
で
 
 

た
に
態
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G e半導体横   

出装置で  
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（4）調査結果  

ア．空間線量率  
空間線量率及び雨量の推移を図－1、囲－ 2に示す。  

空間線量率は平常値レベルであ り、線量率の上昇はすべ  

て降雨によ るものであった。  

イ．全β放射能及び核種濃度  

測定した試料の全β放射能及び核種濁度の最高値を蓑一  

2 に示す。  

また、大気浮遊じんの全β放射能の推移及び雨水を除く  

131Ⅰ 濃度の推移を図－ 3、図一 4に示す。  

核種は大気浮遊じんからは1◎3Ru，186Ru，131Ⅰ，134Cs，  
137Cs，1＝Ba，l＝La の7核種、雨水からは131Ⅰ，＝＝Ruの  

2核種、原乳からは131Ⅰ，137Csの2核種、ほうれん葺か  

らは183Ru，131Ⅰ，＝＝Cs，137Cs の4核種、ホンダワラから  

は1∈I3Ru，148Ba が検出きれた。水道水からは核種は検出さ  
れなか っ た。  

なお、今回は中国核実験では検出されない134Csが検出  
きれたこ とが特徴であ る。  

放射能濃度の推移は、囲－3、図－4から、まず大気浮  
遊じんに影響が現れ、5月8日に最高値を示し以降減少し  

た。 ほうれん章、原乳は大気浮遊じんよ り数日遅れて上昇  

するという類似カーブを描き減少した。これらソ連原子力  

発電所事故の影響はほぼ1ケ月に及んだ。  
3．結語  

く1） 上記測定結果をもとに、空気、水道水、葉菜（ほうれん  

革）、原乳をそれぞれ1日あた り、2 0m3、2 2 0 0 c m  
3、10 0 g、2 0 0 c m3摂取したと して、調査  （

3
 
で
 
 

中
．
）
 
 

間
8
人
 
 

期
は
成
 
 

34日間）の被ばく線量を計算すると、甲  で
く
 
 

腺
ム
 
 

状
レ
 
 

リ レム（成人）、全身で0．0 4 5  モ
、
 
 

リ  モ
、
 
 あ り、安全評価上の問題はなかった。  

（2） 今回検出きれた核種濃度は微量で安全上問題はないが、  

137Cs 等の長半減期核種は環境中に長期間存在するものと  
考えられることから、今後とも環境放射能レベルを継続し  

て調査する必要がある。  
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哀－2 測定総見最高値  真一－1弼査項目及び検体敗  
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（104）茨城県におけるソ連原子炉事故  

放射能影響特別調査結果  

茨城県公害技術センター  

森田茂樹 平井保夫 染谷利害  

橋本和子 三好 隆 小沢 範  

1 緒言   

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故による放射能の環境への影響を把返すること  

を目的に、特別調査を行ったので、その結果を報告する。  

2 調査結果の概要  

（1） 調査方法  

イ 調査対象：大気塵、降下物、雨水、飲料水、牛乳、糞菜、及び海藻  

口 試料採取：大気塵は固定ろ紙式集塵器にろ紙（東洋 HE－40T）及び活性炭カー  

トリッジ（東洋CHC－50）を付け24時間（放射能到着直後は12時間）連続吸引捕集  

した。吸引量は約150m3／日である。降下物は′ト型水盤（1000cm2）を用いて24時  

間毎、雨水は降雨毎に定時採取した。飲料水としては水戸市水道の蛇口水を毎  

日採取した他、県内の主な上水原水についてもスポット採取をおこなった。牛  

乳は水戸市内の酪農家から原乳を毎日、葉菜は同市内の農家からホウレン草を  

はぼ一定期間毎に採取した。その他代表的海藻を3種はど採取した。  

ハ 分析測定：Ge半導体検出器付き波高分析装置を用いて放射性核種の定量をお  

こなった。計測時間は7000～10000秒である。なお、ホウレン草については、  

水洗いによる除染効果をみるために、水道水で洗浄したものと、未洗浄のものと  

に分け定量した。  

（2）分析測定結果の概要  

主な核種の定量結果を衰1に、経時変動を図1に示す。  

イ 大気塵・降下物；大気塵中131Ⅰ濃度は約4日の周期でピークが現れ、最高値  

は5月8日の6．41pCi／k爪2であった。103Ru、132Te、137 csも、 その濃度  
が131 Ⅰに比べればやや低いものの同様な変動パターンを示した。活性炭カー  

トリッジに浦集された131Ⅰの比率は図2に示すように60～90％で、気体状ヨ  

ウ素の割合が予想以上に高かった。5月1日～31日に降下した長半減期核種量は  

90srが0．05nCi／km2、137csが2．1nCi／k爪2で、近年になく高い値であっ  

たが、過去に行なわれた核実験により土壌表面に既に蓄積しているこれら核種  

の量と比較すると、90sTが0．25％、1＝csが2．5％程の増加に留どまり、長期  

的影響は少ないものと予測される。  
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ロ 飲料水・牛乳：水道蛇口水から検出された放射性核種は131Ⅰだけで、最高値  

は17．6pCi／鐙であった。また、牛乳から検出した131Ⅰ濃度は20．9pCi／βカヾ最  

高で、他地域で検出されたような高い値は検出されなかった。これは、渦査用原  

乳を採取した牧場で当該時期に生牧草を与ていなかったためである。また、飼  

育に使用している水も井水であることから、牛乳中に僅かに検出された131Ⅰは  

呼吸経由によるものと推定される。囚に、大気中131Ⅰ濃度から呼吸による摂  

取を仮定して牛乳中の131Ⅰ濃度を試算したところ検出値とはぼ同レベルの値  

がえられた。   

ハ 糞菜・海藻：5月6日に採取したホウレン草から2048pCi／kg生の131Ⅰを検  

出した。水洗いによる放射性核種の除染効果は蓑2に示すように各核種とも採  

取時期が遅いものはど悪くなる傾向がみられた。また、131Ⅰの除染率は10←  

33％で、予想以上に除染され難いことがわかった。これは、気体状ヨウ素比率  

が高かったこととも関連があると考えられる。海藻からもカジメの3148pCi／  

kg生をはじめ、かなり高濃度の131Ⅰが検出された。   

ニ 披曝線量〆推定：実測値を用いて実効線量を試算した結果を蓑3及び4に示  

す。なお、測定頻度の少ないものや、途中から検出限界を下回ったものについ  

ては、測定値のかわりに内挿或いは外挿による推定値を用いた。線量予測値は  

各年令層とも1mrem以下であった。  

3 結語  

今回の事故の影響で一時的に環境放射能レベルの上昇が認められたが、これに   

よる被曝線量は無視しうる程度であり、また、島半減期核種の降下量も少なかっ  

表2 ホウレン草の水洗  
による除染率  

ノノヽ㌧へ   
Sa叩1う叩  Decontamination   

date   
ratjo（射  

lOさRu  l引‡  ほ7cs   

61．5．∈  59  ‘33  70   

51．5．7  31    64   

51．5．13  52  23  57   
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図2 大気塵中の気体状131Ⅰ比率  

表3 実効線量当量推定値（径路別）  蓑4実効線量当量推定値（核種別）  
（lnrem）  

（mrem   

Adult  Ch‖d  Inf8nt   
5－8y  0－4y   

工nhalatう0∩   0．OZ5  0．U44  0・P3Z   

Drうnkうngw8ter  0．036  0．074  0．OG6   

Mう1k   0．004  n．010  ∩．124   

Leafveg†table  0．150  0．361  0．286   

Seaweed   0．033  0．081  0．ロ65   

Sumum 0．Z48  0．570  0．573   

Nucllde   Ådult    Chう1dInfant  
5－8y O－4y   

lりRu  0．ロ01    0．0†）Z   O．001   

l）tI  0．22：〉    0．545   0．557   

りlTe  0．001．    0．000   0．000   

明cs  0．001    0，001  0．001   

l17cs  0．016    0．022  0．（〕1ヰ  
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（105）埼玉県におけるソ連原発事故に伴う放射能調査  

埼玉県衛生研究所  

中沢清明 川名孝雄 宮沢正治  

1．符 号   

1986年 4月26日、ソ連のチェルノブイリ原子力発電所で事故が発生した。これに伴っ   

て、埼玉県では全国調査の一環として、影響の把握および特別な対策をとる必要の有無   

の確認するための放射能調査を実施した。その調査結果（国の指示分および県挙分）を   

報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査の期間および試料  

期間：1986年 4月30日～ 6月 6日  

試料：雨水、蛇口水、原乳、空間線量率  

（2）試料の調整及び分析測定法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（19ア6，改訂）」、原乳は同庁編「MaI（Tl）シ  

ンテレーーションスぺクトロメータ機器分析法（1974）」のマトリックス法に従った。ま  

た、雨水および蛇口水においては、直径114mmポリ円簡容器に試料を入れ、検出器の  

上にのせ測定した。供試量は蛇口水の場合、11とし、雨水の場合、採水量が11以  

下のときには全量、1ト超えるを11とした。また計算は 0．31－0．41HeV の領域につ  

いて行なった。  

（3）測定装置  

GM計数装置：アロカ TDC－103型、波高分析器：日立 505型、シンチレーションサ  

ーベイメータ：アロカTCS－121C型  

（4）調査結果  

全期闇中の測定結果は表1に示すとおりである。  

イ 本県で最初に放射能を検出したのは、5月4日採水の雨水（降雨期間 3日 9時20  

分～21時30分）である。  

口 雨水（14検体）においては、総降水量1丁8mm、ほIlは6検体検出、全ベータは4  

日の最高値 4898pCi／t、 丁．35mCりk戒（6時間更正値）であった。   

ハ 蛇口水においては、Ji暮Ⅰ（24検体）は検出限界以下であり、全ベータ（22検体）  

の最高値13pCけlであり、全部で5検体が検出された。  

二 原乳（2る検体）においては、6日の最高値187pCi／lを得たが、飼育方法に変更が  

あったので、なかったときの最高値は不明である。   

ホ 刷l測定においては、1964年観測以来初めて、削Ⅰのホトピークが確認された。  

へ 空間緑量率（44件）においては、最高値 8．04、最小値 5．99 〃R／h であった。  

3．積 諸  

本県で最初に放射能が検出されたのは、5月3日の雨水であった。また各種のデータ   

から、本県にチェルノフィリ原子力発電所事故の影響があったものと考えられる。  
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表1 雨水・蛇口水・原乳・空間線量率の測定結果  
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9時30分採水、他は9時。雨水のト131測定供試豊は上から、76，  
0，12，200．680．372，35，176，32mlである。  
（計数値が標準偏差の3倍以下）。測定上の変動、他核種の混入  

注4 ＊：30pCけI未満。  
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（106）東京都にぉけるソ連チェルノブイリ原子力発電所事故に係る放射能調査  

東京都立衛生研究所  

笹野英雄 鈴木秀雄  

斉藤庄次 高橋保雄  

1．緒言  

昭和61年4月26日午前1時23分（日本時間同日午前6時23分）  

ソ連チェルノブイリ原子力発電所にて事故発生，これに伴い，科学技術庁  

からの指示に従い5月1日より実施した放射能調査結果について報告する．  

2．調査概要  

都衛研ではサーベイメータによる空間γ線量を1日2回，GM検出器  

による降雨毎の雨水の全β線量の測定を行った．  

きらに東京都では，都立アイソトーブ研究所で核種分析を実施したので  

都アイソ研および関係当局の承諾を得て核種分析結果を併せて記載させて  
いただくことにした．  

3．調査結果  

その結果は別表の通りである．  

4．結語   

く1）衛研（新宿区，八丈島）における空間線量率は，平常値と変らず，  

アイソトーブ研（世田谷区）の調査報告による空間線量率も4．6－5．0〟R／hr  

と平常値と変らなかった．  

（2〉核種分析はすべて，アイソトーブ研で実施したが大気中浮遊じんからは，  

主にヨウ素131，ルテニウム103，セシウム137が検出され，  

その圭は5月3日から4日にかけて最も多く検出された．  

この圭を一ケ月間大気から経気道摂取したときの推定被燻嶺圭は，  

約0．2ミリレムであり，雨水中の放射能凛度，降下量は，大気浮遊じん  
と同じ傾向を示したと報告きれている．  

（3）今回の原発事故に伴う被爆線量は，自然放射能による被爆線量とくらべて  

変動巾のなかに入る位低い値であり，従って人体への影響は自然放射能  

による影響と区別できない程度であった．  
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別表．都立アイソトープ総合研究所及び都立衛生研究所による放射能測定結果 ND：検出されす  

都立衛生研究所  都立アイソトープ捻合研究所  

空間線量  雨  水  ダ  ス  ト  
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（107）神奈川県におけるソ連チェルノブイリ原子力発電所事故の影響調査  

神奈川県衛生研究所  

不 小山包博 高城裕之 杉山英男 飯島育代  

1． は じ め に  

1986年 4 月 2 6 日 に起こ っ た ソ連チ ェ ル ノ ブ イリ 庸子力発電所事  

故の放射能影響調査 を 実施 し た の で 報告す る．  

2． 調査の概要  

（1）試料調巨整  

イ． 浮遊 じ ん：   ハ イ ポリ ウ ム エ ア サ ン プ ラ ー を 用 い， ガ ラ ス繊  

維 ろ 紙上に捕集 し， 直径50mmの 円形 に打ち 抜 き 試料 と し た．  

ロ． 雨水：   原則 と し て前 日 の午前 9 時か ら 当 日 の午前 9 時 まで  

の降水 を採取 し， 全ベ ー タ 測定用 は硝酸敵性で蒸発乾固 し，  

ヨ ウ 素・131測定用 に は亜硫酸ナトリ ウ ム を 加 え た の ち， 硝酸  

銀 を 加 え 生成す る 塩化銀 に ヨ ウ 素・131を 共沈 きせ， 口径47＝  

の ミリ ポ ア フ ィ ル タ ー で ろ 別 し た．  

ハ， 牛乳：   塩素型陰 イ オ ン 交換樹脂 に ヨ ウ 素一131を 吸着 き せた  

のち， イ オ ン交換樹脂をプラ スチ ック 製容器にい れ， 残さは  

450 ℃ で灰化 し， セ シ ウ ム 測定用試料 と し た．  

ニ． 野菜：   当 日 採取 し た も の を市場 よ り 購入 し， 細切 し 約50g  

を プ ラ ス チ ック 製容器 に い れ た．  

ホ． 空間線量率：  衛生研究所構内の芝地で，1日 2 回 く 9 時，  

15 時）シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ーベ イ メ ー タ ー で測定 し た．  

く2）計測昔  
全べ－ タ 放射能の計測には， ア ロ カ製JDC－6型，JDC－151型 G M測  

定装置を， 核種分析に は APTEC製ゲルマ ニ ウ ム 検出器を  Nuclear  

Data製 N D 66型波高分析蕃に接続 し て使用 し た． 空間緩王事の測定  

に は， ア ロ カ 製 TCS－121型シ ン チ レ ー シ ョ ン サーベ イ メ ー タ ーを使  

用 し た．  

3． 結  果  

図1に示 し た よ う に 5 月 3 日（11：30－13：30）採取の浮薄 じ ん中  

に ヨ ウ素・131 0．1pCi／M3 を初めて検出 し た． 4 日  く9：30－11：30）  

に採取 し た 試料が最大値22pCi／爪3に達 し た． 7 日 に0．3 pCi／H3にま  

で下が っ た のち， 再び上昇 し 8 日 に 2 回 目 の ピ ーク7pCi／＋3 を示し  

た のち減少 し，11日 に は1pCi／■3 以下 と な っ た． 6 月11日 を最後  

に検出 き れ な く な っ た． 全ベー タ 個［は ヨ ウ 素 －131と 同 じ 様な傾向を  

示 し， 最大値は 5 月 4［］（11：30－13：30）採取の27pCi／m3で あ った 

表 に示 し た よ う に 5 月 3 日 9 時 －16 時 ま で の雨水か ら ヨ ウ 素－131  
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270pCiハを検出 し た． つ い で 4 日 9 時 －18 時の試料か ら 最高濃度  

5400pCi／l，4 日 か ら 5 日 に降下真の最大値26MCりk帽2を 記録 し た．  

7 日 以降は濃度， 降下量と も に急激に減少 し， 6 月初めに は検出限  

界以下と な っ た． 全ベー タ値は 4 日 か ら 5 日 が最高濃度3000pCiハ，  

3 日 か ら 4 日 が降下量の最大値11mCi／km2で あ っ た．  

図 2 に示 し た よ う に牛乳（生乳）中ヨ ウ素－131とま， 4 日 の試料か  

ら10 pCi／lを 検出 し た の を初め と し て， その後 8 日 にか け て急激に  

上昇 し， 8 日 に は160pCりlを 記録 し た． その後扶ばい状態か続 き，  

15 日 に は最高値180pCi／1を 記録 し た． の ち 半減購 8 日 弱で減少 し  

て い っ た． そ し て 6 月12 日 に は検出限界以下 と な っ た． セ シ ウ ム  

ー134，137の ピ ーク は 5 月17 日 で各61，30pCi／kgであ っ た． その後  

半減期約36日 で 減少 し た．  

囲 2 に示 し た よ う に野菜中の ヨ ウ素一131は 5 月 7 日 に ピ ーク が現  

れ， 大根 く葉）で9700pCi／kgを示 し， 半減期約 8 日 で減少 し た．  

図 3 に示 し た よ う に空間線量率は 5 月 2 日 か ら やや高 く な り， 7  

月 上旬 ま で昨年の平均値6．4〟 R／hを約0．5〃 R／hを上回る 状態が続い  

た．  

4． 考  察  

雨水中の ヨ ウ素・131濃度が天水の暫定指摸値の 3000pCiハを越え  
た の は 5 月 4 日， 5 日 に採取 し た試料で あ っ た． その他に は顕著な  

ピ ーク は認め ら れなか っ た． 3［ヨ か ら 6 日 ま で の雨水中の全ベータ  

値がヨ ウ素・131の濃度に比べ低 く な っ て い る のは， 試料処理を硝酸  

酸性で蒸発乾画 し た た め ヨ ウ素・131の一群が拝敬 し た ため と思われ  

た．  

牛乳中のセ シ ウ ムー134，137がヨ ウ素－131に比べ ピ ーク 出現日 が遅  

い の は乳牛 に お け る 元素の代謝の相違 に よ る も の と 考え た．  

今回の事故 と核実験の影∴響 と の相違点は，  

（1）セ シ ウ ムー137が早 く か ら検出き れ， ま た セ シ ウムー134，136が認  

め ら れ た．  

（2）浮遊 じ ん中の全ベー タ 値に対す る ヨ ウ 素－131濃度が40－60％と  

高 い割合で あ っ た．  
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Flg．1、c⊂ivl【y O仁へ1rborn Par亡icurate  

雨水中の放射能 （採取時間：前 日 09－当 日 09）  

全ベー タ  i31l  

採取月 日  
PCi／l   mCi／km2   PCi／l   mCi／km三   

1986．5．2   LTD   LTD   
3   LTD   LTD   270   
4   140（）   2300く3000）  26  

J   3000   1．7   
6   2800   6．8   3000（5400）  7．2  
7   2iO   7．1   190   5．6   

12   350   3．9   150   2．0   
15   LTD   LTD   70   7．5   
コ0   iiO   0．5   30   0．1   
2l   LTD   LTD   96   0．6   

22   140   1．5   110   1．2   
30   LT亡j   LTD   0．7   

31   L．Tn   LTD   0．1   

6． 4   LTD   LTD   ND   
6   Lて’〔〉   LTD   ND   ND   
7   LTり   LTD   LTD   LTD   
8   Lγ［）   しTD   LTD   LTD   
9   LT〔）   LTD   ND   ND   
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（108）ソ連チェルノブイリ原発事故由来のヨ ウ素－131の凛＝豪と化学形  

一  粒子状お よび無機ガス状ヨ ウ素について  一   

軋
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所
山
 
 

究
杉
 
 

研
 
 

生
 
 

衛
裕
 
 

県
城
 
 

川
高
 
 

裏
革
 
 

神
 
 飯島育代， 小山包博  

1． 緒言   

ソ連チェル ノ ブイリ 原発で起き た事故に よ り， 大気中に大童の放  

射性核種  れ
 
 

き
 
 

出
 
 

放
 
 

、
ヾ
■
 
 

、
か
 
 

た． 中で も特に注目 すべき核種と し て ヨ ウ素  

大気中の ヨ ウ素一131につ い て，  

サンフラーによ る粒子状ヨ ウ素の捕集，  

131が  こ
 
 り

 
 

こ
 
 
 
 
 
ー
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あ
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は
 
 

で
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ア
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②
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ダ
 
 

ン
 
 

ア
 
 

ノ＼イ ポリ ウ ムエアサ ン フラーに よ る粒径別捕集，  

無機ガス状の分別捕集，  

に つ い て  

状お よ び無機ガス状ヨ ウ素の分別捕集  

ぴ
 
 

よ
 
 

お
 
 

状
 
 

子
 
 

拉
 
 

③
 
 素

子
 
 

り
拉
 
 

ヨ
 
の
 
 

定
中
た
 
 

安
気
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を実施 し   

こ れ ら  し
 
 

折
鶴
 
 

分
変
 
 

を
度
 
 

科
濾
 
 

試
的
 
 

の
時
 
 

て得 ら れたデー タ をも と に， 粒子状ヨ ウ素  

粒子状ヨ ウ素－131の粒径別濃度分布， 粒子  経
 
 

一131の   

漉
す
 
 

の
舌
 
 

状
報
 
 

ス
 
で
 
 

ガ
 
の
 
 

状 と 無横  

を 試み た  

度の比， お よび比放射能等について若干の考察  
る
 
 

2． 試料の採取お よび分析方法   

大気中の粒子状ヨ ウ素－131は， ハ イ ポリ ウムエ アサンフラ ーによ  

り ガ ラ  紙
 
 

ろ
 
 

維
 
 

緩
 
 

ス
 
 

く東洋ろ紙 Gβ－100R）上に， 2 時間か ら 6 時間の  

範囲で ろ過捕集（涜圭：1．2 帽り和in）し た． 大気中の粒子状ヨ ウ素  

－131の粒径別捕集には， アンダーセン ハ イ ポリ ウ ムエアサ ンプラー  

（流量：566 りMinで200m3吸引）を使用 し， 空気動力学的粒径7．0  

上， 3．3－7．0〟 Ⅲ，2．0・3．3Jlm，1．l・2．0〝樗，l．1J上れ 以下の5  〃
段
集
‥
 
 

分けて捕集 し た． 粒子状ヨ ウ素と無機ガス状ヨウ素の分別捕  
，
」
 
 

は， フ ロ ロボア フ ィ ル ター上に粒子状ヨ ウ素を ろ 過捕集 し（流量  

）
液
吸
は
 
 

l），つづいてその下流に直列に．2 枚装着 し た1M水散  201／れin  
化リ チ ウ  

ス 状 ヨ ウ  

蒋
を
 
 

ム
素
 
 

合
着
何
 
 

祇
＝
 
 

ろ
集
 
 

浸
捕
 
 

（無機ガス状ヨ ウ素捕集用 ろ紙）に無機ガ  

し た．  

以上の試料  れも一定の大き さ に整形し， G e 半導体検出器（  

A P T E C 社， 55q11）一波高分析蕃（N u cle a r D a t a社  

N D 66）に よ り ガン マ線スペクト ルを計測 し， ヨ ウ素・131を定生し  

た． ま た， 一部の試料につい ては， 機器放射化分析法（立教大学原  

子力研究所  TRIGA Ⅲ 型炉：中性子棄 ¢ ＝1．5x1012 n ctqT2 s－1で  

5 分間照射）に よ り 安定ヨ ウ 素を定生 し た．  

3． 結果と 考察   

図1に，ハ イ ポリ ウムエアサンプラ一によ り 捕集 し た粒子状ヨ ウ素  
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ー131濃度の時間変動を示 し た． 粒子状ヨ ウ素－131は5月 3 日 の昼に  

初めて確認さ れ， 葦4 日 の午前中に最大値22pCi／M3を記録 し た． そ  

の後， い く つかの ピ ーク を繰 り 返 し なが ら 減少 し て い っ た．  

囲 2 に 5 月 5 日（11：30－17：30）にア ンダーセ ン ハ イ ポリ ウムエ  

アサ ン プラ一に よ り， 粒径別 に捕集 し た ヨ ウ素・131と， 同時に捕集  

し た137cs，＝＝用u，132Te の濃度の分布を示し た． ヨ ウ素・131は他  

の核種に比べ粗大粒子 く粒径2．OJlm以上）の割合が高い． こ れは，  

ヨ ウ素が浮薄粉 じ んに付着 し 易 い ため と考え ら れ る． し か し いずれ  

に し て も， ど の核種 も ほ と ん どが微小粒子 と し て存在 し て い る のが  

衰1に粒子状と無様ガス状のヨ ウ素－131と安定ヨ ウ素の分析結果  

示 し た． ま た， 図1中にA － D で採取時期を示 し た．  

安定ヨ ウ素で乙ま無機ガス状が， ヨ ウ素・131では粒子状成分の割合  

が高 く 平衡状態には達 し ていない こ と が分かっ た． ま た， 今 までに  

報告きれて い る，’’ヨ ウ素－131は粒子状よ り ガス状の方が多かっ た  

”と い う 結果4〉・5）・8）と合わせて考え る と， ガス状成分のほ と んど  

は有機ガス状であ っ た と思われ る．  

田祥文， 原宏， 若鳥清， 山県畳， 高城裕之：保健物理学全寮  

19 回研究発表会要旨集， P31，く1984）仙台  

2） 高城裕之， 木村敏正， 原  宏， 岩島清， 山県登：保健物理学  

金策 21回研究発表会要旨集，（1986）東京  

3） K．A．Rahn，et．al．： Annuals of The Nev York Acader”y Of  

Science，（322），143（1979）  

4） 青山道夫， 広濁＝蝉巳， 井上久幸， 鈴木款， 杉村行勇：日本放射  

線影響学会第29回大会講演要旨集， 2－い1，く1986）金沢  

5） 岩井誠， 石田順一郎，困努， 木下陸：同上，2－D－4，（1986）金沢  

6） 坪川博之， 寺岡満夫， 北島耕作：同上， 2－D・7，（1988）金沢  
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表1 享立子歌 お よ び無機ガス状の ヨ ウ素－131と 安定ヨ ウ素濃度  

粒子状  無様ガ ス 状  

‡采取 日  P嬬   P榔  f値米  

A 1986．5．3 － 4  

B  5．4 － 5  

C  5．5 － 7  

D  5．8 －11  
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（109）富山県におけるソ連チェルノ・ブイル原子力発電所事故  

に伴う放射能測定調査  

富山県公害対策課  

本江正和 岩田 隆折谷迫一  

1緒言   

本県におけるソ連チェルノブイル原子力発電所事故に伴う放射能測定  

調査については、61年5月6日から5月31日までの期間、富山医科薬科大学  

に測定依頼して実施したのでその概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

浮遊粉じん、雨水、水道水及び牛乳（原乳）の核種分析を行った。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「Ge（Li）半導体倹出器を用   

いた機器分析法」に準じて行った。  

（3）測定装置  

試料の測定には、ORTEC社製7－Ⅹ型高純度Ge検出器をORT   

E C社製多重波高分析器に接続して使用した。  

（4）調査結果  

調査結果は表1～表4に示すとおりである。   

ア浮遊粉じんについては、5月7日から8日にか石ナて131Ⅰ8．27pCi  

／m3と最高を示し、以後漸減した。  

イ 雨水については、5月6日から7日にかけて131Ilパ40pCi／1と  

最高を示し、以後漸減した。  

り 水道水、牛乳（原乳）につし、ては、すべて検出されなかった。  

3 結語   

今回の原発事故により検出された放射能レベルは、人の健康に対し影  

響を及ぼすものではなかった。  
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表1浮遊粉じん中の放射能  

測 定 結 果（pCi／m3）  

試 料 名   採取地点   
131l  137cs  

最高値  最低値  最高値  最低値   

浮遊粉じん  小 杉 町   8．27   0．01   1．56  不検出   

裏2 雨水中の放射能  

測 定 結 果（pci／1）  

試 料 名   採取地点  試料致  131Ⅰ  137cs  

最高値  最低値  最高値  最低値   

水   小 杉 町   1，840  不検出   279  不検出   

表3 水道水中の放射能  

測 定 結 果 （pCi／1）  

試 料 名   採取地点  試料数  
131Ⅰ   137cs   

水 道 水   富 山 市   不検出   不検出   

表4 牛乳（原乳）中の放射能  

測 定 結 果（pci／1）  

名   採取地点  試料数  131Ⅰ   137cs   

原乳）  富 山 市   不検出   不検出   
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（110）、ノ連発ルけイ順新手軌けサ3か條への劾響Jてりいて  

か條癖庄公虐厨究叶ノト泉正」町ア各賞クク蘇定常  

／額「老   

婦永島ノ千早斤～∠βJて美塗しド〉連声）し）ブ中腰凄甥扱lこ東泉裾か県へオ覿琴Iぐ東   

し1，桑滞積痢芳香掃こよ3「珂査郷ヒド補う珂査繹粟立び・ド凍がt・考離ド彿下埼言」   

頭重堵若ド相済境線打粗野笹繹果ドゥuて．戚官吏発音丁き。  

～盲軒査の稀壕  

（I） 

′報仙風恥柵（鵬′軽繊榔浄紆郎   
試料（魚サ凛凝）、薄氷tこっ…て拙宅、・れ嫁薄命柿葛飾n。   

（ユ）灘更訂法  

試料♂揮畢牒尺度潮変事べづ到釘言舟掌諦痢茸塊のふ連発軒羅刹鼻毛  

＞り一ス、、ド書ザいて勿干，R。  

眉⊥ 剰定方二ち  

測定柵  弼新嘗  試料葡栗理  頑丈試粁げ象   ラ則 定 礁患   

5争乱じん  ・、胡ノ   ′JL   刑陣みみア巨果   

帝来  ／4～Z上  賃貸後訂  立・≠瑚落   辰二接、ぶ器－（オーX甘）  

上オく   jゼ   ）司上   ）司 上   刀レラー′フ与Mズ ∂ナス 〟才“   

号室」   l且   

鹿北凡イヒ  h≠預雀扉   ん什或展イ銅オふ   

裕喜  電知も山上  屑上   ）机 上   ノ〝カニ今 夕クJ暫  

・絶筆  メカ額リ   司エ   河 上   

頚米   ／ク～ヱクヱ  牙城銀毛一叫璃  丸′朗ヾレノト   
ノ瑚α〟′〆わー広  

わダフラ  庄／埼   夙町机ヒ   タ瑠㌢ヅト   官 ご 且   

サす土   ノ司上   ）司∫   珂ご   

魚類  頑エ   屑上   伺 上   

j 毒針喜界寛   

罰動才材jクβ〆、う珂j8にかJ口承衆椿ブ賂cん／て養軌ご虜ゎれ．屑ヱ／こ未汀うぺ，β乏  

適，て増和し，ピークド盈しFのは頭悶で鋸ルビで賓高ノj・jタ年んJ勿臆才示折。細以終ぼ  
ス、3の小丁花亡○－”京Lねがちj軒叙すきノ虜句三方L声・、射和牒昧／こサて応着よIT示すふノ  

で鋸が力布樺太㌍70ル融、いちノ㌻冨‘8ド〟丁でノ仇わア毎夏示L．∠♂一lら78巨かけて犀下草で  

架j〃斬伽1喜寿鋸Lrぐ．、、の√ブ付卿整斉凌⊥て初耳戦料素養Jばj～チノぐ元拒む巨額主．  
上水（甘Eロ木）ド→いてば献物ノ依ソがグざく眉〆ド示7甘うーて滞米久万一行ギ勿■づ鰍ク、5ン釘総、ま  

イわ帯留埼珂句卿碑何の7仏ラグ夏イも7一影晋が戎軌てい上。居乳釦）ドっいてl百子認ぬ上  

tく苫く′ブ絶し㌦ア′てあゎてズぞくノ検出れ行帝珂と和一頭の朗卵／こ倒背が或われて芥、リ′  
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t′▼4 1 ■ I ■ ● l● ‖1靂l●14 ttl■l▼1●l■ ▲● 刑 讐 tl■】■ ■■ ■I】■ ｝● ■■lt ■′l靂 ■ ● t ■ l ● ■ 川Ilu  

色1欝書じん中の技覆■よだ化  

このノ舅碑勅、やか，声こと王者え畠ヒス軋がら丘頑沈着L行基亨が均料功一帝とLて頒われ物で′描いかと  

乳冊頼。串原一言瑚∂日ド一つのどー7さ♂占が頼以韓jj占す7、湧けしユ“以略語指ノ伍が廟判コれ  

てい∋．ごれtごっいて一言碑東関とご3′／呵斜‡これさで靡か餌料ヒ膀メ＝て帝のが庄膏の事暗がね餌司  

廟毀  
ソ：こ・．、  

一＝ 

。．ミ  
塔lこ発く汀，トひと穿〃れ畠。ち局み／て、、の淘   

備考ヒして′j了が夕く鬼ぼして宗、、）βち写る   
五和う泰9禾t頂上で茶菓皇軍生けこ。（烹り頒貢呵Jこせ凝軒りもイ丘い声韓ヒ甘）てtI紬の，～祈吐  

くのレヾJレでタグく巾歳讃グ瀬壊珊7い5．ブ呈肴」Iこ訂£摩梁島果も頼＼汁しドがヤラウムーす杓子介，ラメ黍  

′さほと化裸菓され肯い革帯上付，「。  テか千席殊′ニっいて－す腐れ彷りで刃適頂け－  

ワ歩度かうユー印紙し声ワニれて切，Zわり釆ダガ省ごれマすリノ′一句£J〃汀わ拝牲レイリしクtβチ～  

－タ，∫、 

完う，  
かド京叶う！丁子貧してい「発しベレ1苫高くねく／～丁ノはたこの巧j喚声サド離ざ仰／こ㌻ナⅣい。  

1 サ佗ドっ∨てl言′ユゴノ√令く凍雀Jわ7い甘いかqノ府恥・・、合っド  
2～3ガテレベルで環濠〆－もく「お瑚が静め；れ「丁、  

二・  しかし河がら′日吉誘  

っ牲、バ毎ヤ崎  

ゼ 射 良一  

片郎阜）りフ1、）亨掛昌玄患威ドしヵ、わがゴ、）仇レベ川し1∴占＼り俣下／合戦ド部将iも汚ら  
し「が・う可芦発走のブ呈3生じん，吾諷のしへ「レ、言干呼値ヒナよ－t叫も・b、し丁～≠、・ち，  

／チタ繁∂卑官すもカ亨耶ざ薇確の歩舜構わヰ知れ．滝ビギ町村盲、干′ヾしすも  

車庫碑軌二つ小て号句風盲紆絶し丁てレヘ、  

表 6！ほ（五⊂…”＝，ヒケ㌔イチ】・，，◆・●抽t・コ等）  単位；〆l／生r‘、下改 沈着士tcl〝■2  

霞取場所金沢市三鳥  換  槌  毒  よ  さ考  
謀敬月日16l．5．27  

8■一丁ト40   ト13l  由一137  一瞥－103  由一131  P■一＝帽  lt－11D■   

金沢市三尾電研敷地内  402（7）  2458（19）  1971（17）  1167（12）  666（32）  29（2）  579T1638   
3■2分刈り取った雑草   （9Q）（川l）  

0．11  8．7（I  8．56  Q．33   8．19   0．808   1．65   
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養 3 ∫九（煤t蟻新 石川♯員趨柑）  
責 2 甫水  （謀職場所 金沢市三■ ヰ研）  

耳■ 躍t月8   ト131  山一137   

唱和61年5月 18  3．丁（5）  lD   
5月 5日  6．0（9）  州   
5月 6【l  1l．S（6）  〟D   

去1町安諦上5月6日  5．1（5）  〃D   
石川耶▲鐘村5月一日  12．T（7）  〟D   

5月 88  21．1（8）  〃D   
5月 9日  15．8（6）  2．2＝）   
5月10甘  lT．3（6）  2．2（3）   
5月11日  11．6り）  2．5（3）   
5月12ヨ  1Ⅰ．3（6）  3，2り）   
5月13日  l0．3（5）  3．6日）   
5月11E  13 （1）  3．6（7）   
5月15日  18．7（7）  2．5日）   
5月16日  10．＝6）  2．5（5）   
5月17t】  6．6（S）  3．4（4）   
5月18日  丁．1り）  2．8（3）   
5月19日  5．1（3）  1．8（3）   
5月20日  6．5（1．0）  3．4（L3）   
5月21t】  l．1（1．6）  〟D   
5月22巳  T．1（9）  ⅣD   
5月238  4．1（9）  lD   
5月268  21（2）  17 （2）   
5月30日  27 （2）  17 （2）   
6月 2【】  21（2）  23 （2）   
6月 16  17 （2〉  20 （1）   
6月11日  6．8（6）  19 （l）   

爾水  扶  書  換  よ  
秩取月日  育子  
特利  （■■）   ttlユ1  C靂－13T  lh－103  T●－132  由一131   

5月6日  2076（19）  lO（3）  110（S）  113（T）  22（3）  2   
13：¢0－15：08  6．5  0．12  ¢．3l  ¢．15  ○，q7   

5月6日   841（13）  18（3）  30（3）  19（1）  1．8（6）  
15川¢、17：08  l．6  8．ロ3  0．06  け．89  0．803   

5月6日  1184（17）  12t壬（6）  211（7）  215（9）  68‖）  12   
17：80－19；00  14．1   1．5  2．5   2．6   0．7   

5月7日 5／6  1別4（15）  165（8）  281（8）  238（川）  83（5）  16．5   
1g：00－9；08  20．4   2．6   4．4   3．7   1．3   

5月11日  756（9）  131（5）  2¢1（5）  66（3）  63（4）  5．5   
5／10 9：0－9；8  1．4  ¢．76  l．2   0．38  0．36   

5月12日  557（8）  g3（5）  150（l）  49（3）  13（3）  4．5   
5／119：0－9：ロ  2．2  8．37  0．68  8．19  ¢．17   

5月14日  3q4（9）  28（4）  38（3）  6（2〉  19（2）  8、S   
5／13 9：0－9：8  0．27  0．02  0．83  ロ．005  0．02   

5月15E  23（1）  5．8（8）  7．7（8）  HD   3．4（6）  23．5   
5／14 9：8－9：8  ¢．55  0．14  8．18  0．08   

5月16日  125（3）  14（1）  27（2）  3．5（6）  6．3（6）  4．5   
5／15 9：ロー9：0  Q．58  0．07  0．12  0．82  ¢，83   

5月17日  85（2）  9．1（8）  13（1）  1．9（4）  3．8（5）  
5／16 9川－9：0  1．3  q．14  0．20  8．03  8．86   

5月2 0日  38（1）  3．8（4）  8．5（5）  HD   l．6（4）  71．5   

5／19 9：0－9：8  2．4  8．38  8．67   0．13  5月21【】  215（8）  41（訂  189（6）  HD  18（2）  ロ  5／2（19：8－9：8  0．17  0．032  0．086   0．814  5月3 0日  31（1）  20（1）  47（2）  HD  10（1）  4．5  5／2a9：ト9；8  0．18  0．11  8．27   q．06  6月2日  9．5（7）  7．8（¶  14（1）  】D  4．9（5〉  5．5  5ノ3（Ig川－9：0  q．04  0．033  ¢．059   0．82l   

単位；PCi／L  

ま l 水遭水蛇口水（揉職■薪 亀沢市三▲）  

集散月日  ト13l  山一137   

5月 6日  I柑  －○   
5月 71】  yD  I柑   
5月 8日  1．6（3）  lD   

5月 9B  6．8（l）  2．3（3）   
5月108  3．1（3）  冊   
5月11ロ  2．3（2）  yD   
5月12tヨ  1．8（2）  川   
5月13日  ND  仙   
5月14日  HD  川   
5月15日  HD  川   
5月168  2．3（3）  川   
5月17日  l．5（2）  HD   
5月18甘  lD  
5月198  1．2（2）  M）   
5月208  l．3（2）  ㈹   
5月218  lD  YD   
5月2 2甘  HD  ㈹   
5月23日  州  HD   
5月26t】  ND  lD   
5月288  8．9（2）  HD   
5月30日  ㈹  ND   
6月 2甘  
6月 4日  冊  

注；く）の数字は  
t小桁の旦卓   

単位；上段、雨水■まpCi／L  下旦、降下量 ■Ci／1■2  

ま 5 拉蒙 （採取嶋所 患責町赤住鉄塔）  単位；甚i／生K■  

松葉2年葉  繍  穫  義  よ ■  さ  考  
沫取月日  
61．5．8                          ト131  Cユー137  Rリー103  Te－132  C5－134  8モー7  r－48   

松葉2年葉  378（6）  5」‖（18）  S31（7）  71】（3〉  262（6）  997（31〉1581（55）   

洗浄 ＊  335（10）  32q（12）  436（11）  37（S）  142（7）  969（64）1929（104   
単位；pCi／L  

一家庭用洗荊でよく洗浄   （）の数字は最小桁の秩羞  
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■■＊ 海洋拭料 ＊＊＊   

去 7 はんだわら  単位；pCi／生地  

i      こ      ．J■■■■■k  さ 考  
抜取地点  採取月日  

1－131  C5－137  Ru－川3  Te－132  C5－134  8e－7  X－48   

富来町風声  S61．5．13  47（2）  11（1）  1侶（3）  14（2）  3．5（7）  142（11）6413（川8）   

盲東町富来  S61．5．13  1145（2q）  8．8（2．6）  115（7）  28（7）  ㈹  1糾（22）6174（176）   

富来■J福浦  S61．5．13  667（11）  13（2）  93（4）  12（3）  ND  199（2q）5615（142）   

志買■丁赤住  S6l．5．13  2817（24）  2g（3）  203（T）  35（4）  7．7（1．6）  柑1（21）6237（149）   

志賞町首浦  S61．5．13  125（6）  ND  132（6）  HD  8．1（1．6）  198（21）6373（147）   

表 8 海産物  卓也；PCi／生【g  

採取  蛛  種  ＊  よ  
種類  課位  

月日  ト131Cs－137 餌－103 Te－132 C3－134 Ru－106 At－110■ E－40   

さざえ  島内  対ロ  T（1） 14（1）  HD  HD  HD  甘口 2045（川6）  
志貫叫上野5／19  
水密5－6■  内虞  ND  53（5） 470（10）  HD 28（3）169（26）31（3）2534（109）   

さざえ  筋肉  ND  7．3（6）  28（1）  ND 3．5（5） ND   24（1） 2214（43）  
主賓町上野6／5  

内戯  Nロ  92（6） 689（11）  ㈹ 15（3）317（35）92（6）2605く120）   

水たこ  島内  〟D   2．4り）1．8（2）  〟D  一口   ND  HD 229丁（3ロ）  
志文町上野S／19  
水深別■位  内耳  T．0（8）3．5（3）15．3（6）  NDl．1（2） ND   T．8り）1827（27）   

甲いか  幕内  〃D   ㈹   HD  ND  ND   ND  HD 2TOl（24）  
去貫町上野5／19  
水江別●位  内Å  HD   M）  4．4（5）  ND  HD   HD   5．8（6）2235（36）   

さより  筋肉  HD   9．5（6） ND  HD  ND   HD  HD 2439（36）  

志買叫上野5／19  
水密28t以上  内戚  ㈹  15（2） 8．6（1．0）剛l」．3（8） ND   4．5（¶ 28川（55）   

表 9 沿岸海水 （採取場所 志文町靡住沿岸）単位；pCi／L  

採取月日   ト131  C■一13丁   これまでのレベタレ   

6l．6．2  8．36（6）  0．23（2）  Cj－13T O．09－¢．16   

（）内の数字は最小桁の誤差  
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（111）福井県におけるチェルノフィル事故の影響  

福井県衝生研究所  

0吉岡満夫 五十嵐修一 松浦広幸 高山裕美  

坪川博之 徳山秀樹  北島耕作  

1．緒言   

福井県におけるチェルノフィル事故に係わる臨時放射能ほ査の結果およぴそれに関連した拭城研究の紹  

具について述べる。この臨時放射能蛸査は主に①一＝＝農倭が飲食物摂取制限の指標値を超えるか否かの確  

紐、②娘ばく線量推定を含む影響の全体像の把握、を目的として行ったものであり、拭額研究は櫨ばく持  

価に係わる各様バラメータの妥当性を検討するために行ったものである。  

2．踊査研究の概要  

（り捕査研究の方法   

臨時摘査の摘査項目は、国の放射能対策本部の指示に基づく福井市周辺のモニタリングポスト、浮遊じ  

ん、雨水・落下じん（降下物）、原乳、水道水、野菜（またはヨモギ）である。この外に大気中ガス状ヨ  

ウ素を加え、4月29日－6月6日の間ほほ連日娼査を行った。また、県内の敦賀、美浜、大飯、高浜の各  

原子力発電所周辺では放射線監視定期姻査を行っており、ここではそのうちの陸士、食用海藻（ワカメ、  

モヅク）、ホンダワラ等の弼査結果も加えた。測定法は、委托放射能摘査では全ベータ放射糀であるが、  

上記の呂的が達せられないことから、いずれもゲルマニウム検出器（分解能2．Oke〉、相対効率22－44％、  

4台）による核積分析を実施した。臨時姻査の試料前処理法および測定法はいわゆる迅速測定法であり、  

表1に発t所周辺の放射線監視の定期娼査（通常測定）との比較を示した。   

これらの放射能摘査以外に、野草の洗浄拭城（ヨモギ150g；水2月、20分娠とう）、雨水の濾過拭額（  

0．45〟ミリポアフィルター）、灰化による●1－】姐失率拭瞼（450℃、24時間）等の調査を行った。  

通  常  の  測  定  法  

前処理・ 測定状態  試料■宮机岬聞‥刷摘出下限値   前処理・測定扶想  試料▲    計測時聞い＝順出下循償   

浮遊じん   
ろ紙G8188R  月間約  杓0．001pCi／慮ユ   

打抜き直ほ   忌…・  ・・・し   ろ紙HE－40T 直ほ  700011ュ  

大気中  活†紙…，州C－50・1日では弓   「両丁す丁扁○    活性炭かトリワジCllC－50  月間約  約0．002pCi／什1   

ガス状＝－t  TEDA5％席膏、直ほ  的 50■I   弓   TEDA5％扉廿、直は  100伽】   

l州  樹脂吸オ   

≡豊新じ人  水盤により採取 宰面手t ：；     約1開；約0・ln…1 ‖ q  い勺40pCi／戚   月間 試料 0．21Iユ   ：＝」ニ ー暮   
水元水  

毒2一芸  
約15p…    生正は  

生2」2  

約4pCi／j   

牛 乳  iリ   マ昭リビーカー  

よ産物、ヨモギ   
生直ほ  

】餌吼2pCl／g  乾  燥  500g  2pCi／g   

溝   濱   i約仙                      H  （粉 砕）   以上   

（2）娼査結果   

捕査結果を総ほすると、外部披ばくを推定するためのモニタリングポストおよび放射線監視テレメータ  

システム（11地点）による空間線1率の監視結果では殆ど影響は班められなかったが、各檀積憤拭料から  

は＝一lを始めとする放射性核檀が検出され、顕著な影響が現れている。他の拭料に先駆けて影響が出始め  

る浮遊じんでは、本県への影響が最初に臥則されたのは5月3－4日で、5月5－7日には最高値を示し  

た。しかし、その放射能レベルは全国各地と同等で、ごく初朋を除けば県内での地域差もあまり見られな  
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かった。福井市周辺における＝－1の測定結果は、飲料水では検出されず、野菜で1．1pCけg（ヨモギで15  

PCi／g）、原乳で 240pC▲／止か最高値であり、いずれも飲食物I貫取卸偶の指標侶を充分下回っていた。i走っ  

て、摂取利根等の特別の対策の必要はなく、安富ユの問題はなかったと言うことができる。なお、6月初  

旬における‥■lの放射能レベルは、最高時と比べ1i字遡じんでl／1000、ヨモギで1／30、牛乳でl／10程優に  

低下しており、7 月初旬には全く見られなくなっている。   

蓑2に各稚三式村中の主要核権の嬬廣を、表3に福井県内におけるり1i凛廣の地域差を示す。また、函l  

および表ヰに福井市周辺の各沌拭村中の■〇■l凛廣の推移を示す。   

表2 各種椚斗中の主要核種嬬度（勅賞市周辺一触射線監視定棚査拭料）  
単1立；大気－PCレmつ、降下1－nC両≡、水道水・牛乳－PCi／止、その他一Pい／g  

≡▲：：＝  川つRu  川里∪  l】ll  lJIcs  り†cs  140Da  川Cel■＝Ce   事Szr   
■川轟∧8   

大気中  0．O13  

浮遊じん  0．001  

月間拭料   

4．9－5．9  3．1  0．80  四   0．90  1．7  0．12  0、009  

月間降下1                         5．9～6．12  

6．12－7．10   

水 道 水  6．12  

5．9  0．姻  20  0．59 1．l    0．16  
ヨ モ ギ  

0．O10   

6，12  0．12  0．25  

陸   士   5．9   －  0．05     0．イ7   

食用魚糟  6．11  ／  0．002  0．011  

食用異相  6．10   0．10  0．04  ／    0．003  0．002  0．Or   

食用海藻  5．6   0・牡＿＿    0．50  0．0百『  0．005  
5．9●   0．24  0．04  6．5  0．002  0．009  

ホンダワラ  
6．12l   0．07  0．03  0．柑    0．003  

5．9  一  

牛 乳  
（勝山市）  

（テ上）甥禿警護完坑‡こ竿讐や現毘岩忘毎号梵i6戸烈ま空曹翫；！泉誓！㍑焉ノ酢‥ま朋チ去．の明㌘r．よ妃の…       ＝lc5 
・0．18pCi／■】、檎出されている  

表3 福井県内における＝＝l濃度の地域差  
■拉：大気一PCi／■，、降下1－【Ci／■】、水道水－PCi／〟、その他－PCl／g・  

保1文相日  鶴舞市  敦賀市  美浜即  大飯町  ホ；長町   

大気中  
浮遊じん  

月聞は糾   
大気中  
ガス状‖ll  

月醐玖村   
4．9－5．8  

月間降下▲  
6、11－7．9   0．01    0．Ol  0・姓＿   

水 遭 水  6．11  

l一   葉  5．4   0．81り  

5．9   凹  
ヨ モ ギ  0．2g   

松   葉  5．21   1．5  

陸   士  5．9   0．Z3  0．d7  0，6Z  2．l  0．73   
5．7   2、8●l  0．5∩  2．7●  8．0●  1」  

ニ；＝ ＝・               5．31   0．14 0．55  0，24●   

5．9   
ホンダワラ  

8．0◆  6．5●  6．2●  12●  9．4●  
6．1l  0．1さ● け14●   0．22●  0．23●   

Pel／l  

（pCl／Ml）  PCl／l  
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表4 福井市周辺の各種害式料中の－3■t濃度等の推移  

福  井  市  勝山市  枯 井 市   勝山市  

モニタリング  雨 水  水道水  ヨモギ  原 乳  原 乳  浮遊し人  
ポスト   lI†cs   

平均値  放射能  日平均  日平均  降下t  l｝Il  l，lI  1311  lIII  IIll  日平均  l）Tcs  l＝cs   

採取期日  CPS  PCト／月  PCi／爪ユ  PCけmJ  nCi／爪；  PCi／戚  PCi／J  PCi／g  PCi／月  PCi／j  pCi／が  PCi／g  pCi／戚   

5．2■一5．3  
3－ 4   0．51   0．70   
4－ 5  15．5  1．1  1．3    田  0．041                    1．7    田  0．25  
5－ 6  15．8  4．9  0．66  3，6   臥0    1．4  0．06  

120q＝  
7－ 8  15．9  7．4  0．27  1．7  0．83  
8－ 9  15．8  6．0  3．7  0．25  1．1  0．92  
9一一10  15．7  2．3  2．8  0．40  0．52  0．84  

1300  
1l■一12  15．7●    0．34  0．77  4．3      臥4      0．12  0，75  
12■－13  15．6  0，51  0．91  9．2   9．6    0．11  0．95  
13－．14  16．0   2．1  3．3  0．Z8   9．＆      0．36  0．6さ  摘   
14－15  16．0●   0．33  0．95  l．6     8．1      0．072  0，61  
15■－16  16．5●    0．50  1．2  1．7      4．8      0．091  
16一・17  15．6●   

1■卜・18  15．7  0．15  0．64  9．1      0．027  0．92  
18－19  16．2  0．51  0．75  4．4      0．14  0．56  
19－ 20  18．0●   0．17  0．48  3．1      0．050  0．28  
20・一 21  15．3●  

21■－ 22  15．4  0．086  0．34  2．9      0．070  0．54  
22■－ 23  15．3  0．11  0．Z5  3．5      0．08l  0．51  

23■－ 24  0．092  0．12  3．6  0．051  0．5g  

24′－ 25  11UO   0．055  0．42  

25－ 26  0．17  0．67  3．1  0．17  0．65  
26～ 27  0．13  0．29  乙4  0．083  0．65  

27′・■ 28  0．12  0．17  2．3  0．098  0．69  
28′－ 29  0．11  0．097  1．9  0．060  0．4T  
29■－ 30  0．029  0．055  0．77  0．018  
30■－ 3l  0．008  0．058  0，72  0．O10  0．22  

5．31－6．1  0．025  0．058  0．64  
6．1－6．2  0．023  0．039  1．0  0．020  0．28  

2｛■ 3  0．040  0．Od3  0．dO  0．24  
3～ 4  0．018  〃●l  0．5l  0．22  
4－ 5  0．015  0．018  0．75  0．32  
5・・ 6  〃＝  0．82  0．22  
9－10  0．004  0．27  ．0．18  

16－17  0．13  6．4    0．11  

23■一 24  0．05  0．06  
7．7－7．g  l  0．10  

21－ 25  7∴3   

8．6■一臥 7  0．03  8．1  

（i上）迅速州定のは．採郎‖嗜刈廿＝拘日900－当日9；00．ただし水通水、ヨモギ、原札は当89；00採取．空膵＝＝用蓋しなかったもの，  
－はは山隈界以下．濃度は操取l寺には正．ヨモギは生1g当りの■度．将適し人、大気中ガス状＝■lは41寺川または半8射場の鳩  
巣からl一難した日平均■庇．旭井耶尉札は干草、仲山汀j罰孔は★軍用I斗．・；降雨日のは．・2…障り始めの鰻．・い 2B叫の■．   

（3）！式強研究の結果   

大気中における－311の存在形態については、一3－1應僅か比較的高かった5月7－9日はガス状／粒子状  

の比が0．7 であったが、その他の期間は平均2．9とガス状＝llがかなり多いという結果か得られた○   

野草（ヨモギ）の洗浄法韻の結果は■い1の残存率は78タ；であった○雨水の濾過拭填では－”csがはば  

100％除去されたのに対し川‖ま全く除去されなかった。これら洗浄効果や濾過効果が小さいのは、上述し  

たようにガス状＝－1の存在比が高いことに起因するものと考えられる。灰化による13tlの損失率試験では  

野草で34％、海藻で40％が損失し、灰化によっても1／2以上残存するという結果が得られた○ しかし、蒸  

発法による雨水の全ベータ放射能測定では各核種濃度の和より小さく、幾分■‥1が失われている。   

浮遊じんと降下物の月間試料から得られた＝＝の沈降速度は2・Ocm／sで、ガス状131 1も沈着に寄与して  
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いるとすれば0．8c爪／sとなる○ しかしこの沈降速度は降雨によってもたらされたものも含む見拗け上の偵  

であり、降雨のない日の浮遊じんと降下物の刷l濃度を用いた鰭果では0．1cm／sと小さい値が臥刺されて  

いる○  ●‖Ruや一｝Tcs等の他の月間試料の6核確から計算した沈降速度は平均0．7c爪／Sであった。   

また、各檀試料における‖－1の半減期については、見掛け上、野草（ヨモギ）で6．0日、海藻で5．1日  

牛乳で 7．7日であった。  

（4）披ばく綿1の推定結果   

表5に各種拭料中のり－Ⅰ農贋の実測値から計算  

した甲状腺禎ばく練1推定値を示す。葉菜は摘査  

敷か少ないので、葉菜との凛度比を乗じたヨモギ  

で代用した。牛乳の市場希釈係蝕を0．5、葉菜の  

除染効果をないものとし、拭料採耳文から摂取まで  

の戚まはないものとした。その他の計算に用いた  

仮定やバラメータは「発電用ほ水型原子炉施投周  

辺の線量目標偏に対する評価指針」に準じた。◆  

表5Iい1による甲状腺線量推定値  
（脚立：ミリレム）  

乳  児  幼  児  成  人   

空気（ガス状＋粒子状）   2．1   1．4   
飲 料 水   

葉菜（ヨモギ×凛度比で代用）  】3．4  16．7   6．7   
牛  乳   12．7   5．3   0．4   
食用海藻  5．0   6．2   2．5  
6月6日以降の   

各機拭料の寄与         1．8   1．3   0．4   

合  計   35．0  32．3  1l．4   

3．結持   

今回の影響は原子炉の事故によるもので過去の核実験時とは影響の現れ方が異なっている。特徴は以下  

の通りである。  

①一3■】，＝Tcs．川〇Ru等の比較的揮発性の高い放射性核檀が高濃度で検出されている。  

②崇15回以降の中底各実額時の最高値と比べ各檀試料中の＝■1、＝Tcs 濃度はおよそ10倍である。  

③原子炉の長時間運転により長半減期核檀の一＝cs．川‘Ru 等の放射能の割合が多くなっている。  

④原子炉内に蓄積した崩壊生成物が更に放射化されて出来たt＝cs．＝Ocs が検出されている。  

⑧9Szr－9SNb，■＝ce．＝Mn．S8co は比較的拝発性が低く検出限界以下かあるいは極く低濃度であった。   

また、今回の影響の全体像を示すために禎ばく繰上について述べれば、＝●lによる甲状腺碩ばく練1推  

定値は、表5の最下段に示したように乳児35、幼児32、成人11ミリレムであり、影ぜを大きく受ける乳幼  

児でも年間の綿t限度1500ミリレムのおよそl／50であった。   

＝■1以外の核穫の中で比較的大きな影響をもたらす■3TCs については、低凛腐ながら9月初旬現在でも  

なお検出され続けており、最終的な評価は今後の姻査を待たなければならないが、一般公売の全身の絨量  

限度の年間 500ミリレムをもたらす拭糾中濃度が葉栗で1．300pCi／g、海藻で790pCi／g、牛乳で640，000pC  

i／月とされているのに対し、今回の最高値は、それぞれヨモギで1．9pCi／g、海藻で0．06pCi／g、牛乳で71  

pcl／月といずれも1／500以下ではるかに低く、全身に対する練暮寄与は1ミリレム以下と推定される○   

これ以外に川3Ru．■34Csか検出され続けているが、単位放射能当たりの綿t予貞托か大きくなく、t3Tcs  

との濃度比も＝用u で約1．8、■＝cs で約0．5 であることから繰1影響は●＝cs より更に小さい。また、  

他の■＝Baや一33Te一一＝l等の核檀についても、ごく初期に散発的に、しかも低凛度で検出されているにす  

ぎないので、壬要性は少ない。   

今回の摘査を通じて①各種パラメータの整備、②摘査・連緒体制の整備の不足が痛感された。今後更に  

試鴇研究を進め、休削等を整備したい。また、全国的なものとしてはこれ以外に③摘査法・測定法の見直  

し、統一、◎披ばく評価法の整備、統一、⑧甥査拭料の見直し（指標生物のヰ入等）や対象核用の取捨増  

沢など捕査の合理化、⑥‡貫取制限等の指標値の整備、対策の見直し、などの問題点が明らかにされた。各  

！l閲凛乎毒筆－こぁけ5主・童の極量†を野l寺したい○  

暮 「チ ェ ルノ フ ィ ル原子力兎t所事故に関連した臨l手放射線鋼査裡告」、柏井県、61年6月26日参綱．  
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（112）岐 阜 県‘こ おiナ る 政 男寸 能 調 査  

岐阜県公害研究所  

森  仁，西川治光．早川友邦  

岐阜県年生研究所  

梶川正勝，寺尾 宏，森下有輝  

1．緒  言  

ソ連チェルノブイル原子力発電所事故に関連して、岐阜県で実施した放   

射能調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

雨水及び浮遊じんの全ベータ放射能を計11件測定した。  

（2）調査方法  

試料の前処理及び全ベータ放射能の測定ほ、科学技術庁編「全ベータ  

放射能測定法」（昭和51年改訂）に従った。  

（3）測定機器  

G M係数装置：アロカ製 TDC－103  

3．調査括果  

雨水及び浮遊じんの調査結果をそれぞれ表1、表2に示した．  

雨水の全ベータ放射能は 5月 3～4 日及び 5月11日に高値が認められた   

が、5月14日以後は100 pCi／′以下となった．また、浮遊じんでは 5月   

7～8 日が 3．9 pCi／mコ を示したが、その後徐々に減少し、 5月15日以   

後では約1．4 pCi／mつ となった．  

表1 雨水の全β放射能  表2 浮遊じんの全β放射能  

採取月 日  全β放射能  

（pCi／′）  

5月  2日  

5月 3～ 4日  

5月  6日  

5月   11日  

5月14一－15日  

5月19一－20日  

0
 
【
」
 
0
 
0
 
4
 
7
 
 

5
 
6
 
0
ノ
 
企
リ
 
0
0
 
′
h
〉
 
 

7
 
 
 
 
 
E
ノ
 
 

採取場所：岐阜県衛生研究所  採取場所：岐阜県公書研究所  

4，結 語  

ソ連原発事故に伴い仝ベータ放射能の′測定を行ったところ、 5月上旬   

には、事故に起因すると思われる測定値が得られた．  

ー393－   



（113）愛矢口県に才ゴけるチェルノ ブイリ  
原発事故lこ係る放射能調査  

愛知県衛生研究所  

大沼章子，近藤文雄，富田伴一，青山 幹  

山田直樹，茶谷邦男  

1、渚言   

1986年4月26日午前1時23分（日太時間同日午前6時23分）に起ったソ連ウクライナ   

共和国チェルノブイリ原子力発電所4号機の原子炉事故に関連して、科学技術庁の指示によリ4月   

30日～5月22日と、愛知県独自の判断で引き続き5月30日まで緊急時放射能測定を行ったの   

で、その概要と測定鮨果を報肯する。  

2、緊急時放射能測定の概要  

（1）雨水、降下じんの測定   

降雨がある時は雨水を、降雨のない時は降下じんを、当衛研屋上にて24時間抽集後9時に採取  

して、全β放射能を、ÅLOKA LBC－451にて計測し、6時間値で表わした。  

（2）浮遊じんの測定  

当衛研4階ベランダにて、毎日24時間端集後9時に採取して、全β放射能を、ALOKA   

TDC－501、S C－・702、GM－5004にて計測し、6時間値で表わした。  

（3）空間線量率の測定  

名古屋市の定点（名古屋市北区新川中橋又は当衛研屋上）で、1～3回／日、γ線シンチレー   

ションサーベイメーター（ALOKA TCS－121C）にて測定した。  

3、測定結果  

全ての測定結果とこの期間中の雨水と降下じんによる全β放射能の累積降下量を図1に示した。   

同時に平常値の目安として、最近の1年間の測定結果の平均値とそのバラツ幸の範囲を図1の縦軸   

の内側に示した。雨水の最高値は5月4日の 875 p Ci／且で平常値の80倍、同様に、降下じ   

んは5月12日の1742 p Ci／ぱ・日で90倍、浮違じんは5月8日の16．1pCi／mユで8倍   

であった。仝β放射能の累積降下量は5月夫で 53．1nCi／km】で7倍、このうち雨水寄与分は   

44．O mCi／km2で 83 ％を占めていた。  

図1に示すように、期間中に飛乗した全β放射性物質のど－クは2つ以上存在したと推測される。   

初めは、5月4～10日、次に5月11～21日頃まで等であるが、詳細は気象条件や種々の核種   

分析結果等を考慮して検討しなければならない。  

尚、空間線量率についてはほとんど変動がなかった。  

4、過去のフォールアウトデータとの比較  

当衛研は、1960年から核実験の影響調査を目的に環境放射能調査を実施している。そこで、   

過去のフォールアウトデータと今回の測定データとの比較を表1に示した。  

両者の最高値で比較すると、（今回のデータ）／（過去のフォールアウトデータ）比は、雨水で  

1／180、降下じんで1／2000、浮遊じんで1／15 であったが、しかし、今回のチェルノブイリ原発   
事故における未年5月の雨水による仝β放射能の月間降下量は、中国核実験の影響の大きかった1   

960年代後半の月間降下量を上回っていた。  
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（114）ソ連チェルノ ナイ ル原子力  

発電所事故に係る放射能測  

定調査  

三重県保健環境部   

桑名康夫  

1．緒言   

今回の事故に対して実施した環境放射能却定結果（全ベータ放   

射能）について、その概要を朝告する。  

2．礪査研究の覇要  

（1） 諦査機関及び調査実施場所  

謂査機関  ：三重県衛生研究所、三重県環境科学センター  

謂査実施場所：三重県津市桜橋、三重県有生研究所屋上  

（2） 測定装置  

GM計数装置：アロカ梨TDC－103型  

（3） 調査対象  

雨水及び大気浮遊じん中の全ベータ放射能  

（4） 測定方法  

試料の前処理及び測定方法は、科学技術庁第「全ベータ放射  

能測定法（1976）」によった。  

（5） 調査結果  

雨水及び大気浮遊じん中放射能の測定結果は表1、表2に示  

すとおりである。  

3．結語  

事故による影響は諦査期間の初期において顕著に認められたが、   

その後、漸減傾向を示した。  
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表1 雨水申全ベータ放射能  

＊：降水1．O mM 以上の場合に測定実施。なお、宗取宗問  
のうち上記以外は降雨なし。  
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表2 大気浮遊じん中全ベータ放射能  

採取期間   i吸引量   
日時分～甘時分   

放射能測定値      I（6時間値）pCi／d   
l m   

61年5月   l   

1日16：00 ～ 2日9   0・2  810   

2日9：00～ 3日9：00   0．7   8 6 0   

3日9：00～ 4日9：00   4・6   い・ 100   

4日9：00～ 5日9：0   1 3. 66 880   

5日9：00～ 6日9：0   7・5  い，000   

6日9：00～ 7日9：00   2．9 ‡ 720   

7日9：00～ 8日9：0   7・4  い，300   

8日9：00～ 9日9：00  7・0  H  51・300   

9日9：00～10日9：00  ぎ  2・7  い，400   

10日9：00～11甘9：00  0・8   1，4 0 0   

11日9：00～12日9：00   1．6   1，4 0 0   

12日9：00～13日9：00   3・6  い，300   
13日9：00～14日9：00   1．3   1，600   

14日9：00～15日9：00   0．8   1，6 0 0   

15日9：00～16日9：00   1・3il，400   

16日9：00～17甘9：00   0・6  い，500   

17日9：00～18日9：00   1．3   Ⅰ，5 0 0   

18日9‥00～19日9；00l   3．2   1，4 0 0   

19甘9：00～20日9：00   1．5   1，2 0 0   

20日9：00～21日9：00   0．T   1，4 0 0   

21日9：00～22日9：0〔   0．8   1，4 0 0   

22日9：00～23日9：00   0．8   1，5 0 0   
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（115）滋賀県におけるソ連チェルノブイル原発事故に  
係 る 放射能測定 と そ の 被噂＝線量 の推定  

滋賀 医科大学放射性同 位元素研究セ ン タ ー  

森 本 国 男  

滋賀 医科大学放射線基礎 医学教室  

米原 英典  青山  喬  

滋賀 県立衛生 秦境セ ン タ ー  

岡 本茂胤  畑中  稔  

1． 緒 言  

ソ 連チ ェ ル ノ ブイ ル原発事故に よ り 大気中 に放出さ れた放射性   

物質 が全国各地で検出 さ れ た が、 海賀県に おい て も その汚染の状   

況 を 把捷 し 公共の安全 を確保する ため、 汚染の状況の測定調査と   

そ の影響 に つ いて の検討、を 行っ たの で、 そ の 概要 を報管す る。  

2． 調 査研究 の 概要   

く1）調査対魚試料  （採取場所）  

降水、 水道水（滋賀医大内、 衛生環境セ ン タ ー内）、 水道源水  

（大津市膳所浄水場）．浮遊粉 じ ん（滋賀医大内）、 琵琶湖湖水  

（水質∵調≡査定点）、 牛乳［腐乱］（滋賀県育産試験場、 日野町）   

く2）設備  

半 導体検 出 番： 米 国オルテック社 Go LEPS mod81 113－16195S  

マルチチャンネルアナライサ■一  ⅣA【G E－562  

G M測 定装 置； G M 計数管  ア ロ カ  GH－2503A  
計数装置  ア ロ カ  TDC－103  

（3）方法  

（a）半導体検 出番 に よ る測定  

降水： 試料に担体 と し てⅣaIを 2xlO‾4Ⅶ01′1加え、 さ・ら に揮散  

損失 を 下 け る ため CsClを 2xlO●3m01／1加えて テ フ ロ ン  

シ ー ト 上で蒸発乾画 し、 測定用容番 に入れて測定 し た。  

水道水、 水道原水： 試料 に Ⅳa【を 2xlO－4mol／1およ ぴCsClを  

2x1ロー3rD01／1加 え て ビー カ ー 内 で加熱濃縮 し た後、 テ フ  

ロ ン シート 上で蒸発乾固 し、 容肴 に入れて湖上定 し た．  

牛乳： 試料 にNaIを 2xlO‾4m01／1お よ ぴCsClを 2x18‾3mol／1  
加 えて ど－ カ ー内 で加熱濃崩 し た後、 電気炉 に よ り 約  

400℃で灰化 し、 客鼻 に 入れ て 測定 し た。  

浮遊粉 じ ん： 流i約401／minで約 8 時間 フ ィ ル タ ー（ミリホ●7  

Type AA，孔径 0．8〝 m，47mm¢）に補い集 し、 直接測定 し た。  

な お∵液 体試料の 蒸発中 に お け る ヨ ウ 素洋散損失は、 文献 ＝＝ に  

よ り 約4％ で あ り、 牛乳 に つ い て は、 放射能 が既知の Na131Ⅰ 水  

溶液 を 用 い て予備実数 を 行 っ た結果、 加熱濃縮 お よ び灰化 に よ  

る ヨ ウ 素 損＝牧損 失 は、 11．5％ で あ っ た。   

くb）G M測定装置 に よ る 全ベー タ 放射能測定  

－399－   



科学技術庁編「全ベ ー タ 放射能測定法（1976年改訂）」お よ び  
上水試∴験∵法 に よ り 行 っ た．   

く4）成果  

半導体検 出睾 に よ る 核種分析 と 放射能濃度測定結果 を 表1に、   

G M測定装置 に よ る 全ベー タ 放射能測定結果 を 表 2、 表 3 に示す。  

3． 甲 状腺被 曝 線∴量 とリ スク の 推定  

政府放射能対策本部発表 の r 4 県 に おけ る 大気浮遊 じ ん の核種   

分析（131Ⅰ）昭和 61年 5 月13 日 現在」に よ る131Ⅰの 大気中   
濃度 を も と に、 甲 状腺被曝 線量 の推定 を 行っ た。 こ の 推定 に は   

ICRP Publica tion 29＝＝に 記載 さ れ た食物連鎖 の モ デル を 簡時化   

し て 用 い、 こ の モ デル中 の 種 々 のパ ラ メ ー タ ー は、【CRP Publ．29   

や そ の 他 の 文献（3）等 に よ り 設定 し、 債 が不 明 で あ る も の に つ い   

て は、 牛乳 や 野菜 の 放射能濃度 の最大値 が、 実際の測定値の最大   

値（放射能対策本 部発表値） に ほ ぼ一致す る よ う 設定 し た。 以上   

の 方法で 行 っ た今 回 の 事故 に よ る わ が 国 に お け る 平均的 な lきlI   

の 食物連鎖 の 推定 の 結果 を 固1に示す。 こ の 推定の結果 よ り 幼児   

及 び成人 の 甲 状腺 に お け る 積分放射能 を 算出 し、 そ れ に 披■線量   

へ の 変換パ ラ メ ー タ ー（rCRP Publ．2g）を 乗 じ て 甲 状腺 の 被曝線量   

を：求 め た。 そ の 結 果幼児 お よ び成人 に つ い て そ れ ぞれ 39 一山rOm、   

11rDrem と な っ た。ICRPが採用 し て い る 甲 状∴膿瘍 に よ る 死亡 に対   

す るリ スク 係数（1rer8 当 り 100 万人 当 り 5 人）か ら 推定す る   

と、 今 回 の 事故 に 起 因す る 甲 状鹿癌 に よ る 死亡 のリ スク は、 幼児   

で100 万人 当 り 0．19 人、 成人で 100 万人 当 り 0．06 人 と な る。  

4． 結 裔  

出
 
 

放
 
 

で
 
 

故
 
 

事
 
 

尭
 
 

原
 
 

の
 
 

回
 
 

今
 
 
 

泉
 
 

結
 
 

の
 
 

定
 
 

推
 
 

の
 
 
 

ク
 
 

ス
 
 
 

と
 
 

生
 
 

娘
 
 

囁
 
 

披
 
 

廉
 
 

甲 状  
3  の

 
 

亡
 
 

死
 
 

る
 
 
 

よ
 
 

癌
 
 

腺
 
 

状
 
 

甲
 
 

の
 
 

生
 
 

尭
 
 

然
 
 

自
 
 

ヽ
 
は
 
 

ク
 
 

ス
 
 
 

ー
ノ
 
 
 

る
 
 
 

よ
 
 
 

に
 
 
 

：
 
 

た
 
 

れ
 
 

さ
 
 ヽ．  ○

 
る
 
 

れ
 
 

ら
 
 

え
 
 

考
 
 

と
 
 
 

る
 
 

あ
 
 

で
 
 

せ
 
 

し
 
 

低
 
 

程
 
 

る
 
 
 

き
 
 

で
 
 

視
 
 

恵
 
 

も
 
 

て
 
 

し
 
 

較
 
 

此
 
 

と
 
 
 

ク
 
 

ス
 
 
 

リ
 
 の

 
 

こ
 
 
 

も
 
 

億
 
 

定
 
 

朝
 
 

る
 
 

け
 
 

お
 
 

県
 
 

賀
 
 

滋
 
 

債
 
の
 
 

均
 
て
 
 

平
 
い
 
 

の
 
つ
 
 

値
 
に
 
 

走
癌
 
 

測
度
 
 

の
状
 
 

県
甲
 
 

4
 
の
 
 

た
 
で
 
 

い
故
 
 

用
事
 
 

に
 
の
 
 

定
 
こ
 
 

推
 
 ヽ．  で

 
 

の
 
 

た
 
 
 

つ
 
 

あ
 
 

で
 
 

債
 
 

1
 
 

低
 
 

や
 
 

や
 
 

り
 
 
 

よ
 
 

＼  
｝  定

 
 

測
 
 

の
 
 
 

：
 
 

の
 
 

回
 
 

今
 
 

る
 
 
 

き
 
 

で
 
 

新
 
 

刊
 
 

と
 
 
 

る
 
 
 

あ
 
 

で
 
 

債
 
 
 

t
▼
 
 

低
 
 

分
 
 

十
 
 

ヽ
 
は
 
 

ク
 
 

ス
 
 
 

妻
 
 

定
 
 

潤
 
 
 

軋
 
 

た
 
 

た
 
 

し
 
 
 

用
 
 

便
 
 

を
 
 

卓
 
 

出
 
 

検
 
 

体
 
 

導
 
 

半
 
 

用
 
 

線
 
 

γ
 
 

ギ
 
 

レ
 
ノ
 
 

ネ
 
 

エ
 
 

低
 
 

は
 
 

で
 
 る

 
t
 
 

ベ
 
発
 
 

謂
力
 
 

を
子
 
 

化
原
 
 

変
 
に
 
 

時
県
 
 

経
る
 
 

の
す
 
 

度
接
 
 

濃
隣
 
 

の
 
 

て
軋
 
 

い
 
で
 
 

つ
県
 
 

に
資
 
 

料
滋
 
 

試
 
 

の
た
 
 

種
 
っ
 
 

多
あ
 
 
 

で
 
 

し
能
 
 

長
可
 
 

が
 
不
 
 

問
 
 

時
軋
 
 

る
 
と
 
 

す
 
こ
 
 ヽ  る

 
 

あ
 
 

も
 
 

潮
 
 

琶
 
 

琵
 
 

る
 
 

l
▼
 
 

て
 
 
 

つ
 
 

な
 
 
 

と
 
 

源
 
 

資
 
 

水
 
 

な
 
 

重
 
 

量
 
 

の
 
 

方
 
 

地
 
 

畿
 
 

近
 
 

し
 
 

在
 
 

存
 
 

が
 
 

所
 
 ヒ

 
イ
 
 

強
 
 

を
 
 

制
 
 

体
 
 

視
 
 

監
 
 

の
 
 

能
 
 

射
 
 

政
 
 

党
 
 

環
 
 

も
 
 

に
 
 

的
 
 

僧
 
 

設
 
 
 

敗
 
 

績
 
 

組
 
 

後
 
 

今
 
 

ら
 
 
 

カ
 
 
 

と
 
 
 

こ
 
 

●
 
る
 
 

え
 
 

書
 
 

と
 
 
 

る
 
 
 

あ
 
 

が
 
 

要
 
 

必
 
 

る
 
 

す
 
 

参考文献  Ⅹ 線）放 出 核種 を 含む水 の 蒸発乾固 に  

リ ン グ  ー と く に 放射性 ヨ ウ 素 に 閑 し  

′
■
l
ヽ
 
 
 

線
 
 

γ
 
 
 

レ
 
ノ
 
 

ベ
 
 

レ
 
 

低
 
 
 

l
 
 

モ
 
合
 
 

易
左
 
 

惰
 
 

る
一
 
 

よ
 
て
 
 

タ
 
 

二
 
 勉、RADIOISOTOPES，30，pp．602－605（1981）  

2．放射性核種 の 環境 へ の 放 出； 人 に 対す る 線土 の算定   

（【CRP Publica tion 29）  

3．乗境放 射 能  佐伯 誠道 縮  ソ フト サ イ エ ン ス 社  

－4（和一   



4
 
2
 
 

孤
 
 

8
・
 
 
 

1
 
 
 

り
T
 
 

1
 
 

8
 
 

28即  5  9 13 17 21 25 2g  
日  

わが国 におけ る131Ⅰの食物連鎖の推定  囲1  

表1 核種分析 と 放射能濃度測定結果  

試科名  採取 日 時  l＝Ⅰ濃度  他の核種濃度  

降水  61．5．611：00－14：00  210  ± 20  132T8 64 ±10   

検出 さ れす   

検出 さ れす   

検出 さ れす   

検出 さ れす   

検出 さ れす   

検出 さ れす  

lユ2Te O．9士 0．3   

検出 さ れす   

検出 さ れす   

検出 さ れす  

61．5．14  

水道原 水  61．5．6   

水道水  61．5．9  

61．5．12  

、  61．5．14  

6t．5．16  

浮 遊 粉 じ ん 61．5． 9  

61．5．12  

61．5．15   

牛 乳  6l．5．19  

14：00－16：30  

18：00  

9：00  

9：00  

9：00  

9：00   

8：30－16：30   

8：30－17：00   

8：30－17：20   

5．2（】  

20  ±  4   

4．0± 1．0   

2．9±  0．4   

2．4±  0．3   

2．1±  0．4  

1，4±  8．3   

3．3±  0．5   

0．9±  0．3  

検出 さ れす  

検 出 さ れす  

注1） 放射能濃度の単位 液体試料：pCi／1，粉じん：pCi／mき  
注2）131Ⅰに対する検出限界（標準偏差の 3倍）：  

0・9 pCi／m3（浮遊粉じ ん）、 9亡 pCi／1（牛乳）  

注3） 試料採取場所 降水 水道水 粉じん；滋賀医大構内、 水道  

原水：大津市膳所浄水場、 牛乳（腐乱）：滋♯県苔産試験場  
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表 2  降水、 水道水 仝ベータ放射能測定結果  

採取日  降水土くミリ）  降  水  水道水  

定量採水  定時捷水  
61．5．1－5．2  

61．5．3－5．4  

61．5． 6  

61．5． 7  

61．5． 8  

61．5．11  

61．5．14  

61．5．15  

61．5．16  

61．5．19  

61．5．21  

61．5．29  

61．6． 2  

61．6． 6  

61．6． 9  

61．6．16  

61．6．21  

6l．6．23  

61．6．28  

61．7． 5  

61．7． 9  

61．7．11  

61．7．13  

61．7．15  

61．7．20  

6l．8． 4  

61．8．23   

9  N D  Ⅳ D  

26  37± 33  

36  590± 33  128± 26  
2
 
 

D
 

±
 

U
川
 
3
 
Ⅳ
 
 

6  1006± 38   528± 54  
17  182± 27   42±  3  D

 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

N
 
Ⅳ
 
N
 
Ⅳ
 
N
 
Ⅳ
 
Ⅳ
 
Ⅳ
 
Ⅳ
 
 

48  67± 24  

42  51± 22  

14  48±14  

35  15±13  

11  Ⅳ D   

75  Ⅳ D  

105  N D   

43  N D  

l17  Ⅳ D   

8  Ⅳ D   

22  Ⅳ D   

3  Ⅳ D   

57  N 工）   

2  Ⅳ D   

3  14±13  

D
 
 

土
±
±
±
D
±
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

±
 
 

6
 
 
 
 
1
－
川
 
 
 
 
2
 
2
 
3
 
A
r
 
M
‖
 
ウ
ー
‥
N
 
‖
N
‖
 
M
‖
‥
N
‖
‥
Ⅳ
い
‥
N
 
 
 

定i採水  

定時採水  

N D   

単位  

隆 り 始め1ミリ を採水  

降 り 始め か ら 2 4 時間採水  

検出 さ れす（標準偏差以下 と した）   

pCi′1  

表 3  琵琶湖潮水全ベータ 放射能測定結果  

採水月 日 採水位置  全ベータ 放射能  
5． 6  17B  30± 24  

5． 6  13C  Ⅳ D  

5． 7  12B  Ⅳ D  

5． 7  1（】B  Ⅳ D  

5． 7  9B  25± 24  

5． 7  6B  26± 24  

5． 7  4A  Ⅳ D  

N D： 検出 さ れず（標準偏差以下 と し た）  

単位： pCi／1  

－402－  
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（117）大阪抑こおけるソ連チエルノフィリ原子力発電所事故の影響  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村幸子 渡辺 功 布浦雅子  

1．緒言  

大阪府におけるソ連チェルノブイリ原子力発電所事故に係わる放射能調査を、科学技術庁の指   

示により 4月30日から5月22日まで、またその後大阪府独自で6月9巳まで引続き行ったので、   

その結果について述べる。  

2．調査研究の概要   

1）調査対象及び測定方法  

調査対象は、降水及び大気浮遊塵中の全ベータ放射能、及びモニタリングポストによる空  

間線量率の3点である．  

降水は、当所屋上に設置したデポジットゲージ（直径30cm）で午前9時半に採取し、100ml  

以上の降雨について100mlを濃縮し試料とした。測定はGM計数装置（アロカ製，DC－501，馴・H  

－5001，窓厚2．9喝／甜2）を用いて、採取後6時間及び72時間に30分間測定を行った。  

大気浮達磨は、当所屋上に設置したハイポリュウムエアサンプラー（紀本電子工業製，121  

型）を用いて洩紙（東洋G8・100R）で毎日午前10時から24時間捕集した． 吸引量は1600－  

1800m3で、その濾紙の一部（直径5c椚，吸引圭80m3前後）を打抜き試料とした。測定は先に述  

べたGM計数装置を用いて試料皿5cln径で捕集終了後6時間及び72時間に30分間測定を行った。  

モニタリングポストは、当所屋上に設置したNaIシンチレーション式モニタリングポスト  

（アロカ製，ND－R・12－195型）で連続測定を行い、毎時記録紙上の憾を読みとり、15時から翌日  

15時まで1日分の最大値、最小値、平均値を求めた。  

2）測定結果  

期間中の測定結果を表1に示す。  

降水については、表1に示した様に5月4日に採取した降水（採取期間5月3日9時半・5月4日  

9時半）の6時間傾が92pCi／1と平常値より高く、今回の事故の影響が検出きれた。  

5月4日から5日は降雨がなく、6日に採取した降水（採取期間5月5日9時半－5月6日9時半）が  

126pCi／は期間中最高値を示した。この値は60年度降水の最高値の約3倍、平均値の約20倍  

の値である。5月6日以降、降雨量が少圭で試料圭が100ml以下の降水く参考試料）に高い値（5月  

12日採取，降雨量1．1mm，1803pCi／l等）が検出きれた時を除いて、降水中全ベータ放射能は検  

出されなかった。少量降雨の襟に濃度が高いのは，いわゆるウオッシングアウトによるもの  

と思われる。降水による期間中の全ベータ放射能の降下量は9．3用Ci／km2で60年度降下量の  

約3倍であった。尚、4月30日から5月22日まで大型水盤（面積5000c爪2）で捕集した全降下物に  

よる降下量は8．4mCi／km2であった。  
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降水中の全ベータ放射能はについては、第3回中国核実験（昭和41年5月9日）時に34万pCi／】  

（5月11日の降水，6時間値）、同じく第5回中国核実験（昭和41年12月29日）時に20万pCけl（昭  

和42年1月1日の降水，6時間値）を検出しており、それらと比べて今回の降水中膿度は非常に  

低い。第3回及び第5回中国核実験時には強放射能粒子が多数飛来しており、これらが降水  

中に混入して異常に高い値が検出きれたためと思われる。また昭和56年の春には、第26回中  

国核実験（昭和55年10月）の影響と思われる200・100pCi／l（6時間値）の降雨を数回みており、  

今回の降水濃度はばば同程度であった。   

大気浮遊麿については、結果を表1および囲1に示した。  

降水と同様、5月4日の浮遊塵〈5月3日－5月4日採取）に影響が検出された。5月5日の浮遊塵  

（5月4日－5月5日採取）が19．9pCi／m3（6時間値）と期間中の最高値（60年鹿島高値の約8倍，  

平均値の約10数倍）を示した。6日以降漸減して5月下旬には平常値に戻った。また囲1に示  

した様に、大気浮遊塵中放射能憾は降雨により乱きれた。   

モニタリングポストによる空間線圭率については、測定値に異常は認められす、今回の影  

響は検出きれなかった。やや高い値を示すものは、降雨に伴う自然放射能によるものである．  

3．結語  

大阪府におけるソ連チェルノブイリ原子力発電所事故による影響は、5月4日に採取した降水及   

び大気浮遊塵中に検出きれた。浮遊塵については、5月5日にピークを示し、その後漸減して5月   

下旬には平常値に戻った。期間中の全ベータ放射能降下土は00年度捻降下圭の約3倍であった。   

過去一連の中国核実験時と比較して、仝ベータ放射能値でみる限り、今回の事故の影響は余り大  

きくはなかった。 今後、原子力平和利用における事故時に備え、従来の調査の他に核種毎の結   

果を得る為に核種分析機器等の整備が望まれる。  

囲1．大気浮遊厘中全ベータ放射能（6時間値）  

国中、矢印は降雨を、点線は60年度6時間値の範囲を示す  
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測  空間r線量率   
（モニタリンク“壬○スり  

雨水中全β放射能  大気浮遊じん  

定  PCi／1  
中全β放射能  

CpS  pCi／M3   

苅   測定時間（15；00－15：00）  採取時間（9三30－ 9；30）   採取時間（川：00－10：00）   

闇  最高横 長低値 平均値  6時  72時降雨量【m  72時間億   
闇値  監採取量ml   

1986年  （降下喜m。i／   

4／30－5／1  ND   Nt）  3．T  ND  
258   

5／1－5／2  ND  Nt）  4．7  1．36  N【）  

333  二8．02  

5／2－5／3  ND  ND  19．1  1．09  ND  
1358  二8．84  

5／3－5／4  ND  38．6  8．64  6．02  
二28．0  2730  二0．07  

（3．5：8．8）  

5／4－5／5  19．94 14．7  
二0．14  三0．12  

5／5－5／6  98．3  7．8  8．62  5．97  
三28．4  三19．8  550  ：0．87  

（1．8：0．2）（D．8二0．2）  

5／6－5／7  81．5  29．3   1．87  
：19．9 二19．32070  二D．04  

（2．2：0．6）（2．4二0．6）  

5／7－5／8  口  7．46  
：0．10  ：0．08  

5／8－5／9  11．52  6．49  
：0．18  三0．87  

5／9－5／   4．51  3．18   
二8．06  三8．85   

14．713．414．0  3．68  1．37   
：q．85  ：0．84   

15．813．714．2  1545  1．1  2．61  1．25  
：41 二38．9  88  三0．83  

（2．8：0．0ヨ）（1．7三0．0．）  

14．313．814．1  3．76 1．79   
13  二0．05  三0．04   

15．213．414．1  2．71  1．66   
14  二8．05  三0．84   

5／14－5／  15．3  13．6  14．3   ND  ND  24．1  1．26  0．35   
15  1700  ：0．03  ：0．03   

5／1・5－5／  15．4  13．9  14．4   1．79  0．79   
16  二0．04  ：0．03   

5／16－5／  14．813．614．1  347  1．¢  1．64  0．12  
二30  ニ29  74  エロ．02  

（0．5二0．03）（0．4三0．83）  

14．813．714．2   2．86  8．23   
18  ：0．05  二0．03   

一409－   



測  空間r繊主事  雨水中全β放射能  大気浮遊じん  
（モニタリンク、、‡●スり  中全β放射 

定  Cp5  PCi／1  i′13   

靭   測定時間（15：00－15：00）  採取時間（9：30－ 9：30）   採取時間（10：00－10川0）   

間  
最高値 最低値 平均値  6時  72時降雨圭m【  

1986年  （降下壬祀i 

5／18－5／   口  4．64  0．61  
19   二0．06  三0．03   

5／19－5／  ND  ND  86．6  1．57  0．37  
20   6128  二0．04  二0．03   

5／20－5／  ND   ND   2．3  0．48  
21   168   三8．03   

5／2ト5／  14．3  13．2  13．8   1．20  0．50   
22  ：8．83  ニ0．03   

5／22－5／  14．5  13．4  13．8   1．67  0．46   
：D．04  三0．D3   

5／23－5／  14．8  13．5  14．1   n   4．97  0．24   
24  ：q．06  ：8．02   

5／24－5／  

25   

5／25－5／  

26   

5／26－5／  14．3  13．3  13．9   2．32  0．65   
27  ：8．04  ：0．83   

5ノ27－5／  14．4  13．4  13．8   口   1．80  0．49   
28  二8．84  二0．03   

5／28－5／  15．4  13．2  14．0  175：40  165二39  0．7  1．97  8．34   
29  （0．1二0．0っ）（0．1エロ．03） 58  ：0．04  ：0．03   

5／29－5／    15．6  13．3  14．4   ND   ND  19．8  
1400   

5／30－5／  14．2  13．3  13．7   0．58  ND  
二0．03   

5／31－6／1  15．0  13．6  14．1   

6／1－6／2  15．0  13．8  14．3   

6／2 －6／3  15．5  13．7  14．2   2．26三0．84  0．17     二 
D．02   

6／3 －6／4  15．8  13   1．48三0．04  0．15     ： 
0．82   

6／4 －6／5  14．7  13．6  14．0   1．23：q．04  0．15  
：0．82   

6／5 －6／6  14．3  13．4  13．8   1．01：0．03  ND   

6／6 －6／7  14．9  13．6  14．2   ND   ND  14．9  ND   
1050   

6／7 －6／8  14．2  13．3  13．8   

6／8「6／9  14．5  13．3  14．1   
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（118）ソ 連原子力 発電所事故に伴 う 緊急モ ニ タリ ン グ結果に つ いて  

兵庫県衛生 研究所  

観相公郎  寺西  清  松本圭逸  

Ⅰ 序 論  

当 所 で は 昭和 31年以来科学技術庁 の 委託に よ り， 兵庫 県下 の 環   

境放射能測定調査 を 実施 し て い る が， 19 8 6 年 4 月 ソ 連 チ ェ ル ノ   

ブ イリ 原子 力 発電所 で 事故 が発生 し た た め 科学技術庁 の 指示 に よ り   

頚∴墳∴放射能 緊急モ ニ タリ ン グ を 行っ た の で そ の 結果 を 報告す る．  

Ⅱ  測定方 法 お よ び 試料採取 地 点  

測定方法 は「全ベ ー タ 放射能淵定法」お よ び昭和60年度放射能調   

査委託計画書 に 基づ い て行っ た． 全ベ ー タ 放射能測定に は ア ロ カ 社   

製 の 低バ ック グ ラ ウ ンド ガス フ ロ ー 自 動測定者 LBC－452を 用 い た．   

朝 9 時 か ら 翌 日 の朝 9 暗 ま で測定用試料 を 当 所 の 屋上に て 採取 し た．   

雨水 は約500cm2の ロ ート と ポリ エチ レ ン 採水瓶 を 用 い て 採水 し ま た   

浮遊塵 はハイホ■リ1－ムエアサンフ●ラー（愛知時計APT－AI－S） を 用 い グ ラ ス フ ァ   

イ バー 濾紙（東洋濾紙GBlOOR）上に捕卜集 し た． 空間線量車軸定は，   

富士 電気凛 25mx25mの Ⅳaf（Tl）シ ン チ レ ー シ ョ ン 計数装置（ⅣHS710）を   

用 い て 当 所敷地 内 に て 毎 日 9 時 と15 時 に測定 し た．  

Ⅲ  結果及び考察  

1）雨水・塵 の 全ベ ー タ 放射能  

毎朝 9 時 に 採水 ビ ン を 交換 し て1日 間 に降っ た雨水 を 採取 し， 全   

ベー タ 放射能 を測定 し た． 結果 を表1に示す． 5 月 4 日 か ら（3 日   

朝 9 時か ら 4 日 朝 9 時までに降っ た雨）全ベー タ 放射能値が上昇を   

始め事故の影響が現れた． 5 月 6 日 か ら 7 日 に かけて降っ た両に最   

高の放射能 を検出 し た． 降雨中の全ベー タ 放射能値はそ の後次第に   

少 な く なリ 5 月 3 0 日 に は検 出 限界値以下 と な っ た．  

2）浮遊塵 の 全 ベ ー タ 放射能  

浮遊塵は朝 9 時か ら翌 日 の 9 時まで毎 日捕集 し， その全ベータ 放   

射能 を測定 し た． 結果 を 国 に示す． 雨水 と 同様に 5 月 4 日 か ら（3   

日 朝 9 時か ら 4 日 朝 9 時まで に捕集 し た浮遊塵）全ベータ 放射能値   

が上昇 を示 し 事故の影響が現れ始めた． 5 月 4 日 から 5 日 に かけて   

捕集 し た浮遊塵 に最高の放射能 を検出 し た． 浮遊塵の全ベータ 放射   

能は雨 が降 る 毎に急激に低下 し， その後ま た上鼻する と い う 変化 を   

換 り 返 し な が ら 徐 々 に減少 し た． 降雨後上昇の原 因は  ①放射性降  
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下物 の地上 か ら の 舞 い 上 が り か，②微量 の放射能 が ま だ残留 し て い  

る の ど ち ら か と 考 え ら れ る． い ずれ に し ろ 事故 の 影響 が し ば ら く 続  

い て い た と 考 え ら れ る が， 6 月 に な っ て ほぼ平常値 に な っ た．  

表1雨水・塵 の 全 ベ ー タ 放射能  

月 日  降水量（乃m）  全 β 放射能（pCi／1）  降下量（nCi／km2）  

検 出 限界 以下  

検 出 限 界 以下  

0．81  

1．56  

1．31  

0．13  

検出 限界以下  

3．06  

0．08  

検 出 限 界 以下  

検 出 限 界 以下  

5／2  21．9   

5／3  16．9   

5／4  28．4   

5／6  5．6   

5／7  18．8   

5／14  0．6   

5／15  38．9   

5／20  77．1   

5／21  1－ 2   

5／3（】  13．1   

6／7  14．1  

5／2 5／5  5／10  5／15  5／20  5／25  5／30 Day  

囲  浮遊旦中 の 全ベ ー タ 放射能  
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3）上水， 牛乳， お よ び雨水・真の全ベ ー タ 放射能 と ヨ ウ 素131   

原 子力 発電所事故 の 影響 が予想∴以上 に 大 き か っ たの で上水， 牛乳  

に つ い て も 全 ベ ー タ 放 射能 を 測定 し た． さ ら に ヨ ウ 素131の 測定 も  

必要 と 考 え， 運編省海技大学校 に 依頼 し て 牛乳， 上水， お よ び雨水  

・塵 中 の ヨ ウ 素131を 核種分析装置 に よ り 潮定 し た． そ の 結果， 5  

月 8 日 か ら 5 月15 日 に 採水 し た 8 検体 の上水 の 全ベ ー タ 放射能値  

は 全 て 検出 限 界値以下 で あ っ た． ま た 表 2 に示す よ う に 上水中 の ヨ  

ウ 素131も 検 出 し な か っ た，牛 乳 中 の ヨ ウ 素131は最∴大107．3± 5．2pCi  

の債 を 示 し た が牛乳 の 全ベ ー タ 放射能値 は特 に 平常値 と 異 な ら な か  

っ た． 牛乳 中 の ヨ ウ 素131と 全ベー タ 放射能値 の 相違は次 の 2 点 が  

① 牛 乳 の 全 ベ ー タ 放射能測定 は 試料 を 灰  え
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た め ヨ ウ 素 131は飛 散す る ③  

牛乳 に は天然 に 存在す る 放射性核種 カリ ウ ム 40等 が含 ま れ て お り，  

カリ ウ ム 40等 の 放射 能 の 寄与 率 が大 き く 熱 に よ り 飛散 し な い 他 の 放  

射性核種 が含 ま れて い て も 有 意 な 差 と し て は現 れ な い．   

雨水・塵， 牛 乳 に つ い て は ヨ ウ 素131を 検出 し た が特 に 間葛 と な  

る ほ ど高い値で は な かっ た． し か し 牛乳 は人間 が摂取す る も ので あ  

り， 又 ヨ ウ 素131が 甲 状度に 親収 さ れ やす い こ と を考慮 に いれ兵庫  

県 内 で排日乳， 市販 さ れ て い る 2 メ ー カ ー の 牛乳 に つ いて ほぼ一週間  

お き に 5 回 追 跡調査 を お こ な っ た． 結果 を 囲 3 に 示す． 5 月12，  

13 日 に は市販乳 B は市販乳 A の約 2 倍 の ヨ ウ 素131を 検出 し た が  

両 牛 乳 と も 日 を お っ て 検出値lま 減少 し， 市販乳 A は 5 月 2 6 日 に，  

ま た 市 販乳 B は 6 月 3 日 に枚 出 限界値以下 と な っ た． な お確琵の た  

め 両 市 版乳 に つ い て， さ ら に 6 月18 日 に ヨ ウ 素131の 測定 を お こ  

な っ た が検 出 限 界 値∴以下 で あ っ た．  

こ の こ と よ り 牛 乳 に 対す る 原 子 力 発電所事故 の 影響は ヨ ウ 素131に  

関す る か ぎ り 無 く な っ た も の と 考 え ら れ る．   

4）垂間線量串  

ⅣaI（Tl）シンチレーション計数装置 を 用 いて 毎 日 9 時 と15 時に垂間線士  

卒 を 測定 し た． 前年度 の垂同 線量串測定条件 と ほぼ同条件の午後 3  

時 の 測定値の 平均値 と 前年度 の 平均値の差の検定 をする と 僅 かに 今  

回 の測定値 が高 い傾 向 を 示す が そ の 差 は小 さ く 特 に異常 と 認め ら れ  

る も の で は な か っ た．   

5） 他 の 放射性核種  

日 本各地で ヨ ウ 素131，セ シ ウ ム137等 が雨水  検
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 出 さ れ た た め 当 所 の 浮遊塵 に つ い て ど の  

て い る か確 認 す る た め 5 月 6 日 朝 9 時 か  
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遠慮 に つ い て， 神戸商船大学 に 依頼 し て 積寒分析 を お こ な っ た． そ  

の 結果， 浮遊塵 中 に ウ ラ ン の 核分裂反 応 に よ り 生 す る 99Ho→99●Tc，  

l＝Ru，129．Te，131Ⅰ，132Te→ 132Ⅰ，l＝Cs，131Cs，＝Tcs，お よ  

ぴ ＝18a→ ＝Laを検 出 し た． こ れは今 回 測定 し た 全ベ ー タ 放射能せ  

が ソ 連 チ ェ ル ノ ブ イリ 原子力 発電所 の 事故 の 影 響で あ る こ と を 明 ら  

か に し た．  

Ⅳ  ま と め  

年 5 月 か ら 6 月 に か け て ソ 連 チ ェ ル ノ ブ イリ 原 子 力 発毛  

よ る 環境放射能緊急モ ニ タリ ン グ を 行 っ た． 雨水・塵，  

6
 
に
 
 

8
 
故
 
 

9
 
事
 
 

l
 
の
 
 
 

所
 
 お よ び浮遊塵 の 全ベ ー タ 放射能 に異常値 を 認め， 浮遊盛 に つ い て は  

核種分析 に よ り ウ ラ ン の核分裂生成物 を 確琵 し 異常 な 全ベ ー タ 放射  

能 値 が原子炉㌧事故 の 影響で あ る こ と を 明 ら か に し た．ま た 牛 乳， 雨水  

・塵 中 に も も ヨ ウ 素131が検 出 さ れ兵庫 県 も ソ 連 チ ェ ル ノ ブ イリ 原  

子 力 発電所 の 事故で 放 出 さ れ た放射性物質 に よ り 汚染 さ れ た こ と を  

確 認 し た． 事故 が 日 本 国 内 で は な く 約 8000kmも ♯ れ た ソ 連 で お こ っ  

た こ と を 考 え る と， 今後世界 中 の ど こ で原 子炉事故 が生 じ て も 県内  

に 放射 能汚 染 が 及ぶ と 考 え ら れ る． 原 子 炉事故 に よ る 地球 レ ベルで  

の 放射能汚染 の 可能性 か ら 今後 は核種分析装置 の 設置等， 放射能監  

視体制 の強化 がは か ら れ な け れ ばな ら な い と 考 え る．  

表 2  ＝＝Ⅰ  測定結果  

上水  5／12 （神戸市内）  検 出 限 界以下  

5／14 （長 岡 市内）  検出 限界以下  

雨 水  5／14  

5／20  

検出 限界 以下  

74．  9± 6．OpCi′1  

日  測定 結 果  

52．3± 3．OpCi／1  

15．6± 5．5pCi／1  

検出 限界以下  

検 出 限 界以下  

検 出 限 界以下  

107．3± 5．2pCi／1  

製造 日  測定   

市販乳 A  5／12  5／12  

5／19  5′19  

5／26  5／28  

6／3  6／4  

6／16  6′18  

市巌乳 B  5／13  5／14  

牛 乳  

5／20  5／21  83．9± 6．1pCi／1  

5／26  5／28  53．8± 4．6pCi／1  

6／3  6／4  検 出 限界以下  

6′16  6／18  検 出 限 界以下  
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（119）ソ連チエルノブ㌧「ルノ康子か終電  

軒事故忙凍る放風儀潮見蘭薮  

亀玖県衛生研究軒  

櫨藤 匂 ぶ口早萄  
稲村ヱ烙濱原輿且  

⊥t 

皐月2？日．ソ連チエルノデル綽力各鮒線路生   
し、これにイ争って荻射能鼠剋頗化患師二人り、針単線射矛の指示   
により鯛巌を実施した。  

Z、調査の牌  
（1）礪亙の対象  

降水′落下軌 上水′ 大泉渚遼じん及扶一窒吼教室  
及佑動産戎  

腐「金べ、一夕放射絶剰ぇ法（昭和Jl卑）⊥「モ  
（之）   

タ．リング，ポズトlこよる吏朝練琶の剰え（～？‘ぎ）」及現・「環  
凍顔料  

（5）刹亀  
線
簸
 
 

款葱（砥部ナぎ卑）」なとりによフた。  

盟
 
 

すM計数漠  
モニタリ ン  

即 調査綺果勿  
斗眉之？E  
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生した原確一手故）こよ呑放射線の景多響は、ど月  
降っトの放射能級友琴しZβクP．∝〟せ恭し、逓  ル

ー
い
卓
め
か
 
 

わ
峯
り
が
終
れ
 
 

現
の
に
な
予
す
 
 

り
卑
≠
㌧
嘩
〓
 
 

一
 
 

ヰ
知
逐
 
ん
口
 
 

之南平画核実験時の波及1ニ瀾省し．捧下照久げ  
ば、考れゼ、、れZ席．占痛祀Iこ直した．  
モニタリンデポストによる皇覇線置1こは、殆  
ゼっ丁く。  首K、上カくほフいてば．潅水．蛇  
老放．射絶ば検出王れなかフた。  

て
 
な
∵
ヴ
 
 う、結線  

ソ盈チエ）レノ7ハイル原子ガ凝喀軒車扱によるお客は．孝改革鼠   
ど日後から魂まり・紐i凰削立の朝風玲7k及びl強迫じんに．裏革   
なカ丸紆鮭かぃ観刹乞れた．  
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衷 降れ大気ラ阜蕗じん′上水初冬β教射姐  

年万日   
降 水  大泉舞狂比／   上  氷  

Pq々  概α／女眈2  戸α／ろが  吉原 水、  蛇口′に   

‘／∫．j  ／．／∂  

多  くヱクク   ♂ノ／   よユク  

ナ  ♂，／D  

占  グ乎∂   〟∂   〟β   

ア  ん／Jク   只よZ   ぎ．0∂   〟β   〟∂   

ア牛0   〟ク   ∧／∂   

？l川   ／〉汐   ／Vβ   

／ク  4，0∂   ルD   ／Vβ   

／／  タグク   〆．ヱ／   2．／∂  〟β   

／j  ／．7ク   ／VD   〟ク   

／j  ヱ占∂   〟β   〟D   

／≠  声タク   ク．亭ヱ   ／．ぎ∫  

／∫  ／．占0  

／占  ′占ゴ   ／．／亭   ト4J  

／ア  ／、0∫  

／ダ  ′．牛0  

／グ   ／∫ク   ♂．3／   2．【J  

ヱク  β、；ヰ  

ヱ／  j∂√   ♂．；ア   いぶ  

ヱユ  トニ0  

碑下物の合β放射絶  

と【上、「．ユーI ：  －
 
 
ゞ
－
 
 

／
 
 

－
■
■
し
ハ
t
 
 

J
′
 
・
 
 

バ  
ートエ  

T十折＼シ    ＝仁リ  

l  ち  IO  J∫   

旬 モニタルデポストlこよる窒間線量  
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（120）広島県におけるソ連チ軍ルノブイル原  

子力発電所事故に係る放射能測定調査  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 金森久幸  

松尾 健 坂本征則   

1 緒 言  

昭和61年4月26日ソ連チェルノフィル原子力発電所の原子炉事故が発生し多量   

の放射性物質が環境中に放出された．このため4月30日国に「放射能対策本部」   

が設けられた．又，本県でも直ちに業務課長を班長とする「放射性降下物等調査   

検討班」が設けられ，全国調査の一環として監視体制に入った．本研究所では環   

境中の全ベータ放射能及び空間線量率の調査を実施したのでその結果の概要を報   

告する．  

2 調査研究の概要   

（1） 調査対象  

対策本部の指示による降水（定時採水），浮遊塵，降下物（大型水盤によ  

る）及び空間線量率の他，昭和61年度の委託計画による牛乳2種類（原乳及  

び市販乳），及び本県検討城の指示による蛇口水及び野菜（レタス）．   

（2） 測定方法  

試料の調整及び測定方法は，科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（昭和51  

年改訂）」及び「昭和61年度放射能測定調査委託計画書」に従って行った．   

（3） 測定機器  
GM計数装置：アロカ製 TDC－501型及びTDC－103型  

GM管：アロカ製 GM－2503B型及びGM－5004型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－121C型   

（4） 調査結果  
測定を開始した5月1日から終了した22日までの降水及び浮遊塵の全ベータ放  

射能凛度と空間線量率の測定結果を表1に示した．又，牛乳（原乳及び市販  
乳）の全ベータ放射能濾度は1．13pCi／g及びl．11pCi／gであった’．更に  

大型水盤による降下物（1日－27日），本研究所内の蛇口水（6日・20日14試料）  

の全ベータ放射能ほ不検出であった，又，広島市郊外より採取したレタスの  

全ベータ放射能濾度は0．8pCi／gであった．  

3 結 語  

過去10年間の各年度の浮遊塵及び降水中の全ベータ放射能濾度の最高値は，そ  
れぞれ0．6－15pCi／m3及び60－260pCi／lとかなりの幅があり，表lに示した  

ように今回の測定値はこの範囲内で測定期間中断続的に高い値を示した．事故以  

来，放射性物質が我国の大気中に飛来しており，雨の降り初めに大部分の物質が  
洗い薄され降雨後再び浮遊塵中に高い値を示し，これをくり返しながら徐々に測  

定値は低くなり，6月17日及び7月4日には5月22日より低い値となった．これらの  

結果は事故発生地から約8，000km離れてはいるがソ連の原子力発電所の事故の  

影響によるものと推測きれる．又，牛乳や飲料水中から高濃度の131Ⅰが他県で  

観測されているが本県での全ベータ放射能の測定結果は例年に比べ異常な値は示  

さなかった，これは試料中の131Ⅰが処理中に気散したことによるものと思われ  

る．更に，空間線量率（〟R／h）は最大値7．0最大値12．1平均値10．1で過去  

の測定値と比べ異常な値は観測ざれず，原発事故の影響は認められなかった．  
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表1．降水，浮遊塵中の全ベータ放射能凛度及び空間線量率  

5／1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12  

降雨量（mm）  7．610．611．6  23．4 3．1  

降水（pCけl）‡  118 106 

〝（mCi／km3）‡  2．門0．33  

浮遊塵（pCi／m3）‡2．4 0．7 0．4 0．5 3．21．9 7．614．016．0 6．8 6．8 5．2  

空間緑塵率9時  7．011．6 8．3 9．811．3 9．8 9．511．4 9．310．8 9．8  

〝（〟R／h）15時  8．510．111．111．812．19．8 9．011．411．3 8．18．910．2  

13 14 15 16 17 19  20  21 22 6／17 7／4  

降雨量（mm）  30．810．4  

降水（pCi／l）‡  48 －‥  

〝（mCけkM3）‡  1．48 －‥  

2．458．8  

112  33  

0．271．96  

浮遊塵（pCi／m3）‡11．8 9．0 7．2 4．0 5．6 8．9 4．0 5．2 4．5 2．5 3．8  

空間線量率9時 11．310．010．811．3 8．310．3 9．710．8 9．0  

〝（〃R／h）15時 10．010．811．6 9．310．210．18．8 9．410．3  

＊：6時間値  

一‥：不検出（計数値がその計数誤差の3倍以下）  
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（121）香川県におけるソ連原子力発電所事故に係る放射能調査  

香川県公害研究センター  

西原 幸一  中野 智  

1，緒言   

1986年4月26日に発生したソ連チェルノアイル原子力発電所の事故による放射能の影響調査の嘲晋   

を報告する。  

2，調査の概要   

（1） 調査対象  

降水、陸水（天水、上水）についてl⊃1Ⅰの濃度を測定した。  

なお、天水は島の飲料水として雨水を屋根にてうけ、執こて若井戸に貯水している水である。   

（2）  試料の採取、調製および測定  

式料の採取は科学技術庁詣『全ベータ放射能測定法（51年改訂）』にて行い、試料の調製お  

よび測定はF放射性ヨウ素分析法（52年改訂）』、『NaI（T8）シンチレーションスぺクトロ  

メータ機器分析法』等に準じて行った。   

（3） 測定器  

A10ka ARC－301型  

キャンベラ社製シリーズ35 ＋  

NaI（T8）シンチレーションカウンター  

波高分析器  

（これらは香川医科大の懐器である）  

（4） 調査結果  

降水、陸水中の‥’Ⅰの測定焉果を表1に示した。  

なお、測定は香川医科大に依頼した。  

3，結語 ．   

以上の調査結果よりみて、降水は5月 6日の降雨時 〈事故後12【］日）には異常値を後出したか、次   

の降雨の5月14日には急激に減少し、その後の5月19日の降雨は同程度であった．  

なお、飲料水については異常値は認められなかった。  

表 1131Ⅰ 濃 度  

種 別  採 取 場 所   131Ⅰ（pCi／β）  採 集 日 時   

降水  高松市松畠町   110  5 月 6 日 13 時50 分、14 時30 分  
′／   19  5 月14 日  8時30 分、16時30 分  
／／   18  5 月19 日  9 時 、5 月 20 日 9 時   

天水  詫間町志々島   ND  5 月 7 日  
′／   ND  5 月14 日  

陸水  高松市浅野浄水場   ND  5 月 8 日  
上水  ′／   ND  5 月15 日  

高松市東部浄水場   ND  5 月 8 日  
／／   ND  5 月15 日   

未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜ 3△のとき『ND』と表示した。  
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空 間 線 量  くcps）  

測定日 最大値 最小値 平均値  測定日 最大値 最小値 平均値  
4．29   9．2  6．1  7．7   

30   8．8  6．5  7．4  

5．1 10．1  6．6  8．1   

5．11 10．4  7．4   

12 10．0  7．2   

13 10．7  7．2   

14   9．4  7．2   

15   9．9  7．0   

16   9．9  7．1   

17   9．2  7．3   

18   9．2  7．3   

19 13．1  7．9   

20   9．9  7．0   

21  9．2  7．1   

22   9．7  6．9  

2 12．2  6．8   

3 11．0  7．0   

4   9．0  7．1   

5 11．2  7．1   

6   9．7  7．3   

7 10．0  7．4   

8 10．2  7．2   

9   9．9  7．2  

10 10．5  7．1  

8．8  

8．7  

7．9  

8．7  

8．5  

8．6  

8．5  

8．4  

8．5  

く測定：当日の15時一里日の15時）  

降水  

採 水 日  
降れ汽 試軋㌢潤声（艶舌諷2）  

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
4
 
0
 
 

1
 
2
 
 

5
 
 

1
 
 

6
 
 10．5  

14．2  

28．2   

2．2  

25．9   

3．8  

72．5  

48．6   

5．3  0．06   

2∈‡．8  0．41   

32．2  0．91  

628．0  1．38  

587．9  15．23   

64．2  0．24  

ND  H D  

lO．9  0．53  

く採水：前日 の9時一当日の9時）  

降下物  

採水年月日 降ね詫  
（粗方諷2）  

61．5．22  222．3  14．73  
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（123）有言岡県乙こおらナるソ連チコニノしノフ■イノし  

原子力発電所事故乙こイ系わる放身寸台巨調査  

福岡県衛生公害センター  

毛利隆美，漂町和美，楢崎幸範   

1． 緒言  

ソ連チェルノフィル原子力発電所事故（昭和61年4月26日）に係わる放射能調査（昭和61年4  

月30日一同6月6日）の概要を報告する．   

2． 調査研究の概要  

（1〉 調査対象項目及び内容  

降水，浮蓮じんの全べ一夕線測定及び牛乳（原乳，市販乳），降水，浮蓮じん，蛇口水のⅠ核種  

分析，更に，モニタリングポストによる空間線量率測定を実施した．  

（2） 測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は，科学技術庁嬉『全ベータ放射能測定法』（1976），Fガンマ  

ー線スペクトルメータによる牛乳中放射性ヨウ素の迅速定量法』〈1976），F放射能委託調査  

計画書く昭和60年度）j及び科学技術庁の指示に従い行った．Ⅰの確認は，NaIくTl）付  

波高分析装置によるγ線スペクトル及び減衰による半減期チェック，更に，浮遵じんについては，  

灰化処理前後におけるγ抜スペクトルのⅠのピークの消失により行った．  

（3） 測定器  

GM計数装置： Aloka製TDC－601型  

モニタリングポスト ：Akoka製MAR－11型  

NaI（Tl）付きガンマー線波高分析装置： NAIG製   

3． 調査結果  

全ベータ線測定，Ⅰの核種分析及びモニタリングポストによる空間線量の測定結果を，まとめて  

囲1に示した．   

4． ソ連原発事故に伴う調査では，空間線量率及び蛇口水には異常はそれぞれ認められなかった．しかし  

5月5日の浮遵じん，5月6日の降水，5月7日の原乳，5月15日の市販乳にⅠが検出きれたの  

を，初めとしてはば5月一杯影響潮見られた．原乳及び市販乳で，それぞれ216，64pCi／L  

の最高値が得られた．この原乳の値は，過去の中国核実験時に得られた最高道196．9pCi／L  

く第22固）を越えるものであり，今回の原発事故の重大きが想健出来る．  
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（124）ソ連原審車扱lて崎る放射能鋼ゑ  

絃甥凍仁者せン7一  

勘  

．  

1 学． 
後∠月訝日与で臨時枚村有鰊l全盲竹㌧■，「てれで、こ：∫てその風車を   

ユ．相星含羞線  

“ 

…矢屑  
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泉1；孝・、じんの放射能＝］平汚‖直）  摩他；pC〟   
粛ミ取ー摘  ′き′上  ／I7ム   ′き4 c∫  ′J▲Tp  け一1  ′OJ ？伽Tc  ′ずββ 
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／アβ  ム、7J  クノア  ♂、♂ア    〆、クズ  ク、ブ≠    〆、ク∠  久ク7  ク、ク／   
J∂β  ク、ク～  ク、クイ  

ユ／β  ク、♂ア  玖クデ  ク′′  

ガロ  ク、／矛  ク、／ス  ク、ク占  ♂J′  

Jタロ  ク、ク√    玖ク7  
ぷβ  ク、ク∠  〆、／イ  

上官β  ク．／ク  ク、♂7  ク、ク7  ク、ノ〆  
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（125）ソ連・チェルノブイリ原発事故に伴う  

長崎県の放射能調査  

長崎県衛生公害研究所   

本村秀幸 半田佐由利   

平山文俊  

1 緒言   

昭和61年4月26日に発生したソ連・チェルノブイリ原発事故に伴い、本県においても   

5月1日より放射能調査を行なったのでその結果について報告する。  

2 調査の概要   

く1） 調査対象  

雨水・浮遊塵・水道水・牛乳・空間線量率   

く2） 測定方法および測定器  

項  目  測 定 方 法   測 定 器   

牛  乳  科学技術庁編「放射能測定法」   

核  

種  

分  
l 

波高分析装置  

析  

こみ測定   

アロカ製、僅／くツクグラウンド  
全β放射能   科学技術庁編「放射能測定法」   自動測定芸置し8い452u   

空間線量率   科学技術庁編「放射能測定法」   
アロカ製、TSC－121C型  

シンチレーションサーベイメーター   

（3） 測定結果  

イ．浮遊塵の叫、全β放射能については図に示すとおりである。5月9日に  

l叫 3．4pCi／痛、全β放射能9．8pCi／虎とそれぞれ最高値を示し、l叫は  

5月28日まで検出された。また、叫と全β放射能の測定値には相関が見ら  

れた。  

口．雨水の叫は表1に示すとおりで50～249pCi／戚の範囲で検出され、全β  

＿427－   



放射能は5月19日に 420pCi／月、5月、28日 960pCi／戚と平常値を越える   

値が認められた。  

ハ．牛乳のl叫については表2に示すとおりで35～55pCi／月の範囲で6回検   

出された。  

二．水道水については朝Ⅰは検出されなかった。  

ホ．空間線量率については異常な値は認められなかった。  

史士・章 ■Mコ⊂コ   

ソ連・チェルノブイリ原発事故に伴う長崎県の放射能調査のおいて、浮遊塵、雨水  

牛乳に朗Ⅰが検出され、また、浮遊塵、雨水の全β放射能にも平常値を越える異常な  

値が認められた。  
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表1雨水中の全β放射能及び131Ⅰ濾度  

測定  降水量  全β   
131Ⅰ   

月日   ⅢⅢ   pCi／ゼ   pCi／ゼ   

5．1   1．5   68．2  

．2  34．8   18．2  

．3  5．1   6．9  

．4  8．7   5．4   ND   

．6  51．7   38．8   ND   

．14  99．0   0．4   ND   

．19  0．6   420   249   

．20  61．7   54．9   50   

．28  2．3   960   203   

．29  13．6   50   ND   

．30  48．0   14   ND   

6．6  4．7   52   ND   

表2 牛乳 中 の／き／Ⅰ濃度 （PCけ月）  

測定  5．4 5．  5．22  

月日   ～13   14  四  16  田  18  19  20  団   ・－6．6   

／き′ほ度  42  35  団  四  45  国  四  田  四   
（PCi／』）   
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（126）大気中放射性ヨウ素のヨウ素モニターによる  

連続測定と核種分析結果について  

鹿児島県環境センター  

下薗清春 今村博香 福田大三郎  

郡山宋婁 内山 裕  

1 緒 言  

鹿児島県では，川内原子力発電所周辺の1測定局に大気中放射性ヨウ素   

を測定するヨウ素モニターを設置し，テレメータシステムにより連続測定   

を行っている。  

今回のソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響で大気浮遊じん中の   

131Ⅰ櫨度が高かった5月 6日～16日の10日間，このヨウ素モニターによ   

る連続測定とG e半導体検出器による丁線分光分析を併行して行ったので   

その結果について報告する。  

2 調査の方法  

ヨウ素モニターの仕様は表1に示すとおりで，活性炭ろ紙（TOYO：CP－20   

及び活性炭カートリ ッジ（TOYO：CHC－50）に空気を通し，大気中のヨウ素を   

捕集しながら丁線の計数率の連続測定を行っている。  

一方，大気浮遊じん中の ＝lI濾度が高かった5月 6日～16日の10日間   

毎日．ヨウ素モニターの活性炭ろ紙及び活性炭カートリ ッジを取替え，回   

収し，131Ⅰの核種分析をG e半導体検出器によるr線分光分析法により行   

い，大気中の日平均131Ⅰ濾度を測定した。  

表1 ヨウ素モニターの仕様  

区   分   l勺  召   

2′〆×2■LNalくTg）シンナレーシヲン故山器  
倹  山  霊  

（丁ロカ：ND－451F，分椚億8．46％】即C5）   

葺1・洲エネルギ■滝川  260－4601くeV   

ダストモニターサンプラー（批爪200g／分）  

l  

● 
サンプリング  

・ 田弓－▲・●  
及び計洲  

・応化成ろ糀（TOYO：CP－20） 一・－－一一  ト→  

皿炭 トトリッジ（TOYO‥CHCづ0）一   

HE－40T：〃さ0．車両椚揖裾杵一郎．5％以上（0．3／lmDOP）  

榊  り呈  材     CP－20 ：即さ乙0即叩古拙庚50％含市  
CHC－50：〃さ20…50メッシュ感性庚．TEDAlO野宿価   
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3 調査結果及び考察  

大気中の131Ⅰ核種分析結果とヨウ素モニターの計数率差の測定結果を   

表2示した。  

調査期間中のヨウ素モニターの1日あたりの計数率差は 0．070～0．516   

cps／日で，大気中の日平均131Ⅰ濾度は0．71～4．46 pCi／dであった。  

この1日あたりの計数率差（X）とこれに対応する日の大気中の日平均  

131Ⅰ犠度（Y）との相関関係は，Y＝8．04X＋0．39（相関係数r ＝0．96）   

という相関式で表され，非常に高い相関を示した。  

この相関関係から，表1に示す条件でヨウ素モニターにより大気中放射   

性ヨウ素を連続測定する場合，計数率の上昇が1時間あたり0．1cps，つま   

り1日あたり2．4 cps ある時の大気中131Ⅰ櫨度は日平均20pCi／dである   

といえる。  

表2 大気中のlいⅠ核種分析結果及びヨウ素モニターの計数率差  

採取地点りIl内市久見嶋町小平（ヒケルゲスラヰヨン）  

吸引量■  種！  

採  取  期  間  分析結果  

（d）   （pCi／d）   （cps）   

5／610：50～ 5／7 9：30   4．11‡0．043   0」516   

5／7 9：40～ 5／810：00   72   2．28 ＋ 0．035   0．150   

5／810：00～ 5／910：40   72   4．46‡0．049   0．459   

5／910：40～ 5／10 9：25   66   4．41± 0．055   0．450   

5／10 9：25～ 5／11 9：45   70   1．62 ± 0．030   0．183   

5／11 9：50～ 5／1210：45   72   1．36 土 0．028   0．171   

5／1210；50－ 5／1310：00   67   2．93 士 0．041   0．331   

5／1310：05－ 5／1410：10   TO  0．71士 0．021   0．070   

5／1410；20～ 5／15 9；40   68   2．70‡0．039   0．270   

5／15 9：45～ 5／1611：00   2．10 士 0．032   0．202   

注）① 蟻種分析の測定は，活性炭ろ紙の上に活性炭カートリッジを重ねた形態で行った・   

②「ヲウ重モニターの打数率羞」とは採取終了時と採取開始時の軒数率の羞を示す・  
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（127）ソ連原発事故により検出された  

大気中の131Ⅰの形態について  

鹿児島県環境センター  

＊今村博書 下薗清春 福田大三郎  

郡山宗量 内山 裕  

1．緒言  

ソ連チェルノナイル原発事故に伴う放射能調査にあたり，大気中  

131Ⅰの形態を考慮したサンプリ ング及び測定を行った。   

その結果得られた大気中▲31Ⅰの形態別糧度について報告する。（1〉  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取地点  

鹿児島市城両町18番地 鹿児島県環境センター敷地内  

（2）調査期間  

昭和61年5月 4日～6月 2 3日  
（3）試料採取方法（Z）   

・ヨウ素サンアラー  

アロカ：DSM－203改良型（図1参照）   

・粒子状（0．3〃m 以上）ヨウ素捕集材  

セルロースガラス絨維ろ紙 TOYO：HE－40T 申60mm   

・ガス状（0．3〝m 以下）ヨウ素捕集材  

活性炭カートリ ッジ TOYO：CHC－50（10冤TEDA 添書）申60nm  

（4）丁線分光分析  

Ge半導休検出器：EG＆G ORTEC GEM－20180  

セルロースガラス繊維ろ紙と・活性炭カートリ ッジを重ねた測定  

（A法），活性炭カートリ ッジの測定（B法）及びセルロース  

ガラス繊維ろ紙の測定（C法）を行った。（図2参照）  
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（5）調査結果   

図3にA法による131Ⅰ櫨度の経時変化を示す。   

図4にはB法によるガス状131Ⅰ濃度及びC法による粒子状131Ⅰ糧  

度の経時変化を示す。  
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図4 B法，C法による大気中131Ⅰ濃度の経時変化   

5月5  

図3によれば，大気中131Ⅰは5月4日夜から5日粥にかけて初め  

て検出され濃度は12．9 pCi／m3 であった。その後増減を繰り返した  
が，8日19．7 pCi／m3 の最高濃度を記録した後，しだいに減少し，  

5                                                                             5月2 9日以降は検出されない事が多くなった。  
芸…是≡  ぱ，粒子状131Ⅰとガス状131 Ⅰの洩度の経時変化にちが  

いがある事がわかる。大気中に初めて13】Ⅰが検出された時は，粒子  

状131Ⅰは検出されなかった。その後粒子状131Ⅰはしだいに増加し，  

5月8日と10日にガス状131Ⅰより耀度が高くなったが，11日以  

降は，ガス状131Ⅰより低い確度で暫時減少した。11日以降のガス  

状131Ⅰは，全131Ⅰ中の60～85完，平均的75完 ではぽ一定であった。   

一方原子力発電所より放出される131Ⅰは，大部分が元素状ヨウ素  

で，一部が有機ヨウ素であると言われているが（3）・（り無機ヨウ素  
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は活性炭含浸ろ社で，有機ヨウ素はTEDA添書活性炭カートリッジで   

捕集可能である．（Z〉  

そこで図1のろ紙と活性炭カートリッジの間に括性炭含浸ろ祇（   

TOYO：CP－20）をはさんだサンアラーによりヨウ素を捕集し無機131Ⅰ   

及び有機131Ⅰを測定した。採取地点は川内市小平，採取期間は5月   

8日～9日の的2 4時間である。  

その結果は，ガス状の無機131Ⅰが1．11pCi／mユ，有機131Ⅰが2．61   

pci／m3 であった。このことからガス状131Ⅰの中には元素状1311な   

どからなる無機131Ⅰのほかに有機131Ⅰも含まれていたことが認めら   

れた。  

3．結語  

大気中131Ⅰが検出された当初，131Ⅰの大部分はガス状であったが  

131Ⅰ犠度が最高になった時点では，粒子状＝lIがガス状＝1Ⅰより多   

かった。その後，ガス状131Ⅰと粒子状131Ⅰの溝度比は，約3：1で   

推移した。また，ガス状＝11の中には有機131Ⅰが含まれている辛が   

わかった。  
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r128）ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故による  

放射性降下物の影響調査たっいて  

沖縄県公害衛生研究所  

金城義勝，長嶺弘輝，比嘉尚哉  

上江州 求，大山峰吉．富国信栄  

島袋 定  

1． 緒 言  

昭和61年 4月26日ソビエト連邦ウクライナ共和国のチェルノブイリで原子   

力発電所の建屋が損壊し減速材の黒鉛が燃焼する事故が起きた。29日には近   

隣諸国で異常放射線．放軌能が検出されることが報道され，これを受けて科   

学技術庁に放射能対策本部が設置された。本県でも放射能対策本部の調査協   

力依頼により，30日から放射性降下物による環境への影響，並びに飲食物摂   

取制限の確認調査を行ったので報告する。  

2．方 法  

（1）調査対象試料  

放射性降下物の出現時期，影誓の度合いを知るためにモニタリングポス  

トによる空間γ緑計数率．浮遊じん．雨水，降雨のない日は降下じんを採  

取し分析した。また．今回の事故ではⅠ－131が問題になっていることか  

ら．飲料水（源水．蛇口水，天水），牛乳，野菜．および海藻を採取しGe   

（しi）検出器で核種分析を行った。  

（2）試料の調整  

イ．浮遊じんはワットマンEPHlOOO グラスマイクロファイバーフィルタ  

を使用した。  

□．雨水，源水，天水は各 2L を目安にDowex 50HX8，DowexIx2 のカラム  

に通し，両税脂を∪－8 プラスチック容器に詰め核種分析試料とした。  

ハ．牛乳．蛇口水は 3し をマリネ容器に入れGe（Li）検出器で分析した。  

二．野菜，海藻は高温乾燥器により80℃で乾燥後，粉末にしてU－8 に詰め  

分析試料にした。  

3．調査結果の概要  

全β放射能およびモニタリングポストの調査結果を表1に，今回特に問題   

になった ト131，Cs－137の分析結果を表2～表5に示す。  

本県で検出したチェルノブイリ原子力発電所由来の放射性降下物はZ卜95，   

Ho－99．Ru－103，Ru－106，Ag－110m．Sb－125．Te－129n，I－131，Te－132．Cs－134．Cs－13   

6．Cs－137．Ba－140，La－140，Ce－141等である。   

特に今回の放射性降下物の特徴としてRu－103，ト131，Cs－134，Cs－137の濁度が   

これまでの核実験調査で得られた知見と異なり．他の核種に比べ存在比が若  
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干高いことである。  

本県への放射性降下物の出現時期は浮遊じんの全β放射能推移および 5月   

5日に採取したヨモギにト131が検出されたことから 5月 4日頃と推定され   

その影響は 6月上旬まで続いた。  

また，浮遊じんの全β放射能推移，ト131の推移で 5月 7日，16日の 2度   

にわたってピークが見られることから放射性降下物は波1犬的に飛来したもの   

と思われる。  

モニタリングポストによる空間γ線計数率の推移では．僅かながら変動は   

見られるものの通常の降雨時の変動範囲である。  

今回．千葉県で雨水から13，300pCけL のト131が検出され問麺になったこ   

とから以下本県での環境試料について考察した。  

調査期間中における浮遊じんのト131濃度は最高値が 5月16日の1．00pC   

けm3であり，ICRP勧告値に示された空気中許容濃度（一般人，300pCi／m3）の   

約1／300 であることから問題になる値ではない。   

雨水のト131は 5月 7日の252．65pCi／し が最高値であり，暫定指標値の30   

00pCi／L に比べ約1／10であることから問題になる値ではない。   

牛乳は源乳，市販乳共に 5月12日からト131が検出され，最高値は22日の   

58・85pCけLであり飲食物摂取制限に関する指標値（6000pCj／し）の約1／100で   

ある。  

また，源水，蛇口水からはチェルノブイリ由来の放射性核種は検出されて   

いず問題はなかった。飲料水として天水を利用している伊是名村，渡名喜村   

粟国村，南大東村，多良間村の広域でⅠ－131が検出されたが，6．26～61．56   

PCi／しの範囲であり，飲食物摂取制限に関する指標値（飲料水 3000pCi／L）   

に比して約1／50であり問題になる値ではない。   

野菜は，簡単にしかも継続的に入手可能な物として葉菜類と形状の似たセ   

ンダン草を採取し推移をみた。センダン草のト131は19日に最高値の3638．   

06pCけkg生が検出されたが，飲食物摂取制限に関する指標値（200，000pCi／kg   

生）の約1／55である。また，19日，29日に購入したカラシナ，ホウレン草の   

ト131は122・83～277．50pCけkg生で，同時期に採取したセンダン草の約1／10   

～1／3 となり問題になる値ではない。   

海藻はアナアオサ．ホンダワラ，ヒジキを採取し分析した。ホンダワラ，   

ヒジキに125・57～384．59pCi／kg生の範囲でト131を出したが低い値である。  

4．結 言  

今回は各地で問題になったト131を中心にデータを考察した。  

本県の環境試料中のト131は．いずれも飲食物摂取制限の指標値（対策レ   

ベル）以下であり問題になる値ではなかった。  

－436－   



表1 雨水，降下じん．浮遊じんの全β放射能およびモニタリングポスト  

降雨量  雨 水  降下じん  浮遊じん  モニタングポスト（CPS） 
採取月日  

mm   PCi／し  mCi／km2  PCi／m3  最下値  最上値  平均値 

S61．5．1  0．37   9．2   10，0   9，5   

5．2   3，0  0．53   9．0   10．0   9．4   

5．3  0．56   9．0   9．6   9．3   

5．4  0．08  1．02   9．0   10．1   9．5   

5．5   0．3  1．10   9．0   9．9   9．5   

5．6  1．62   9．0   9．9   9．5   

5．7   292．98  4．04   9．4   13．2   10．3   

5．8  30．2  124．06  3．00   9．8   12．9   10．7   

5．9  24．1   73．60  0．37   9．4   15．2   10．3   

5．10  0．04  0．76   9．8   10．8  10，2   

5．11  0．02   0．96   9．5   10．4   9．9   

5．12  0．06  1．69   9．3   11．0   9．8   

5．13   383．83  0．49   9－4   10．4   9．7   

5．14  52．0   0．30   9．3   12．5   10．3   

5．15  0．09  2．30   9．2   9．9   9．6   

5．16  0．10   3．01   9．3   10．1   9．7   

5．17  0．14   2．50   9．4   10．1   9．6   

5．18  0．17   1．05   9．3   9．8   9．6   

5．19  0．15   0．94 9．3   9．9   9．6   

5．20  0．04  0．73   9．2   9．8   9．6   

5．21  17．8  18．00  0．67   畠．2   11．1   10．0   

5．22  17．6  20．33  0．57   9．1   11．6   10．0   

5．23  0．04  0．20   9．1   9．8   9．5   
l  

92．33                          5．26  10．8  0．32   9．3   10．0   9．6   

5．27   0．9  152．97  0．15   9．3   9．9   9．6   

5．28  0．7  103．33  0．41   9．4   10．4   9．ア   

l  

5．30  0．34   9．2   10．1   9．6  
l  

6．2  0．23   9．2   10．0   9．6  
l  

6．4  0．18   9．0   14．3   10．2  
l  

6．6                                           12．0  0．14   9．1   9．9   9．5   
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表2 雨水．浮遊じん，牛乳中のⅠ－131．Cs－137  

雨 
pcj／L 

水  浮 
。Cm3 

源 
pci／し 

乳  市 
。／L 

採取月日  
ト131  Cs－137  ト131  Cs－137  ト131  Cs－137  ト131  Cs－137   

S61．5．1  

5．2  

5．3  

5．4  

5．5  

5．6  0．01  0．003  

5．7  252．65  0．72  0．32  

5．8  115．36  0．52   0．36   

5．9  42．94  0．02  0．02  

5．10  0．03  

5．11  0．04  

5．12  0．05   16．59  16．41  

5．13  0．03  0．04   16．45  16．60  

5．14  0．01   0．01   27．81  24．18  

5．15  0．70  0．16   18．81  19．91  

5．16  1．00  0．24   29．46  17．30  

5．1ア  0．53  
29．74  

5．18  0．25   23．55  

5．19  0．21   0．09  22．10  20．05  

5．20  0．08  0．08   33．20  

14．4丁  0．06  0．03  30．丁9  

5．22  0．08  0．04   58．85  

5．23  0．04  26．45  
l  

34．52   7．94  36．04  

5．27  114．74  0．05  0．03   

5．28  39．19  13．82  
l   

5．30  0．01  0．01  24．16  
l  

6．2  0．01  0．01  16．54  
l  

6．4  
l  

6．6  
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表3 飲料水（天水，源水，蛇口水）の ト131，Cs－137  
（学位：PCi／L）  

採取場所 核 種  5／7  5／′8  5／9  5／12  5／13  5／14  5／15  5／16  

波照間島 Ⅰ一131  
Cs－137  

多良間村 Ⅰ－131  
Cs－137  

南大東村 I－131  
Cs－137  

粟国村  1－131  
Cs－137  

渡名喜村 Ⅰ－131  
Cs－137  

伊是名村 1－131  
Cs－137  

泊浄水場（疎水）  
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表4 野菜．その他（葉菜類似．松葉）のト131．Cs－137  
（学位：PCi／g 生）  

試 料 名 核 種  5／5  5／9  5／16  5／17  5／19  5／22  5／26  5／28  

ヨ モ ギ I－131  0．01  
Cs－137  

松  葉 Ⅰ－131  
Cs－13ア  

センダン草 Ⅰ－131  
Cs－137  

カラシナ  1－131  
Cs－137  

0．68  1．27  

0．14   0．14  

1．85   2－15  

0．10   0．14  

3．64  ＊1．48  
0．12  
0．27  

1．18   0．97  
0．20   0．22  

試 料 名 核 種  5／29  5／30  6／2  6／4  ＊ ホモジナイズしてU－8  

に詰め生の状撃で分析した。   
センダン章 Ⅰ－131  

Cs－13ア  

キヤぺツ  Ⅰ－131  
Cs－137  

ホウレン草 Ⅰ－137  0．28  
Cs－137   0．04  

0．75   0．55   0．71  
0．21  0．10   0．11  

表5 海藻のト131，Cs－137  
（学位：PCi／g 生）  

試 料 名 核 種  5／23  5／27  

アナアオサ 1－131  
Cs－137  

ホンダワラ Ⅰ一131 0．38  0．12  
Cs－137  

ヒ  ジ キ  ー －131  0．25  
Cs－137  
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〔付録〕調査研究実施機関－－＝＝〉一・覧   



放射能調査研究実施機関一覧  

機  関  名  住  所  郵便番号  電話番号   

科学技術庁原子力安全局  

防災環境対策室 
東京都千代田区霞ヶ関2－2－1   100  03－581－5271   

科学技術庁放射線医学総合研究所 千葉県千葉市穴川4－9－1   260  0472－51－2111   

防衛庁技術研究本部第一研究所 東京都目黒区中月黒2－2－1   153  03－713－1う111   

〝 防衛大学校物理学教室 神奈川県横須賀市走水1－10－20  239  0468－41－3810   

農林水産省農業環境技術研究所 
茨城県筑波郡谷田部町  

観音台3－1－1   
305  02975一－づ－8148   

′′  畜 産 試 験 場 茨城県稲敷郡茎崎村他の台2   300－12  02975－6－8643   

′′  家畜触 
支楊 

北海道札幌市豊平区羊ケ丘1   061－－81  011－851⊥5226   

〝  水斬東 
研究部 

東京獅央区勝どき5－5－1   104  03－531－1221   

運輸省 海上保安庁水路部 東京都中央区築地5－3－1   104  03－541－3811   

〝  気象庁 札幌管区気象台 北海道札幌市中央区2条西18   060  011－－づ11－6124   

〝  ′′  観  測  部 東京都千代田区大手町1－3－4  100  03－212－8341   

〝  〝  海洋気象部 東京都千代田区大手町1－3－4  100  03－212－8341   

〝  ′′  気象研究所 茨城県筑波郡谷田部町長峰1－1   305  0298－51－7111   

厚生省 国 立 衛 生 試 験 所 東京都世田谷区上用賀1－18－1   158  03－700－1141   

〝  国 立 公 衆 衛 生 院 東京都港区白金台4－6－1   108  03－441－7111   

理  化  学  研  究  所 埼玉県和光市広沢2－1   35ト一刀1  04841∋2－1111   

日本原子力研究所 東海研究所 茨城県那珂郡東海村自方白根2－4  319－11  02928－2－5192   

動力炉核燃料開発事業団  
東海事業所茨城県那珂郡東海村大字村松   319－11  02928－2－1111   

海洋科学技術 セ ン タ ー 神奈川県横須賀市夏鳥2－15   237  0468－づ5－2865   

（財）日 本 分析 セ ン タ ー 千葉県千葉市山王町295－3   281  0434－23－5325   

（財）原子力環境整備センター 
東京都港区虎ノ門2－8－10  

第15森ビル   105  03－504－1081   

（財）海洋生物環境研究所弓東京都千代田区内神宗主詣こ、ん  101  03－254一勺166   
（財）原子力安全研究協会 東京都千代田区内幸町1－2－2   100  03－503－5785   

（財）温水養魚開発協会 
東京都千代田区内神田2－2－1  

101  03－258一一㊤090   鎌倉河岸ビル  

（財）九州環境管理協会福岡市東区松番台1－－218  813  092－－づ62－－0410  

l  



機   関   名 住  所   郵便番 電話番号   

北海 道 立 衛 生 研 究 所 札幌市北区北19条西12丁目  H 060ioll－747－2211   

青森県公害調査事務所 青森市大字造道字沢田25   030  0177－4トづ762   

岩 手 県 環 境 保 健 部 盛岡市内丸10－1   020  0196－51－3111   

≡≡ 0100188－32－5005  

＝ 9900236－22－2543  

福島県原子力センター弓   
986－22io2255－4－3322 979‾13iO24032‾2230  宮城県原子力センタ‾L志望芸芸芸芸≡宝去芸≡呈芸書芸  

茨城県公害技術センター璽水戸市石川1－4043－36   310 0292－52－3151   

埼 玉 翠 衛 生 研 究 所 浦和市大字上大久保字東639－1  330  0488－53－づ121   

東 京 都 立 衛 生 研 究 所 新宿区百人町3－24－1   160  03－363－3231   

神 奈 川 県 衛 生 研 究 所 横浜市旭区中尾町52－2   241 ∫045－363－103〔）   

新 潟 県 公 害 研 究 所 新潟市曽和字古川314 －1   950－21 0252－－づ2－1511   

富 山 県 公 害 対 策 課 富山市新総曲輪1－7   930  0764－－31－4111   

石川 県衛生公害研究所 金沢市三馬2－251   92】．0762－47－一刀077   

】  
福 井 県 衛 生 研 究 所 福井市原目町39－4  910 0776－－54－・5630   

長野県衛生公害研究所 長野市大字安茂里字米村1978   380  0262－27」〕354   

岐 阜 県 衛 生 環 境 部岐阜市薮田1－1   500  0582－72－1111   

静岡県環境放射線監視センター静岡県小笠郡浜岡町池新田              5814 

－19   
437－16 053781ヨーーづ121   

愛 知 県 衛 生 研 究 所 名古屋市北区辻町字流7－6   462  052一－911－3111   

三 重 県 保 健 環 境 部 津市広明町13   514  0592－24－2335   

滋  賀 県 厚 生 部 大津市京町4－1－1   520  0775－24－1121   

京都府衛生公害研究所 京都市伏見区村上町395   612  075－－づ21－4067   

大阪府立公衆衛生研究所 大阪市東成区中道1－3－69   53706－972－1321  

兵庫県衛生研究所】神戸市兵庫区荒田町2一卜29  652078－511－－づ581  

640≡0734－23－9570  

岡山県環境保健センター岡山市内尾739－1  703刊2o862→8－2681  



住  所  宅郵便番号1電話番号  機  関  名  

広 島 県 衛 生 研 究 所   

山 口 県 衛 生 研 究 所   

香川県公害研究セ ン タ ー   

愛媛県公害技術セ ン タ ー   

高 知 県 衛 生 研 究 所  

広島市南区字品神田1－5－70   

山口市葵町2－5－67   

高松市松島町1－17－28   

松山市3番町8－234生活保健ビノ   

高知市丸の内2－4－1  

福岡県大軍府市大字向佐野字  
迎田39  

佐賀市鍋島町八戸溝119   

長崎市滑石町1－9－5   

鹿児島市城両町18   

島尻郡大里町高嶺原2085  

0822－51－4371   

753 √ 08392－2－7630  

760 0878－31－3151  

790 j O899‾21‾3900  

7800888－22－5311  
1  

818－1109292－4－2101  

840‾41O952‾30‾1616  

0958－56－8613  

852  て  892J。。。2＿25＿5131  

福岡県衛生公害セ ン タ  

佐 賀 県 公 害 セ ン タ ー   

長崎県衛生公害研究所   

鹿児 島県環境 セ ン タ ー   

沖縄県公害衛生研究所  901－12  098945－－0781   
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